
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
「
大
学
」
三
（
58
～
131
条
）

　
　
　

傳
五
章
釋
格
物
致
知
（
承
前
）

58
条

　

問
精
粗
。
曰
。
如
管
仲
之
仁
、
亦
謂
之
仁
、
此
是
粗
處
。
至
精
處
、
則
顏
子
三

月
之
後
、
或
違
之
。
又
如
充
無
欲
害
人
之
心
、
則
仁
不
可
勝
用
。
充
無
欲
穿
窬
之

心
、
則
義
不
可
勝
用
、
害
人
與
穿
窬
固
為
不
仁
不
義
、
此
是
粗
底
。
然
其
實
一
念

不
當
、
則
為
不
仁
不
義
處
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　
「
精
粗
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「（『
論

語
』
憲
問
篇
の
）
管
仲
の
仁
も
ま
た
仁
の
こ
と
だ
と
い
う
の
は
、（
仁
を
）
大
ざ

っ
ぱ
に
説
い
た
も
の
だ
。（
仁
の
）
精
髄
を
説
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
、（『
論
語
』

雍
也
篇
の
）
顔
子
が
三
ヶ
月
の
後
に
、
時
と
し
て
仁
に
違
う
こ
と
が
あ
る
、
と
い

う
場
合
の
仁
が
、
そ
れ
だ
。
ま
た
（『
孟
子
』
盡
心
下
の
）『
人
能
く
人
を
害
せ
ん

と
欲
す
る
こ
と
無
き
の
心
を
充
た
せ
ば
、
則
ち
仁
勝
げ
て
用
う
可
か
ら
ず
。
人
能

く
穿
窬
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
す
る
の
心
を
充
た
せ
ば
、
則
ち
義
勝
げ
て
用
う
可
か

ら
ず
。』
と
い
う
の
の
、『
人
を
害
す
る
』
こ
と
と
『
穿
窬
す
る
』
こ
と
と
は
、
不

仁
や
不
義
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
不
仁
不
義
を
大
ざ
っ
ぱ
に
説
い
た

も
の
だ
。
し
か
し
実
際
に
は
、
わ
ず
か
な
間
で
も
意
念
が
正
し
い
状
態
で
な
け
れ

ば
、
取
り
も
直
さ
ず
不
仁
不
義
な
の
だ
。」　

林
夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
精
粗
」  

こ
こ
で
は
、「
粗
」
を
「
大
ざ
っ
ぱ
」、「
精
」
を
「
精
髄
」
と
し

て
理
解
し
た
。
以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
十
五
、一
三
八
条
、周
明
作
録
（
Ⅰ

309

）「
又
問
。
大
學
表
裏
精
粗
如
何
。
曰
。
自
是
如
此
。
粗
是
大
綱
、
精
是

裏
面
曲
折
處
。」

（
２
）「
管
仲
之
仁
」　

孔
子
が
管
仲
の
仁
を
認
め
た
発
言
と
し
て
以
下
の
二
つ
が

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

�

宇
佐
美
文
理
・
小
笠
智
章
・
古
勝
亮
・
焦
堃
・
中
純
夫
・
福
谷
彬

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

四
九



あ
る
。『
論
語
』「
憲
問
」「
子
路
曰
。
桓
公
殺
公
子
糾
、召
忽
死
之
、管
仲
不
死
。

曰
。
未
仁
乎
。
子
曰
。
桓
公
九
合
諸
侯
、
不
以
兵
車
、
管
仲
之
力
也
。
如
其

仁
。
如
其
仁
。」（
朱
注
）「
如
其
仁
、
言
誰
如
其
仁
者
。
又
再
言
以
深
許
之
。

葢
管
仲
雖
未
得
為
仁
人
、而
其
利
澤
及
人
、則
有
仁
之
功
矣
。」『
論
語
』「
憲
問
」

「
子
貢
曰
。
管
仲
非
仁
者
與
。
桓
公
殺
公
子
糾
、
不
能
死
、
又
相
之
。
子
曰
。

管
仲
相
桓
公
、
霸
諸
侯
、
一
匡
天
下
、
民
到
於
今
受
其
賜
。
微
管
仲
、
吾
其

被
髮
左
衽
矣
。
豈
若
匹
夫
匹
婦
之
為
諒
也
、自
經
於
溝
瀆
而
莫
之
知
也
。」（
朱

注
）「
諒
、
小
信
也
。
經
、
縊
也
。
莫
之
知
、
人
不
知
也
。」
但
し
一
方
で
孔

子
は
管
仲
に
対
し
て
否
定
的
評
価
も
遺
し
て
い
る
。『
論
語
』「
八
佾
」「
子
曰
。

管
仲
之
器
小
哉
。
或
曰
。
管
仲
儉
乎
。
曰
。
管
氏
有
三
歸
、
官
事
不
攝
、
焉

得
儉
。〔
朱
注
「
三
歸
、
臺
名
。
事
見
説
苑
。
攝
、
兼
也
。
家
臣
不
能
具
官
、

一
人
常
兼
數
事
、
管
仲
不
然
。
皆
言
其
侈
。」〕
然
則
管
仲
知
禮
乎
。
曰
。
邦

君
樹
塞
門
、管
氏
亦
樹
塞
門
。
邦
君
為
兩
君
之
好
、有
反
坫
、管
氏
亦
有
反
坫
。

管
氏
而
知
禮
、
孰
不
知
禮
。〔
朱
注
「
屏
謂
之
樹
、
塞
猶
蔽
也
。
設
屏
於
門

以
蔽
内
外
也
。
好
謂
好
會
。
坫
在
兩
楹
之
閒
、
獻
酬
飲
畢
、
則
反
爵
於
其
上
。

此
皆
諸
侯
之
禮
、
而
管
仲
僭
之
。
不
知
禮
也
。」〕」

（
３
）「
顏
子
三
月
之
後
或
違
之
。」　
『
論
語
』「
雍
也
」「
子
曰
。
回
也
、
其
心
三

月
不
違
仁
、其
餘
則
日
月
至
焉
而
已
矣
。」（
朱
注
）「
三
月
、言
其
久
。
仁
者
、

心
之
德
。
心
不
違
仁
者
、無
私
欲
而
有
其
德
也
。
日
月
至
焉
者
、或
日
一
至
焉
、

或
月
一
至
焉
、
能
造
其
域
而
不
能
久
也
。」

（
４
）「
如
充
無
欲
害
人
之
心
…
義
不
可
勝
用
。」　
『
孟
子
』「
盡
心
」
下
「
孟
子
曰
。

人
皆
有
所
不
忍
、達
之
於
其
所
忍
、仁
也
。
人
皆
有
所
不
為
、達
之
於
其
所
為
、

義
也
。
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、
而
仁
不
可
勝
用
也
。
人
能
充
無
穿
踰
之
心
、

而
義
不
可
勝
用
也
。」
朱
注
「
充
、
滿
也
。
穿
、
穿
穴
。
踰
、
踰
牆
。
皆
爲

盜
之
事
也
。
能
推
所
不
忍
、
以
達
於
所
忍
、
則
能
滿
其
無
欲
害
人
之
心
、
而

無
不
仁
矣
。
能
推
其
所
不
爲
、
以
達
於
所
爲
、
則
能
滿
其
無
穿
踰
之
心
、
而

無
不
義
矣
。」

（
５
）「
一
念
」　
「
わ
ず
か
な
の
閒
」　
『
語
類
』
巻
一
、一
二
八
条
、
葉
賀
孫
（
Ⅰ

215

）「
靜
坐
久
之
、
一
念
不
免
發
動
、
當
如
何
。」

59
条

　

周
問
大
學
補
亡
、
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
。
曰
。
只
是
理
徹
了
、
見
善
、
端
的

如
不
及
、
見
不
善
、
端
的
如
探
湯
。
好
善
、
便
端
的
如
好
好
色
、
惡
不
善
、
便
端

的
如
惡
惡
臭
。
此
下
須
連
接
誠
意
看
。
此
未
是
誠
意
、
是
醞
釀
誠
意
來
。　

淳

　

謨
錄
云
。
此
只
是
連
著
誠
意
說
。
知
之
者
切
、
則
見
善
真
如
不
及
、
見
不
善
真

如
探
湯
、
而
無
纖
毫
不
實
故
爾
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
惡
不
善
、
便
端
的
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
三
出
す
る
「
惡
」
を

全
て
「

」
に
作
る
。

○
「
纖
毫
不
實
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

周
謨
は
『
大
学
』
の
亡
逸
を
補
っ
た
部
分
（『
大
学
章
句
』
伝
五
章
）
の
「
心

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

五
〇



の
分
別
取
舎
切
な
ら
ざ
る
無
し
。」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
仰
っ
た
。「
理

が
透
徹
し
て
し
ま
い
さ
え
す
れ
ば
、
善
を
見
る
こ
と
、
あ
た
か
も
自
分
に
ま
だ
至

ら
ぬ
と
こ
ろ
が
有
る
か
の
よ
う
に
切
実
に
し
（
＝
よ
り
い
っ
そ
う
善
に
励
み
）、

不
善
を
見
る
こ
と
、あ
た
か
も
熱
湯
に
手
を
入
れ
た
時
の
よ
う
に
切
実
に
す
る（
＝

熱
湯
か
ら
す
ぐ
手
を
引
っ
込
め
る
か
の
よ
う
に
す
み
や
か
に
不
善
を
避
け
る
）。

そ
し
て
、
善
を
好
ん
で
は
、
目
に
心
地
よ
い
も
の
を
好
む
時
の
よ
う
に
切
実
に
し
、

不
善
を
悪
ん
で
は
、悪
臭
を
悪
む
時
の
よ
う
に
切
実
に
す
る
の
だ
。
こ
れ
以
下（
格

物
致
知
以
下
の
工
夫
）
は
、「
誠
意
」
と
関
連
さ
せ
て
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
（
格
物
致
知
の
段
階
）
は
ま
だ
誠
意
で
は
な
く
、
誠
意
を
醸
成
し
て
い
る
段

階
な
の
だ
。　

陳
淳
録

　

周
謨
の
記
録
に
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
こ
れ
は
た
だ
誠
意
と
つ
な
げ
て
説
い

て
い
る
も
の
だ
。
知
る
こ
と
が
切
実
で
あ
れ
ば
、
善
を
見
る
こ
と
、
本
当
に
自
分

に
は
ま
だ
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
し
、
不
善
を
み
る
こ
と
、
本

当
に
熱
湯
に
手
を
入
れ
た
時
の
よ
う
に
し
、
微
塵
も
不
実
が
な
い
か
ら
だ
。

〔
注
〕

（
１
）「
只
是
理
徹
了
」　
「
理
徹
」
は
道
理
に
透
徹
す
る
こ
と
。『
語
類
』
に
は
「
看

理
徹
」「
見
得
理
徹
」
等
の
用
例
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
一
七
、二
五
条
、

訓
陳
淳
（
Ⅶ2815

）「
看
理
徹
、
則
我
與
理
一
。
然
一
下
未
能
徹
、
須
是
浹

洽
始
得
。」『
語
類
』
巻
一
一
八
、五
一
条
、
訓
與
立
黻
（
Ⅶ2851

）「
只
是
見

理
不
徹
後
如
此
。
若
見
得
理
徹
、
自
然
心
下
無
事
。」

（
２
）「
大
學
補
亡
」　

朱
子
が
現
行
の
『
大
学
』
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
失
わ
れ

て
い
る
と
考
え
、そ
れ
を
補
っ
た
「
格
物
致
知
」
に
対
す
る
補
伝
（
伝
第
五
章
）

を
指
す
。

（
３
）「
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」　

現
行
の
『
大
学
章
句
』
の
伝
第
五
章
は
「
衆

物
之
表
裏
精
粗
無
不
到
、而
吾
心
之
全
體
大
用
無
不
明
矣
。」
と
な
っ
て
お
り
、

本
条
の
解
釈
と
一
致
し
な
い
。
伝
五
章
に
つ
い
て
、「
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」

と
説
く
の
は
、巻
十
六
、五
四
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ324

）
も
同
じ
。
な
お
、『
朱

文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
周
舜
弼
」
第
一
〇
書
は
、
本
条
の
質
問
者
で
あ
る

周
謨
に
対
す
る
書
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、「
用
力
之
久
而
一
旦
廓
然
貫

通
焉
、
則
理
之
表
裏
精
粗
無
不
盡
、
而
心
之
分
别
取
舎
無
不
切
。」
と
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」
と
し
て
い
た
時
期
が
確
か
に
存

在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
子
の
伝
五
章
に
お
け
る
解
釈
の
変
遷
に
つ

い
て
は
吉
原
文
昭
『
南
宋
学
研
究
』（
研
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
所
収
「
大

学
章
句
研
究
」
を
参
照
。

（
４
）「
見
善
、
端
的
如
不
及
。
見
不
善
、
端
的
如
探
湯
。」　
『
論
語
』「
季
氏
」「
孔

子
曰
。
見
善
如
不
及
、
見
不
善
如
探
湯
。
吾
見
其
人
矣
、
吾
聞
其
語
矣
。」

朱
注
「
探
、
吐
南
反
。
真
知
善
惡
而
誠
好
惡
之
。
顏
、
曾
、
閔
、
冉
之
徒
、

蓋
能
之
矣
。
語
、
蓋
古
語
也
。」

（
５
）「
端
的
」  「
切
実
に
」『
語
類
』卷
十
、陳
淳
録（
Ⅰ172

）「
聖
人
言
語
如
千
花
、

遠
望
都
見
好
。
須
端
的
真
見
好
處
、
始
得
。」
入
矢
義
高
監
修
『
禅
語
辞
典
』

（
一
九
九
一
年
、
思
文
閣
出
版
）
を
参
照
。

（
６
）「
醞
釀
」  

「
醸
成
す
る
」『
語
類
』
巻
一
〇
八
、七
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

2690
）、「
問
治
亂
之
機
。
曰
。
今
看
前
古
治
亂
、
那
裏
是
一
時
做
得
。
少
是

四
五
十
年
、
多
是
一
二
百
年
醞
釀
、
方
得
如
此
。」

（
７
）「
好
善
、便
端
的
如
好
好
色
。
惡
不
善
、便
端
的
如
惡
惡
臭
。」　
『
大
学
章
句
』

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

五
一



伝
第
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之

謂
自
謙
、
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」
朱
注
「
使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善

則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而
求
必
得
之
、
以
自
快
足
於
己
、
不
可
徒
苟
且

以
殉
外
而
為
人
也
。
然
其
實
與
不
實
、
蓋
有
他
人
所
不
及
知
而
己
獨
知
之
者
、

故
必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
。」

（
８
）「
此
下
須
連
接
誠
意
看
」　

格
物
致
知
の
次
に
誠
意
が
連
接
す
る
必
然
性
に

関
し
て
は
、
後
出
の
六
九
条
に
も
「
此
繼
於
物
格
知
至
之
後
、
故
特
言
所
謂

誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。」
と
あ
る
。

60
条

　

李
問
。
吾
之
所
知
無
不
切
。
曰
。
某
向
說
得
較
寬
、
又
覺
不
切
。
今
說
較
切
、

又
少
些
寬
舒
意
。
所
以
又
說
道
、
表
裏
精
粗
無
不
盡
也
。
自
見
得
切
字
却
約
向
裏

面
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
却
約
向
裏
面
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

李
氏
が
「
吾
の
知
る
所
切
せ
ざ
る
無
し
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ

し
ゃ
た
。「
私
は
以
前
（「
吾
之
所
知
無
不
切
」
と
し
て
）
説
き
方
が
比
較
的
緩
や

か
で
あ
っ
た
が
、
一
面
で
は
切
実
さ
に
欠
け
る
と
も
感
じ
て
い
た
。
今
は
（「
吾

心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」
と
し
て
）
説
き
方
が
比
較
的
切
実
に
は
な
っ
た
が
、
一

面
で
は
緩
や
か
さ
伸
び
や
か
さ
の
趣
を
欠
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
さ
ら
に
「
表
裏

精
粗
盡
く
さ
ざ
る
無
し
」
と
い
う
の
だ
。
自
然
と
「
切
」
の
字
が
、
内
面
に
向
か

っ
て
か
え
っ
て
引
き
締
め
ら
れ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
吾
之
所
知
無
不
切
」　

現
行
本
の
『
大
学
章
句
』
の
伝
五
章
の
内
容
と
異

な
る
が
、『
語
類
』
本
条
後
半
の
「
表
裏
精
粗
無
不
盡
也
」
と
と
も
に
、『
大

学
章
句
』
伝
五
章
の
旧
稿
の
内
容
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
該
箇
所
を

「
理
之
表
裏
精
粗
無
不
盡
、
而
吾
心
之
分
別
取
舍
無
不
切
」
に
作
る
旧
稿
が

存
在
し
た
ら
し
い
こ
と
に
関
し
て
は
、
五
四
条
及
び
同
条
注
を
参
照
。「
吾

之
所
知
無
不
切
」
は
、そ
の
更
に
前
段
階
の
旧
稿
か
。
た
だ
し
、本
条
の
「
吾

之
所
知
無
不
切
」
の
句
は
、
伝
五
章
の
旧
本
で
あ
る
可
能
性
の
他
に
、
大
学

経
に
対
す
る
朱
注
の
旧
本
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
以
下
を
参

照
。
趙
順
孫『
四
書
纂
疏
』の
大
学
経
に
対
す
る
朱
子
の
注「
推
極
吾
之
知
識
、

欲
其
所
知
無
不
盡
也
。」
に
対
し
て
「
黄
氏
曰
。
章
句
本
云
欲
其
所
知
無
不

切
也
。
今
改
切
作
盡
。」
と
あ
る
。『
四
書
纂
疏
』
は
引
用
の
「
黄
氏
」
の
名

を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、『
四
庫
提
要
』
は
姓
名
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
る
と
黄
氏
と
は
、
黄
榦
か
黄
士
毅
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
直
接
朱
子
の
教
え
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
朱
子
生
前
の
言
説
に
基
づ

く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
『
御
纂
朱
子
全
書
』
卷
八
、
大
學
二
は
、
本

条
を
引
用
し
た
上
で
「
案
此
條
所
舉
是
舊
本
」
と
の
注
記
を
施
し
て
い
る
。

（
２
）「
某
向
説
得
較
寛
」　
「
向
」
は
、
先
に
、
以
前
。「
較
」
は
、
や
や
。

京
都
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61
条

　

安
卿
問
全
體
大
用
。
曰
。
體
用
元
不
相
離
、
如
人
行
坐
。
坐
則
此
身
全
坐
、
便

是
體
。
行
則
此
體
全
行
、
便
是
用
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
無
し
。

〔
訳
〕

　

安
卿
（
陳
淳
）
が
全
体
大
用
（
心
の
本
来
の
完
全
な
る
本
質
と
、
そ
の
偉
大
な

る
働
き
）
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
仰
っ
た
。「
体
用
と
い
う
の
は
本
来
、

切
り
離
せ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
、
人
が
歩
い
た
り
座
っ
た
り
す
る
の
と

に
似
て
い
る
。
座
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
身
体
は
丸
ご
と
座
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

つ
ま
り
「
体
」
と
い
う
こ
と
で
、
歩
け
ば
こ
の
「
体
」
が
丸
ご
と
歩
く
が
、
こ
れ

が
つ
ま
り
「
用
」
と
い
う
こ
と
だ
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
安
卿
」　
「
語
録
姓
氏
」
に
よ
る
と
、「
安
卿
」
は
、
陳
淳
と
林
学
履
の
両

人
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
田
中
謙
二
『
朱
門
弟
子
師
事
年
攷
』
は
、
楊

道
夫
の
師
事
期
を
、淳
熙
十
六
年（
一
一
八
九
年
）か
ら
紹
熙
三
年（
一
一
九
二

年
）、
林
学
履
を
紹
熙
四
年
（
一
一
九
三
年
）
以
降
の
師
事
と
し
て
お
り
重

な
ら
ず
、
一
方
、
陳
淳
の
第
一
師
事
期
は
、
紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
年
）
か

ら
紹
熙
二
年
（
一
一
九
一
）
と
し
て
お
り
、
楊
道
夫
と
陳
淳
の
師
事
期
は
重

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
条
の
「
安
卿
」
は
陳
淳
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（
２
）「
全
體
大
用
」  「
心
の
本
来
の
完
全
な
る
本
質
と
、そ
の
偉
大
な
る
働
き
」『
語

類
』
巻
十
四
、七
四
条
、
沈
僩
録
（
Ⅰ261

）
に
既
出
。『
大
学
章
句
』
伝
第

五
章
に
「
至
於
用
力
之
久
、
而
一
旦
豁
然
貫
通
焉
、
則
衆
物
之
表
裏
精
粗
無

不
到
、
而
吾
心
之
全
體
大
用
無
不
明
矣
。」
と
あ
り
、
本
条
は
こ
れ
に
関
わ

る
議
論
で
あ
る
。

（
３
）「
體
用
元
不
相
離
」　
『
伊
川
易
伝
』
序
「
至
微
者
理
也
、
至
著
者
象
也
。
體

用
一
源
、
顕
微
無
間
。」
に
基
づ
く
。「
體
用
」
に
つ
い
て
の
同
種
の
議
論
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
語
類
』卷
十
七
、五
〇
条
、徐

録（
Ⅱ386

） 「
問
。

全
體
大
用
、
無
時
不
發
見
於
日
用
之
間
。
如
何
是
體
。
如
何
是
用
。
曰
。
體

與
用
不
相
離
。
且
如
身
是
體
、
要
起
行
去
、
便
是
用
。
赤
子
匍
匐
將
入
井
、

皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
只
此
一
端
、
體
用
便
可
見
。
如
喜
怒
哀
樂
是
用
、
所

以
喜
怒
哀
樂
是
體
。」

（
４
）「
行
坐
」　
「
行
く
こ
と
、座
る
こ
と
」　
『
文
集
』
巻
二
二
「
乞
宮
觀
状
」「
精

神
氣
力
、
日
見
凋
枯
、
行
坐
無
力
、
語
言
少
氣
、
思
慮
應
接
、
失
後
忘
前
。」

62
条

　

問
。
格
物
章
補
文
處
不
入
敬
意
、
何
也
。
曰
。
敬
已
就
小
學
處
做
了
。
此
處
只

據
本
章
直
說
、
不
必
雜
在
這
裏
。
壓
重
了
、
不
淨
潔
。　

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

五
三



〔
校
勘
〕

○
「
雜
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
壓
重
了
、
不
淨
潔
。」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
不
淨
潔
」
の
三
字
が
無
い
。

○
「

」  

朝
鮮
古
写
本
は
「

」
の
後
に
、「
淳
録
同
」
と
あ
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
格
物
章
の
文
を
補
っ
た
箇
所
（
伝
第
五
章
）
は
、「
敬
」
の
こ
と
を
入

れ
て
ま
せ
ん
が
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が
仰
っ
た
。「「
敬
」
と
い
う

の
は
既
に
小
学
の
と
こ
ろ
で
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
箇
所
は
あ
く
ま

で
も
（
経
文
の
格
物
致
知
に
対
す
る
伝
文
と
し
て
の
）
伝
第
五
章
と
し
て
の
本
旨

に
即
し
て
直
接
に
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
こ
こ
で
（「
敬
」
を
）
交

え
る
必
要
は
な
い
。
詰
め
込
ん
で
し
ま
う
と
、
簡
潔
で
な
い
。」　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
小
學
」　
「
大
学
章
句
序
」
に
「
人
生
八
歳
、
則
王
公
以
下
、
至
於
庶
人
之

子
弟
、
皆
入
小
学
」
と
あ
る
よ
う
に
、
上
古
の
世
で
は
、
ま
ず
小
学
で
学
ん

だ
後
に
大
学
に
入
っ
て
学
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
既
出
の
『
語
類
』

巻
一
四
、一
九
条
、
魏
椿
録
に
「
今
人
不
曾
做
得
小
學
工
夫
、
一
旦
學
大
學
、

是
以
無
下
手
處
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
子
は
小
学
を
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
、

大
学
を
学
ん
で
も
成
果
が
な
い
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、『
大
学
或
問
』
下
に
、

「
聖
人
蓋
有
憂
之
、
是
以
於
其
始
敎
為
之
小
學
、
而
使
之
習
於
誠
敬
。」
と
あ

る
よ
う
に
、
朱
子
は
、
小
学
で
は
「
誠
」
や
「
敬
」
が
学
ば
れ
た
、
と
し
て

い
る
。

（
２
）「
壓
重
」　
「
壓
重
」
は
「
詰
め
込
む
」
の
意
。

（
３
）「
淨
潔
」  「
淨
潔
」
は
「
簡
潔
」
で
あ
る
こ
と
。

63
条

　

問
。
所
補
致
知
章
何
不
效
其
文
體
。
曰
。
亦
曾
效
而
為
之
、
竟
不
能
成
。
劉
原

父
却
會
效
古
人
為
文
、
其
集
中
有
數
篇
論
、
全
似
禮
記
。　

必
大

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
格
物
章
の
補
文
は
、
ど
う
し
て
そ
の
（『
大
学
』
の
）
文
体
を
模
倣
し

な
か
っ
た
の
で
す
か
。」
先
生
が
仰
っ
た
。「
以
前
ま
ね
て
書
い
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
結
局
果
た
せ
な
か
っ
た
。
劉
敞
は
（
私
と
は
）
逆
に
古
人
を
模
倣
し
て
文
章

を
書
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
文
集
に
い
く
つ
か
の
論
述
が
あ
る
が
、
見
事
に
『
礼

記
』
に
似
て
い
る
。」　

呉
必
大
録

〔
注
〕

（
１
）「
何
不
效
其
文
體
」　

伝
一
章
は
「
康
誥
曰
」、
伝
二
章
は
「
湯
之
盤
銘
曰
」、

伝
三
章
は「
詩
云
」、伝
四
章
は「
子
曰
。
聽
訟
、吾
猶
人
也
、必
也
使
無
訟
乎
。」

で
始
ま
っ
て
お
り
、
経
書
の
引
用
で
説
き
起
こ
す
体
裁
を
取
る
の
に
対
し
て
、

伝
五
章
は
「
所
謂
致
知
在
格
物
者
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、
体
例
体
裁
が
異
な

る
こ
と
等
を
指
す
か
。
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（
２
）「
劉
原
父
」　

劉
敞
、
字
原
父
、
臨
江
新
喻
の
人
、
慶
暦
六
年
の
進
士
。
文

集
に
『
公
是
集
』
が
あ
る
。『
語
類
』
卷
一
三
九
、七
〇
条
、
呉
振
録
（
Ⅷ

3313

）「
劉
原
父
才
思
極
多
、
湧
將
出
來
、
每
作
文
、
多
法
古
、
絕
相
似
。

有
幾
件
文
字
學
禮
記
、
春
秋
說
學
公
穀
、
文
勝
貢
父
。」（
貢
父
は
、
劉
攽
、

字
貢
父
、
劉
敞
の
弟
。）
劉
敞
は
『
礼
記
』
の
文
体
に
似
せ
て
『
儀
礼
』
を

注
釈
し
た
が
、
朱
子
は
こ
れ
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
残
し
た
。『
語

類
』
巻
八
五
（
儀
禮
總
論
）、
七
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅶ2194

）「
儀
禮
是
經
、

禮
記
是
解
儀
禮
。
如
儀
禮
有
冠
禮
、
禮
記
便
有
冠
義
。
儀
禮
有
昏
禮
、
禮
記

便
有
昏
義
。
以
至
燕
射
之
類
、
莫
不
皆
然
。
只
是
儀
禮
有
士
相
見
禮
、
禮
記

却
無
士
相
見
義
。
後
來
劉
原
父
補
成
一
篇
。
文
蔚
問
。
補
得
如
何
。
曰
。
他

亦
學
禮
記
下
言
語
、
只
是
解
他
儀
禮
。」。『
語
類
』
巻
八
五
（
儀
禮
總
論
）、

一
〇
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅵ2195

）「
劉
原
父
補
亡
記
、
如
士
相
見
義
、
公
食

大
夫
義
儘
好
。蓋
偏
會
學
人
文
字
、如
今
人
善
為
百
家
書
者
。又
如
學
古
樂
府
、

皆
好
。
意
林
是
專
學
公
羊
、
亦
似
公
羊
。
其
他
所
自
為
文
章
如
雜
著
等
、
却

不
甚
佳
。」
劉
敞
撰
『
公
是
集
』
巻
三
十
七
に
は
「
士
相
見
義
」「
公
食
大
夫
義
」

「
致
仕
義
」「
投
壺
義
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
劉
敞
が
『
礼
記
』
の
文
体
に
模

し
て
書
い
た
文
章
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

傳
六
章
釋
誠
意

64
条

　

誠
其
意
、
只
是
實
其
意
。
只
作
一
箇
虛
字
看
、
如
正
字
之
類
。　

端
蒙

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
只
作
一
箇
虚
字
看
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
其
の
意
を
誠
に
す
」
と
は
、
つ
ま
り
そ
の
意
識
を
実
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と

に
他
な
ら
な
い
。（「
誠
意
」
の
「
誠
」
は
）
一
個
の
虚
字
と
見
な
し
て
読
め
ば
、「
正

す
」
と
い
う
字
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。　

程
端
蒙
録

〔
注
〕

（
１
）「
虛
字
」　

実
字
と
虚
字
に
つ
い
て
は
巻
十
五
、一
三
九
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ

309

）
を
参
照
。「
大
學
中
大
抵
虛
字
多
。
如
所
謂
欲
、
其
、
而
后
、
皆
虛
字
。

明
明
德
、
新
民
、
止
於
至
善
、
致
知
、
格
物
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
齊
家
、

治
國
、
平
天
下
、
是
實
字
。
今
當
就
其
緊
要
實
處
著
工
夫
。
如
何
是
致
知
、

格
物
以
至
于
治
國
、
平
天
下
、
皆
有
節
目
、
須
要
一
一
窮
究
著
實
、
方
是
。」

65
条

　

說
許
多
病
痛
、
都
在
誠
意
章
。
一
齊
要
除
了
、
下
面
有
些
小
為
病
痛
、
亦
輕
可
。

若
不
除
去
、
恐
因
此
滋
蔓
、
則
病
痛
自
若
。　

泳

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

五
五



○
「
一
齊
要
除
了
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
底
本
に
同
じ
。

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
要
除
」
を
「
格
物
」
に
作
る
。

朝
鮮
整
版
本
巻
末
の
「
考
異
」
に
は
「
要
除
、
一
作
格
物
」
と
あ
り
、
ま
た

『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
の
校
勘
に
は
「
要
除　

一
作
格
物
、按
非
是
、下
同
」

と
あ
る
。「
格
物
」
に
作
る
」
諸
本
の
う
ち
一
番
古
い
の
は
呂
留
良
本
で
あ

る
か
ら
、
呂
留
良
が
意
を
以
て
改
め
た
可
能
性
も
あ
る
。
呂
留
良
本
は
康
煕

刊
本
、朝
鮮
整
版
本
は
英
祖
四
十
七
年
（
乾
隆
三
十
六
年
、一
七
七
一
）
刊
本
、

伝
経
堂
本
は
光
緒
六
年
（
一
八
八
〇
）
賀
瑞
麟
序
刊
本
で
あ
る
。

〔
訳
〕

　

多
く
の
弊
害
に
つ
い
て
言
え
ば
、そ
れ
は
み
な
「
誠
意
」
章
に
あ
る
の
だ
。（
誠

意
の
段
階
で
、多
く
の
弊
害
を
）
一
挙
に
取
り
除
い
て
し
ま
う
べ
き
で
あ
っ
て
（
そ

う
す
れ
ば
）、そ
の
後
（
の
工
夫
）
に
お
い
て
は
、少
し
く
ら
い
弊
害
が
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
さ
さ
い
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
、（
誠
意
に
お
い
て
）
取
り
除
い
て

い
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
は
こ
れ
に
よ
っ
て
次
第
に
蔓
延
し
て
、
弊
害
は
そ
の
ま
ま

だ
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
都
在
誠
意
章
、
一
齊
要
除
了
」　
「
一
齊
」
は
、
一
斉
に
、
同
時
に
、
一
挙

に
。
朱
熹
は
八
条
目
全
体
の
中
で
誠
意
を
突
破
す
べ
き
最
大
の
難
関
と
考
え

て
い
た
。
巻
一
五
、八
七
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ299

）「
知
至
意
誠
、
是
凡
聖

界
分
關
隘
。
未
過
此
關
、
雖
有
小
善
、
猶
是
黒
中
之
白
。
已
過
此
關
、
雖
有

小
過
、亦
是
白
中
之
黒
。
過
得
此
關
、正
好
著
力
進
歩
也
。」
同
、八
八
条
「
某

嘗
謂
誠
意
一
節
、
正
是
聖
凡
分
別
關
隘
去
處
。
若
能
誠
意
、
則
是
透
得
此
關
。

透
此
關
後
、
滔
滔
然
自
在
去
為
君
子
。
不
然
、
則
崎
嶇
反
側
、
不
免
為
小
人

之
歸
也
。」
同
、
八
九
条
、
李
方
子
録
「
論
誠
意
、
曰
。
過
此
一
關
、
方
是
人
、

不
是
賊
。
又
曰
。
過
此
一
關
、
方
會
進
。」（
原
注
）「
一
本
云
。
過
得
此
關
、

道
理
方
牢
固
。」

（
２
）「
亦
輕
可
」　
「
輕
可
」
は
、
ほ
ん
の
些
細
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
。
宋
元
の
俗

語
。
類
似
の
語
に
「
小
可
」「
微
可
」
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
一
〇
六
、
外
任
、

二
六
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2647

）「
刺
陜
西
義
勇
事
、
何
故
這
箇
人
恁
地
不

曉
事
。
儂
智
高
反
、
亦
是
輕
可
底
事
、
何
故
恁
地
費
力
。」
田
中
謙
二
『
朱

子
語
類
外
任
編
訳
注
』
頁
七
四
。

（
３
）「
滋
蔓
」  

「
段
々
と
蔓
延
す
る
」『
左
傳
』
隱
公
元
年
「
不
如
早
為
之
所
、

無
使
滋
蔓
。」

66
条

　

問
。
誠
意
是
如
何
。
曰
。
心
只
是
有
一
帶
路
、
更
不
著
得
兩
箇
物
事
。
如
今
人

要
做
好
事
、
都
自
無
力
。
其
所
以
無
力
是
如
何
。
只
為
他
有
箇
為
惡
底
意
思
在
裏

面
牽
繫
。
要
去
做
好
事
底
心
是
實
、
要
做
不
好
事
底
心
是
虛
。
被
那
虛
底
在
裏
面

夾
雜
、
便
將
實
底
一
齊
打
壞
了　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
更
不
著
得
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。　

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

五
六



○
「
兩
箇
物
事
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
他
有
箇
為
惡
底
意
思
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
湖
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
只
為
他
有
箇
」  
萬
暦
本
、和
刻
本
、朝
鮮
古
写
本
は
、「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
在
裏
面
牽
繋
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
朝
鮮
古

写
本
は
こ
の
下
に
「
又
曰
」
の
二
字
有
り
。

○
「
要
去
做
好
事
底
心
」  

朝
鮮
古
写
本
は
「
去
」
字
無
し
。

○
「
被
那
虛
底
在
裏
面
夾
雜
」
成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」

字
が
な
く
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
考
異
」
に
お
い
て
「
裏
下
一
有
面
」
と
記
す
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
誠
意
と
い
う
の
は
、ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が
仰
っ
た
。

「
心
に
は
一
本
の
道
筋
が
有
る
だ
け
で
、
決
し
て
二
つ
の
も
の
を
く
っ
つ
け
ら
れ

な
い
。
今
時
の
人
は
善
い
こ
と
を
行
お
う
と
し
て
も
、
全
く
無
力
だ
。
そ
の
無
力

で
あ
る
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼
に
悪
を
行
う
意
志
が
有
っ
て
、
そ
れ

が
心
の
中
で
引
っ
張
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
善
い
こ
と
を
行
お
う
と
す

る
心
は
「
実
」
で
あ
り
、善
く
な
い
こ
と
を
行
お
う
と
す
る
心
は
「
虚
」
で
あ
る
。

か
の
「
虚
」
で
あ
る
も
の
が
心
の
中
で
混
ざ
り
合
っ
て
し
ま
い
、「
実
」
で
あ
る

も
の
を
同
時
に
ダ
メ
に
し
て
し
ま
う
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
一
帶
路
」　
「
一
本
の
道
」。「
帶
」
は
細
長
い
も
の
を
数
え
る
際
の
量
詞
。 

（
２
）「
更
不
著
得
兩
箇
物
事
」　

こ
こ
で
い
う
「
兩
箇
物
事
」
と
は
、例
え
ば
「
要

去
做
好
事
底
心
」
と
「
要
做
不
好
事
底
心
」
で
あ
り
、「
著
」（
く
っ
っ
つ
け
る
）

と
は
そ
の
両
方
が
「
夾
雜
」
す
る
こ
と
。
要
す
る
に
誠
意
は
「
一
心
」
で
あ

っ
て
「
二
心
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
巻
一
六
、八
八
条
、
沈
僩
録
（
Ⅱ

331

）「
又
曰
。
自
慊
則
一
、
自
欺
則
二
。
自
慊
者
、
外
面
如
此
、
中
心
也
是

如
此
、
表
裏
一
般
。
自
欺
者
、
外
面
如
此
做
、
中
心
其
實
有
些
子
不
願
、
外

面
且
要
人
道
好
。
只
此
便
是
二
心
、
誠
偽
之
所
由
分
也
。」

（
３
）「
都
自
無
力
」　
「
都
自
」
は
、
全
く
。「
都
」
一
文
字
と
同
義
。
巻

一
五
、八
四
条
に
既
出
。

（
４
）「
被
那
虚
底
在
裏
面
夾
雜
」　
「
被
」
は
受
動
態
の
文
で
行
為
者
を
導
く
。
…

に
、…
か
ら
（
…
さ
れ
る
、…
ら
れ
る
）。「
夾
雜
」
は
、「
混
ざ
り
合
う
」『
語
類
』

巻
十
三
、一
七
条
、
魏
椿
録
（
Ⅰ224

）「
人
之
一
心
、
天
理
存
、
則
人
欲
亡
。

人
欲
勝
、
則
天
理
滅
、
未
有
天
理
人
欲
夾
雜
者
。」

（
５
）「
將
實
底
」　
「
將
」
は
「
…
を
」
の
意
。
現
代
語
の
「
把
」
に
同
じ
。

〔
参
考
〕

　

こ
の
条
の
後
半
は
、
以
下
の
『
語
類
』
卷
十
三
、九
〇
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

236

）
と
一
致
す
る
。「
要
做
好
事
底
心
是
實
、
要
做
不
好
事
底
心
是
虛
。
被
那
虛

底
在
裏
夾
雜
、
便
將
實
底
一
齊
打
壞
了
。」

67
条

　

詣
學
升
堂
云
云
、
教
授
請
講
說
大
義
。
曰
。
大
綱
要
緊
、
只
是
前
面
三
兩
章
。

君
子
小
人
之
分
、
却
在
誠
其
意
處
。
誠
於
為
善
、
便
是
君
子
、
不
誠
底
便
是
小
人
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

五
七



更
無
別
說
。　

琮

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
子
諸
本
巻
十
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
云
云
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
小
字
で
一
行
で
記
す
。
朝
鮮
整
版

本
は
小
字
双
行
で「
云
云
」と
記
す
。
呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
は
底
本
に
同
じ
。

こ
の
部
分
は
黎
靖
徳
が
節
略
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
は
）
州
学
に
行
か
れ
、
講
堂
に
上
ら
れ
た
、
中
略
。
教
授
は
大
義
に
つ

い
て
講
義
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
。
先
生
。「
大
綱
で
あ
り
重
要
な
と
こ
ろ
は
、

最
初
の
二
、三
章
（
三
綱
領
を
指
す
）
だ
。
君
子
と
小
人
の
区
別
に
つ
い
て
は
、「
其

の
意
を
誠
に
す
」
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
善
を
為
す
こ
と
に
誠
実
な
の
が
つ
ま
り

君
子
で
あ
り
、
誠
実
で
な
い
の
が
つ
ま
り
小
人
で
あ
り
、
他
に
言
う
こ
と
は
何
も

な
い
。」　

呉
琮
録

〔
注
〕

（
１
）「
教
授
」  

こ
こ
で
は
潭
州
州
学
教
授
。
教
授
は
州
学
の
教
官
。『
宋
史
』
巻

一
六
七
、
職
官
志
「
教
授
」

（
２
）「
要
緊
」  

「
重
要
な
と
こ
ろ
」『
語
類
』
巻
十
四
、三
七
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ

255

）
に
既
出
。

（
３
）「
前
面
三
兩
章
」　
「
三
兩
」
は
「
兩
三
」
と
同
じ
で
二
～
三
。

（
４
）「
君
子
小
人
之
分
、
却
在
誠
其
意
處
」　
『
語
類
』
巻
一
五
、八
八
条
、
周
謨

録
（
Ⅰ299

）「
某
嘗
謂
誠
意
一
節
、正
是
聖
凡
分
別
關
隘
去
處
。
若
能
誠
意
、

則
是
透
得
此
關
。
透
此
關
後
、滔
滔
然
自
在
去
為
君
子
。
不
然
、則
崎
嶇
反
側
、

不
免
為
小
人
之
歸
也
。」同
、九
〇
条
、龔
蓋
卿
録「
意
誠
只
是
要
情
願
做
工
夫
。

…
未
過
此
一
關
、
猶
有
七
分
是
小
人
。」

〔
参
考
〕

　
『
語
類
』
卷
一
○
六
、四
〇
条
、
呉
琮
録
（
Ⅷ2654

）
に
、
本
条
と
内
容
が
ほ

ぼ
一
致
し
、
や
や
詳
細
な
記
述
が
見
え
る
。「
在
潭
州
時
詣
學
。
陞
堂
以
百
數
。

籤
抽
八
齋
、
每
齋
一
人
出
位
講
大
學
一
章
。
講
畢
、
教
授
以
下
請
師
座
講
說
大
義
。

曰
。
大
綱
要
緊
、
只
是
前
面
三
兩
章
。
君
子
小
人
之
分
、
却
在
誠
其
意
處
。
誠
於

為
善
、
便
是
君
子
。
不
誠
底
、
便
是
小
人
、
更
無
別
說
。　

琮
」

　

巻
十
六
、六
七
条
は
、
こ
の
卷
一
○
六
、
呉
琮
録
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
卷
一
○
六
、
呉
琮
録
は
、
朱
子
が
知
潭
州
と
し
て
潭
州
に
赴
任
し
て
い
た
時

期
の
講
義
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
子
は
紹
煕
四
年
（
一
一
九
三
年
）

十
二
月
に
知
潭
州
・
荊
湖
南
路
経
略
安
撫
使
に
任
命
さ
れ
、
翌
年
の
五
月
五
日
に
、

潭
州
す
な
わ
ち
湖
南
省
長
沙
に
着
任
し
た
。
八
月
に
は
寧
宗
の
即
位
に
伴
っ
て
臨

安
で
煥
章
閣
待
制
兼
侍
講
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
で
、本
条
は
、紹
煕
五
年（
一
一
九
四
）

五
月
五
日
か
ら
八
月
に
至
る
、
お
よ
そ
三
ヶ
月
間
に
行
わ
れ
た
講
義
を
記
録
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
以
上
は
田
中
謙
二
『
朱
子
語
類
外
任
篇
訳
注
』

一
五
一
頁
参
照
。）

68
条
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器
遠
問
。
物
格
、
知
至
了
、
如
何
到
誠
意
又
說
毋
自
欺
也
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。

曰
。
物
既
格
、
既
至
、
到
這
裏
方
可
著
手
下
工
夫
。
不
是
物
格
、
知
至
了
、
下
面

許
多
一
齊
掃
了
。
若
如
此
、
却
不
消
說
下
面
許
多
。
看
下
面
許
多
、
節
節
有
工
夫
。

　

賀
孫　

自
欺

〔
校
勘
〕

○
「
到
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
著
手
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○
「
賀
孫　

自
欺
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
自
欺
」
の
二
字
無
し
。

〔
訳
〕

　

曹
叔
遠
が
質
問
し
た
。「
す
で
に
物
が
格
っ
て
、
知
が
至
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
上
誠
意
の
段
に
到
っ
て
更
に
『
自
ら
欺
く
こ
と
毋
か
れ
』

と
説
く
の
で
し
ょ
う
か
。『
毋
』
と
い
う
の
は
禁
止
の
辞
で
し
ょ
う
か
。」
先
生
が

仰
っ
た
。「
物
が
既
に
至
り
、
知
が
既
に
至
り
、
こ
こ
に
到
っ
て
初
め
て
実
際
に

工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
物
が
至
り
、
知
が
至
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
後

の
い
く
つ
も
の
節
目
は
一
挙
に
と
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
か
え
っ
て
そ
の
後
の
多
く
の
節
目
を
説
く
必
要
が
な
い
は

ず
だ
。
そ
の
後
に
い
く
つ
も
の
節
目
が
あ
る
の
を
見
る
に
、
一
節
一
節
に
工
夫
が

あ
る
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録　
「
自
欺
」
の
句
に
つ
い
て

〔
注
〕

（
１
）「
器
遠
」　

曹
叔
遠
、
器
遠
は
字
。
巻
十
五
、一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ282

）

に
既
出
。

（
２
）「
毋
自
欺
」  『
大
学
章
句
』伝
六
章「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。」朱
注「
毋

者
、
禁
止
之
辭
。
自
欺
云
者
、
知
為
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。」

（
３
）「
方
可
著
手
下
工
夫
」　
「
方
」
は
、
は
じ
め
て
。「
著
手
」
は
着
手
す
る
。

実
際
に
手
が
け
る
。「
下
工
夫
」
は
工
夫
に
取
り
組
む
、
実
践
す
る
。

（
４
）「
掃
了
」  

「
と
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
う
」『
語
類
』
巻
十
四
、六
二
条
、
葉
賀
孫

録
（
Ⅰ260

）「
吾
儒
更
著
讀
書
、
逐
一
就
事
物
上
理
會
道
理
。
他
便
都
掃
了

這
箇
。
他
便
恁
地
空
空
寂
寂
、
恁
地
便
道
事
都
了
。」

（
５
）「
不
消
…
」　
「
…
す
る
必
要
が
な
い
」
巻
十
四
、七
条
、
陳
淳
録
（
Ⅰ250

）

に
既
出
。

（
６
）「
節
節
有
工
夫
」　
「
節
節
」
は
、
一
節
一
節
、
随
処
に
、
逐
一
に
。

69
条

　

亞
夫
問
。
欲
正
其
心
者
、
先
誠
其
意
。
此
章
當
說
所
以
誠
意
工
夫
當
如
何
。

　

曰
。
此
繼
於
物
格
、
知
至
之
後
、
故
特
言
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
若
知

之
已
至
、
則
意
無
不
實
。
惟
是
知
之
有
毫
末
未
盡
、
必
至
於
自
欺
。
且
如
做
一
事

當
如
此
、
決
定
只
著
如
此
做
、
而
不
可
以
如
彼
。
若
知
之
未
至
、
則
當
做
處
便
夾

帶
這
不
當
做
底
意
在
。
當
如
此
做
、
又
被
那
要
如
彼
底
心
牽
惹
、
這
便
是
不
實
、

便
都
做
不
成
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

五
九



〇「
亞
夫
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
亞
夫
問
」の
後
に
、「
誠
意
章
云
」の
四
字
有
り
。

○
「
毫
末
未
盡
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

〇
「
決
定
只
著
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
、「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○
「
要
如
彼
底
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
心
」
を
「
心
下
」
に
作
る
。

〇
「
賀
孫
」   

朝
鮮
古
写
本
は
、「
賀
孫
」
の
後
に
「
〇
誠
意
章
皆
在
兩
个
自
字
上

用
功
夫
人
傑
」
と
あ
る
。

〔
訳
〕

　

亞
夫
（

淵
）
が
質
問
し
た
。「「
其
の
心
を
正
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
先
ず
其

の
意
を
誠
に
す
。」
こ
の
章
は
誠
意
を
行
う
方
法
と
し
て
の
工
夫
は
い
か
に
す
べ

き
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

先
生
が
仰
っ
た
。「
こ
れ
は
、
物
が
格
り
、
知
が
至
っ
た
後
に
続
く
か
ら
、「
所

謂
其
の
意
を
誠
に
す
る
者
は
、自
ら
欺
く
毋
か
れ
」
と
殊
更
に
言
う
の
だ
。
も
し
、

知
る
こ
と
が
極
限
に
ま
で
至
っ
て
い
れ
ば
、
意
思
は
誠
実
で
な
い
も
の
な
い
。
た

だ
知
る
こ
と
に
お
い
て
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
盡
く
し
て
い
な
い
点
が
あ
れ
ば
、
必

ず
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
事
態
に
至
る
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
、
あ
る
こ
と
を
行
う
の

に
は
こ
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
時
、
必
ず
や
ひ
た
す
ら
こ
の
よ
う
に
す

べ
き
な
の
で
あ
っ
て
、
あ
の
よ
う
に
は
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
と
同
じ
だ
。

も
し
知
が
未
だ
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
し
た
く
な
い
と
い
う
意
志
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
時
に
、
ま
た
あ
の
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
心
に
引
っ

張
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
こ
れ
で
は
実
で
は
な
く
、
何
を
や
っ
て
も
な
し
と
げ
ら
れ

な
い
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
亞
夫
」　

淵
、
字
亞
夫
、
号
蓮
塘
、
涪
陵
人
。『
宋
元
學
案
補
遺
』
巻

六
十
九
所
収
。『
語
録
姓
氏
』
は
、

淵
の
記
録
を
、
癸
丑
（
一
一
九
三
年
）

の
も
の
と
す
る
。

（
２
）「
決
定
只
著
如
此
做
」　
「
決
定
」
は
、
き
っ
と
、
必
ず
。「
著
」
は
、
～
す

べ
き
で
あ
る
、
～
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
語
類
』
巻
一
四
、三
〇
条
、
葉
賀
孫

録「
看
大
學
、固
是
著
逐
句
看
去
。」『
語
類
』巻
六
二
、呂
燾
録（
Ⅳ1484

）「
守

常
底
固
是
是
。
然
到
守
不
得
處
、
只
著
變
、
而
硬
守
定
則
不
得
。」

（
３
）「
夾
帶
這
不
當
做
底
意
在
」　
「
夾
帶
」
は
、
混
入
す
る
、
持
ち
込
む
。「
在
」

は
断
定
の
語
気
を
示
す
句
末
の
助
字
。

（
４
）「
這
便
是
不
實
」　

六
六
条
「
要
去
做
好
事
底
心
是
實
、
要
做
不
好
事
底
心

是
虚
。」

（
５
）「
都
做
不
成
」　
「
都
」
は
、
全
て
。「
做
不
成
」
は
為
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。「
～
不
成
」
は
、
～
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

70
条

　

問
。
知
不
至
與
自
欺
者
如
何
分
。
曰
。
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
不
至
。
見
君

子
而
后
厭
然
、
揜
其
不
善
、
而
著
其
善
、
只
爲
是
知
不
至
耳
。

　

問
。
當
其
知
不
至
時
、
亦
自
不
知
其
至
於
此
、
然
其
勢
必
至
於
自
欺
。
曰
。
勢

必
至
此
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

六
〇



　

頃
之
、
復
曰
。
不
識
不
知
者
、
却
與
此
又
別
。
論
他
箇
、
又
却
只
是
見
錯
、
故

以
不
善
爲
善
、
而
不
自
知
耳
。
其
與
知
不
至
而
自
欺
者
、
固
是
五
十
歩
笑
百
歩
、

然
却
又
別
。
問
。
要
之
二
者
、
其
病
源
只
是
欠
了
格
物
工
夫
。
曰
。
然
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
小
人
閒
居
」　

成
化
本
、
和
刻
本
は
「
閒
」
を
「
間
」
に
作
り
、
朝
鮮
古
写

本
は
「
問
」
に
誤
る
。

○
「
見
君
子
而
后
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻

本
は
「
后
」
を
「
後
」
に
作
る
。

○
「
然
其
勢
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
然
却
其
勢
」
に
作
る
。

○「
論
他
箇
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
箇
」を「
个
」に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は「
他

箇
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
す
る
。「
知
が
至
っ
て
い
な
い
の
と
、
自
ら
欺
く
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ

う
に
区
別
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「（『
大
学
』
に
）「
小
人
閒
居

し
て
不
善
を
為
し
、至
ら
ざ
る
所
な
し
。
君
子
を
見
て
而
し
て
后
に
厭
然
と
し
て
、

其
の
不
善
を
揜お
お

い
、
而
し
て
其
の
善
を
著
す
」
と
い
う
の
は
、
知
が
至
っ
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。」

　

質
問
す
る
。「
知
が
至
っ
て
い
な
い
時
に
は
、
自
分
自
身
、
自
ら
欺
く
こ
と
に

至
る
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
し
か
し
、
勢
い
必
ず
自
ら
欺
く
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
勢
い
必
ず
そ
う
な
る
。」

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
知
ら
ず
識
ら
ず
（
不
善
を
行
っ
て
し

ま
う
）
者
は
、こ
れ
（
知
が
至
っ
て
お
ら
ず
自
ら
を
欺
く
者
）
と
は
ま
た
異
な
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
い
え
ば
、
た
だ
認
識
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
、
不
善
を
善
で
あ
る

と
考
え
、
自
分
で
は
分
か
っ
て
い
な
い
だ
け
な
の
だ
。
そ
の
者
と
、
知
が
十
分
で

な
く
自
ら
を
欺
い
て
い
る
者
と
は
、
も
と
よ
り
五
十
歩
百
歩
の
違
い
で
あ
る
が
、

や
は
り
違
い
は
あ
る
の
だ
。」
た
ず
ね
る
。「
つ
ま
り
は
、
両
者
の
病
源
と
は
、
格

物
の
修
錬
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
そ
の
通
り
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
知
不
至
」　
『
大
學
』經「
物
格
而
后
知
至
、知
至
而
后
意
誠
。」注「
知
至
者
、

吾
心
之
所
知
無
不
盡
也
。
知
既
盡
、
則
意
可
得
而
實
矣
。」

（
２
）「
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
不
至
。
見
君
子
而
后
厭
然
、
揜
其
不
善
、
而
著

其
善
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
不
至
。
見
君
子

而
后
厭
然
、
揜
其
不
善
、
而
著
其
善
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺
肝
然
、
則
何

益
矣
。
此
謂
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
愼
其
獨
也
。」
注
「
閒
、
音
閑
。

厭
、
鄭
氏
讀
爲
黶
。
閒
居
、
獨
處
也
。
厭
然
、
消
沮
閉
藏
之
貌
。
此
言
小
人

陰
爲
不
善
、
而
陽
欲
揜
之
、
則
是
非
不
知
善
之
當
爲
與
惡
之
當
去
也
、
但
不

能
實
用
其
力
以
至
此
耳
。
然
欲
揜
其
惡
而
卒
不
可
揜
、
欲
詐
爲
善
而
卒
不
可

詐
、
則
亦
何
益
之
有
哉
。
此
君
子
所
以
重
以
爲
戒
、
而
必
謹
其
獨
也
。」

（
３
）「
不
識
不
知
者
、
却
與
此
又
別
」　
「
不
識
不
知
」
は
、「
知
ら
ず
識
ら
ず
の

う
ち
に
」。『
毛
詩
』
大
雅
・
文
王
之
什
・
皇
矣
「
帝
謂
文
王
、
予
懷
明
德
。

不
大
聲
以
色
、不
長
夏
以
革
。
不
識
不
知
、順
帝
之
則
。」「
識
ら
ず
知
ら
ず
」（
不

識
不
知
）
不
善
を
行
っ
て
し
ま
う
も
の
と
、「
知
が
至
っ
て
お
ら
ず
」（
知
不

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

六
一



至
）
不
善
を
行
っ
て
し
ま
う
も
の
は
、
異
な
る
と
い
う
こ
と
。
前
者
は
、
そ

も
そ
も
認
識
が
間
違
っ
て
い
て
（
見
錯
）
善
悪
を
は
き
違
え
て
し
ま
う
（
以

不
善
爲
善
）
の
で
、不
善
を
犯
し
て
い
て
も
そ
の
自
覚
が
な
い
（
不
識
不
知
）。

一
方
、
後
者
は
、
善
悪
是
非
の
判
断
は
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
が
切
実

で
は
な
い（
真
知
で
は
な
い
）た
め
、自
ら
を
欺
い
て
不
善
を
犯
し
て
し
ま
う
。

ま
た
次
の
も
の
を
参
照
。『
朱
文
公
文
集
』
卷
五
九
「
答
趙
恭
父
」
第
四
書

「
又
論
亦
有
眞
知
而
自
欺
者
、此
亦
未
然
。
只
此
自
欺
、便
是
知
得
不
曾
透
轍
。

此
間
昨
晩
有
嘗
鼠
藥
而
中
毒
者
、
幾
致
委
頓
。
只
此
便
是
不
曾
眞
知
砒
霜
能

殺
人
、
更
何
疑
耶
。」

（
４
）「
他
箇
」　
「
あ
れ
」ま
た
は「
あ
の
」。『
語
類
』卷
十
、一
〇
〇
条
、呂
燾
録（
Ⅰ

175

）「
千
載
而
下
、
讀
聖
人
之
書
、
只
看
得
他
箇
影
象
。
大
概
路
脈
如
此
。」

同
書
、
卷
一
二
四
、一
二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅷ2970
）「
有
自
象
山
來
者
。
先

生
問
。
子
靜
多
説
甚
話
。
曰
。
却
如
時
文
相
似
、只
連
片
滾
將
去
。
…
先
生
曰
。

信
如
斯
言
、
雖
聖
賢
復
生
與
人
説
、
也
只
得
恁
地
。
自
是
諸
公
以
時
文
之
心

觀
之
、故
見
得
它
箇
是
時
文
也
。
便
若
時
文
中
説
得
恁
地
、便
是
聖
賢
之
言
也
。

公
也
須
自
反
、
豈
可
放
過
。」『
語
類
』
の
用
例
で
は
、
後
ろ
に
名
詞
を
伴
う

も
の
が
多
く
、
名
詞
用
法
は
少
な
い
。

（
５
）「
見
錯
」　

理
解
を
間
違
え
る
、
認
識
を
誤
る
。『
語
類
』
卷
九
九
、三
七
条
、

鄭
可
學
録（
Ⅶ2538

）「
問
。
横
渠
有「
清
虚
一
大
」之
説
、又
要
兼
清
濁
虚
實
。

…
問
。『
西
銘
』
所
見
又
的
當
、
何
故
却
於
此
差
。
曰
。
伊
川
云
。
譬
如
以

管
窺
天
、
四
旁
雖
不
見
、
而
其
見
處
甚
分
明
。
渠
他
處
見
錯
、
獨
於
『
西
銘
』

見
得
好
。」

（
６
）「
五
十
歩
笑
百
歩
」　
『
孟
子
』「
梁
惠
王
」
上
「
孟
子
對
曰
。
王
好
戰
、
請

以
戰
喩
。
填
然
鼓
之
、
兵
刃
既
接
、
棄
甲
曳
兵
而
走
。
或
百
歩
而
後
止
、
或

五
十
歩
而
後
止
。
以
五
十
歩
笑
百
歩
、
則
何
如
。」

71
条

　

問
劉
棟
。
看
大
學
自
欺
之
説
如
何
。
曰
。
不
知
義
理
、却
道
我
知
義
理
、是
自
欺
。

　

先
生
曰
。
自
欺
是
箇
半
知
半
不
知
底
人
。
知
道
善
我
所
當
爲
、
却
又
不
十
分
去

爲
善
。
知
道
惡
不
可
作
、
却
又
是
自
家
所
愛
、
舍
他
不
得
。
這
便
是
自
欺
。
不
知

不
識
、
只
喚
欺
不
知
不
識
、
却
不
喚
做
自
欺
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
問
劉
棟
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
先
生
問
劉
棟
」
に
作
る
。

○
「
曰
不
知
義
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
曰
」
を
「
云
」
に
作
る
。

○
「
自
欺
是
箇
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
却
又
不
十
分
去
爲
善
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
分
」
を
「
成
」
に
作
る
。

○
「
只
喚
欺
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
欺
」
を
「
做
」

に
作
る
。
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
は
底
本
に
同
じ
。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
、眞
德
秀
『
西
山
讀
書
記
』
卷
一
七
に
「
自
欺
是
箇
半
知
半
不
知
底
人
。

知
道
善
我
所
當
爲
、
却
又
不
十
成
去
爲
善
。
知
道
惡
不
可
作
、
却
又
自
家
所
愛
、

捨
他
不
得
。
這
便
是
自
欺
。」
と
引
か
れ
る
。
ま
た
眞
德
秀
『
四
書
集
編
』、
趙
順

孫
『
四
書
纂
疏
』
な
ど
に
も
引
か
れ
る
が
、「
不
知
不
識
」
以
下
は
、い
ず
れ
も
「
不

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

六
二



知
不
識
、
只
喚
做
」
と
な
っ
て
い
る
。

〔
訳
〕

　
（
先
生
が
）
劉
棟
に
質
問
す
る
。「『
大
学
』
の
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
説
を
ど

の
よ
う
に
理
解
す
る
か
。」
答
え
る
。「
義
理
を
わ
か
っ
て
い
な
い
の
に
、
自
分
は

義
理
が
分
か
っ
て
い
ま
す
と
い
う
の
が
、
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　

先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
は
、
半
ば
分
か
っ
て
い
て
半

ば
分
か
っ
て
い
な
い
者
の
こ
と
で
あ
る
。
善
行
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
自
ら

知
っ
て
い
な
が
ら
、
十
分
に
善
行
を
行
わ
ず
、
悪
行
は
行
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
自
ら
（
そ
れ
を
）
愛
着
す
る
あ
ま
り
、
悪
行
を
捨
て
去
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
こ
う
い
う
の
が
自
ら
を
欺
く
と
い
う
こ
と
だ
。
知
ら
ず
識
ら

ず
に
（
無
自
覚
な
ま
ま
）
や
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
「
知
ら
ず
識
ら
ず
」
と
だ
け

い
い
、「
自
ら
を
欺
く
」
と
は
い
わ
な
い
。」　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
劉
棟
」　

陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
に
収
め
る
（
三
一
三
～
三
一
四
頁
）。
字
・

貫
籍
な
ど
未
詳
。

（
２
）「
半
知
半
不
知
」　
『
語
類
』卷
九
七
、五
六
条
、黄

録（
Ⅶ2491

）「
伯
豐
問
。

程
子
曰
「
覺
悟
便
是
信
」、
如
何
。
曰
。
未
覺
悟
時
、
不
能
無
疑
、
便
半
信

半
不
信
。
已
覺
悟
了
、
別
無
所
疑
、
即
是
信
。」

（
３
）「
知
道
善
我
所
當
爲
…
知
道
惡
不
可
作
…
」　
『
語
類
』
卷
一
五
、一
〇
一
条
、

沈
僩
録
（
Ⅰ302

）「
問
。
物
未
格
時
、
意
亦
當
誠
。
曰
。
固
然
。
豈
可
説
物

未
格
、
意
便
不
用
誠
。
自
始
至
終
、
意
常
要
誠
。
如
人
適
楚
、
當
南
其
轅
。

豈
可
謂
吾
未
能
到
楚
、
且
北
其
轅
。
但
知
未
至
時
、
雖
欲
誠
意
、
其
道
無
由
。

如
人
夜
行
、
雖
知
路
從
此
去
、
但
黑
暗
行
不
得
。
所
以
要
得
致
知
。
知
至
則

道
理
坦
然
明
白
、
安
而
行
之
。
今
人
知
未
至
者
、
也
知
道
善
之
當
好
、
惡
之

當
惡
。然
臨
事
不
如
此
者
、只
是
實
未
曾
見
得
。若
實
見
得
、自
然
行
處
無
差
。」

（
４
）「
十
分
」　

朝
鮮
古
写
本
、眞
德
秀
『
西
山
讀
書
記
』
に
は
「
十
成
」
に
作
る
。

意
味
は
同
じ
。

（
５
）「
不
知
不
識
、
只
喚
欺
不
知
不
識
、
却
不
喚
做
自
欺
」　

校
勘
記
に
示
し
た

と
お
り
、
他
の
版
本
で
は
「
只
喚
做
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
、「
做
」
に
読

み
か
え
た
。「
喚
」
は
、
よ
ぶ
、
称
す
る
。

72
条

　

或
問
誠
其
意
者
毋
自
欺
。
曰
。
譬
如
一
塊
物
、
外
面
是
銀
、
裏
面
是
鐵
、
便
是

自
欺
。
須
是
表
裏
如
一
、
便
是
不
自
欺
。
然
所
以
不
自
欺
、
須
是
見
得
分
曉
。

　

譬
如
今
人
見
烏
喙
之
不
可
食
、
知
水
火
之
不
可
蹈
、
則
自
不
食
不
蹈
、
如
寒
之

欲
衣
、
飢
之
欲
食
、
則
自
是
不
能
已
。
今
人
果
見
得
分
曉
、
如
烏
喙
之
不
可
食
、

水
火
之
不
可
蹈
、
見
善
如
飢
之
欲
食
、
寒
之
欲
衣
、
則
此
意
自
實
矣
。　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
「
外
面
是
銀
、裏
面
是
鐵
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
此
意
自
實
矣
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
自
」
を
「
自
是
」
に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

六
三



〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
、「
そ
の
意
を
誠
に
す
る
と
は
、
自
ら
を
欺
か
な
い
こ
と
で
あ
る
」

に
つ
い
て
質
問
す
る
。
お
っ
し
ゃ
る
。「
た
と
え
ば
ひ
と
か
た
ま
り
の
も
の
が
あ

る
と
し
て
、
表
面
は
銀
な
の
に
、
中
身
は
鉄
で
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
「
自
ら
欺
く
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
裏
が
同
じ
く
な
る
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
自
ら
欺
か
な
い

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
ら
欺
か
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
は
っ
き

り
と
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
人
は
、
附
子
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
水
や
火
を
踏
み
歩

い
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
、自
ら
食
べ
た
り
踏
ん
だ
り
は
せ
ず
、

寒
い
時
に
は
服
を
着
よ
う
と
し
、
お
腹
が
空
け
ば
食
べ
よ
う
と
す
る
の
は
、
自
ず

か
ら
已
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
人
が
、（
悪
に
対
し
て

は
）
附
子
を
食
べ
て
は
な
ら
ず
、
水
や
火
を
踏
み
歩
い
て
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

り
、
善
に
対
し
て
は
、
お
腹
が
空
い
た
時
に
食
べ
よ
う
と
し
、
寒
い
時
に
服
を
着

よ
う
と
す
る
よ
う
に
、
は
っ
き
り
と
（
切
実
に
）
認
識
す
れ
ば
、
こ
れ
が
意
が
自

ず
か
ら
誠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」　

曾
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）「
一
塊
物
」　
「
塊
」
は
量
詞
。『
寒
山
詩
』
第
五
八
首
「
我
見
百
十
狗
、
箇

箇
毛

。
卧
者
渠
自
卧
、
行
者
渠
自
行
。
投
之
一
塊
骨
、
相
與
啀

爭
。

良
由
爲
骨
少
、
狗
多
分
不
平
。」

（
２
）「
見
烏
喙
之
不
可
食
、
知
水
火
之
不
可
蹈
」　

悪
行
を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
こ

と
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
る
こ
と
の
喩
え
。「
烏う

か
い喙
」は
、ト
リ
カ
ブ
ト
、附
子
。

『
戰
国
策
』「
燕
策
」
一
「
人
之
飢
所
以
不
食
烏
喙
者
、
以
爲
雖
偸
充
腹
而
與

死
同
患
也
。」
こ
の
二
つ
の
喩
え
は
、
卷
一
五
、一
四
六
条
に
既
出
。「
問
。

知
至
了
意
便
誠
、
抑
是
方
可
做
誠
意
工
夫
。
曰
。
…
且
如
這
一
件
事
知
得
不

當
如
此
做
、
末
梢
又
却
如
此
做
、
便
是
知
得
也
未
至
。
若
知
得
至
時
、
便
決

不
如
此
。
如
人
既
知
烏
喙
之
不
可
食
、水
火
之
不
可
蹈
、豈
肯
更
試
去
食
烏
喙
、

蹈
水
火
。
若
是
知
得
未
至
時
、意
決
不
能
誠
。」同
条
の
注（
６
）お
よ
び（
７
）

を
参
照
。

（
３
）「
如
寒
之
欲
衣
、
飢
之
欲
食
」　

善
行
を
な
す
べ
き
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認

識
す
る
こ
と
の
喩
え
。
こ
の
喩
え
は
、
巻
一
四
、一
五
七
条
に
既
出
。「
或
問

定
靜
安
慮
四
節
。
曰
。
物
格
、
知
至
、
則
天
下
事
事
物
物
皆
知
有
箇
定
理
。

定
者
、
如
寒
之
必
衣
、
飢
之
必
食
、
更
不
用
商
量
。
云
云
」
同
条
の
注
（
３
）

を
参
照
。
善
を
行
う
こ
と
と
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て
は
、
朱
文
公
校
『
韓

昌
黎
先
生
集
』
卷
四
〇
「
擧
張
正
甫
自
代
狀
」「
禀
正
直
之
性
、懷
剛
毅
之
姿
、

嫉
惡
如
仇
讎
、
見
善
若
飢
渴
。」

（
４
）「
自
是
」　
「
お
の
ず
か
ら
」。

（
５
）「
果
」　
「
も
し
」。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
、眞
德
秀
『
四
書
集
編
』
お
よ
び
胡
渭
『
大
學
翼
眞
』
に
引
か
れ
る
。『
四

書
集
編
』
は
、
朝
鮮
古
写
本
と
同
じ
く
、「
此
意
自
是
實
矣
」
に
作
る
。

73
条

　

自
欺
、
非
是
心
有
所
慊
、
外
面
雖
爲
善
事
、
其
中
却
實
不
然
、
乃
自
欺
也
。
譬

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

六
四



如
一
塊
銅
、
外
面
以
金
裹
之
、
便
不
是
眞
金
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
外
面
雖
爲
善
事
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
外
」
の
前
に
「
盖
」
字
あ
り
。
成
化
本
、

朝
鮮
古
写
本
は
「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
自
ら
を
欺
く
」
と
は
、
心
が
快
く
満
ち
足
り
た
状
態
で
な
く
、
そ
と
見
に
は

善
い
こ
と
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
も
、
中
身
は
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う

の
が
、「
自
ら
を
欺
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ひ
と
か
た
ま
り
の

銅
が
あ
る
と
し
て
、
外
側
は
金
で
覆
い
包
ん
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
中
身
は
本
物

の
金
で
は
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。　

万
人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
自
欺
、
非
是
心
有
所
慊
」　
「
自
欺
と
は
、
心
が
快
く
な
い
（
満
足
し
て
い

な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、

毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、如
好
好
色
。
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
愼
其
獨
也
。」

注
「
謙
讀
爲
慊
、苦
劫
反
。
…
謙
、快
也
、足
也
。」『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
敢

問
何
謂
浩
然
之
氣
。
曰
。
難
言
也
。
其
爲
氣
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無

害
、
則
塞
于
天
地
之
間
。
其
爲
氣
也
、
配
義
與
道
。
無
是
、
餒
也
。
是
集
義

所
生
者
。
非
義
襲
而
取
之
也
。
行
有
不
慊
於
心
、
則
餒
矣
。」
集
注
「
…
慊
、

快
也
、
足
也
。
言
所
行
一
有
不
合
於
義
、
而
自
反
不
直
、
則
不
足
於
心
而
其

體
有
所
不
充
矣
。」『
大
學
』
の
「
自
慊
」
と
『
孟
子
』
の
「
不
慊
於
心
」
の
「
慊
」

の
訓
詁
は
、
と
も
に
「
快
也
、
足
也
」
で
あ
る
が
、
朱
子
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
あ
る
と
す
る
。
本
巻
八
三
条
に
詳
し
い
。「
自
欺
」と「
自

慊
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
巻
八
七
条
を
参
照
。

（
２
）「
譬
如
一
塊
銅
、
外
面
以
金
裹
之
、
便
不
是
眞
金
」　

表
面
は
金
だ
が
中
身

は
銅
だ
と
す
る
本
条
の
譬
喩
は
、
本
巻
七
二
条
で
、「
表
面
は
銀
だ
が
中
身

は
鉄
」
と
喩
え
る
の
に
同
じ
。

74
条

　

所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
注
云
。
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
則
其
好
善
惡

惡
、
皆
爲
自
欺
而
意
不
誠
矣
。
而
今
説
自
欺
、
未
説
到
與
人
説
時
、
方
謂
之
自
欺
。

只
是
自
家
知
得
善
好
要
爲
善
、
然
心
中
却
覺
得
微
有
些
没
緊
要
底
意
思
、
便
是
自

欺
、
便
是
虚
僞
不
實
矣
。

　

正
如
金
已
是
眞
金
了
、
只
是
鍛
鍊
得
微
不
熟
、
微
有
些
渣
滓
去
不
盡
、
顔
色
或

白
或
青
或
黄
、
便
不
是
十
分
精
金
矣
。
顔
子
有
不
善
未
嘗
不
知
、
便
是
知
之
至
。

知
之
未
嘗
復
行
、
便
是
意
之
實
。

　

又
曰
。
如
顔
子
地
位
、
豈
有
不
善
。
所
謂
不
善
、
只
是
微
有
差
失
、
便
能
知
之
。

才
知
之
、
便
更
不
萌
作
。
只
是
那
微
有
差
失
、
便
是
知
不
至
處
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
陽
善
陰
惡
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
陰
」
を
「
隂
」
に
作
る
。

○
「
鍛
鍊
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
煉
」

に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

六
五



○
「
微
有
些
渣
滓
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
渣
」

を
「
査
」
に
作
る
。

○
「
只
是
那
微
有
差
失
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
是
」
を
「
他
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
（『
大
学
』
伝
六
章
に
い
う
）「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す
と
は
、
自
ら
欺
く
こ
と

母
れ
な
り
。」
注
に
、「
心
の
発
す
る
所
、
陽
に
は
善
に
し
て
陰
に
は
悪
な
れ
ば
、

則
ち
其
の
善
を
好
み
悪
を
悪
む
こ
と
、皆
な
自
ら
欺
き
て
意
誠
な
ら
ざ
る
と
為
す
」

と
い
う
。
い
ま
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
は
、ま
だ
他
人
に
話
し
て
い
な
い
時
（
独

り
の
場
合
）
に
、「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
自
ら
善
行
を
行
う
べ
き
こ

と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
か
え
っ
て
心
の
中
で
少
し
で
も
重
要
で
は
な
い
と
考
え

る
の
は
、
つ
ま
り
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
偽
り
で
あ
っ
て
不
実
で
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
。

　

ま
さ
し
く
、
金
が
本
物
の
金
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
精
錬
し
て
少
し
で
も
十
分

で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
少
し
で
も
不
純
物
が
取
り
尽
く
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

そ
の
色
は
白
く
な
っ
た
り
青
く
な
っ
た
り
黄
色
く
な
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
は
十
分

に
精
錬
さ
れ
た
金
で
は
な
い
。（
程
伊
川
は
い
う
、）
顔
回
は
、
不
善
が
あ
れ
ば
、

決
し
て
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
知
が
至
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、（
不
善
を
）
知
れ
ば
、
そ
れ
を
再
び
行
う
こ
と
は
決
し

て
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
意
が
誠
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
（
程
伊
川
は
）、「
顔
回
の
境
地
に
は
、
不
善
な
ど
あ
ろ
う
か
。
い
わ
ゆ
る

不
善
と
は
、
わ
ず
か
で
も
間
違
い
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
に
気
づ
く
の
だ
。
少

し
で
も
気
づ
け
ば
、
た
だ
ち
に
全
く
萌
す
こ
と
は
し
な
い
」
と
い
う
。
そ
の
「
わ

ず
か
で
も
間
違
い
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
の
が
、
知
が
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
所
謂
誠
其
意
者
毋
自
欺
也
、
注
云
、
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
則
其
好
善

惡
惡
、
皆
爲
自
欺
而
意
不
誠
矣
」　

現
行
本
『
大
学
章
句
』
の
こ
の
部
分
の

注
は
、「
誠
其
意
者
、
自
脩
之
首
也
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。
自
欺
云
者
、
知

爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
、
有
未
實
也
。
…
言
欲
自
脩
者
知
爲
善
以
去
其

惡
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
。」
と
な
っ
て
い
る
。
朱
子
は
、『
大

学
』伝
六
章
の
当
該
箇
所
の
注
を
何
度
も
書
き
直
し
た
よ
う
で
あ
る
。『
語
類
』

本
巻
の
他
条
に
、
こ
れ
に
関
す
る
議
論
が
見
え
る
。
本
巻
、
八
八
条
、
沈
僩

録
「
問
。「
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。」
近
改
注
云
。「
自
欺
者
、
心
之
所
發
、

若
在
於
善
、
而
實
則
未
能
、
不
善
也
。」
若
字
之
義
如
何
。」
同
、
一
〇
七
条
、

沈
僩
録
「
問
。
誠
意
章
自
欺
注
、
今
改
本
恐
不
如
舊
注
好
。
曰
。
何
也
。
曰
。

今
注
云
「
心
之
所
發
、陽
善
陰
惡
、則
其
好
善
惡
惡
、皆
爲
自
欺
而
意
不
誠
矣
。」

恐
讀
書
者
不
曉
。
又
此
句
、
或
問
中
已
言
之
、
却
不
如
舊
注
云
「
人
莫
不
知

善
之
當
爲
、
然
知
之
不
切
、
則
其
心
之
所
發
、
必
有
陰
在
於
惡
而
陽
爲
善
以

自
欺
者
。
故
欲
誠
其
意
者
無
他
、
亦
曰
禁
止
乎
此
而
已
矣
。」
此
言
明
白
而

易
曉
。
曰
。
不
然
。
…
。」
同
、
一
〇
八
条
、
沈
僩
録
「
敬
子
問
。「
所
謂
誠

其
意
者
、
毋
自
欺
也
。」
注
云
「
外
爲
善
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
。」
某

意
欲
改
作
「
外
爲
善
而
中
實
容
其
不
善
之
雜
」、
如
何
。」
こ
れ
ら
を
整
理
す

れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
近
改
注
」（
八
八
条
）　
「
自
欺
者
、
心
之
所
發
、
若
在
於
善
、
而
實
則
未
能
、
不

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

六
六



善
也
。」

「
舊
注
」（
一
〇
七
条
）　
「
人
莫
不
知
善
之
當
爲
。
然
知
之
不
切
、則
其
心
之
所
發
、

必
有
陰
在
於
惡
而
陽
爲
善
以
自
欺
者
。
故
欲
誠
其
意
者
、
無
他
、
亦
曰
禁
止

乎
此
而
已
矣
。」

「
今
注
」（
一
〇
七
条
）　
「
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
則
其
好
善
惡
惡
、
皆
爲
自
欺

而
意
不
誠
矣
。」

「（
敬
子
問
）
注
」（
一
〇
八
条
）　
「
外
爲
善
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
。」

現
行
本
注　
「
誠
其
意
者
、
自
脩
之
首
也
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。
自
欺
云
者
、
知

爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。
…
言
欲
自
脩
者
知
爲
善
以
去
其
惡
、

則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
。」

吉
原
文
昭
『
南
宋
学
研
究
』（
研
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
六
八
〇
～
六
八
一
頁
を

参
照
。

（
２
）「
而
今
説
自
欺
、
未
説
到
與
人
説
時
、
方
謂
之
自
欺
」　
「
未
説
到
與
人
説

時
」
が
難
解
で
あ
る
が
、「
ま
だ
他
人
に
話
し
て
い
な
い
時
」
と
理
解
し
た
。

他
者
に
対
し
て
偽
り
欺
く
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
を
欺
く
こ
と
が
「
自
欺
」

で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
の
「
説
」
は
衍
字
か
も
知
れ
な
い
。「
與
」
は
動
作
が

向
け
ら
れ
る
対
象
を
表
す
助
字
。

（
３
）「
已
是
」　

す
で
に
。

（
４
）「
顔
色
」　

い
ろ
。
現
代
漢
語
の
「
顔
色
」
に
同
じ
。『
杜
工
部
集
』「
秋
雨
歎
」

其
一
「
雨
中
百
草
秋
爛
死
、
階
下
決
明
顔
色
鮮
。」

（
５
）「
精
金
」　

不
純
物
が
取
り
除
か
れ
、
十
分
に
精
錬
さ
れ
た
金
。『
語
類
』
卷

八
〇
、
萬
人
傑
録
（
Ⅵ2090

）「
陸
子
靜
看
得
二
程
低
、
此
恐
子
靜
看
其
説

未
透
耳
。
譬
如
一
塊
精
金
、却
道
不
是
金
。
非
金
之
不
好
、蓋
是
不
識
金
也
。」

（
６
）「
顔
子
有
不
善
未
嘗
不
知
、
便
是
知
之
至
、
知
之
未
嘗
復
行
、
便
是
意
之
實
」

　

程
子
の
言
葉
。『
論
語
集
注
』「
雍
也
」「
哀
公
問
。
弟
子
孰
爲
好
學
。
孔

子
對
曰
。
有
顏
回
者
好
學
、不
遷
怒
、不
貳
過
。
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
、

未
聞
好
學
者
也
。」
集
注
「
程
子
曰
。
顏
子
之
怒
、
在
物
不
在
己
、
故
不
遷
。

有
不
善
、
未
嘗
不
知
、
知
之
、
未
嘗
復
行
、
不
貳
過
也
。」『
河
南
程
氏
外
書
』

に
も
見
え
る
。
卷
二
（365

）「
大
學
之
道
、
在
明
其
明
德
。
明
德
乃
止
於
至

善
也
。
知
既
至
、
自
然
意
誠
。
顔
子
有
不
善
、
未
嘗
不
知
、
知
之
至
也
。
知

之
至
故
、未
嘗
復
行
。
他
人
復
行
、知
之
不
至
也
。」
典
拠
は
、『
易
』「
繋
辭
下
」

「
君
子
知
微
知
彰
、知
柔
知
剛
、萬
夫
之
望
。
子
曰
。
顔
氏
之
子
、其
殆
庶
幾
乎
。

有
不
善
未
嘗
不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
也
。」

（
７
）「
如
顔
子
地
位
、
豈
有
不
善
。
所
謂
不
善
、
只
是
微
有
差
失
、
便
能
知
之
。

才
知
之
、
便
更
不
萌
作
」　

注
（
６
）
に
同
じ
く
、『
論
語
集
注
』「
雍
也
」

篇
に
引
か
れ
る
程
子
の
言
葉
。
集
注
「
程
子
曰
。
…
又
曰
。
如
顏
子
地
位
、

豈
有
不
善
。
所
謂
不
善
、
只
是
微
有
差
失
。
纔
差
失
、
便
能
知
之
。
纔
知
之
、

便
更
不
萌
作
。」『
河
南
程
氏
外
書
』
卷
五
（376

）
に
も
見
え
、
程
伊
川
の

言
葉
で
あ
る
。

（
８
）「
地
位
」　

境
地
。
卷
一
四
、
巻
一
五
に
既
出
。

（
９
）「
才
…
便
…
」　
「
少
し
で
も
…
す
れ
ば
…
だ
」。

（
10
）「
更
不
」　
「
全
然
…
し
な
い
」。
否
定
の
強
調
。

（
11
）「
萌
作
」　

萌
す
。「
萌
動
」
に
同
じ
。『
語
類
』
卷
三
〇
、四
六
条
、
輔
廣
録

（
Ⅶ774
）「
問
。
黎
兄
疑
張
子
謂
「
慊
於
己
者
、
不
使
萌
於
再
」、
云
「
夫
子

只
説
「
知
之
未
嘗
復
行
」、
不
是
説
其
過
再
萌
於
心
。」
廣
疑
張
子
之
言
尤
加

精
密
。
至
程
子
説
「
更
不
萌
作
」、
則
兼
説
「
行
」
字
矣
。
曰
。
萌
作
亦
只

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

六
七



是
萌
動
。
蓋
孔
子
且
恁
大
體
説
。
至
程
子
・
張
子
、
又
要
人
會
得
分
曉
、
故

復
如
此
説
到
精
極
處
。」

75
条

　

所
謂
自
欺
者
、
非
爲
此
人
本
不
欲
爲
善
去
惡
。
但
此
意
隨
發
、
常
有
一
念
在
内

阻
隔
住
、
不
放
教
表
裏
如
一
、
便
是
自
欺
。
但
當
致
知
。
分
別
善
惡
了
、
然
後
致

其
愼
獨
之
功
、
而
力
割
去
物
欲
之
雜
、
而
后
意
可
得
其
誠
也
。　

壯
祖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
、
本
条
の
前
に
「
先
生
忽
言
。
或
人
問
。
自
慊
之
説
不
合
將
好

善
惡
惡
毎
欲
欺
人
爲
自
欺
。
因
曰
」
の
二
七
字
あ
り
。

○
「
愼
獨
」　

底
本
の
中
華
書
局
本
の
み
「
愼
」
に
作
り
、他
本
は
「
謹
」
に
作
る
。

○
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
處
謙
」
に
作
る
。
處
謙
は
、
李
壯
祖
の
字
。

〔
訳
〕

　

�　

い
わ
ゆ
る
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
が
も
と
か
ら
善
を
行
い
悪

を
去
ろ
う
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
（
善
を
行
い
悪
を

去
る
）
気
持
ち
が
お
こ
る
と
す
ぐ
に
、
あ
る
一
念
が
内
面
に
お
い
て
そ
れ
を
阻

み
隔
絶
さ
せ
て
し
ま
い
、
表
裏
を
同
じ
く
さ
せ
な
い
の
が
、
つ
ま
り
自
ら
欺
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
知
を
致
す
べ
き
で
あ
る
。
善
悪
の
判
断
が
で
き
た

ら
、
そ
の
後
、
慎
独
の
功
夫
を
行
い
、
人
欲
が
本
然
の
性
に
夾
雑
す
る
の
を
努

力
し
て
払
い
去
れ
ば
、
そ
の
後
、
意
を
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

李
壮
祖

録
〔
注
〕

（
１
）「
所
謂
自
欺
者
、
非
爲
此
人
本
不
欲
爲
善
去
惡
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
、

注
「
此
言
小
人
陰
爲
不
善
、
而
陽
欲
揜
之
、
則
是
非
不
知
善
之
當
爲
與
惡
之

當
去
也
、
但
不
能
實
用
其
力
以
至
此
耳
。」

（
２
）「
隨
」　
「
隨
」
は
、「
…
す
る
た
び
に
」「
…
す
る
と
す
ぐ
に
」。
た
だ
し
、「
隨
」

に
は
「
縱
」
と
同
じ
く
「
た
と
え
…
だ
と
し
て
も
」
の
用
法
が
あ
り
（
太
田

氏
前
掲
書
、
三
四
四
頁
）、
こ
の
意
に
取
る
と
、「
た
だ
、
こ
の
（
善
を
行
い

悪
を
去
る
）
気
持
ち
が
お
こ
っ
た
と
し
て
も
」
と
な
る
。

（
３
）「
阻
隔
」　

隔
絶
さ
れ
る
。『
語
類
』
卷
五
九
、三
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅳ

1382

）「
或
問
。「
不
能
盡
其
才
」
之
意
如
何
。
曰
。
才
是
能
去
恁
地
做
底
。

性
本
是
好
、發
於
情
也
只
是
好
、到
得
動
用
去
做
也
只
是
好
。「
不
能
盡
其
才
」

是
發
得
略
好
、便
自
阻
隔
了
、不
順
他
道
理
做
去
。」
朱
子
学
に
お
け
る
「
隔
」

に
つ
い
て
は
、
三
浦
氏
前
掲
書
に
詳
し
い
。「「
隔
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て

朱
子
が
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
何
で
あ
る
か
、
…
濁
っ
た
気
に
よ
っ
て

理
本
来
の
渾
然
た
る
一
体
性
が
損
な
わ
れ
て
、
理
と
理
の
間
に
隙
間
が
で
き

る
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
。
空
間
が
そ
の
ま
ま
時
間
に
転
位
す
る
の
は
、

中
国
的
思
考
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
理
と
理
の
間
の
空

隙
は
、
同
時
に
理
の
流
行
の
停
滞
を
も
意
味
す
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
推

測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
人
欲
と
は
、
か
か
る
理
の
流
行
の
間
断
の
謂
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。」（
三
六
九
～
三
七
〇
頁
）

（
４
）「
住
」　

動
作
の
継
続
を
表
す
助
字
。「
動
作
の
最
終
状
態
が
不
動
の
も
の
と

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

六
八



し
て
存
続
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
が
ん
ら
い
《
住
》
は
と
ど
ま
る
こ
と
を

意
味
し
、
多
く
運
動
に
関
す
る
動
詞
に
用
い
ら
れ
る
。」（
太
田
氏
前
掲
書
、

二
二
〇
頁
）。

（
５
）「
放
教
」　

二
字
で
使
役
を
表
す
。
太
田
氏
前
掲
書
、
二
四
二
頁
。

（
６
）「
分
別
善
惡
了
、
然
後
致
其
愼
獨
之
功
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
所
謂
誠

其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必

愼
其
獨
也
。」
注
「
…
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。
…
使
其
惡

惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而
求
必
得
之
、
以
自
快

足
於
己
、
不
可
徒
苟
且
以
殉
外
而
爲
人
也
。
然
其
實
與
不
實
、
蓋
有
他
人
所

不
及
知
而
己
獨
知
之
者
、
故
必
謹
之
於
此
以
審
其
幾
焉
。」

（
７
）「
割
去
」　

取
り
除
く
。
除
去
す
る
。『
釋
名
』「
釋
用
器
」「

、
溝
也
。
既

割
去
壟
上
草
、
又
辟
其
土
、
以
壅
苗
根
、
使
壟
下
爲
溝
、
受
水
潦
也
。」

（
８
）「
物
欲
之
雜
」　
『
朱
文
公
文
集
』
卷
一
五
「
經
筵
講
義
」『
大
學
』「「
所
謂

誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。」
臣
熹
曰
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
也
。
人
心
本
善
、

故
其
所
發
、
亦
無
不
善
。
但
以
物
欲
之
私
、
雜
乎
其
間
。
是
以
爲
善
之
意
有
、

所
不
實
而
爲
自
欺
耳
。
能
去
其
欲
、
則
無
自
欺
、
而
意
無
不
誠
矣
。」

76
条

　

只
今
有
一
毫
不
快
於
心
、
便
是
自
欺
也
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
、本
条
の
前
に「
問
。
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。
切
謂
毋
者
、

禁
止
之
詞
、
而
謹
獨
則
又
所
以
爲
禁
止
之
地
。
人
既
知
學
、
其
於
善
惡
、
亦

嘗
有
以
識
別
之
矣
。
但
知
有
未
至
、
故
善
善
而
不
能
進
於
善
、
惡
惡
而
不
能

去
其
惡
、
見
從
欲
之
爲
美
、
而
隂
肆
於
幽
隱
之
間
、
未
知
循
理
之
爲
樂
、
而

勉
強
矯
飾
以
自
著
於
顯
明
之
處
、
殊
不
知
有
諸
中
、
必
形
諸
外
。
在
人
固
未

必
可
欺
而
在
我
者
已
先
無
實
矣
。
豈
不
爲
自
欺
者
乎
。
曰
。
此
是
大
段
狼
狽

處
。」
の
字
あ
り
。

○
「
一
毫
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
於
心
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
於
」
を
「
于
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

今
わ
ず
か
で
も
心
に
心
地
よ
く
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
つ
ま
り
「
自
ら

欺
く
」
と
い
う
こ
と
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
一
毫
不
快
於
心
、便
是
自
欺
也
」　
「
快
」
と
は
、『
大
學
』
傳
六
章
の
「
自

謙
」
の
朱
注
「
謙
、快
也
、足
也
」
の
こ
と
。
本
巻
73
条
の
注
（
１
）
を
参
照
。

77
条

　

看
如
今
未
識
道
理
人
、
説
出
道
理
、
便
恁
地
包
藏
隱
伏
、
他
元
不
曾
見
來
。
這

亦
是
自
欺
、
亦
是
不
實
。
想
他
當
時
發
出
來
、
心
下
必
不
安
穩
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

六
九



○
「
説
出
道
理
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
待
説
出
道
理
」
に
作
る
。

○
「
便
恁
地
包
藏
隱
伏
」　

萬
暦
本
は
「
便
」
を
「
使
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

今
の
道
理
を
分
か
っ
て
い
な
い
人
が
、
道
理
を
説
く
様
子
を
見
る
と
、
そ
の
よ

う
に
包
み
隠
し
て
い
る
が
、
彼
は
も
と
も
と
（
道
理
を
）
体
得
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
も
自
ら
を
欺
く
こ
と
で
あ
り
、誠
実
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

思
う
に
、
彼
が
（
道
理
を
）
口
に
し
て
い
る
そ
の
時
、
心
の
内
は
き
っ
と
安
ら
か

で
は
な
い
は
ず
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
如
今
」　

い
ま
。

（
２
）「
心
下
」　

心
の
な
か
で
。
卷
一
四
、一
五
に
既
出
。

78
条

　

國
秀
問
。
大
學
誠
意
、
看
來
有
三
樣
。
一
則
内
全
無
好
善
惡
惡
之
實
、
而
專
事

掩
覆
於
外
者
、
此
不
誠
之
尤
也
。
一
則
雖
知
好
善
惡
惡
之
爲
是
、
而
隱
微
之
際
、

又
苟
且
以
自
瞞
底
。
一
則
知
有
未
至
、
隨
意
應
事
、
而
自
不
覺
陷
於
自
欺
底
。

　

曰
。
這
箇
不
用
恁
地
分
、
只
是
一
路
、
都
是
自
欺
。
但
有
深
淺
之
不
同
耳
。　

燾〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
卷
一
六
に
本
条
を
収
め
ず
。

○
「
這
箇
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
深
淺
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
深
」
を
「
㴱
」
に
作
る
。

〔
参
考
〕

　

元
、
劉
因
『
四
書
集
義
精
要
』
卷
二
「
或
問
。
自
欺
0

0

有
三
樣
。
一
則
全
無
實
而

專
事
假
託
0

0

掩
覆
於
外
者
、
此
其0

尤
者0

也
。
一
則
雖
知
好
善
惡
惡
之
爲
是
、
而
隱
微

之
際
、又
苟
且
以
自
欺
者
0

0

。
一
則
知
有
未
至
、隨
意
應
事
、而
不
自
覺
陷
於
自
欺
者0

。

曰
。
是
有
此0

三
樣
意
思
。
然
却
不
是
三
路
、
只
是
一
路
、
有
淺
深
之
不
同
。　

燾
」

〔
訳
〕

　

余
国
秀
が
質
問
す
る
。「『
大
学
』
の
「
誠
意
」
に
は
、
三
つ
の
場
合
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、
内
面
に
善
を
好
み
悪
を
憎
む
誠
実
さ
が
全
く
な
く
、

外
面
を
覆
っ
て
（
そ
の
内
面
を
隠
す
）
こ
と
に
専
念
す
る
者
で
、
こ
れ
は
意
が
誠

で
な
い
最
た
る
も
の
で
す
。
一
つ
は
、
善
を
好
み
悪
を
憎
む
こ
と
が
正
し
い
こ
と

を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
隠
微
の
際
（
独
り
で
い
る
時
）
に
、
お
ざ
な
り
に
自
ら
を

瞞
く
者
。一
つ
は
、知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
ま
ま
に
、考
え
も
な
く
事
に
応
じ
て
、

自
ら
欺
く
こ
と
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
に
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
者
で
す
。」

　

お
っ
し
ゃ
る
。「
こ
れ
は
、
そ
の
よ
う
に
分
け
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
一
つ
の

こ
と
で
、
全
て
自
ら
を
欺
く
と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
深
い
浅
い
の
違
い
が
あ
る
だ

け
だ
。」　

呂
燾
録

〔
注
〕

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号
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（
１
）「
國
秀
」　

余
宋
傑
の
こ
と
。『
考
亭
淵
源
録
』
卷
一
三
「
余
宋
傑
、字
國
秀
、

南
康
建
昌
人
。」『
朱
子
門
人
』八
七
～
八
八
頁
。『
朱
文
公
文
集
』卷
六
二
に
は
、

余
宋
傑
宛
て
の
二
通
の
書
を
収
め
る
。

（
２
）「
專
事
」　
「
も
っ
ぱ
ら
…
ば
か
り
す
る
」。『
論
語
集
注
』「
八
佾
」「
林
放
問

禮
之
本
。」
注
「
林
放
、
魯
人
。
見
世
之
爲
禮
者
專
事
繁
文
、
而
疑
其
本
之

不
在
是
也
。
故
以
爲
問
。」

（
３
）「
雖
知
好
善
惡
惡
之
爲
是
、
而
隱
微
之
際
、
又
苟
且
以
自
瞞
底
」　
「
隱
微
之

際
」
は
、「
人
に
知
ら
れ
な
い
、暗
い
場
所
や
、細
か
な
こ
と
に
お
い
て
」。「
愼

獨
」
の
「
獨
」。『
中
庸
章
句
』「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
、故
君
子
愼
其
獨
也
。」

注
「
見
、
音
現
。
隱
、
暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所

獨
知
之
地
也
。
言
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
雖
未
形
而
幾
則
已
動
、
人
雖

不
知
而
己
獨
知
之
、
則
是
天
下
之
事
無
有
著
見
明
顯
而
過
於
此
者
。
是
以
君

子
既
常
戒
懼
、
而
於
此
尤
加
謹
焉
、
所
以
遏
人
欲
於
將
萌
、
而
不
使
其
滋
長

於
隱
微
之
中
、
以
至
離
道
之
遠
也
。」『
大
學
或
問
』「
至
此
而
復
進
之
、
以

必
誠
其
意
之
説
焉
。
則
又
欲
其
謹
之
於
幽
獨
隱
微
之
奥
以
禁
止
其
苟
且
自
欺

之
萌
。」

79
条

　

次
早
云
。
夜
來
國
秀
説
自
欺
有
三
樣
底
、
後
來
思
之
、
是
有
這
三
樣
意
思
。
然

却
不
是
三
路
、
只
是
一
路
、
有
淺
深
之
不
同
。

　

又
因
論
、
以
假
託
換
掩
覆
字
云
。
假
託
字
又
似
重
了
、
掩
覆
字
又
似
輕
、
不
能

得
通
上
下
底
字
。

　

又
因
論
。
誠
與
不
誠
、
不
特
見
之
於
外
、
只
裏
面
一
念
之
發
、
便
有
誠
僞
之
分
。

譬
如
一
粒
粟
、
外
面
些
皮
子
好
、
裏
面
那
些
子
不
好
。
如
某
所
謂
其
好
善
也
、
陰

有
不
好
者
、
以
拒
於
内
、
其
惡
惡
也
、
陰
有
不
惡
者
、
以
挽
其
中
。
蓋
好
惡
未
形

時
、
已
有
那
些
子
不
好
不
惡
底
藏
在
裏
面
了
。　

燾

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
卷
一
六
に
本
条
を
収
め
ず
。

○
「
裏
面
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○「
陰
有
不
好
者
」「
陰
有
不
惡
者
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
陰
」を「
隂
」に
作
る
。

○
「
蓋
好
惡
未
形
時
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

翌
朝
お
っ
し
ゃ
る
。「
昨
晩
、
余
国
秀
が
い
っ
た
「
自
ら
欺
く
」
に
は
三
つ
の

場
合
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
後
で
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
こ
の
三
つ
の
意
味
が

あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
三
つ
の
（
異
な
っ
た
）
こ
と
で
は
な
く
、
一
つ
の
こ
と

で
あ
り
、
浅
い
深
い
の
違
い
が
あ
る
だ
け
だ
。」

　

ま
た
、（
国
秀
の
）「
掩
覆
」
の
語
を
「
仮
託
」
の
語
に
言
い
換
え
る
話
を
論
じ

て
お
っ
し
ゃ
る
に
、「
仮
託
の
語
で
は
重
い
し
、
掩
覆
の
語
で
は
軽
い
、
か
と
い

っ
て
そ
の
い
ず
れ
を
も
表
現
で
き
る
語
も
思
い
浮
か
ば
な
い
。」

　

ま
た
論
ず
る
に
、「
誠
実
と
不
誠
実
と
は
、
外
側
に
現
れ
て
い
る
場
合
だ
け
で

な
く
、た
だ
内
部
に
お
い
て
一
念
が
発
し
て
い
れ
ば
、（
そ
の
時
点
で
）
誠
か
偽
（
不

誠
）
か
は
分
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
粒
の
粟
が
あ
る
と
し
て
、
外
側
の
皮
は

良
い
が
、
内
側
の
も
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
の
は
、
私
の
い
う
、「
善
を
好
む
場

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

七
一



合
に
も
、
陰
に
（
善
を
）
好
ま
な
い
者
が
い
て
、
そ
の
中
で
（
好
善
の
気
持
ち
を
）

拒
絶
し
、
悪
を
憎
む
場
合
に
も
、
陰
に
（
悪
を
）
憎
ま
な
い
者
が
い
て
、
そ
ち
ら

側
に
引
っ
ぱ
り
こ
む
」
と
い
う
こ
と
だ
。
思
う
に
、「（
善
を
）
好
み
（
悪
を
）
憎
む
」

と
い
う
の
が
は
っ
き
り
形
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
時
に
、
す
で
に
そ
れ
ら
の
（
善

を
）
好
ま
ず
（
悪
を
）
憎
ま
な
い
も
の
は
内
部
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
。」　

呂
燾

録〔
注
〕

（
１
）「
以
假
託
換
掩
覆
字
…
」　
「
假
託
」は
、こ
こ
で
は「
嘘
を
つ
く
」「
偽
装
す
る
」

の
意
。「
掩
覆
」
は
、
本
心
を
お
お
い
隠
し
て
、
偽
る
意
。

（
２
）「
通
上
下
」　
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
通
じ
る
」。『
論
語
』「
雍
也
」「
子
貢
曰
。

如
有
博
施
於
民
而
能
濟
衆
、何
如
。可
謂
仁
乎
。子
曰
。何
事
於
仁
、必
也
聖
乎
。

堯
舜
其
猶
病
諸
。」
集
注
「
博
、廣
也
。
仁
以
理
言
、通
乎
上
下
。
聖
以
地
言
、

則
造
其
極
之
名
也
。
乎
者
、
疑
而
未
定
之
辭
。
病
、
心
有
所
不
足
也
。
言
此

何
止
於
仁
、必
也
聖
人
能
之
乎
。
則
雖
堯
舜
之
聖
、其
心
猶
有
所
不
足
於
此
也
。

以
是
求
仁
、
愈
難
而
愈
遠
矣
。」『
語
類
』
卷
三
三
、六
四
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅲ

844

）「
衆
朋
友
説
「
博
施
濟
衆
」
章
。
先
生
曰
。「
仁
以
理
言
」、
是
箇
徹
頭

徹
尾
物
事
、
如
一
元
之
氣
。「
聖
以
地
言
」、
也
不
是
離
了
仁
而
爲
聖
、
聖
只

是
行
仁
到
那
極
處
。
仁
便
是
這
理
、
聖
便
是
充
這
理
到
極
處
、
不
是
仁
上
面

更
有
箇
聖
。
而
今
有
三
等
、有
聖
人
、有
賢
人
、有
衆
人
。
仁
是
通
上
下
而
言
、

有
聖
人
之
仁
、
有
賢
人
之
仁
、
有
衆
人
之
仁
、
所
以
言
「
通
乎
上
下
」。」

（
３
）「
那
些
子
」　
「
些
子
」
は
、「
多
少
の
」「
少
し
の
」。『
唐
五
代
語
言
詞
典
』（
上

海
教
育
出
版
社
、一
九
九
八
年
）三
八
八
頁
、参
照
。
貫
休『
禪
月
集
』卷
二「
苦

熱
寄
赤
松
道
者
」「
天
雲
如
燒
人
如
炙
、
天
地
爐
中
更
何
適
。
蟬
喘
雷
乾
氷

井
融
、
些
子
清
風
有
何
益
。」『
語
類
』
に
用
例
多
数
。

（
４
）「
如
某
所
謂
其
好
善
也
、
陰
有
不
好
者
、
以
拒
於
内
、
其
惡
惡
也
、
陰
有
不

惡
者
、以
挽
其
中
」　

こ
の
説
は
、『
大
學
或
問
』に
見
え
る
。『
大
學
或
問
』「
夫

不
知
善
之
眞
可
好
、
則
其
好
善
也
、
雖
曰
好
之
而
未
能
無
不
好
者
以
拒
之
於

内
。
不
知
惡
之
眞
可
惡
、
則
其
惡
惡
也
、
雖
曰
惡
之
而
未
能
無
不
惡
者
以
挽

之
於
中
。
是
以
不
免
於
苟
焉
以
自
欺
而
意
之
所
發
有
不
誠
者
。」

80
条

　

人
固
有
終
身
為
善
而
自
欺
者
。
不
特
外
面
、
有
心
中
欲
為
善
、
而
常
有
箇
不
肯

底
意
思
、
便
是
自
欺
也
。
須
是
要
打
疊
得
盡
。
蓋
意
誠
而
後
心
可
正
。
過
得
這
一

關
後
、
方
可
進
。　

拱
壽

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
に
は
本
条
を
載
せ
な
い

○
「
不
特
～
自
欺
也
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
呂
留
良
本
、、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
整

版
本
、
和
刻
本
は
双
行
小
注
と
す
る

○
「
箇
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る

〔
訳
〕

　

人
に
は
も
と
よ
り
終
身
善
を
な
し
な
が
ら
自
ら
を
欺
く
者
が
あ
る
も
の
だ
。
外

面
で
欺
く
だ
け
で
な
く
、
心
の
中
で
善
を
な
そ
う
と
思
っ
て
も
そ
れ
を
な
す
こ
と

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
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六
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に
対
し
て
積
極
的
に
な
れ
な
い
気
持
ち
が
常
に
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
を
欺
い
た

こ
と
に
な
る
の
だ
。
是
非
と
も
こ
れ
を
回
収
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
思

う
に
、
意
が
誠
に
な
っ
て
、
そ
の
後
に
心
が
正
し
く
な
れ
る
の
だ
。
こ
の
ひ
と
つ

の
関
門
を
通
る
こ
と
が
で
き
て
、
は
じ
め
て
進
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。　

董
拱

壽
録

〔
注
〕

（
１
）「
人
固
有
云
云
」　

こ
の
文
章
は
巻
三
一
、二
八
条
に
も
同
文
が
あ
る
。（
Ⅲ

787

、
從
周
録
）「
三
月
不
違
、
主
有
時
而
出
、
日
月
至
焉
、
賓
有
時
而
入
。

人
固
有
終
身
為
善
而
自
欺
者
。
不
特
外
面
、
蓋
有
心
中
欲
為
善
、
而
常
有
一

箇
不
肯
底
意
、
便
是
自
欺
。」

（
２
）「
終
身
爲
善
」　
『
孔
子
家
語
』「
六
本
」「
終
身
為
善
、
一
言
則
敗
之
。
可
不

慎
乎
。」

（
３
）「
打
疊
」　

収
拾
す
る
、
回
収
す
る
。「
打
」
は
動
詞
を
作
る
接
頭
辞
。『
能

改
齋
漫
録
』
卷
五
「
打
字
從
手
從
丁
」「
予
嘗
考
釋
文
云
。
丁
者
當
也
。
打

字
、
從
手
從
丁
、
以
手
當
其
事
者
也
。
觸
事
謂
之
打
、
於
義
亦
無
嫌
矣
。」『
蘆

蒲
筆
記
』
卷
三
「
打
」
字
「
收
拾
爲
打
疊
、
又
曰
打
迸
。」『
語
類
』
巻
八
、

一
五
六
条
、竇
從
周
録
（
Ⅰ147

）「
須
是
要
打
疊
得
盡
、方
有
進
。」
こ
の
「
打
」

の
用
法
に
つ
い
て
は
、田
中
謙
二
「<

や
ま
と
こ
と
ば>

に
化
け
た
中
國
語
」

（
同
氏
『
こ
と
ば
と
文
学
』
汲
古
書
院
一
九
九
三
年
刊
所
収
）
を
参
照
。

（
４
）「
一
關
」　

誠
意
を
善
悪
の
「
関
門
」
と
見
る
の
は
、
卷
一
五
、八
五
条
以
下

を
参
照
。

81
条

　

問
自
慊
。
曰
。
人
之
為
善
、
須
是
十
分
真
實
為
善
、
方
是
自
慊
。
若
有
六
七
分

為
善
、
又
有
兩
三
分
為
惡
底
意
思
在
裏
面
相
牽
、
便
不
是
自
慊
。
須
是
如
惡
惡
臭

如
好
好
色
、
方
是
。　

卓　

自
慊

〔
校
勘
〕

○
「
爲
惡
底
意
思
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。
以
下
同

じ
○
「
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裡
」
に
作
る

○
「
不
是
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
是
不
」
に
作
る

○
「
如
好
好
色
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
如
」
を
欠
く

○
「
自
慊
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、
記
録
者
の
後
の
「
自
慊
」
を
欠
く

〔
訳
〕

　
「
自
慊
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
。「
人
が
善
を
な
す
と

き
、
完
全
に
心
の
底
か
ら
善
を
な
そ
う
と
し
て
は
じ
め
て
「
自
慊
」
な
の
だ
。
も

し
六
七
分
が
善
を
な
そ
う
と
す
る
も
の
の
、
そ
れ
と
は
別
に
二
三
分
の
悪
を
な
そ

う
と
す
る
気
持
ち
が
心
の
中
に
あ
っ
て
そ
れ
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
ら
、
こ
れ
で
は
も

う
「
自
慊
」
で
は
な
い
。
是
非
と
も
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
、
好
色
を
好
む
が
如

し
」
と
な
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
の
だ
。」　

黄
卓
録　

以
下
自
慊
に
つ
い
て

〔
注
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

七
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（
１
）「
真
實
」　

ま
ご
こ
ろ
か
ら
の
。『
東
坡
志
林
』
卷
一
〇
「
玄
徳
將
死
之
言
、

乃
真
實
語
也
。」

（
２
）「
須
～
方
～
」　

～
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
～
で
あ
る
。

82
条

　

如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
慊
。
慊
者
、
無
不
足
也
。
如
有
心
為
善
、

更
別
有
一
分
心
在
、
主
張
他
事
、
即
是
横
渠
所
謂
有
外
之
心
、
不
可
以
合
天
心
也
。

　

祖
道

〔
校
勘
〕

○
「
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る

〔
訳
〕

　
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
、
好
色
を
好
む
が
如
く
す
る
、
此
を
之
れ
自
慊
と
謂
ふ
」

の
「
慊
」
と
は
十
分
に
足
り
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
心
の
中
で
善
を

な
そ
う
と
思
っ
た
と
き
、
そ
れ
と
は
別
に
ほ
ん
の
少
し
で
も
心
の
中
で
ほ
か
の
こ

と
を
主
張
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
張
横
渠
が
言
う
「
外

有
る
の
心
は
、
以
て
天
心
に
合
す
べ
か
ら
ず
」
だ
。　

曽
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
～
在
」　

在
は
断
定
の
語
気
を
表
す
助
字
。

（
２
）「
主
張
」　

現
代
語
と
ほ
ぼ
同
じ
。　
『
語
類
』
巻
五
二
、二
八
条
、
楊
至
録

（
Ⅳ1236

）「
甞
見
陸
子
静
説
這
一
段
、大
段
稱
告
子
所
見
高
。
告
子
固
是
高
、

亦
是
陸
子
之
學
與
告
子
相
似
、
故
主
張
他
。」
な
お
、「
主
張
」
に
は
「
主
宰
」

の
意
味
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
こ
の
部
分
を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
主
宰
の
意
で
使
わ
れ
る
例
と
し
て
は『
荘
子
』天
運「
天
其
運
乎
、地
其
處
乎
。

日
月
其
爭
於
所
乎
。
孰
主
張
是
、
孰
維
綱
是
。」）

（
３
）有
外
之
心
云
云　

心
が
天
下
の
事
物（
＝
天
）と
一
体
と
な
れ
な
い
の
が「
有

外
」。
従
っ
て
天
の
心
と
も
合
致
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
張
載『
正
蒙
』

「
大
心
」「
大
其
心
、
則
能
體
天
下
之
物
。
物
有
未
體
、
則
心
為
有
外
。
世
人

之
心
、
止
於
聞
見
之
狹
。
聖
人
盡
性
、
不
以
見
聞
梏
其
心
。
其
視
天
下
、
無

一
物
非
我
。
孟
子
謂
、盡
心
則
知
性
知
天
、以
此
。
天
大
無
外
、故
有
外
之
心
、

不
足
以
合
天
心
。
見
聞
之
知
乃
物
交
而
知
、
非
徳
性
所
知
。
徳
性
所
知
、
不

萌
於
見
聞
。」「
不
自
慊
」
を
張
載
の
語
と
関
連
さ
せ
て
説
明
す
る
例
は
二
程

に
も
見
ら
れ
る
。『
二
程
遺
書
』
巻
一
一
、明
道
先
生
語
「
人
須
知
自
慊
之
道
。

自
慊
者
、
無
不
足
也
。
若
有
所
不
足
、
則
張
子
厚
所
謂
有
外
之
心
、
不
足
以

合
天
心
者
也
。」『
二
程
粋
言
』
巻
二
、
心
性
篇
「
子
曰
。
學
必
知
自
慊
之
道
。

有
一
毫
不
自
慊
、
則
子
厚
所
謂
有
外
之
心
、
不
足
以
合
天
心
也
。」

83
条

　

自
慊
之
慊
、
大
意
與
孟
子
行
有
不
慊
相
類
、
子
細
思
之
、
亦
微
有
不
同
。
孟
子

慊
訓
滿
足
意
多
、大
學
訓
快
意
多
。
横
渠
云
。
有
外
之
心（
原
注「
蜀
録
作
自
慊
」）、

不
足
以
合
天
心
、初
看
亦
只
一
般
。然
横
渠
亦
是
訓
足
底
意
思
多
、大
學
訓
快
意
多
。
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問
。
大
學
説
自
慊
、
且
説
合
做
處
便
做
、
無
牽
滯
於
己
私
、
且
只
是
快
底
意
、

少
間
方
始
心
下
充
滿
。
孟
子
謂
行
有
不
慊
、
只
説
行
有
不
滿
足
、
則
便
餒
耳
。
曰
。

固
是
。夜
來
説
此
極
子
細
。若
不
理
會
得
誠
意
意
思
親
切
、也
説
不
到
此
。今
看
來
、

誠
意
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
只
是
苦
切
定
要
如
此
、
不
如
此
自
不
得
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
満
足
意
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
足
」
字
を
「
是
」
字
に
作
る

○
「
有
外
之
心
、（
原
注
：
蜀
録
作
自
慊
）」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
有
外
之
心
」

を
「
自
慊
」
に
作
り
、「
池
本
作
有
外
之
心
」
の
双
行
小
注
を
附
す

○
「
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る

〔
訳
〕

　
「
自
慊
」
の
慊
は
、大
意
は
『
孟
子
』
の
「
行
い
慊あ
き
たら

ざ
る
有
れ
ば
」
に
近
い
が
、

子
細
に
考
え
て
み
る
と
、や
は
り
少
し
違
い
が
あ
る
。『
孟
子
』
の
「
慊
」
は
「
足
」

と
訓
む
意
が
強
い
が
、
こ
の
『
大
学
』（
の
「
慊
）
は
「
快
」
と
訓
む
意
が
強
い
。

張
横
渠
が「
外
有
る
の
心
は
、以
て
天
心
に
合
す
る
に
足
ら
ず
」（
原
注
：
蜀
録
は「
自

慊
」
に
作
る
）
と
述
べ
て
い
る
の
に
つ
い
て
、
最
初
は
こ
れ
も
『
大
学
』
と
同
じ

だ
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
張
横
渠
も
や
は
り
「
足
」
と
訓
む
意
が
強
く
、『
大
学
』

は
「
快
」
と
訓
む
意
が
強
い
。

 （
と
い
う
先
生
の
お
話
を
う
け
て
）
わ
た
し
が
質
問
し
た
。「『
大
学
』
は
「
自
慊
」

を
説
い
て
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
そ
れ
は
ま
さ
に
な
す
べ
き
こ
と
を
な
せ
ば
、
私

情
に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
て
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
さ
し
あ
た
り
は
た
だ
快
い
気
分

だ
け
で
あ
っ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
は
じ
め
て
心
が
満
た
さ
れ
て
く
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。
対
し
て
孟
子
の
言
う
「
行
有
不
慊
」
は
、
た
だ
行
為
に
不
満
足
な

と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
気
力
が
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。」
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
も
と
よ
り
そ
う
だ
。
昨
晩
来
こ
の
こ
と
は
き

わ
め
て
子
細
に
説
明
し
た
。
も
し
君
が
誠
意
の
意
味
を
自
分
自
身
に
照
ら
し
て
切

実
に
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
や
は
り
こ
こ
ま
で
説
き
到
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
今
考
え
て
み
る
に
、
誠
意
が
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
、
好
色
を
好
む
が
如

く
」
で
あ
っ
て
、
必
ず
こ
の
よ
う
で
あ
ら
ね
ば
と
ひ
た
す
ら
深
切
に
努
力
す
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
で
な
け
れ
ば
も
ち
ろ
ん
だ
め
だ
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
有
外
之
心
、（
原
注
）
蜀
録
作
自
慊
」」　

校
勘
に
記
し
た
よ
う
に
朝
鮮
古

写
本
は
「
自
慊
（
原
注
）
池
本
作
有
外
之
心
」
に
作
る
。
池
本
は
池
録
、
蜀

録
は
蜀
類
。
黎
靖
徳
に
よ
る
『
朱
子
語
類
大
全
』
編
纂
以
前
に
存
在
し
た
所

謂
四
録
二
類
（
池
録
・
饒
録
・
饒
後
録
・
建
別
録
、
及
び
蜀
類
・
徽
続
類
）

に
属
す
る
。
い
ず
れ
も
現
在
は
滅
ん
で
い
る
。『
朱
子
語
類
訳
注
巻
十
四
』

の
「
は
し
が
き
」
を
参
照
。

（
２
）「
一
般
」　

お
な
じ
。

（
３
）「
行
有
不
慊
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
敢
問
。
何
謂
浩
然
之
氣
。
曰
。

難
言
也
。
其
為
氣
也
、
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
于
天
地
之
間
。

其
為
氣
也
、
配
義
與
道
、
無
是
餒
也
。
是
集
義
所
生
者
、
非
義
襲
而
取
之
也
。

行
有
不
慊
於
心
則
餒
矣
。」
集
注
「
慊
、
快
也
、
足
也
。
言
所
行
一
有
不
合

於
義
、
而
自
反
不
直
、
則
不
足
於
心
而
其
體
有
所
不
充
矣
。
然
則
義
豈
在
外

哉
。」
こ
の
「
天
地
の
間
に
塞
が
る
」
と
、
本
条
で
引
用
さ
れ
る
張
載
の
発

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

七
五



言
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、張
載
が
「
西
銘
」
に
お
い
て
「
天
地
之
塞
吾
其
體
、

天
地
之
帥
吾
其
性
、
民
吾
同
胞
。」
と
し
、
ま
た
『
正
蒙
』「
中
正
」
で
「
塞

乎
天
地
之
謂
大
」
と
す
る
の
も
参
照
。

（
４
）「
苦
切
」　

切
実
に
。

（
５
）「
少
間
方
始
」　

少
間
は
「
し
ば
ら
く
」、方
始
は
「
～
し
て
は
じ
め
て
」。

（
６
）「
心
下
」　

心
、
心
の
な
か
。

84
条

　

字
有
同
一
義
而
二
用
者
。
慊
字
訓
足
也
。
吾
何
慊
乎
哉
、
謂
心
中
不
以
彼
之
富

貴
而
懐
不
足
也
。
行
有
不
慊
於
心
、
謂
義
須
充
足
於
中
、
不
然
則
餒
也
。

  

如
忍
之
一
字
、
自
容
忍
而
為
善
者
言
之
、
則
為
忍
去
忿
慾
之
氣
。
自
殘
忍
而
為

惡
者
言
之
、
則
為
忍
了
惻
隠
之
心
。
慊
字
一
從
口
。
如
胡
孫
兩
嗛
、
皆
本
虚
字
。

看
懐
藏
何
物
於
内
耳
。
如
銜
字
、
或
為
銜
恨
、
或
為
銜
恩
、
亦
同
此
義
。

〔
校
勘
〕

○
「
謂
心
中
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
謂
」
を
「
彼
」
に
作
る

○
「
自
殘
忍
而
爲
惡
者
言
之
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る

○
「
銜
」　

朝
鮮
古
写
本
は
衘
に
作
る
。
以
下
同
じ

〔
訳
〕

　

文
字
に
は
一
つ
の
意
味
だ
が
二
通
り
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。「
慊
」
の

字
は
「
足
」
と
解
さ
れ
る
が
、（
何
が
足
り
て
い
る
の
か
と
い
う
内
容
に
つ
い
て

考
え
る
と
）「
吾
れ
何
を
か
慊う
ら

ま
ん
や
」
の
場
合
は
、
心
の
中
で
、
晋
楚
の
富
貴

の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
不
満
足
と
思
わ
な
い
、
の
意
味
で
あ
る
。「
行
い
に

心
に
慊あ
き
たら
ざ
る
あ
れ
ば
」
の
場
合
は
、
義
が
心
に
充
足
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う

で
な
い
と
気
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

  

た
と
え
ば
「
忍
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
言
う
と
、
が
ま
ん
し
て
善
を
な
す
人

か
ら
言
え
ば
、
怒
り
や
欲
望
の
気
が
起
こ
ろ
う
と
す
る
の
を
が
ま
ん
し
て
止
め
る

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
残
忍
で
悪
を
な
す
人
か
ら
言
え
ば
、
惻
隠
の
心
を
が
ま
ん

す
る
意
味
に
な
る
。
ま
た
慊
の
字
は
口
偏
に
作
る
こ
と
が
あ
る
が
、
猿
が
両
頬
を

膨
ら
ま
せ
て
も
の
を
ふ
く
む
よ
う
な
も
の
で
、
み
な
決
ま
っ
た
内
実
を
持
た
な
い

虚
字
で
あ
り
、
要
は
中
に
な
に
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
中
身
次
第
だ
。
た

と
え
ば
「
銜
」
と
い
う
文
字
は
、
恨
み
を
ふ
く
む
こ
と
も
あ
り
、
恩
を
ふ
く
む
こ

と
も
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
同
じ
こ
と
だ
。　

黄

録

〔
注
〕

（
１
）「
吾
何
慊
乎
哉
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
下
「
曾
子
曰
。
晉
楚
之
富
不
可
及
也
。

彼
以
其
富
、我
以
吾
仁
。
彼
以
其
爵
、我
以
吾
義
。
吾
何
慊
乎
哉
。」集
注「
慊
、

恨
也
、
少
也
。
或
作
嗛
。
字
書
以
為
口
銜
物
也
。
然
則
慊
亦
但
為
心
有
所
銜

之
義
。
其
為
快
為
足
、
為
恨
為
少
、
則
因
其
事
而
所
銜
有
不
同
耳
。」
な
お
、

以
下
の
『
大
学
或
問
』
を
参
照
。「
然
則
慊
之
為
義
、
或
以
為
少
、
又
以
為

恨
、
與
此
不
同
何
也
。
曰
。
慊
之
為
字
、
有
作
嗛
者
、
而
字
書
以
為
口
銜
物

也
。
然
則
慊
亦
但
為
心
有
所
銜
之
意
、
而
其
為
快
為
足
、
為
恨
為
少
、
則
以

所
言
之
異
而
別
之
耳
。
孟
子
所
謂
慊
於
心
、
樂
毅
所
謂
慊
於
志
、
則
以
銜
其

快
與
足
之
意
而
言
者
也
。
孟
子
所
謂
吾
何
慊
、
漢
書
所
謂
嗛
栗
姫
、
則
以
銜

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

七
六



其
恨
與
少
之
意
而
言
者
也
。
讀
者
各
隨
所
指
而
觀
之
、
則
既
並
行
而
不
悖
矣
。

字
書
又
以
其
訓
快
與
足
者
、
讀
與
愜
同
、
則
義
愈
明
、
而
音
又
異
。
尤
不
患

於
無
別
也
。」

（
２
）「
謂
心
中
不
以
」　
『
西
山
読
書
記
』
が
引
用
す
る
本
条
も
、「
謂
」
を
「
彼
」

に
作
る
。

（
３
）「
忿
慾
」　
『
周
易
』
損
、
象
伝
「
君
子
以
懲
忿
窒
欲
。」

（
４
）「
忍
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
孟
子
曰
。
人
皆
有
不
忍
人
之
心
。
先
王

有
不
忍
人
之
心
、斯
有
不
忍
人
之
政
矣
。
以
不
忍
人
之
心
、行
不
忍
人
之
政
治
、

天
下
可
運
之
掌
上
。」

（
５
）「
容
忍
」　

耐
え
る
、
が
ま
ん
す
る
。『
演
繁
露
』
續
集
巻
三
「
文
武
之
怒
、

未
嘗
妄
興
、
直
待
天
下
皆
忿
、
不
復
可
以
容
忍
、
乃
始
應
之
。」

（
６
）「
胡
孫
」　

サ
ル
。
慧
琳
『
一
切
經
音
義
』
卷
一
〇
〇
「
猴
玃
、
猴
者
猿
猴
、

俗
曰
胡
孫
。」

（
７
）「
嗛
」　

サ
ル
な
ど
の
頬
袋
。『
爾
雅
』「
釋
獸
」「
鳥
曰
嗉
、
寓
鼠
曰
嗛
。」

郭
璞
注
「
頰
裹
貯
食
處
。
寓
謂
獼
猴
之
類
。
寄
寓
木
上
。」

（
８
）「
虚
字
」　

内
実
が
い
か
よ
う
に
も
変
わ
る
文
字
。
な
お
本
巻
六
四
条
参
照
。

（
９
）「

」　

～
次
第
だ
。

85
条

　

誠
意
章
皆
在
兩
箇
自
字
上
用
功
。　

人
傑　

自
欺
自
慊

〔
校
勘
〕

○
「
箇
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
個
」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作

る
○
「
自
欺
自
慊
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
四
字
を
欠
く

〔
訳
〕

　

誠
意
章
は
す
べ
て
こ
の
二
つ
の
「
自
」
と
い
う
文
字
の
と
こ
ろ
に
と
り
く
む
の

だ
。　

万
人
傑
録　

以
下
自
欺
と
自
慊
に
つ
い
て

86
条

　

問
。
毋
自
欺
是
誠
意
、自
慊
是
意
誠
否
。
小
人
閒
居
以
下
、是
形
容
自
欺
之
情
状
。

心
廣
體
胖
、
是
形
容
自
慊
之
意
否
。
曰
。
然
。
後
段
各
發
眀
前
説
。
但
此
處
是
箇

牢
關
。
今
能
致
知
、
知
至
而
意
誠
矣
。
驗
以
日
用
間
誠
意
、
十
分
為
善
矣
、
有
一

分
不
好
底
意
思
潜
發
以
間
於
其
間
、
此
意
一
發
、
便
由
斜
徑
以
長
、
這
箇
却
是
實
、

前
面
善
意
却
是
虚
矣
。

  

如
見
孺
子
入
井
救
之
是
好
意
、
其
間
有
些
要
譽
底
意
思
以
雜
之
、
如
薦
好
人
是

善
意
、
有
些
要
人
徳
之
之
意
隨
後
生
來
、
治
惡
人
是
好
意
、
有
些
狠
疾
之
意
隨
後

來
、
前
面
好
意
都
成
虚
了
。

　

如
垢
卦
上
五
爻
皆
陽
、
下
面
只
一
陰
生
、
五
陽
便
立
不
住
了
。
荀
子
亦
言
、
心
、

卧
則
夢
、
偸
則
自
行
、
使
之
則
謀
（
原
注
「
見
解
蔽
篇
」）。
彼
言
偸
者
、
便
是
説

那
不
好
底
意
。
若
曰
使
之
則
謀
者
、
則
在
人
使
之
如
何
耳
。
謀
善
謀
惡
、
都
由
人
、

只
是
那
偸
底
可
惡
、
故
須
致
知
、
要
得
早
辨
而
豫
戒
之
耳
。　

大
雅

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）
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七



〔
校
勘
〕

○
「
箇
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
知
至
而
意
誠
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
意
」
字
の
下
に
「
斯
」
字
が
あ
る

○
「
有
一
分
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
有
」
字
の
上
に
「
便
自
」
の
二
字
が
あ
る

○
「
其
間
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
問
便
」
に
作
る

○
「
有
些
要
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
有
」
字
の
上
に
「
便
」
字
が
あ
る

○
「
治
惡
人
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る

○「
有
些
狼
疾
」　

朝
鮮
古
写
本
は「
有
」字
の
上
に「
便
」字
が
あ
る
。
ま
た「
狼
」

を
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
很
」
に
作
る

○
「
垢
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
姤
」
に
作
る

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「「
自
ら
欺
く
毋
れ
」
が
「
意
を
誠
に
す
」
で
、「
自
ら
慊あ
き
たる
」
が

「
意
誠
な
り
」
で
し
ょ
う
か
。「
小
人
間
居
」
以
下
は
、「
自
欺
」
の
様
子
を
表
し
、

「
心
広
く
体
胖
た
り
」
は
「
自
慊
」
の
意
味
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
お

っ
し
ゃ
っ
た
。「
そ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
後
段
が
前
の
文
章
の
説
明
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
こ
こ
は
堅
牢
な
関
門
だ
。
も
し
知
を
致
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
知
が
至
っ
て

意
が
誠
に
な
る
の
だ
が
、
日
常
に
お
け
る
誠
意
の
実
践
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る

に
、
十
分
に
善
を
為
し
て
い
る
と
し
て
も
、
も
し
一
分
で
も
よ
く
な
い
気
持
ち
が

ひ
そ
か
に
生
じ
て
そ
の
な
か
に
は
い
り
こ
ん
で
い
る
と
、
こ
の
気
持
ち
が
一
旦
現

れ
る
や
、
正
道
を
は
ず
れ
て
こ
の
よ
か
ら
ぬ
意
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
こ
ち

ら
の
ほ
う
が
実
に
な
っ
て
し
ま
い
、
先
に
持
っ
て
い
た
善
意
の
ほ
う
は
虚
に
な
っ

て
し
ま
う
。

  

た
と
え
ば
子
供
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
こ
れ
を
助
け

よ
う
と
す
る
の
は
よ
い
意
志
だ
が
、
そ
の
時
に
い
さ
さ
か
で
も
ほ
め
ら
れ
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
ま
じ
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
あ
る
い
は
、
優
れ
た
人
を
推
薦
す

る
と
い
う
の
は
善
い
意
志
だ
が
、
人
に
徳
あ
る
人
と
思
わ
れ
た
い
と
い
う
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
気
持
ち
が
す
ぐ
あ
と
か
ら
つ
い
て
生
じ
る
よ
う
な
と
き
、
あ
る
い
は
ま

た
悪
人
を
懲
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
は
よ
い
意
志
だ
が
、
い
さ
さ
か
で
も
凶
暴
な

気
持
ち
が
す
ぐ
あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
よ
う
な
と
き
、
こ
れ
ら
は
み
な
、
最
初
に

持
っ
て
い
た
良
き
意
志
が
虚
な
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

た
と
え
ば
、
姤
卦
は
上
の
五
つ
の
爻
が
み
な
陽
だ
が
、
下
に
一
つ
の
陰
が
生
じ

た
だ
け
で
、五
つ
の
陽
が
立
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
る
。
荀
子
も
言
っ
て
い
る
。「
心

は
、
寝
て
い
れ
ば
夢
を
見
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
放
縦
に
な
り
、
働
か
せ
れ
ば

考
え
る
。」（
原
注
：
解
弊
篇
に
見
え
る
。）
こ
こ
で
「
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
と
」

と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
よ
く
な
い
意
志
の
こ
と
だ
。「
働
か
せ
れ
ば
も
の

を
考
え
る
」
と
い
う
の
は
、人
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

善
を
な
そ
う
と
考
え
る
の
か
、
悪
を
な
そ
う
と
考
え
る
の
か
は
、
み
な
そ
の
人
次

第
で
あ
る
。
た
だ
あ
の
ぼ
ん
や
り
し
た
も
の
こ
そ
が
に
く
む
べ
き
も
の
な
の
だ
。

だ
か
ら
知
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
早
い
段
階
で
見
極
め
て
、
あ
ら
か

じ
め
警
戒
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）「
小
人
閒
居
云
云
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
小
人
閒
居
爲
不
善
、
無
所
不

至
、
見
君
子
而
后
厭
然
、
揜
其
不
善
、
而
著
其
善
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺

京
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府
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肝
然
、
則
何
益
矣
。
此
謂
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
愼
其
獨
也
。
曾
子

曰
。
十
目
所
視
、
十
手
所
指
、
其
嚴
乎
。」
朱
注
「
閒
居
、
獨
處
也
。
厭
然
、

消
沮
閉
藏
之
貌
。
此
言
小
人
陰
爲
不
善
、
而
陽
欲
揜
之
、
則
是
非
不
知
善
之

當
爲
與
惡
之
當
去
也
。
但
不
能
實
用
其
力
以
至
此
耳
。
然
欲
揜
其
惡
而
卒
不

可
揜
、欲
詐
爲
善
而
卒
不
可
詐
、則
亦
何
益
之
有
哉
。
此
君
子
所
以
重
以
爲
戒
、

而
必
謹
其
獨
也
。」

（
２
）「
心
廣
體
胖
」　
『
大
學
章
句
』
傳
六
章
「
富
潤
屋
、
徳
潤
身
、
心
廣
體
胖
、

故
君
子
必
誠
其
意
。」
朱
注
「
胖
、
安
舒
也
。
言
富
則
能
潤
屋
矣
、
徳
則
能

潤
身
矣
、
故
心
無
愧
怍
、
則
廣
大
寛
平
、
而
體
常
舒
泰
、
徳
之
潤
身
者
然
也
。

蓋
善
之
實
於
中
而
形
於
外
者
如
此
、
故
又
言
此
以
結
之
。」

（
３
）「
牢
關
」　

堅
固
な
関
門
。
関
門
の
喩
え
は
本
巻
八
〇
条
に
見
え
る
。
な
お

以
下
参
照
。
衞
湜
『
禮
記
集
説
』
卷
一
五
〇
引
大
学
或
問
第
六
章
「
雖
然
、

知
至
以
上
學
問
之
事
也
。
意
誠
以
下
自
修
之
事
也
。
此
章
上
承
學
問
之
終
、

而
下
啓
自
修
之
首
。
與
夫
物
格
而
知
至
者
、
其
事
若
不
相
謀
而
實
相
為
用
。

正
一
篇
之
樞
紐
、而
大
學
之
牢
關
也
。
誠
度
此
關
、則
入
徳
之
塗
、坦
然
平
直
、

自
可
安
行
必
達
、
而
無
復
有
齟
齬
矣
。」

（
４
）「
斜
徑
」　
『
皮
子
文
藪
』
卷
九
「
鹿
門
隱
書
」「
聖
人
之
道
猶
坦
途
、
諸
子

之
道
猶
斜
逕
。」

（
５
）「
垢
」　
『
周
易
』
姤
卦
（

）
の
こ
と
。
初
爻
が
不
貞
な
女
性
で
、
そ
の
よ

う
な
女
性
を
娶
る
と
男
性
に
害
が
及
ぶ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
卦
辞「
姤
、女
壯
、

勿
用
取
女
。」
朱
子
本
義
「
姤
、
遇
也
、･･･

遇
已
非
正
、
又
一
陰
而
遇
五
陽
、

則
女
徳
不
貞
而
壮
之
甚
也
。
取
以
自
配
、
必
害
乎
陽
。
故
其
象
占
如
此
。」

（
６
）「
孺
子
云
云
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆

有
怵
惕
惻
隠
之
心
、
非
所
以
内
交
於
孺
子
之
父
母
也
、
非
所
以
要
譽
於
郷
黨

朋
友
也
、
非
惡
其
聲
而
然
也
。」

（
７
）「
隨
後
」　

す
ぐ
あ
と
で
。

（
８
）「
狼
疾
」　
『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
養
其
一
指
而
失
其
肩
背
而
不
知
也
、
則

爲
狼
疾
人
也
。」
集
注
「
狼
善
顧
、
疾
則
不
能
、
故
以
為
失
肩
背
之
喩
。」
狼

が
後
ろ
を
向
け
な
い
こ
と
で
、
肩
と
背
中
を
失
っ
た
喩
え
だ
と
朱
子
は
注
し

て
い
る
が
、
こ
こ
は
「
み
だ
り
に
に
く
む
、
凶
暴
」
の
意
と
し
て
解
釈
し
た
。

（
９
）「
立
不
住
」　

立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。「
～
不
住
」
は
、「
し
と
げ
ら
れ
な
い
」

の
意
。『
語
類
』
卷
八
七
、一
八
四
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅵ2267

）「
如
所
謂
僕

人
乃
立
於
車
柱
之
外
後
角
、
又
恐
立
不
住
、
却
以
采
帛
擊
於
柱
上
、
都
不
成

模
様
。」

（
10
）「
解
弊
篇
」　
『
荀
子
』解
弊
篇
に
同
文
が
見
え
る
。
楊
倞
注「
卧
、寢
也
。
自
行
、

放
縱
也
。
使
、
役
也
。
言
人
心
有
所
思
、
寢
則
必
夢
、
偸
則
必
放
縱
、
役
用

必
謀
慮
。」

87
条

　

或
問
自
慊
自
欺
之
辨
。
曰
。
譬
如
作
蒸
餅
、
一
以
極
白
好
麵
自
裏
包
出
、
内
外

更
無
少
異
、
所
謂
自
慊
也
。
一
以
不
好
麵
做
心
、
却
以
白
麵
作
皮
、
務
要
欺
人
、

然
外
之
白
麵
雖
好
而
易
窮
、
内
之
不
好
者
終
不
可
揜
、
則
乃
所
謂
自
欺
也
。　

壯

祖〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

七
九



○
「
或
問
自
慊
」　

朝
鮮
古
写
本
は
問
字
の
下
に
「
大
學
誠
意
章
内
何
以
爲
」
の

九
字
が
あ
る

○
「
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裡
」
に
作
る

○「
所
謂
」　

諸
本
は
み
な「
所
爲
」に
作
る
が
、底
本
は「
據
上
文
改
」と
し
て「
所

謂
」
に
改
め
て
い
る
。

○
「
壯
祖
」　

朝
鮮
古
写
本
は
處
謙
に
作
る
（
處
謙
は
李
壮
祖
の
字
）

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
「
自
慊
」
と
「
自
欺
」
の
違
い
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
た
と
え
ば
マ
ン
ト
ウ
を
作
る
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
マ
ン
ト
ウ
は

非
常
に
白
い
よ
い
粉
で
中
か
ら
こ
ね
あ
げ
て
作
っ
て
あ
り
、
中
も
外
も
ま
っ
た
く

違
い
が
無
い
も
の
、
こ
れ
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
自
慊
」
だ
。
も
う
ひ
と
つ
の
マ
ン

ト
ウ
は
粗
悪
な
粉
で
芯
を
作
り
、
皮
は
と
い
え
ば
白
い
粉
で
作
っ
て
、
人
を
あ
ざ

む
い
て
や
ろ
う
と
す
る
も
の
だ
。
た
だ
、
た
と
え
外
側
の
白
い
粉
で
作
っ
た
部
分

が
よ
く
て
も
簡
単
に
見
破
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
内
部
の
粗
悪
な
も
の
は
結
局
の

と
こ
ろ
隠
し
と
お
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
こ
れ
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
自
欺
」
だ
。」

　

李
壮
祖
録

〔
注
〕

（
１
）「
白
麺
」　

白
麺
は
研
い
で
作
ら
れ
た
上
等
な
小
麦
粉
。
白
麵
の
喩
え
は
、

巻
十
五
、一
一
二
条
、
李
閎
祖
録
（
Ⅰ304

）「
意
誠
、
如
蒸
餅
、
外
面
是
白

麵
、
透
著
是
白
麵
。
意
不
誠
、
如
蒸
餅
外
面
雖
白
、
裏
面
却
只
是
粗
麵
一
般
。」

を
参
照
。

（
２
）「
不
可
揜
」　
『
大
學
章
句
』
伝
六
章
「
揜
其
不
善
、
而
著
其
善
。」

88
条

　

問
。
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
近
改
注
云
。
自
欺
者
、
心
之
所
發
若
在
於
善
、

而
實
則
未
能
、
不
善
也
。
若
字
之
義
如
何
。

　

曰
。
若
字
、只
是
外
面
做
得
來
一
似
都
善
、其
實
中
心
有
些
不
愛
、此
便
是
自
欺
。

　

前
日
得
孫
敬
甫
書
、
他
説
自
慊
字
、
似
差
了
。
其
意
以
為
、
好
善
如
好
好
色
、

惡
惡
如
惡
惡
臭
、
如
此
了
、
然
後
自
慊
。
看
經
文
、
語
意
不
是
如
此
。
此
之
謂
自

慊
、
謂
如
好
好
色
、
惡
惡
臭
、
只
此
便
是
自
慊
。
是
合
下
好
惡
時
便
是
要
自
慊
了
、

非
是
做
得
善
了
、
方
能
自
慊
也
。

　

自
慊
正
與
自
欺
相
對
、
不
差
毫
髮
。
所
謂
誠
其
意
、
便
是
要
毋
自
欺
、
非
至
誠

其
意
了
、
方
能
不
自
欺
也
。
所
謂
不
自
欺
而
慊
者
、
只
是
要
自
快
足
我
之
志
願
、

不
是
要
為
他
人
也
。
誠
與
不
誠
、
自
慊
與
自
欺
、
只
爭
這
些
子
毫
髮
之
間
耳
。

　

又
曰
。
自
慊
則
一
、
自
欺
則
二
。
自
慊
者
、
外
面
如
此
、
中
心
也
是
如
此
、
表

裏
一
般
。
自
欺
者
、
外
面
如
此
做
、
中
心
其
實
有
些
子
不
願
、
外
面
且
要
人
道
好
。

只
此
便
是
二
心
、
誠
偽
之
所
由
分
也
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
外
面
做
得
來
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
來
」
を
「
来
」
に
作
る
。

○
「
好
善
如
好
好
色
、惡
惡
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
好
善
如
好
〻
色
、

〻
如

〻
臭
」
に
作
る
。

○
「
看
經
文
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
經
」
を
「
経
」
に
作
る
。
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○
「
謂
如
好
好
色
、
惡
惡
臭
」  

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
謂
如
好
〻
色
、
悪
〻
臭
」

に
作
る
。

○
「
是
合
下
好
惡
時
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
不
差
毫
髮
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。  

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、

和
刻
本
は
「
髪
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
只
爭
這
些
子
毫
髮
之
間
耳
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、

朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
髪
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「「
そ
の
意
を
誠
に
す
る
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋な

き
な
り
」（『
大
学
章
句
』

伝
六
章
）
に
関
し
て
最
近
先
生
は
、そ
の
注
を
以
下
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

「
自
ら
欺
く
と
は
、
心
の
発
す
る
と
こ
ろ
（
＝
「
意
」）
が
善
を
志
向
し
て
い
る
若

若
く
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
そ
れ
が
ま
だ
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

不
善
に
他
な
ら
な
い
。」
こ
の
場
合
の
「
若
」
字
の
意
義
は
、
い
か
な
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。」

　

先
生
「「
若
」
の
字
の
意
義
と
は
、
た
だ
外
見
上
は
、
そ
の
行
っ
て
い
る
こ
と

は
全
く
以
て
善
そ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
心

中
に
い
く
ば
く
な
り
と
も
（
善
に
対
し
て
）
気
乗
り
の
し
な
い
部
分
が
有
る
な
ら

ば
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
こ
と
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

先
日
、
孫
敬
甫
か
ら
受
け
取
っ
た
書
翰
の
中
で
、
彼
は
「
自
ら
慊あ
き
たる

」
と
い
う

語
句
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
が
、
ど
う
も
間
違
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
彼
の
説
く

趣
旨
は
、「
善
を
好
む
こ
と
好
色
を
好
む
如
く
に
し
、
悪
を
悪
む
こ
と
悪
臭
を
悪

む
如
く
に
す
る
、
そ
の
よ
う
に
し
得
て
こ
そ
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
自
ら
慊
る
の
で

あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
（『
大
学
』
の
）
経
文
を
読
む
限
り
、

そ
の
語
意
は
彼
が
説
く
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。「
此
を
こ
れ
自
ら
慊
る
と

謂
う
」
と
は
、
好
色
を
好
む
如
く
に
し
、
悪
臭
を
悪
む
如
く
に
す
れ
ば
、
そ
れ
が

と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
慊
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
好
悪
し
は
じ
め
た
そ
の

刹
那
に
は
、
既
に
し
て
自
ら
慊
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
っ
て
、
善
を
為
し
終
わ

っ
て
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
自
ら
慊
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。

　
「
自
慊
」
は
ま
さ
に
「
自
欺
」
と
対
極
を
な
す
も
の
で
、
そ
の
間
に
髮
の
毛
一

筋
を
す
ら
差
し
挟
む
余
地
は
な
い
。
所
謂
「
そ
の
意
を
誠
に
す
る
」
と
は
、
と
り

も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
こ
と
毋
き
よ
う
に
す
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
を

誠
に
し
お
わ
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
自
ら
欺
か
な
い
こ
と
が
で

き
る
、と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
所
謂
「
自
ら
欺
か
ず
し
て
慊
る
」
と
は
、（
好

善
悪
悪
に
対
す
る
）
自
己
の
志
向
願
望
が
満
た
さ
れ
て
快
い
よ
う
に
す
る
、
と
い

う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
他
人
（
か
ら
の
評
価
）
の
為
に
す
る
こ
と

で
は
な
い
の
だ
。
誠
と
不
誠
、
自
慊
と
自
欺
と
は
、
こ
の
髪
の
毛
一
筋
ほ
ど
の
差

が
問
題
と
な
る
の
に
他
な
ら
な
い
の
だ
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
自
慊
な
ら
ば
（
内
外
表
裏
は
）
一
つ
で
あ
り
、
自
欺

な
ら
ば（
内
外
表
裏
は
）二
つ
で
あ
る
。
自
慊
と
は
、外
見
上
も
こ
の
よ
う
で
あ
り
、

心
中
も
や
は
り
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
表
裏
は
同
一
で
あ
る
。
自
欺
と
は
、
外
見

上
は
こ
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
る
が
、
心
中
は
そ
の
実
、
い
く
ば
く
か
気
が
進

ま
な
い
部
分
が
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
外
見
上
、
と
り
あ
え
ず
は
人
に
「
よ
ろ
し
い
」

と
言
っ
て
も
ら
い
た
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
二
心
に
他
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
誠
と
偽
に
分
か
れ
目
な
の
だ
。　

沈
僩
録

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

八
一



〔
注
〕

（
１
）「
近
改
注
云
」
云
　々

現
行
本
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、

毋
自
欺
也
。」
に
お
け
る
「
自
欺
」
に
対
す
る
朱
注
は
以
下
の
通
り
。「
自
欺

云
者
、
知
為
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。」
朱
熹
は
最
晩
年
に
至

る
ま
で
『
大
学
章
句
』
の
改
訂
を
繰
り
返
し
た
。
現
行
の
『
大
学
章
句
』
は
、

そ
の
晩
年
絶
筆
の
形
を
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
条
に
「
近

改
注
云
」
と
し
て
引
か
れ
る
内
容
は
、
晩
年
絶
筆
に
至
る
前
の
未
定
稿
段
階

の
注
の
一
形
態
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
本
条
に
「
前
日
得
孫
敬

甫
書
」
と
し
て
言
及
の
あ
る
書
翰
中
に
も
『
大
学
章
句
』『
大
学
或
問
』
の

改
訂
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
三
「
答
孫
敬
甫
」

第
六
書
「
又
論
誠
意
一
節
、
極
為
精
密
。
…
所
論
謹
獨
一
節
、
亦
似
太
說
開

了
。
…
此
段
章
句
或
問
、
近
皆
畧
有
脩
改
、
見
此
刋
正
舊
版
。
俟
可
印
即
寄

去
。
但
難
得
便
、
或
只
寄
輔
漢
卿
、
令
其
轉
達
也
。」
な
お
同
書
は
慶
元
四

年
戊
午
（
一
一
九
八
、
朱
熹
六
十
九
歳
）
の
書
翰
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
陳

来
『
朱
子
書
信
編
年
考
証　

増
訂
本
』
四
七
九
頁
）。
ま
た
本
条
の
記
録
者

で
あ
る
沈
僩
の
所
録
は
「
戊
午
以
後
所
聞
」
で
あ
る
（『
朱
子
語
録
姓
氏
』）。

従
っ
て
本
条
に
言
及
の
あ
る
『
大
学
章
句
』
改
訂
も
、
戊
午
（
六
十
九
歳
）

以
降
の
晩
年
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。『
大
学
章
句
』
改
訂
に
関
し
て
は
、

本
巻
五
四
条
の
注
を
参
照
。
ま
た
吉
原
文
昭
『
南
宋
学
研
究
』
所
収
「
大

学
章
句
研
究
―
―
そ
の
改
訂
の
跡
附
を
中
心
と
し
て
」
を
参
照
（
研
文
社
、

二
〇
〇
二
年
）。

（
２
）「
心
之
所
發
」　
「
心
之
所
發
」は「
意
」を
指
す
。『
大
学
章
句
』経
、朱
注「
意

者
、
心
之
所
發
也
。」

（
３
）「
外
面
做
得
來
一
似
都
善
」　
「
做
得
來
」
の
「
得
來
」
は
、
動
詞
や
形
容
詞

の
後
ろ
に
用
い
て
、
な
に
が
し
か
の
程
度
に
到
達
し
た
こ
と
や
、
あ
る
種
の

結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
示
す
（『
漢
語
大
詞
典
』
参
照
）。『
語
類
』
巻
四
、

九
二
条
、
徐

録
（
Ⅰ77

）「
又
曰
。
天
之
所
命
、
固
是
均
一
、
到
氣
稟
處
、

便
有
不
齊
。
看
其
稟
得
來
如
何
。
稟
得
厚
、
道
理
也
備
。」「
一
似
」
は
、「
ま

る
で
～
の
よ
う
で
あ
る
」、「
一
似
都
」
は
「
ま
る
で
全
く
～
の
よ
う
で
あ
る
」

『
朱
子
語
類
』
巻
三
、五
十
二
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ46

）「
故
祭
祀
之
禮
、
盡

其
誠
敬
、
便
可
以
致
得
祖
考
之
魂
魄
。
這
箇
自
是
難
説
。
看
既
散
後
、
一
似

都
無
了
。
能
盡
其
誠
敬
、
便
有
感
格
。」

（
４
）「
其
實
中
心
有
些
不
愛
、此
便
是
自
欺
」　
「
些
」は「
些
子
」と
同
じ
で
、少
し
、

幾
分
。
こ
こ
で
の
「
不
愛
」
は
、
本
条
に
後
出
す
る
「
中
心
其
實
有
些
子
不

願
」の「
不
願
」と
ほ
ぼ
同
義
。
同
趣
旨
の
内
容
を
述
べ
る
例
を
挙
げ
て
お
く
。

本
巻
八
〇
条
「
心
中
欲
為
善
、
而
常
有
箇
不
肯
底
意
思
、
便
是
自
欺
也
。」

（
５
）「
前
日
得
孫
敬
甫
書
」
云
　々
『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
三
「
答
孫
敬
甫
」
第

六
書
「
又
論
誠
意
一
節
、
極
為
精
密
。
但
如
所
論
、
則
是
不
自
欺
後
、
方
能

自
慊
。
恐
非
文
意
。
蓋
自
欺
自
慊
兩
事
、
正
相
抵
背
。
纔
不
自
欺
、
即
其
好

惡
真
如
好
好
色
惡
惡
臭
、
只
為
求
以
自
快
自
足
。
如
寒
而
思
衣
以
自
温
、
饑

而
思
食
以
自
飽
。
非
有
牽
强
苟
且
、
姑
以
為
人
之
意
。
纔
不
如
此
、
即
其
好

惡
皆
是
為
人
而
然
、
非
有
自
求
快
足
之
意
也
。
故
其
文
曰
。
所
謂
誠
其
意
者
、

毋
自
欺
也
。
而
繼
之
曰
、
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
即
是
正
言
不
自
欺
之
實
、

而
其
下
句
乃
云
、
此
之
謂
自
慊
。
即
是
言
如
惡
惡
臭
好
好
色
、
便
是
自
慊
。

非
謂
必
如
此
而
後
能
自
慊
也
。」以
上
の
内
容
か
ら
、孫
自
修（
字
敬
甫
、敬
父
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

八
二



『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
）
は
「
不
自
欺
（
＝
如
惡
惡
臭
、如
好
好
色
）
→
自
慊
」

を
時
間
的
先
後
関
係
に
お
い
て
把
握
し
よ
う
と
し
、
こ
れ
に
対
し
て
朱
熹
は

「
不
自
欺（
＝
如
惡
惡
臭
、如
好
好
色
）＝
自
慊
」を
同
時
一
体
の
も
の
と
し
て
」

把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
次
条
で「
須
無
一
毫
自
欺
、方
能
自
慊
。

必
十
分
自
慊
、
方
能
不
自
欺
。」
と
い
う
弟
子
の
発
言
が
肯
定
さ
れ
て
い
る

の
も
、
全
く
同
趣
旨
で
あ
る
。

（
６
）「
合
下
好
惡
時
」　
「
合
下
」
は
、
す
ぐ
に
、
直
ち
に
。

（
７
）「
不
差
毫
髮
」　

毛
筋
ほ
ど
も
相
違
が
な
い
。
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
。
こ
こ

で
は
「
自
慊
」
と
「
自
欺
」
と
が
盾
の
両
面
の
よ
う
に
表
裏
対
極
の
関
係
を

為
し
、
表
面
と
裏
面
の
間
に
全
く
隙
間
が
な
い
こ
と
を
い
う
。「
不
差
毫
髮
」

の
用
例
、
及
び
類
似
の
表
現
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。『
太
平
広
記
』
巻

七
六
「
李
淳
風
」「
唐
太
史
李
淳
風
挍
新
暦
、太
陽
合
朔
、當
蝕
既
、於
占
不
吉
。

太
宗
不
悦
曰
。
日
或
不
蝕
、
卿
將
何
以
自
處
。
曰
。
如
有
不
蝕
、
臣
請
死
之
。

及
期
、
帝
候
於
庭
、
謂
淳
風
曰
。
吾
放
汝
、
與
妻
子
别
之
。
對
曰
。
尚
早
。

刻
日
指
影
于
壁
、至
此
則
蝕
。
如
言
而
蝕
、不
差
毫
髪
。」『
宋
書
』
巻
一
一
「
律

曆
志
」
上
「
求
古
器
、
得
周
時
玉
律
、
比
之
、
不
差
毫
釐
。」

（
８
）「
只
爭
這
些
子
毫
髮
之
間
耳
」　

た
だ
こ
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
違
い
が
大
き

な
分
か
れ
目
と
な
る
。「
爭
」
は
、「
分
か
れ
目
と
な
る
」
の
意
。『
語
類
』

巻
一
二
、三
三
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅰ202

）「
非
禮
勿
視
聽
言
動
。
勿
與
不
勿
、

只
争
毫
髪
地
爾
。」『
語
類
』
巻
一
〇
四
、四
五
条
、
沈
僩
録
（
Ⅶ2621

）「
因

言
讀
書
用
功
之
難
。
諸
公
覺
得
大
故
淺
近
、
不
曾
著
心
。
某
舊
時
用
心
甚
苦
。

思
量
這
道
理
、
如
過
危
木
橋
子
、
相
去
只
在
毫
髮
之
間
、
才
失
脚
、
便
跌
落

下
去
、
用
心
極
苦
。
五
十
歳
已
後
、
覺
得
心
力
短
。
看
見
道
理
、
只
爭
絲
髮

之
間
、
只
是
心
力
把
不
上
。」「
些
子
」
は
、
少
し
。

（
９
）「
表
裏
一
般
」　
「
一
般
」
は
、
同
じ
。

（
10
）「
中
心
其
實
有
些
子
不
願
」　
「
中
心
」
は
心
中
。『
詩
経
』
国
風
「
王
風
」

「
行
邁
靡
靡
、
中
心
搖
搖
。」
毛
伝
「
邁
、
行
也
。
靡
靡
、
猶
遲
遲
也
。
搖
搖
、

憂
無
所
愬
。」

（
11
）「
只
此
便
是
二
心
」　
「
二
心
」
は
、
不
忠
の
心
、
異
心
、
と
い
っ
た
意
味
で

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。『
尚
書
』
周
書
「
康
王
之
誥
」「
亦
有
熊
羆
之
士
、

不
二
心
之
臣
、保
乂
王
家
。」
伝
「
言
文
武
既
聖
、則
亦
有
勇
猛
如
熊
羆
之
士
、

忠
一
不
二
心
之
臣
、
其
安
治
王
家
。」
こ
こ
で
は
外
と
内
、
表
と
裏
が
一
致

し
な
い
心
。

（
12
）「
誠
偽
之
所
由
分
也
」　

本
巻
七
九
条
「
又
因
論
誠
與
不
誠
、不
特
見
之
於
外
、

只
裏
面
一
念
之
發
、
便
有
誠
偽
之
分
。」『
論
語
』「
顏
淵
」「
子
張
問
。
士
何

如
斯
可
謂
之
達
矣
。
子
曰
。
何
哉
、
爾
所
謂
達
者
。
子
張
對
曰
。
在
邦
必
聞
、

在
家
必
聞
。
子
曰
。
是
聞
也
、
非
達
也
。」
朱
注
「
聞
與
達
、
相
似
而
不
同
、

乃
誠
偽
之
所
以
分
、
學
者
不
可
不
審
也
。」

89
条

　

問
誠
意
章
。
曰
。
過
此
關
、
方
得
道
理
牢
固
。

　

或
云
。
須
無
一
毫
自
欺
、
方
能
自
慊
。
必
十
分
自
慊
、
方
能
不
自
欺
。
故
君
子

必
慎
獨
。

　

曰
。
固
是
。
然
欲
誠
其
意
者
、
先
致
其
知
。
知
若
未
至
、
何
由
得
如
此
。
蓋
到

物
格
知
至
後
、
已
是
意
誠
八
九
分
了
。
只
是
更
就
上
面
省
察
。
如
用
兵
禦
寇
、
寇

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

八
三



雖
已
盡
翦
除
了
、
猶
恐
林
谷
草
莽
間
有
小
小
隱
伏
者
、
或
能
間
出
為
害
、
更
當
搜

過
始
得
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
過
此
關
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
關
」
を
「
関
」
に
作
る
。

○
「
須
無
一
毫
自
欺
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
故
君
子
必
慎
獨
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
全
て
「
慎
」

を
「
謹
」
に
作
る
。
本
巻
七
五
条
の
校
勘
を
参
照
。

○
「
先
致
其
知
知
若
未
至
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
知
知
」
を
「
知
〻
」
に
作
る
。

○
「
蓋
到
物
格
知
至
後
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
已
是
意
誠
八
九
分
了
」　

成
化
本
は
「
意
誠
」
を
「
誠
意
」
に
作
る
。
朝
鮮

整
版
本
巻
末
「
考
異
」「
意
誠
一
作
誠
意
」

○
「
用
兵
禦
寇
寇
雖
已
盡
翦
除
了
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
寇
寇
」
を
「
寇
〻
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
章
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
「
こ
の
（
誠
意
と
い
う
）
関
門
を
突
破

し
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
道
理
を
堅
固
に
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」

　

あ
る
者
が
言
う
。「
毛
筋
ほ
ど
も
自
ら
欺
く
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
自
ら
慊
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
必
ず
十
分
に
自
ら
慊
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
こ
そ
自
ら
欺
か
な
い
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら

君
子
は
必
ず
そ
の
独
り
を
慎
し
む
の
で
す
ね
。」

　

先
生
「
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
意
を
誠
に
し
よ
う
と
す
る
者

は
、ま
ず
そ
の
知
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
知
が
も
し
ま
だ
至
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

ど
う
し
て
誠
意
が
か
な
お
う
か
。
思
う
に
、
物
格
り
知
至
る
の
段
階
に
至
っ
た
後

は
、
意
は
八
割
方
九
割
方
は
既
に
誠
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
た
だ
し
そ
こ
の
と
こ

ろ
に
更
に
省
察
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
例
え
ば
兵
を
率
い
て
外
敵
を

防
ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
外
敵
が
既
に
す
っ
か
り
殲
滅
一
掃
さ
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
な
お
林
谷
草
野
の
間
に
多
少
な
り
と
も
潜
伏
し
て
い
る

者
が
い
て
、ひ
そ
か
に
出
没
し
て
は
害
を
為
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
と
危
ぶ
み
、

更
に
捜
索
し
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
な
の
だ
。　

董
銖

録〔
注
〕

（
１
）「
過
此
關
」　

誠
意
を
突
破
す
べ
き
関
門
と
見
な
す
見
解
は
、
巻
一
五
、八
六

～
八
九
条
、
巻
一
六
、八
〇
条
、
八
六
条
に
既
出
。

（
２
）「
須
無
一
毫
自
欺
、方
能
自
慊
」　
「
須
～
方
～
」は「
是
非
と
も
～
で
あ
っ
て
、

そ
れ
で
こ
そ
」
の
意
。

（
３
）「
蓋
到
物
格
知
至
後
、
已
是
意
誠
八
九
分
了
。」　
『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
三

条
、
鄭
可
学
録
「
問
知
至
而
后
意
誠
。
曰
。
知
則
知
其
是
非
。
到
意
誠
實
、

則
無
不
是
、
無
有
非
、
無
一
毫
錯
、
此
已
是
七
八
分
人
。」
本
巻
九
三
条
、

九
四
条
に
も
同
種
の
発
言
が
あ
る
。

（
４
）「
更
就
上
面
省
察
」　

そ
こ
の
と
こ
ろ
で
更
に
省
察
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
上
面
」
は
、
こ
こ
で
は
「
誠
意
上
面
」
の
意
。
誠
意
の
と
こ
ろ
で
、
誠
意

に
即
し
て
。「
上
面
」
は
、～
の
と
こ
ろ
で
、～
に
即
し
て
。
本
巻
一
五
条
「
而
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今
學
者
只
管
要
日
新
、
却
不
去
苟
字
上
面
著
工
夫
。」

（
５
）「
如
用
兵
禦
寇
」　

用
兵
は
、
兵
器
を
用
い
る
こ
と
、
兵
士
を
率
い
て
武
力

を
行
使
す
る
こ
と
。『
詩
経
』
国
風
、
邶
風
「
擊
鼓
」「
擊
鼓
其
鏜
、
踊
躍
用

兵
。」
伝
「
鏜
然
、
擊
鼓
聲
也
。
使
衆
皆
踊
躍
用
兵
也
。」「
禦
寇
」
は
外
敵

を
防
ぐ
こ
と
。『
易
経
』「
漸
　

九
三
、鴻
漸
于
陸
、夫
征
不
復
、婦
孕
不
育
、

凶
。
利
禦
寇
。」（
本
義
）「
鴻
、水
鳥
也
。
水
鳥
、陸
非
所
安
也
。
九
三
過
剛
、

不
中
而
无
應
。
故
其
象
如
此
、
而
其
占
夫
征
則
不
復
、
婦
孕
則
不
育
、
凶
莫

甚
焉
。
然
以
其
剛
剛
也
、
故
利
禦
寇
。」

（
６
）「
更
當
搜
過
始
得
」　
「
搜
過
」
は
、
探
し
尽
く
す
。「
～
過
」
は
動
作

の
完
了
完
成
を
示
す
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文
法
』（
朋
友
書
店
、

二
〇
一
三
年
新
装
再
版
）
頁
二
一
八
「
二
物
の
間
を
通
り
す
ぎ
る
意
味
を
も

つ
助
動
詞
。
…
こ
の
よ
う
な
空
間
に
お
け
る
経
過
を
あ
ら
わ
す
「
過
」
が
時

間
の
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
完
成
を
あ
ら
わ
す
こ
と
と
な
っ

た
。
た
だ
し
「
了
」
と
は
少
し
く
意
味
を
異
に
し
、
あ
る
動
作
を
済
ま
せ
る

と
い
う
感
じ
が
つ
よ
い
。
こ
の
用
法
は
宋
代
に
で
き
た
。」

90
条

　

問
。
知
至
而
後
意
誠
、
則
知
至
之
後
、
無
所
用
力
、
意
自
誠
矣
。
傳
猶
有
慎
獨

之
説
、
何
也
。

　

曰
。
知
之
不
至
、
則
不
能
慎
獨
、
亦
不
肯
慎
獨
。
惟
知
至
者
、
見
得
實
是
實
非
、

灼
然
如
此
、
則
必
戰
懼
以
終
之
。
此
所
謂
能
慎
獨
也
。
如
顏
子
請
事
斯
語
、
曾
子

戰
戰
兢
兢
、
終
身
而
後
已
、
彼
豈
知
之
不
至
。
然
必
如
此
、
方
能
意
誠
。

　

蓋
無
放
心
底
聖
賢
。
惟
聖
罔
念
作
狂
。
一
毫
少
不
謹
懼
、
則
已
墮
於
意
欲
之
私

矣
。
此
聖
人
教
人
徹
上
徹
下
、
不
出
一
敬
字
也
。

　

蓋
知
至
而
後
意
誠
、
則
知
至
之
後
、
意
已
誠
矣
。
猶
恐
隱
微
之
間
有
所
不
實
、

又
必
提
掇
而
謹
之
、
使
無
毫
髮
妄
馳
、
則
表
裏
隱
顯
無
一
不
實
、
而
自
快
慊
也
。

　

銖　

慎
獨

〔
校
勘
〕

○
「
傳
猶
有
慎
獨
之
説
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
傳
」
を
「
大
學
傳
」
に
作
る
。
呂

留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
、
本
条
の
本
文
に
四
出
す
る
「
慎
獨
」

を
全
て
「
謹
獨
」
に
作
る
。

○
「
亦
不
肯
慎
獨
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
亦
」
の
下
に
「
」「
有
」
字
有
り
。

○
「
惟
知
至
者
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
「
惟
」
字
が
な
い
。

○
「
灼
然
如
此
、
則
必
戰
懼
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
則
」
を
「
而
」
に
作
る
。

○
「
曾
子
戰
戰
兢
兢
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
戰
戰
兢
兢
」
を
「
戰
〻
兢
〻
」

に
作
る
。

○
「
蓋
無
放
心
底
聖
賢
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

○
「
惟
聖
罔
念
作
狂
」　

萬
暦
本
は
「
惟
聖
罔
念
作
聖
作
狂
」
に
作
る
。
和
刻
本

は
「
惟
聖
罔
念
作
狂
」
の
後
ろ
に
二
文
字
分
の
空
格
が
有
る
。

○
「
一
毫
少
不
謹
懼
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
蓋
知
至
而
後
意
誠
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

○
「
使
無
毫
髮
妄
馳
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、
朝
鮮

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）
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古
写
本
、
和
刻
本
は
「
髮
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
銖　

慎
獨
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」

に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
「
慎
獨
」
の
二
字
な
し
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「「
知
至
り
て
後
に
意
は
誠
な
り
」（『
大
学
章
句
』
経
）
と
あ
る
以
上
、

知
が
至
っ
た
後
に
は
、
努
力
す
る
ま
で
も
な
く
、
意
は
自
ず
と
誠
に
な
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
な
の
に
伝
に
、
慎
独
す
べ
し
、
と
の
説
が
有
る
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ

う
か
。」

　

先
生
「
知
が
至
ら
な
い
う
ち
は
、
人
は
慎
独
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
慎
独

し
よ
う
と
も
し
な
い
も
の
な
の
だ
。
知
が
至
っ
た
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
真
是
真
非

が
明
瞭
に
し
か
じ
か
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
体
得
で
き
る
か
ら
、
必
ず
や
戰お
の
のき

懼

れ
て
そ
れ
を
完
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
慎
独
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
ま
さ
に

こ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
。
例
え
ば
顏
子
の
「
請
う
斯こ

の
語
を
事こ
と

と
せ
ん
。」、
曽
子

の
「
戦
々
兢
々
」「
身
を
終
え
て
後
に
已や

む
」
等
は
、
彼
ら
に
し
て
も
、
ど
う
し

て
知
が
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
な
ど
と
い
う
こ
と
が
有
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、

必
ず
や
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
そ
の
意
も
誠
に
な
り
得
る
の

だ
。

　

思
う
に
「
放
心
し
た
ま
ま
の
聖
賢
な
ど
、
あ
り
得
な
い
。「
惟こ

れ
聖
も
、
念お
も

う

こ
と
罔な

け
れ
ば
狂
と
作な

る
」
と
い
う
や
つ
だ
。
い
さ
さ
か
戒
慎
恐
懼
を
怠
る
と
い

う
こ
と
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
有
れ
ば
、（
そ
の
意
は
）
私
的
な
意
欲
に
堕
し
て

し
ま
う
。
そ
れ
故
に
聖
人
が
徹
頭
徹
尾
、
人
に
教
え
る
の
も
、
敬
の
一
文
字
よ
り

他
に
は
な
い
の
だ
。

　

思
う
に
「
知
至
り
て
後
に
意
は
誠
な
り
」
と
あ
る
以
上
、
知
が
至
っ
た
後
は
、

意
は
既
に
し
て
誠
な
の
だ
。
そ
れ
で
も
な
お
隠
微
の
と
こ
ろ
（
＝
心
の
内
奥
）
に

お
い
て
不
実
な
部
分
の
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
故
に
、
更
に
必
ず
自
己
の
心
を
呼

び
覚
ま
し
て
こ
れ
を
謹
し
み
、
心
が
あ
ら
ぬ
か
た
へ
と
妄
り
に
馳
せ
る
よ
う
な
こ

と
が
毛
筋
ほ
ど
も
な
い
よ
う
に
さ
せ
れ
ば
、
表
裏
隠
顕
に
わ
た
っ
て
一
片
の
不
実

さ
え
な
く
、
自
ら
快
く
慊
る
の
で
あ
る
。」　

董
銖
録　

慎
独

〔
注
〕

（
１
）「
知
至
而
後
意
誠
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
物
格
而
后
知
至
、知
至
而
后
意
誠
。」

（
２
）「
知
至
之
後
、
無
所
用
力
、
意
自
誠
矣
」
云
　々

経
文
に
「
知
至
而
后
意

誠
」
と
あ
る
以
上
、「
知
至
」
は
自
ず
と
「
意
誠
」
に
連
動
す
る
は
ず
な
の
に
、

な
ぜ
「
知
至
」
の
後
に
「
誠
意
」
実
現
の
為
に
「
慎
独
」
の
工
夫
が
要
請
さ

れ
る
の
か
、と
い
う
疑
問
。「
知
至
」
と
「
意
誠
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
語

類
』
巻
一
五
、九
八
条
以
下
を
参
照
。

（
３
）「
傳
猶
有
慎
獨
之
説
」　
『
大
学
章
句
』伝
六
章「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。

如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」

（
４
）「
實
是
實
非
」　
『
語
類
』
で
は
本
条
の
一
例
の
み
。
真
切
確
実
な
是
非
。「
真

是
真
非
」
に
同
じ
。『
二
程
外
書
』
巻
一
、三
条
、
程
頤
語
「
實
是
實
非
能
辨
、

則
循
實
是
。
天
下
之
事
、
歸
於
一
是
、
是
乃
理
也
。」
陳
淳
『
北
溪
外
集
』

門
人
陳
沂
撰
「
敘
述
」（『
北
溪
大
全
集
』
所
収
）「
於
書
無
所
不
讀
、
於
事

無
所
不
格
。
凡
千
條
萬
緒
、
分
合
出
入
、
實
是
實
非
、
易
惑
難
辨
者
、
無
不

毫
分
縷
析
、
各
有
以
詣
其
極
而
無
餘
。
…
此
先
生
再
見
文
公
而
深
有
得
也
。」

『
語
類
』
巻
五
三
、七
五
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅳ1295

）「
問
。
…
聽
先
生
教
誨
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而
能
辨
別
得
真
是
真
非
、
這
可
見
得
是
非
之
理
形
見
處
。」

（
５
）「
灼
然
如
此
」　
「
灼
然
」は
、明
瞭
に
、明
確
に
。『
語
類
』巻
一
四
、一
二
三
条
、

劉
砥
録
「
須
是
灼
然
知
得
物
理
當
止
之
處
、
心
自
會
定
。」

（
６
）「
戰
懼
以
終
之
」　

こ
こ
で
「
終
之
」
と
い
う
の
は
、
前
の
「
惟
知
至
者
」

を
承
け
、『
易
』
の
「
知
至
至
之
」「
知
終
終
之
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

『
易
経
』
乾
、
九
三
「
知
至
至
之
、
可
與
幾
也
。
知
終
終
之
、
可
與
存
義
也
。」

『
伊
川
易
伝
』「
知
至
至
之
、
致
知
也
。
求
知
所
至
而
後
至
之
。
知
之
在
先
、

故
可
與
幾
。
所
謂
始
條
理
者
、知
之
事
也
。
知
終
終
之
、力
行
也
。
既
知
所
終
、

則
力
進
而
終
之
。
守
之
在
後
、
故
可
與
存
義
。
所
謂
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
。

此
學
之
始
終
也
。」（「
始
條
理
者
、
智
之
事
也
。
終
條
理
者
、
聖
之
事
也
。」

は
『
孟
子
』「
萬
章
」
下
）

（
７
）「
顏
子
請
事
斯
語
」  『
論
語
』「
顔
淵
」「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
。
克
己
復
禮
為
仁
。

一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顏
淵
曰
。
請

問
其
目
。
子
曰
。
非
禮
勿
視
、非
禮
勿
聽
、非
禮
勿
言
、非
禮
勿
動
。
顏
淵
曰
。

回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。」

（
８
）「
曾
子
戰
戰
兢
兢
」　
『
論
語
』「
泰
伯
」「
曾
子
有
疾
。
召
門
弟
子
曰
。
啓
予
足
、

啓
予
手
。
詩
云
。
戰
戰
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
冰
。
而
今
而
後
、
吾
知

免
夫
。
小
子
。」（
詩
は
『
詩
経
』
小
雅
「
小
旻
」）

（
９
）「
終
身
而
後
已
」　
『
論
語
』「
泰
伯
」「
曾
子
曰
。
士
不
可
以
不
弘
毅
。
任
重

而
道
遠
。
仁
以
為
己
任
、
不
亦
重
乎
。
死
而
後
已
、
不
亦
遠
乎
。」

（
10
）「
蓋
無
放
心
底
聖
賢
」　
『
語
類
』巻
一
五
、一
〇
七
条「
自
古
無
放
心
底
聖
賢
。

然
一
念
之
微
、所
當
深
謹
。
纔
説
知
至
後
不
用
誠
意
、便
不
是
。」「
放
心
」
は
、

『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。」

（
11
）「
惟
聖
罔
念
作
狂
」　

た
と
え
聖
人
で
も
、
思
慮
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
愚
人

と
化
す
。『
書
経
』「
多
方
」「
惟
聖
罔
念
作
狂
、
惟
狂
克
念
作
聖
」
蔡
沈
『
書

経
集
伝
』「
聖
、通
明
之
稱
。
言
聖
而
罔
念
則
為
狂
矣
、愚
而
能
念
則
為
聖
矣
。」

（
12
）「
一
毫
少
不
謹
懼
」　
「
一
毫
も
少
し
く
謹
懼
せ
ず
」「
少
」は「
稍
」と
同
じ
で
、

や
や
。『
大
学
衍
義
』
巻
二
八
、
誠
意
正
心
之
要
、
一
、
崇
敬
畏
「
事
天
之
敬
」

「
如
人
子
之
事
親
、
候
伺
顔
色
、
惟
恐
一
毫
少
咈
於
親
心
。
此
大
舜
事
天
之

敬
也
。」
宋
、陳
文
蔚
『
克
齋
集
』
巻
二
「
又
答
徐
子
融
書
」「
一
毫
稍
渉
異
教
、

深
扄
固
鐍
、
如
拒
盗
然
、
庶
幾
不
至
陷
於
其
域
。」「
謹
懼
」
は
「
慎
懼
」
に

同
じ
、「
慎
懼
」
は
「
戒
慎
恐
懼
（
戒
め
慎
し
み
恐
れ
懼
れ
る
）」
の
意
。『
中

庸
章
句
』
一
章
「
是
故
君
子
戒
慎
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。」

（
13
）「
墮
於
意
欲
之
私
」　
「
意
欲
之
私
」
は
、私
的
な
意
欲
。
こ
こ
で
の
意
欲
は
、

天
理
の
対
概
念
と
し
て
の
人
欲
に
近
い
。
以
下
の
『
孟
子
或
問
』
に
お
け
る

用
例
で
は
、
朱
熹
は
『
孟
子
』「
口
之
於
味
也
、
目
之
於
色
也
、
耳
之
於
聲

也
、
鼻
之
於
臭
也
、
四
肢
之
於
安
佚
也
、
性
也
」（「
尽
心
」
下
）
の
内
容
を

「
食
色
意
欲
之
私
」
と
い
う
語
彙
で
表
現
し
て
い
る
。『
孟
子
或
問
』「
或
問
。

二
十
四
章
之
説
、所
謂
性
命
者
、何
不
同
也
。
曰
。
性
者
、人
之
所
受
乎
天
者
。

其
體
、
則
不
過
仁
義
禮
智
之
理
而
已
。
其
發
、
則
雖
食
色
意
欲
之
私
、
亦
無

不
本
於
是
焉
。
命
則
因
夫
氣
之
厚
薄
而
賦
於
人
之
名
也
。
不
惟
智
愚
賢
否
之

所
繫
、雖
貧
富
貴
賤
之
所
値
、亦
無
不
由
於
是
也
。
故
君
子
於
食
色
意
欲
之
私
、

則
不
謂
之
性
、
而
安
於
貧
富
貴
賤
之
有
命
。
於
智
愚
賢
否
之
殊
、
則
不
謂
之

命
、
而
勉
於
仁
義
禮
智
之
有
性
也
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
六
「
答
方
賓

王
」
第
四
書
「
人
之
應
事
、
有
不
出
於
意
欲
之
私
、
而
但
以
不
見
義
理
之
當

然
、
遂
陷
於
不
正
者
多
矣
。」
な
お
以
下
の
用
例
を
参
照
。『
朱
子
語
類
』
巻

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

八
七



一
三
、三
〇
条
、
李
閎
祖
録
（
Ⅰ225

）「
凡
一
事
便
有
兩
端
。
是
底
即
天
理

之
公
、非
底
乃
人
欲
之
私
。」
同
、巻
一
三
、三
三
条
、余
大
雅
録
（
Ⅰ226

）「
天

下
只
是
善
惡
兩
言
而
已
。…
問
。此
善
惡
分
處
、只
是
天
理
之
公
人
欲
之
私
耳
。

曰
。
…
」

（
14
）「
徹
上
徹
下
」　

上
か
ら
下
ま
で
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
。
徹
底
的
に
。
徹
頭

徹
尾
。
巻
一
五
、二
六
条
、
廖
徳
明
録
「
須
是
徹
上
徹
下
、
表
裏
洞
徹
。」

（
15
）「
不
出
一
敬
字
也
」　
「
敬
」
は
心
を
収
斂
し
専
一
に
す
る
こ
と
。
巻

一
四
、一
九
条
の
注
を
参
照
。
こ
こ
で
は「
放
心
」と
対
置
さ
れ
て
い
る
。『
語

類
』
巻
一
二
、八
〇
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅰ209

）「
敬
字
、
前
輩
都
輕
説
過
了
、

唯
程
子
看
得
重
。
人
只
是
要
求
放
心
。
何
者
為
心
。
只
是
箇
敬
。
今
纔
敬
時
、

這
心
便
在
身
上
了
。」

（
16
）「
隱
微
之
間
」　

他
者
に
は
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
自
己
の
心

の
内
奥
。『
中
庸
章
句
』第
一
章「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
、故
君
子
慎
其
獨
也
．」

朱
注
「
隠
、暗
處
也
。
微
、細
事
也
。
獨
者
、人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。」

（
17
）「
又
必
提
掇
而
謹
之
」　
「
提
掇
」
は
「
提
醒
」「
提
撕
」
と
同
義
で
、
覚

醒
さ
せ
る
、
呼
び
覚
ま
す
。「
敬
」
と
関
連
の
深
い
概
念
。『
語
類
』
巻

一
二
、一
二
八
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅰ215

）「
或
問
。
一
向
把
捉
、
待
放
下

便
覺
恁
衰
颯
、
不
知
當
如
何
。
曰
。
…
公
若
知
得
放
下
不
好
、
便
提
掇
起

來
、
便
是
敬
。」
巻
四
四
、一
三
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅲ1147

）「
又
與
文

振
說
。
平
日
須
提
掇
精
神
、
莫
令
頹
塌
放
倒
、
方
可
看
得
義
理
分
明
。」
巻

一
一
八
、五
四
条
、
訓
鄭
南
升
（
Ⅶ2853

）「
拜
先
生
訖
、
坐
定
。
先
生
云
。

文
振
近
看
得
文
字
較
細
、
須
用
常
提
掇
起
得
惺
惺
、
不
要
昏
晦
。
若
昏
晦
、

則
不
敬
莫
大
焉
。」
巻
一
二
〇
、三
五
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2892

）「
初
要
持
敬
、

也
須
有
些
勉
強
。
但
須
覺
見
有
些
子
放
去
、
便
須
收
斂
提
掇
起
、
教
在
這
裏
、

常
常
相
接
、
久
後
自
熟
。」

91
条                 

　

問
。
或
言
、
知
至
後
、
煞
要
著
力
做
工
夫
。
竊
意
致
知
是
著
力
做
工
夫
處
。
到

知
至
、
則
雖
不
能
無
工
夫
、
然
亦
無
大
段
著
工
夫
處
。

　

曰
。
雖
不
用
大
段
著
工
夫
、
但
恐
其
間
不
能
無
照
管
不
及
處
、
故
須
著
防
閑
之
。

所
以
説
君
子
慎
其
獨
也
。

　

行
夫
問
。
先
生
常
言
、
知
既
至
後
、
又
可
以
驗
自
家
之
意
誠
不
誠
。
先
生
久
之

曰
。
知
至
後
、
意
固
自
然
誠
。
但
其
間
雖
無
大
段
自
欺
不
誠
處
、
然
亦
有
照
管
不

著
所
在
、
所
以
貴
於
慎
其
獨
。
至
於
有
所
未
誠
、
依
舊
是
知
之
未
真
。
若
到
這
裏

更
加
工
夫
、
則
自
然
無
一
毫
之
不
誠
矣
。　

道
夫

〔
校
勘
〕

○
「
煞
要
著
力
做
工
夫
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
以
下
、本
条
の
「
著
」
を
全
て
「
着
」

に
作
る
。

○
「
竊
意
致
知
是
著
力
做
工
夫
處
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
以
下
、
本
条
の

「
著
」を
全
て「
着
」に
作
る（
初
出
箇
所
で
あ
る「
煞
要
著
力
做
工
夫
」の「
著
」

は
底
本
に
同
じ
）。

○
「
君
子
慎
其
獨
也
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
本
条
に
二
出

す
る
「
慎
」
を
全
て
「
謹
」
に
作
る
。

○
「
行
夫
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
夫
」
を
「
甫
」
に
作
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号
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○
「
驗
自
家
之
意
誠
不
誠
」　

和
刻
本
は
「
驗
」
を
「
駐
」
に
作
る
。

○
「
無
一
毫
之
不
誠
矣
」　

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
若
到
這
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
－
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
知
が
至
っ
た
後
に
こ
そ
、
大
い
に
努
力
を
傾
注
し
て
工
夫
を
な
す
べ

き
だ
、
と
主
張
す
る
者
も
お
り
ま
す
。
私
が
思
い
ま
す
の
に
は
、
致
知
は
、
確
か

に
努
力
を
傾
注
し
て
工
夫
を
な
す
べ
き
場
で
す
。
し
か
し
既
に
そ
の
知
が
至
っ
た

段
階
で
は
、
工
夫
が
全
く
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
は
や

は
り
、
大
い
に
努
力
を
傾
注
し
て
工
夫
を
な
す
、
と
い
う
よ
う
な
場
で
は
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。」

　

先
生
「
大
い
に
工
夫
を
行
う
必
要
ま
で
は
な
い
に
せ
よ
、
た
だ
そ
こ
に
は
注
意

の
行
き
届
か
な
い
部
分
の
生
ず
る
の
は
不
可
避
で
あ
ろ
う
か
ら
、そ
れ
故
に
こ
そ
、

是
非
と
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
防
い
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
君
子
は
そ
の
独
り

を
慎
し
む
、
と
説
か
れ
る
の
も
、
そ
の
為
な
の
だ
。」

　

行
夫
が
お
尋
ね
し
た
。「
先
生
は
常
に
、
知
が
既
に
至
っ
た
後
に
も
、
自
己
の

意
の
誠
と
不
誠
と
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
仰
ら
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。」

先
生
は
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
仰
っ
た
。「
知
が
至
っ
た
後
は
、
意
は
も
ち
ろ
ん
、

自
ず
と
誠
に
な
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
大
い
に
自
ら
欺
き
不
誠
で
あ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
に
せ
よ
、
し
か
し
や
は
り
注
意
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
な

の
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
慎
独
の
工
夫
が
重
要
視
さ
れ
る
の
だ
。
意
に
誠
で
な

い
と
こ
ろ
が
有
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
そ
の
知
が
真
で
は
な
い
か
ら

な
の
だ
。
も
し
も
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
更
に
工
夫
を
行
え
ば
、
自
ず
と
毛
筋
ほ
ど
の

不
誠
さ
え
も
な
く
な
る
の
だ
。　

楊
道
夫
録

〔
注
〕

（
１
）「
煞
要
著
力
做
工
夫
」　
「
煞
」
は
、
は
な
は
だ
、
非
常
に
。「
著
力
」
は
、

力
を
込
め
る
、
尽
力
す
る
、
努
力
す
る
。

（
２
）「
無
大
段
著
工
夫
處
」　
「
大
段
」
は
、
非
常
に
、
大
い
に
。「
著
工
夫
」
は

工
夫
を
行
う
。「
著
」
は
、
用
い
る
。

（
３
）「
不
能
無
照
管
不
及
處
」　
「
照
管
」
は
、
管
理
す
る
、
世
話
す
る
、
見
守
る
、

気
を
つ
け
る
。「
不
及
」
は
、
動
詞
の
後
に
用
い
て
「
及
ば
な
い
」「
～
し
切

れ
な
い
」
の
意
を
表
す
。

（
４
）「
故
須
著
防
閑
之
」　
「
須
著
」は
、是
非
と
も
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
防

閑
」
は
、「
防
」
も
「
閑
」
も
、ふ
せ
ぐ
、守
り
防
ぐ
。『
詩
経
』
斉
風
「
敝
笱
」

序
「
敝
笱
、刺
文
姜
也
。
齊
人
惡
魯
桓
公
微
弱
、不
能
防
閑
文
姜
、使
至
淫
亂
、

爲
二
國
患
焉
。」疏「
文
姜
、是
魯
桓
夫
人
。
…
文
姜
淫
亂
、由
魯
桓
微
弱
使
然
。」

な
お
「
防
閑
」
に
よ
る
「
誠
」
の
実
現
、
と
い
う
発
想
に
近
似
す
る
も
の
と

し
て
は
『
易
経
』
乾
卦
、
文
言
伝
「
閑
邪
存
其
誠
」
が
有
る
。

（
５
）「
行
夫
問
」　

蔡
惥
、
字
行
夫
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
６
）「
亦
有
照
管
不
著
所
在
」　
「
在
」
は
断
定
の
語
気
を
示
す
句
末
の
助
詞
。「
不

著
」
は
動
詞
の
後
に
用
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
～
で
き
な
い
、
十
分
～
で
き
な
い
、

の
意
を
表
す
。『
語
類
』
巻
一
三
、五
六
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ230

）「
凡
事
莫

非
心
之
所
為
、
雖
放
僻
邪
侈
、
亦
是
此
心
。
善
惡
但
如
反
覆
手
、
翻
一
轉
便

是
惡
。
只
安
頓
不
著
、
亦
便
是
不
善
。」
巻
一
四
、九
一
条
、
林
夔
孫
録
「
公

説
胸
中
有
箇
分
曉
底
、
少
間
捉
摸
不
著
、
私
意
便
從
這
裏
生
、
便
去
穿
鑿
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

八
九



（
７
）「
至
於
有
所
未
誠
、
依
舊
是
知
之
未
真
」　
「
依
舊
」
は
、
依
然
と
し
て
、
相

変
わ
ら
ず
。「
知
至
」「
知
真
」「
意
誠
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
二
条
、
楊
道
夫
録
「
欲
知
知
之
真
不
真
、
意
之
誠
不

誠
、
只
看
做
不
做
如
何
。
真
箇
如
此
做
底
、
便
是
知
至
、
意
誠
。」
ま
た
、

以
下
に
引
く
条
で
も
「
知
至
」
と
「
真
知
」、「
知
不
至
」
と
「
非
真
知
」
と

が
、
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
同
内
容
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
「
知
至
」

（
＝
「
真
知
」）
と
は
、自
ず
と
「
意
誠
」
へ
と
連
動
帰
結
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
「
意
不
誠
」
の
原
因
は
「
知
不
至
」（
＝
「
知
不
真
」）
に
帰
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
八
、五
条
、
廖
徳
明
録
（
Ⅰ391

）「
人
各
有
箇

知
識
、須
是
推
致
而
極
其
至
。
不
然
、半
上
落
下
、終
不
濟
事
。
須
是
真
知
。
問
。

固
有
人
明
得
此
理
、
而
涵
養
未
到
、
却
為
私
意
所
奪
。
曰
。
只
為
明
得
不
盡
。

若
明
得
盡
、私
意
自
然
留
不
得
。
若
半
青
半
黃
、未
能
透
徹
、便
是
尚
有
渣
滓
、

非
所
謂
真
知
也
。
問
。
須
是
涵
養
到
心
體
無
不
盡
處
、方
善
。
不
然
知
之
雖
至
、

行
之
終
恐
不
盡
也
。
曰
。
只
為
知
不
至
。
今
人
行
到
五
分
、
便
是
它
只
知
得

五
分
、
見
識
只
識
到
那
地
位
。
譬
諸
穿
窬
、
稍
是
箇
人
、
便
不
肯
做
、
蓋
真

知
穿
窬
之
不
善
也
。
虎
傷
事
亦
然
。」な
お
巻
一
五
、二
条
、楊
道
夫
録
に
は「
致

知
所
以
求
為
真
知
。」
と
あ
る
。「
真
知
」
に
つ
い
て
は
同
条
注
を
参
照
。

92
条

　

光
祖
問
。
物
格
知
至
、
則
意
無
不
誠
、
而
又
有
慎
獨
之
説
、
莫
是
當
誠
意
時
、

自
當
更
用
工
夫
否
。

　

曰
。
這
是
先
窮
得
理
、
先
知
得
到
了
、
更
須
於
細
微
處
用
工
夫
。
若
不
真
知
得

到
、
都
恁
地
鶻
鶻
突
突
、
雖
十
目
視
、
十
手
指
、
衆
所
共
知
之
處
、
亦
自
七
顛
八

倒
了
。
更
如
何
地
慎
獨
。　

賀
孫

〔
校
勘
〕

○
「
光
祖
問
物
格
知
至
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
物
格
」
を
「
格
物
」
に
作
る
。

○
「
而
又
有
慎
獨
之
説
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
、
本
条
に

二
出
す
る
「
慎
」
を
全
て
「
謹
」
に
作
る
。

○
「
更
須
於
細
微
處
用
工
夫
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
細
微
」
を
「
微
細
」

に
作
る
。

○
「
都
恁
地
鶻
鶻
突
突
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
都
」
を
「
都
自
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

光
祖
が
お
尋
ね
し
た
。「
物
格
り
知
至
れ
ば
、
意
は
誠
で
な
い
こ
と
は
な
い
は

ず
で
す
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
更
に
慎
独
す
べ
し
と
の
説
が
有
る
の
は
、
誠
意

の
時
に
あ
た
っ
て
も
当
然
、
工
夫
を
行
う
べ
き
だ
、
と
の
趣
旨
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。」

　

先
生
「
こ
れ
は
つ
ま
り
、
ま
ず
理
を
窮
め
、
ま
ず
知
が
到
達
し
て
か
ら
、
更
に

是
非
と
も
細
微
な
る
場
（
＝
「
独
」）
に
お
い
て
工
夫
を
用
い
る
べ
し
、
と
い
う

こ
と
だ
。
も
し
も
真
に
知
が
到
達
し
得
ず
に
、
全
く
以
て
こ
ん
な
風
に
う
す
ぼ
ん

や
り
と
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
十
目
に
注
視
さ
れ
、
十
手
に
指
さ
さ
れ
、
衆
人
全

て
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
に
お
い
て
さ
え
、
応
対
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。
ま
し
て
や
ど
う
や
っ
て
慎
独
な
ど
で
き
よ
う
か
。　

葉
賀
孫

録

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

九
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〔
注
〕

（
１
）「
光
祖
問
」　

曾
興
宗
、字
光
祖
、号
唯
庵
、江
南
西
路
贛
州
寧
都
県
人
。『
考

亭
淵
源
録
』
巻
一
八
。『
朱
子
門
人
』
頁
二
三
八
。

（
２
）「
莫
是
當
誠
意
時
、
自
當
更
用
工
夫
否
。」　
「
莫
是
～
否
」
は
、
～
で
は
な

い
か
。
現
代
中
国
語
の
「
不
是
～
吗
」
と
同
じ
。「
自
當
」
は
、
当
然
～
す

べ
き
で
あ
る
。

（
３
）「
都
恁
地
鶻
鶻
突
突
」　
「
都
」
は
、
全
く
、
す
べ
て
。「
恁
地
」
は
こ
の
よ

う
に
。
文
言
の「
如
此
」に
同
じ
。「
鶻
鶻
突
突
」は「
鶻
突
」と
同
じ
。「
鶻
突
」

は
現
代
中
国
語
の
「
胡
塗
」
と
同
じ
で
、ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、曖
昧
で
あ
る
。

『
語
類
』
巻
五
、一
九
条
、包
揚
録
（
Ⅰ84

）「
聖
人
只
是
識
得
性
。
百
家
紛
紛
、

只
是
不
識
性
字
。
揚
子
鶻
鶻
突
突
、荀
子
又
所
謂
隔
靴
爬
痒
。」巻
六
、八
四
条
、

周
明
作
録
（
Ⅰ114

）「
人
每
日
只
鶻
鶻
突
突
過
了
、
心
都
不
曾
收
拾
得
在
裏

面
。」「
鶻
鶻
突
突
」
は
本
巻
三
条
に
も
既
出
。
同
条
の
注
も
参
照
の
こ
と
。

（
４
）「
十
目
視
、
十
手
指
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
曾
子
曰
。
十
目
所
視
、
十

手
所
指
、
其
嚴
乎
。」
朱
注
「
引
此
以
明
上
文
之
意
。
言
雖
幽
獨
之
中
、
而

其
善
惡
之
不
可
揜
如
此
。
可
畏
之
甚
也
。」

（
５
）「
亦
自
七
顛
八
倒
了
」　
「
亦
自
」
は
二
文
字
で
「
ま
た
」。「
七
顛
八
倒
」
は

混
乱
す
る
、
混
乱
を
極
め
る
。『
語
類
』
巻
一
四
、一
六
五
条
、
甘
節
録
「
人

本
有
此
理
、
但
爲
氣
稟
物
欲
所
蔽
。
若
不
格
物
致
知
、
事
至
物
來
、
七
顛
八

倒
。」
巻
一
五
、二
六
条
、
廖
徳
明
録
「
有
一
般
人
專
要
就
寂
然
不
動
上
理
會
、

及
其
應
事
、
却
七
顛
八
倒
、
到
了
又
牽
動
他
寂
然
底
。」

（
６
）「
更
如
何
地
慎
獨
」　
「
如
何
地
」は「
如
何
」と
同
じ
。
ど
の
よ
う
に
し
て
。

93
条

　

知
至
而
後
意
誠
、
已
有
八
分
。
恐
有
照
管
不
到
、
故
曰
慎
獨
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
照
管
不
到
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
照
」
を
「
服
」
に
作
る
。

○
「
故
曰
慎
獨
」　

呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

知
が
至
っ
て
し
か
る
後
に
意
は
誠
に
な
る
、
と
い
う
の
は
、
誠
意
が
八
割
が
た

実
現
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
な
お
注
意
の
行
き
届
か
な
い
部
分

が
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
故
に
慎
独
せ
よ
と
い
う
の
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
知
至
而
後
意
誠
、已
有
八
分
。」　

本
巻
八
九
条
に
も
「
蓋
到
物
格
知
至
後
、

已
是
意
誠
八
九
分
了
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
有
照
管
不
到
」　

注
意
の
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。「
照
管
」
は

九
一
条
に
既
出
。「
不
到
」
は
、
動
詞
の
後
に
用
い
て
、
動
作
が
あ
る
場
所

や
程
度
に
ま
で
到
達
し
な
い
こ
と
、動
作
が
不
十
分
な
こ
と
を
示
す
。『
語
類
』

巻
一
四
、一
九
条
、
甘
節
録
「
大
學
總
説
了
、
又
逐
段
更
説
許
多
道
理
。
聖

賢
怕
有
些
子
照
管
不
到
、
節
節
覺
察
將
去
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

九
一



94
条

　

致
知
者
、
誠
意
之
本
也
。
慎
獨
者
、
誠
意
之
助
也
。
致
知
、
則
意
已
誠
七
八
分

了
、
只
是
猶
恐
隱
微
獨
處
尚
有
些
子
未
誠
實
處
。
故
其
要
在
慎
獨
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
「
慎
獨
者
、
誠
意
之
助
也
」　

朝
鮮
古
写
本
を
除
き
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本

を
含
め
て
諸
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」
に
作
る
。

○
「
故
其
要
在
慎
獨
」　

呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
を
含
め
て
諸
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」

に
作
る
（
朝
鮮
古
写
本
も
同
じ
）。

〔
訳
〕

　

致
知
と
は
、
誠
意
の
本
で
あ
る
。
慎
独
と
は
、
誠
意
の
補
助
で
あ
る
。
知
を
致

せ
ば
、
意
は
既
に
し
て
七
割
八
割
は
誠
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
で
も
な
お
、

隠
微
に
し
て
独
な
る
処
（
＝
心
の
深
奥
）
に
お
い
て
幾
分
か
は
誠
実
で
な
い
部
分

が
有
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
そ
の
緊
要
処
は
慎
独
に
あ
る
の
だ
。　

董

銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
致
知
者
、誠
意
之
本
也
」　
『
大
学
章
句
』
経
「
欲
誠
其
意
者
、先
致
其
知
。」

（
２
）「
慎
獨
者
、
誠
意
之
助
也
」　

清
の
李
光
地
は
、
こ
の
部
分
を
テ
キ
ス
ト
の

訛
誤
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。『
榕
村
語
録
』
巻
一
「
大
学
」「
朱
子
語

類
中
有
一
處
言
、
慎
獨
為
誠
意
之
助
。
助
字
、
或
係
訛
誤
。
而
陸
稼
書
與
四

舍
弟
、
皆
堅
執
以
為
誠
意
有
正
面
工
夫
、
謹
獨
所
以

誠
意
。
如
此
、
則
兩

謹
獨
皆

助
的
工
夫
、
惟
末
節
誠
意
為
正
面
。
豈
有
此
理
。」

（
３
）「
致
知
、
則
意
已
誠
七
八
分
了
」　

本
巻
八
九
条
、
九
三
条
参
照
。

（
４
）「
隱
微
獨
處
」  

『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
莫
見
乎
隱
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
子

慎
其
獨
也
．」

（
５
）「
尚
有
些
子
未
誠
實
處
」　
「
些
子
」
は
、
少
し
、
幾
分
。

95
条

　

誠
意
章
、上
云
必
慎
其
獨
者
、欲
其
自
慊
也
。
下
云
必
慎
其
獨
者
、防
其
自
欺
也
。

　

蓋
上
言
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
慊
、
故
君
子
必
慎
其
獨
者
、
欲
其

察
於
隱
微
之
間
、
必
吾
所
發
之
意
、
好
善
必
如
好
好
色
、
惡
惡
必
如
惡
惡
臭
、
皆

以
實
而
無
不
自
慊
也
。

　

下
言
小
人
閒
居
為
不
善
、
而
繼
以
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
慎
其
獨
者
、

欲
其
察
於
隱
微
之
間
、
必
吾
所
發
之
意
、
由
中
及
外
、
表
裏
如
一
、
皆
以
實
而
無

少
自
欺
也
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
「
蓋
上
言
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。

○
「
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
本
条
に
お
け
る
「
惡
」
字
を
全
て
「

」

に
作
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

九
二



○
「
小
人
閒
居
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
閒
」
を
「
間
」

に
作
る
。

○
「
而
繼
以
誠
於
中
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
繼
」
を
「
継
」
に
作
る
。

○
「
表
裏
如
一
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
章
の
う
ち
、
上
で
「
必
ず
そ
の
独
り
を
慎
む
」
と
い
う
の
は
、
自
ら
慊
る

こ
と
を
要
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
で
「
必
ず
そ
の
独
り
を
慎
む
」
と
い
う
の
は
、

自
ら
欺
く
こ
と
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

思
う
に
上
で
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
好
色
を
好
む
が
如
し
、
此
を
こ
れ
自
ら
慊

る
と
謂
う
、
故
に
君
子
は
必
ず
そ
の
独
り
を
慎
む
。」
と
述
べ
る
の
は
、
君
子
た

る
者
、
隠
微
の
と
こ
ろ
（「
独
」）
を
考
察
し
、
自
分
の
発
し
た
意
が
必
ず
や
、
善

を
好
む
こ
と
必
ず
好
色
を
好
む
が
如
く
し
、
悪
を
悪
む
こ
と
必
ず
悪
臭
を
悪
む
が

如
く
し
、
そ
の
（
好
善
と
悪
悪
の
）
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
意
が
実
と
な
っ
て
自

ら
慊
ら
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

下
で
「
小
人
閒
居
し
て
不
善
を
為
す
」
と
言
い
、
こ
れ
に
継
い
で
「
中
に
誠
な

ら
ば
、
外
に
形あ
ら

わ
る
、
故
に
君
子
は
必
ず
其
の
独
り
を
慎
む
。」
と
述
べ
る
の
は
、

君
子
た
る
者
、
隠
微
の
と
こ
ろ
（「
独
」）
を
考
察
し
、
自
分
の
発
し
た
意
が
必
ず

や
、
中
か
ら
外
ま
で
、
表
裏
が
一
体
と
な
り
、
そ
の
（
表
と
裏
の
）
い
ず
れ
も
が
、

実
と
な
っ
て
自
ら
欺
く
と
こ
ろ
が
少
し
も
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
要
請
し
て

い
る
の
で
あ
る
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
上
云
必
慎
其
獨
者
」　
『
大
学
章
句
』伝
六
章「
所
謂
誠
其
意
者
、毋
自
欺
也
。

如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」

（
２
）「
下
云
必
慎
其
獨
者
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
小
人
閒
居
為
不
善
、
無
所

不
至
、
見
君
子
而
后
厭
然
揜
其
不
善
、
而
著
其
善
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺

肝
然
、
則
何
益
矣
。
此
謂
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」

96
条誠

意
者
、
好
善
如
好
好
色
、
惡
惡
如
惡
惡
臭
、
皆
是
真
情
。
既
是
真
情
、
則

發
見
於
外
者
、
亦
皆
可
見
。
如
種
麻
則
生
麻
、
種
穀
則
生
穀
、
此
謂
誠
於
中
、
形

於
外
。
又
恐
於
獨
之
時
有
不
到
處
、
故
必
慎
獨
。　

節

〔
校
勘
〕

〇
「
慎
獨
」　

す
べ
て
の
版
本
は
「
謹
獨
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

意
を
誠
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
善
を
好
む
こ
と
は
良
い
色
を
好
む
こ
と
の

よ
う
で
あ
り
、
悪
を
悪
む
こ
と
は
悪
臭
を
悪
む
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
」
こ
と
で
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
偽
り
の
な
い
感
情
に
根
ざ
し
て
い
る
。
偽
り
の
な
い
感
情
で
あ

る
以
上
、
そ
れ
が
外
面
に
現
れ
た
も
の
は
、
す
べ
て
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
麻
を
植
え
れ
ば
麻
が
生
え
て
き
、
穀
物
を
植
え
れ
ば
穀
物
が
生
え
て
く
る

よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
心
の
中
で
誠
で
あ
れ
ば
、
外
に
現
れ
て
く
る
」

と
謂
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
独
り
で
い
る
時
に
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

九
三



を
恐
れ
る
が
た
め
に
、
必
ず
慎
独
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
好
善
如
好
好
色
、
惡
惡
如
惡
惡
臭
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
所
謂
誠
其

意
者
、毋
自
欺
也
、如
惡
惡
臭
、如
好
好
色
。」
朱
注
「
使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、

好
善
則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而
求
必
得
之
。」

（
２
）「
誠
於
中
、
形
於
外
」「
必
慎
獨
」 『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
人
之
視
己
、
如

見
其
肺
肝
然
、
則
何
益
矣
。
此
謂
誠
於
中
、
形
於
外
、
故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」

（
３
）「
有
不
到
處
」　
「
不
到
處
」
は
、
十
分
に
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
、
至
善

を
尽
く
せ
て
い
な
い
と
こ
ろ
。『
語
類
』
巻
一
七
、二
九
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅱ

378

）「
曰
。
大
抵
至
善
只
是
極
好
處
、
十
分
端
正
恰
好
、
無
一
毫
不
是
處
、

無
一
毫
不
到
處
。」

97
条或

説
慎
獨
。
曰
。
公
自
是
看
錯
了
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
慊
、

已
是
實
理
了
。
下
面
故
君
子
必
慎
其
獨
、
是
别
舉
起
一
句
致
戒
、
又
是
一
段
工
夫
。

至
下
一
段
、
又
是
反
説
小
人
之
事
以
致
戒
。
君
子
亦
豈
可
謂
全
無
所
爲
。
且
如
著

衣
喫
飯
、
也
是
爲
飢
寒
。
大
學
看
來
雖
只
恁
地
滔
滔
地
説
去
、
然
段
段
致
戒
、
如

一
下
水
船
相
似
、
也
要
柂
、
要
楫
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

〇
「
慎
獨
」「
必
慎
其
獨
」　

す
べ
て
の
版
本
は
「
慎
」
を
「
謹
」
に
作
る
。

〇
「
全
無
所
爲
」「
爲
飢
寒
」　

萬
暦
本
・
和
刻
本
は
「
爲
」
を
「
為
」
に
作
る
。

〇
「
著
衣
」　

成
化
本
・
萬
暦
本
・
朝
鮮
古
写
本
・
和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

〇
「
下
水
船
」　

成
化
本
・
萬
暦
本
・
和
刻
本
は
「
船
」
を
「
舡
」
に
作
り
、
呂

留
良
本
・
伝
経
堂
本
は
「
舩
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
が
慎
独
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
あ
な
た
は

き
っ
と
正
し
く
見
て
取
れ
て
い
な
い
の
だ
。「
悪
臭
を
悪
む
よ
う
に
し
、
良
い
色

を
好
む
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
自
ら
満
足
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
」、
と
い
う
の

は
す
で
に
切
実
な
道
理
な
の
だ
。
そ
の
次
の
「
故
に
君
子
は
必
ず
そ
の
独
り
で
い

る
と
こ
ろ
を
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
、
改
め
て
一
文
を
設
け
て

戒
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
な
お
一
層
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
段
に
至
っ
て
は
、
ま
た
小
人
の
こ
と
を
反
対
の
例
と
し
て
述
べ
て
戒
め
よ
う

と
し
て
い
る
。
君
子
も
ま
た
全
く
為
に
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
な
ど
と
、
ど
う
し
て

い
え
よ
う
か
。
例
え
ば
服
を
着
る
の
も
ご
飯
を
食
べ
る
の
も
、
飢
え
や
寒
さ
を
免

れ
る
た
め
だ
。『
大
学
』
は
こ
の
よ
う
に
話
が
す
っ
と
流
れ
て
い
く
よ
う
に
見
え

る
が
、
実
は
一
段
ご
と
に
戒
め
て
い
る
の
だ
。
恰
も
流
れ
を
下
る
船
の
よ
う
で
、

舵か
じ

も
櫂か
い

も
必
要
な
の
だ
。」　

林
夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
公
自
是
看
錯
了
」　
「
公
」
は
二
人
称
。
君
、
あ
な
た
。
質
問
者
が
何
ら
か

の
見
解
を
提
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
朱
熹
が
そ
の
誤
り
を
指
摘
し
た
も
の
。
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〔
参
考
〕
を
参
照
。

（
２
）「
已
是
實
理
了
」　
「
已
是
實
理
了
」
は
後
文
の
「
又
是
一
段
工
夫
」
と
呼
応

し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
實
理
」
に
は
、「
切
実
に
体
得
さ
れ
た
理
」「
理
を

切
実
に
体
得
す
る
工
夫
」
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
。
以
下
に
示

す
通
り
、「
實
理
」
に
は
「
性
」
一
般
と
同
義
で
用
い
ら
れ
る
用
例
の
他
に
、

「
自
盡
」「
忠
」「
信
」「
誠
」
と
い
っ
た
語
と
結
び
つ
く
概
念
と
し
て
言
及
さ

れ
る
用
例
が
散
見
さ
れ
る
。『
語
類
』巻
五
、一
四
条
、廖
徳
明
録（
Ⅰ83

）「
性

是
實
理
。
仁
義
禮
智
皆
具
。」
巻
一
六
、二
〇
五
条
、葉
賀
孫
録
（
Ⅱ358

）「
又

曰
。
盡
己
不
是
說
盡
吾
身
之
實
理
、
自
盡
便
是
實
理
。
若
有
些
子
未
盡
處
、

便
是
不
實
。
如
欲
為
孝
、
雖
有
七
分
孝
、
只
中
間
有
三
分
未
盡
、
固
是
不
實
。」

巻
二
一
、一
九
条
、
程
端
蒙
録
（
Ⅱ485

）「
蓋
忠
信
以
理
言
、
只
是
一
箇
實

理
、
以
人
言
之
、
則
是
忠
信
。」
巻
二
一
、二
八
条
、
黄
卓
録
（
Ⅱ486

）「
又

問
。
忠
與
誠
如
何
。
曰
。
忠
與
誠
皆
是
實
理
。
一
心
之
謂
誠
、盡
心
之
謂
忠
。」

（
３
）「
反
説
」　

反
面
か
ら
説
く
。
反
対
の
例
を
取
り
上
げ
て
論
じ
る
。

（
４
）「
君
子
亦
豈
可
謂
全
無
所
為
」　
「
無
所
為
（
為た
め

に
す
る
所
無
し
）」
は
「
有

所
為
而
為
（
為た
め

に
す
る
所
有
り
て
為
す
）」
の
否
定
。「
有
所
為
而
為
」
は
張

栻
の
語
。
あ
る
行
為
を
、
そ
れ
自
体
を
重
要
視
す
る
が
故
に
行
う
の
で
は
な

く
、
他
の
目
的
の
為
に
行
う
こ
と
。
功
利
的
で
あ
り
動
機
が
不
純
で
あ
る
と

い
う
理
由
で
、
否
定
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
巻
一
五
、一
五
五
条

の
注
を
参
照
。

（
５
）「
且
如
著
衣
喫
飯
」　
「
且
如
」
は
、
た
と
え
ば
。「
著
衣
喫
飯
」
は
以
下
の

用
例
を
参
照
。『
臨
済
録
』「
示
衆
」（
岩
波
文
庫
、
五
〇
頁
）「
師
示
衆
云
。

道
流
。
佛
法
無
用
功
處
。
秖
是
平
常
無
事
。
屙
屎
送
尿
、
著
衣
喫
飯
、
困
來

即
臥
。
愚
人
笑
我
。
智
乃
知
焉
。」

（
６
）「
大
學
看
來
」　
「
看
來
」
は
、
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
。

（
７
）「
滔
滔
」　

水
が
勢
い
よ
く
流
れ
て
い
く
さ
ま
。『
論
語
』「
微
子
」「
滔
滔
者
、

天
下
皆
是
也
、
而
誰
以
易
之
。」
朱
子
集
注
「
滔
滔
、
流
而
不
反
之
意
。」
こ

こ
で
は
水
の
流
れ
る
よ
う
に
話
が
進
ん
で
い
く
さ
ま
を
指
す
。

（
８
）「
如
一
下
水
船
相
似
」　
「
如
…
相
似
」
は
「
…
の
よ
う
で
あ
る
」「
下
水
」

は
流
れ
を
下
る
。『
語
類
』
巻
五
三
、五
九
条
、
陳
文
蔚
録
（
Ⅳ1291

）「
若

能
知
而
擴
充
、
其
勢
甚
順
、
如
乘
快
馬
、
放
下
水
船
相
似
。」

（
９
）「
柂
」　
「
舵
」
と
同
じ
。

（
10
）「
楫
」　

櫂
。

〔
参
考
〕

　

本
条
の
問
答
に
お
い
て
質
問
者
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
提
示
し
た
の
か
は
未

詳
で
あ
る
が
、
李
宜
哲
は
後
出
の
「
君
子
亦
豈
可
謂
全
無
所
為
」
を
手
が
か

り
に
、質
問
者
の
発
言
内
容
を
推
測
し
て
い
る
。『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
或

説
…
全
無
所
為　

或
説
、
盖
謂
慎
獨
是
當
然
之
事
、
非
以
小
人
為
戒
、
然
後

方
謹
之
也
。
若
曰
戒
此
而
然
、
則
是
有
所
為
而
為
之
、
非
天
理
之
本
然
。
此

説
甚
高
、
而
實
則
不
然
。
故
先
生
云
然
。」

98
条或

問
。
在
慎
獨
、
只
是
欲
無
間
。
先
生
應
。　

節

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

九
五



〔
校
勘
〕

〇
「
慎
獨
」　

す
べ
て
の
版
本
は
「
謹
獨
」
に
作
る
。

〇
賀
瑞
麟
「
朱
子
語
類
記
疑
」
は
「
或
問
條
、
語
似
不
完
」
と
述
べ
、
底
本
（
中

華
書
局
本
）
も
「
賀
疑
此
条
未
完
」
と
の
校
注
を
施
し
て
い
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
人
は
問
う
た
。「
慎
独
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
と
り
も
な

お
さ
ず
（
天
理
に
目
覚
め
た
意
識
に
）
間
断
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
の
で
し

ょ
う
か
。」
先
生
は
「
う
ん
」
と
答
え
た
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
只
是
欲
無
間
」　
「
無
間
」
は
「
無
間
斷
」
と
同
じ
。
工
夫
の
実
践
に
お
い

て
間
断
、
断
絶
が
な
い
こ
と
。『
語
類
』
巻
一
七
、一
四
条
、
鄭
可
学
録
（
Ⅱ

373

）「
大
抵
敬
有
二
。
有
未
發
、
有
已
發
。
所
謂
毋
不
敬
、
事
思
敬
、
是
也
。

曰
。
雖
是
有
二
、
然
但
一
本
、
只
是
見
於
動
靜
有
異
、
學
者
須
要
常
流
通
無

間
。」
巻
三
一
、四
三
条
、
黄
榦
録
（
Ⅲ791

）「
侯
氏
亦
曰
。
三
月
不
違
仁
、

便
是
不
遠
而
復
也
。
過
此
則
通
天
通
地
、
無
有
間
斷
。
尹
氏
亦
曰
。
三
月
言

其
久
、若
聖
人
、則
渾
然
無
間
矣
。」な
お
三
浦
國
雄「
間
斷
の
な
い
思
想
」（『
中

國
哲
學
史
の
展
望
と
模
索
』
一
九
七
六
年
、
所
収
）
を
参
照
。

99
条問

誠
意
章
句
所
謂
必
致
其
知
、
方
肯
慎
獨
、
方
能
慎
獨
。
曰
。
知
不
到
田
地
、

心
下
自
有
一
物
與
他
相
争
鬭
、
故
不
會
肯
慎
獨
。　

銖

〔
校
勘
〕

〇「
方
肯
慎
獨
」「
方
能
慎
獨
」「
不
會
肯
慎
獨
」　

す
べ
て
の
版
本
は「
慎
獨
」を「
謹

獨
」
に
作
る
。

〇
「
相
争
鬭
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
鬭
」

を
「
闘
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
誠
意
」
の
章
句
に
あ
る
「
必
ず
知
を
致
し
て
こ
そ
、
初
め
て
慎
独
し
よ
う
と

す
る
の
で
あ
り
、初
め
て
慎
独
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
に
つ
い
て
質
問
し
た
。（
先

生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
知
が
一
定
の
境
地
に
到
達
し
な
け
れ
ば
、
心
の
な
か

に
は
自
ず
と
夾
雑
物
が
あ
っ
て
心
と
争
う
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
決
し
て
慎
独
し

よ
う
と
し
な
い
の
だ
。」　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
誠
意
章
句
所
謂
必
致
其
知
、
方
肯
慎
獨
、
方
能
慎
獨
」　

今
本
章
句
に
は

見
え
な
い
。
あ
る
い
は
未
定
稿
か
。
致
知
を
誠
意
の
前
提
条
件
（
必
要
条
件
）

と
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
本
巻
八
九
条
「
然
欲
誠
其
意
者
、

先
致
其
知
。
知
若
未
至
、
何
由
得
如
此
。」
同
、
九
〇
条
「
問
。
知
至
而
後

意
誠
、
則
知
至
之
後
、
無
所
用
力
、
意
自
誠
矣
。
傳
猶
有
慎
獨
之
説
、
何
也
。

曰
。
知
之
不
至
、
則
不
能
慎
獨
、
亦
不
肯
慎
獨
。」
同
、
九
四
条
「
致
知
者
、

誠
意
之
本
也
。
慎
獨
者
、
誠
意
之
助
也
。」

京
都
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（
２
）「
知
不
到
田
地
」　
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』「
知
不
到
田
地　

田
地
、
所
當

至
之
地
位
。
謂
致
知
不
能
到
其
極
處
也
。」「
田
地
」
は
、『
語
類
』
で
は
「
聖

人
田
地
」（
巻
七
）、「
孔
子
田
地
」（
巻
六
〇
）
な
ど
、
地
歩
・
境
地
・
境
涯

な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。「
田
地
」
単
独
で
も
「
一
定
の
水
準
」「
一
定
の

地
歩
」
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。『
語
類
』
巻
一
一
三
、二
一
条
、
訓
輔
広
（
Ⅶ

2743

）「
此
箇
物
事
極
密
、
毫
釐
間
便
相
爭
、
如
何
恁
地
疏
略
說
得
。
若
是

那
真
箇
下
工
夫
到
田
地
底
人
、
說
出
來
自
別
。」

（
３
）「
心
下
自
有
一
物
」  「
心
下
」
は
、
心
の
う
ち
、
心
中
。

（
４
）「
不
會
肯
」　

決
し
て
…
し
よ
う
と
し
な
い
。

100
条

　

問
。
自
欺
與
厭
然
揜
其
不
善
而
著
其
善
之
類
、
有
分
别
否
。

　

曰
。
自
欺
只
是
於
理
上
虧
欠
不
足
、便
胡
亂
且
欺
謾
過
去
。
如
有
得
九
分
義
理
、

雜
了
一
分
私
意
、
九
分
好
善
惡
惡
、
一
分
不
好
不
惡
、
便
是
自
欺
。
到
得
厭
然
揜

著
之
時
、
又
其
甚
者
。
原
其
所
以
自
欺
、
又
是
知
不
至
、
不
曾
見
得
道
理
精
至
處
、

所
以
向
來
説
表
裏
精
粗
字
。

　

如
知
爲
人
子
止
於
孝
、
這
是
表
。
到
得
知
所
以
必
著
孝
是
如
何
、
所
以
爲
孝
當

如
何
、
這
便
是
裏
。
見
得
到
這
般
處
、
方
知
決
定
是
著
孝
、
方
可
以
用
力
於
孝
、

又
方
肯
決
然
用
力
於
孝
。
人
須
是
埽
去
氣
稟
私
欲
、
使
胸
次
虚
靈
洞
徹
。　

木
之

　

以
下
論
揜
其
不
善

〔
校
勘
〕

〇
「
表
裏
精
粗
字
」「
這
便
是
裏
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

朝
鮮
古
写
本
は
「
表
裏
精
粗
字
」
を
「
表
裏
精
粗
底
字
」
に
作
る
。

〇
「
所
以
必
著
孝
」「
決
定
是
著
孝
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」

を
「
着
」
に
作
る
。

〇
「
埽
去
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
埽
」

を
「
掃
」
に
作
る
。

〇
「
胸
次
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
胸
」
を
「
胷
」
に
作
る
。

〇
「
以
下
論
揜
其
不
善
」　

成
化
本
、呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
論

揜
其
不
善
以
下
」
に
作
る
。
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
侖
揜
其
不
善
以
下
」
に

作
る
。
朝
鮮
古
写
本
に
こ
の
一
句
な
し
。

〔
訳
〕

　

問
う
た
。「
自
ら
を
欺
く
こ
と
と
、
ひ
る
ん
で
そ
の
善
く
な
い
と
こ
ろ
を
覆
い

隠
し
て
善
い
と
こ
ろ
を
偽
っ
て
見
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
の
類
と
は
、
違
い
が
あ
り

ま
す
か
。」

　
（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
自
ら
を
欺
く
こ
と
は
た
だ
理
（
の
把
握
）
に
お

い
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
で
た
ら
め
に
と
り
あ
え
ず
（
理
を
体
得
し

た
自
分
を
）
欺
い
て
や
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
例
え
ば
九
割
は
義
理
を
把
握
し
て
い

て
も
一
割
の
私
意
を
混
ぜ
て
お
り
、
九
割
は
善
を
好
み
悪
を
憎
ん
で
も
、
一
割
は

（
善
を
）
好
ま
ず
（
悪
を
）
悪
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
つ
ま
り
自
ら
を
欺

く
こ
と
だ
。
ひ
る
ん
で
（
善
く
な
い
と
こ
と
を
）
覆
い
隠
し
て
（
善
い
と
こ
ろ
を

偽
っ
て
）
見
せ
よ
う
と
す
る
方
は
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
さ
ら
に
ひ
ど
い
も
の
だ
。

そ
れ
が
自
ら
を
欺
く
こ
と
の
原
因
を
探
れ
ば
、
や
は
り
そ
れ
は
知
が
至
ら
ず
、
道

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

九
七



理
の
精
微
で
至
極
な
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
見
え
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
だ
か
ら

（
私
は
）
か
ね
て
「
表
裏
精
粗
」
の
語
を
説
い
て
き
た
。

　

例
え
ば
人
の
子
と
し
て
は
孝
に
止
ま
る
べ
き
を
知
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
表
だ
。

孝
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
孝
で
あ
る
に
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
を

知
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
つ
ま
り
裏
だ
。
こ
の
よ
う
な
地
歩
が
見
え
て
き
た
ら
、
初

め
て
是
が
非
で
も
孝
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、
初
め
て
孝
で
あ
る
こ

と
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
初
め
て
決
然
と
孝
で
あ
る
こ
と
に
力
を

入
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
人
は
気
禀
と
私
欲
に
よ
る
阻
害
を
取
り
払
っ
て
、

胸
の
中
を
透
き
通
っ
て
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」　

銭
木
之
録　

以

下
は
「
そ
の
善
く
な
い
と
こ
ろ
を
覆
い
隠
す
」
に
つ
い
て
論
ず
。

〔
注
〕

（
１
）「
自
欺
」　
『
大
学
』
伝
六
章
「
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。」
朱
注
「
自

欺
云
者
、
知
爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。」

（
２
）「
厭
然
揜
其
不
善
而
著
其
善
之
類
」　
『
大
学
』
伝
六
章
「
小
人
閒
居
爲
不
善
、

無
所
不
至
、
見
君
子
而
后
厭
然
、
揜
其
不
善
而
著
其
善
。」
章
句
「
此
言
小

人
陰
爲
不
善
、
而
陽
欲
揜
之
、
則
是
非
不
知
善
之
當
爲
與
惡
之
當
去
也
、
但

不
能
實
用
其
力
以
至
此
耳
。
然
欲
揜
其
惡
而
卒
不
可
揜
、
欲
詐
爲
善
而
卒
不

可
詐
、
則
亦
何
益
之
有
哉
。」

（
３
）「
便
胡
亂
且
欺
謾
過
去
」　
「
胡
亂
」は
で
た
ら
め
に
。「
欺
謾
」は
欺
く
、騙
す
。

「
謾
」
と
は
、
言
葉
で
真
相
を
覆
い
隠
す
こ
と
。

（
４
）「
所
以
向
來
説
表
裏
精
粗
字
」　
「
表
裏
精
粗
」
に
関
し
て
は
、
本
巻
五
一
条

を
参
照
。

（
５
）「
為
人
子
止
於
孝
」  『
大
學
章
句
』
傳
三
章
「
爲
人
君
、
止
於
仁
。
爲
人
臣
、

止
於
敬
。
爲
人
子
、
止
於
孝
。
爲
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
。」

（
６
）「
到
得
知
所
以
必
著
孝
是
如
何
」　
「
著
」
は
、「
用
い
る
」「
行
う
」
の
意
。

（
７
）「
見
得
到
這
般
處
」　
「
般
」
は
、
量
詞
。「
這
般
」
は
こ
の
よ
う
な
。

（
８
）「
方
知
決
定
是
著
孝
」 　
「
決
定
是
」
は
、「
決
定
」
と
同
義
。「
き
っ
と
」、「
必

ず
」
の
意
。
後
出
の
「
決
然
」
と
同
義
。

（
９
）「
氣
稟
」 『
大
学
章
句
』経「
大
學
之
道
、在
明
明
德
、在
親
民
、在
止
于
至
善
。」

朱
注
「
明
德
者
、人
之
所
得
乎
天
、而
虛
靈
不
昧
、以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。

但
爲
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則
有
時
而
昏
。
然
其
本
體
之
明
、
則
有
未
嘗

息
者
。」
稟
受
し
た
気
質
。

（
10
）「
胸
次
」　

胸
の
中
。

（
11
）「
虚
靈
」　

注
（
9
）
に
引
く
『
大
学
章
句
』
の
朱
注
を
参
照
。
朱
子
は
か

つ
て
「
虚
靈
」
を
「
心
の
本
体
」
と
解
釈
し
た
こ
と
が
あ
る
。『
語
類
』
巻
五
、

三
八
条
、
万
人
傑
録
（
Ⅰ87

）「
虛
靈
自
是
心
之
本
體
、
非
我
所
能
虛
也
。」

巻
十
四
、八
五
条
注
（
1
）
を
参
照
。

101
条問

意
誠
。
曰
。
表
裏
如
一
便
是
。
但
所
以
要
得
表
裏
如
一
、
却
難
。
今
人
當

獨
處
時
、
此
心
非
是
不
誠
、
只
是
不
柰
何
他
。
今
人
在
静
處
、
非
是
此
心
要
馳
騖
、

但
把
捉
他
不
住
。
此
已
是
兩
般
意
思
。
至
如
見
君
子
而
後
厭
然
詐
善
時
、
已
是
第

二
番
罪
過
了
。　

祖
道

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

九
八



〔
校
勘
〕

〇
「
柰
何
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
柰
」
を
「
奈
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

「
意
誠
」
に
つ
い
て
問
う
た
。（
先
生
は
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
表
と
裏
が
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
つ
ま
り
こ
れ
だ
。
た
だ
表
と
裏
を
同
じ
よ
う
に
す
る
手
立
て
は
難

し
い
。
今
の
人
は
独
り
で
い
る
時
も
、こ
の
心
が
誠
で
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

し
か
し
心
（
が
不
誠
に
陥
る
の
）
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
。
今
の
人

は
静
か
に
し
て
い
る
時
も
、
心
が
駆
け
回
ろ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か

し
心
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
こ
の
よ
う
で
は
す

で
に
（
表
と
裏
が
）
二
通
り
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
君
子
を
見
て
ひ
る
ん
で
善

い
と
こ
ろ
を
偽
っ
て
見
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
さ
ら
な

る
過
ち
だ
。」　

曾
祖
道
録

〔
注
〕

（
１
）「
馳
騖
」　

馬
を
走
ら
せ
る
。
か
け
ま
わ
る
。

（
２
）「
但
把
捉
他
不
住
」　
「
不
住
」
は
、
動
作
の
後
ろ
に
用
い
て
、
そ
の
動
作
が

し
っ
か
り
と
遂
行
し
切
れ
な
い
意
を
示
す
。「
把
捉
不
住
」
は
、
把
捉
し
切

れ
な
い
。

（
３
）「
已
是
第
二
番
罪
過
了
」　
「
第
二
番
」
は
、第
二
番
目
の
。
さ
ら
な
る
。「
當

獨
處
時
」
に
ま
ず
自
ら
を
欺
き
、
こ
こ
に
至
っ
て
更
に
君
子
の
目
を
欺
こ
う

と
す
る
か
ら
「
第
二
番
罪
過
」
と
称
し
て
い
る
。

102
条誠

意
只
是
表
裏
如
一
。
若
外
面
白
、
裏
面
黑
、
便
非
誠
意
。
今
人
須
於
静
坐

時
見
得
表
裏
有
不
如
一
、
方
是
有
工
夫
。
如
小
人
見
君
子
則
掩
其
不
善
、
已
是
第

二
番
過
失
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

〇
「
裏
面
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　
「
誠
意
」
と
は
た
だ
表
と
裏
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
だ
。
も
し
外
が
白
で
、
中
が

黒
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
誠
意
で
は
な
い
。
今
の
人
は
静
坐
す
る
と
き
に
、

表
と
裏
が
同
じ
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
見
え
る
よ
う
で
あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
工
夫

と
な
る
の
だ
。
小
人
が
君
子
を
見
た
ら
そ
の
善
く
な
い
と
こ
ろ
を
覆
い
隠
す
よ
う

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
さ
ら
な
る
過
ち
だ
。　

万
人
傑
録

103
条此

一
箇
心
、須
每
日
提
撕
、令
常
惺
覺
。
頃
刻
放
寛
、便
隨
物
流
轉
、無
復
收
拾
。

如
今
大
學
一
書
、豈
在
看
他
言
語
、正
欲
驗
之
於
心
如
何
。
如
好
好
色
、如
惡
惡
臭
、

試
驗
之
吾
心
、
好
善
惡
惡
果
能
如
此
乎
。
閒
居
爲
不
善
、
見
君
子
則
掩
其
不
善
而

著
其
善
、
是
果
有
此
乎
。
一
有
不
至
、
則
勇
猛
奮
躍
不
已
、
必
有
長
進
處
。
今
不

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

九
九



知
爲
此
、
則
書
自
書
、
我
自
我
、
何
益
之
有
。　

大
雅

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
に
こ
の
条
な
し
。

〇
「
此
一
箇
心
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

こ
の
心
は
、
是
非
と
も
毎
日
呼
び
覚
ま
し
、
そ
れ
が
常
に
目
覚
め
て
い
る
状
態

に
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
刻
た
り
と
も
緩
む
こ
と
が
あ
れ
ば
、（
心
は
）

す
ぐ
物
に
惹
か
れ
て
流
れ
て
い
き
、
も
は
や
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
こ

の
『
大
学
』
と
い
う
書
物
は
、
ど
う
し
て
単
に
そ
の
言
葉
を
読
む
こ
と
だ
け
が
目

的
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
そ
れ
で
自
ら
の
心
の
如
何
な
る
か
を
検
証
し
よ
う
と

す
る
の
だ
。「（
善
を
好
む
こ
と
は
）
善
い
色
を
好
む
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
、（
悪

を
悪
む
こ
と
は
）
悪
臭
を
悪
む
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
試
し
に

こ
れ
に
照
ら
し
て
自
ら
の
心
を
検
査
す
れ
ば
、
果
た
し
て
こ
の
よ
う
に
善
を
好
む

こ
と
と
、
悪
を
悪
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。「
一
人
で
い
る
時
に
善

く
な
い
こ
と
を
な
し
、
君
子
を
見
れ
ば
そ
の
善
く
な
い
と
こ
ろ
を
覆
い
隠
し
て
善

い
と
こ
ろ
を
偽
っ
て
見
せ
よ
う
と
す
る
」
こ
と
は
、
果
た
し
て
自
分
自
身
に
も
あ

る
だ
ろ
う
か
。
一
つ
で
も
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
勇
ん
で
奮
い
立
っ
て
や

ま
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
必
ず
進
歩
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
も
し
こ
う
す
る
こ

と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
書
物
は
書
物
、
自
分
は
自
分
で
あ
っ
て
、
何
の
益
が
あ
ろ

う
か
。　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）�「
提
撕
」　

精
神
を
覚
醒
さ
せ
る
、励
ま
す
。
本
巻
二
三
条
注（
4
）
を
参
照
。

（
２
）「
惺
覺
」　
「
惺
惺
」
と
同
じ
。
い
つ
も
目
覚
め
て
い
る
さ
ま
。『
語
類
』
巻

十
三
、三
三
条
、余
大
雅
録（
Ⅰ226

）「
要
須
驗
之
此
心
、真
知
得
如
何
是
天
理
、

如
何
是
人
欲
、
幾
微
間
極
索
理
會
。
此
心
常
常
要
惺
覺
、
莫
令
頃
刻
悠
悠
憒

憒
。」

（
３
）「
放
寛
」　

注
意
力
が
切
れ
る
。
心
が
緩
む
。『
語
類
』
で
は
心
を
ゆ
っ
た
り

と
落
ち
着
か
せ
る
と
の
意
で
も
使
わ
れ
る
。
巻
十
、三
十
条
、不
知
何
氏
録（
Ⅰ

164

）「
讀
書
放
寛
著
心
、
道
理
自
會
出
來
。
若
憂
愁
迫
切
、
道
理
終
無
縁
得

出
來
。」
巻
十
一
、三
五
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅰ181

）「
放
寛
心
、
以
他
説
看
他

説
、
以
物
觀
物
、
無
以
己
觀
物
。」

（
４
）「
如
今
大
學
一
書
、
豈
在
看
他
言
語
」　
『
大
学
』
の
内
容
を
言
葉
と
し
て
読

む
だ
け
で
は
だ
め
で
、
必
ず
実
地
に
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
同

趣
旨
を
述
べ
る
条
を
巻
一
四
か
ら
引
い
て
お
く
。
一
二
条
「
大
學
一
書
、
如

行
程
相
似
、
自
某
處
到
某
處
幾
里
、
自
某
處
到
某
處
幾
里
。
識
得
行
程
、
須

便
行
始
得
。
若
只
讀
得
空
殼
子
、亦
無
益
也
。」一
三
条「
大
學
如
一
部
行
程
暦
、

皆
有
節
次
。
今
人
看
了
、須
是
行
去
。
今
日
行
得
到
何
處
、明
日
行
得
到
何
處
、

方
可
漸
到
那
田
地
。
若
只
把
在
手
裏
翻
來
覆
去
、
欲
望
之
燕
之
越
、
豈
有
是

理
。」一
四
条「
大
學
是
一
箇
腔
子
。
而
今
却
要
去
填
教
實
著
。
如
他
説
格
物
、

自
家
是
去
格
物
後
、
填
教
實
著
。
如
他
説
誠
意
、
自
家
須
是
去
誠
意
後
、
亦

填
教
實
著
。」
二
六
条
「
大
學
所
載
、
只
是
箇
題
目
如
此
。
要
須
自
用
工
夫

做
將
去
。」

（
５
）「
一
有
不
至
」　

こ
こ
で
の「
有
不
至
」は
、九
六
条
の「
有
不
到
處
」と
同
義
。

京
都
府
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不
十
分
な
と
こ
ろ
が
有
る
。

（
６
）「
長
進
」　

そ
の
人
の
徳
や
学
問
が
向
上
す
る
。

（
７
）「
書
自
書
、我
自
我
」　
『
語
類
』巻
四
二
、四
三
条
、鄭
可
学
録（
Ⅲ1082

）「
為

學
須
先
尋
得
一
箇
路
逕
、
然
後
可
以
進
步
、
可
以
觀
書
。
不
然
、
則
書
自
書
、

人
自
人
。」

104
条問

。
誠
於
中
、形
於
外
、是
實
有
惡
於
中
、便
形
見
於
外
。
然
誠
者
、真
實
無
妄
、

安
得
有
惡
。
有
惡
、
不
幾
於
妄
乎
。
曰
。
此
便
是
惡
底
真
實
無
妄
、
善
便
虚
了
。

誠
只
是
實
、
而
善
惡
不
同
。
實
有
一
分
惡
、
便
虚
了
一
分
善
。
實
有
二
分
惡
、
便

虚
了
二
分
善
。　

淳

〔
校
勘
〕

〇
「
淳
」　

伝
経
堂
本
は
「
湻
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

問
う
た
。「「
心
の
中
で
誠
で
あ
れ
ば
、外
に
現
れ
て
く
る
」
と
い
う
こ
と
な
ら
、

心
の
中
に
確
実
に
悪
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
外
に
現
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。
し
か
し

「
誠
」
と
は
、
真
実
無
妄
で
あ
り
、
ど
う
し
て
悪
な
ん
か
が
あ
り
得
る
で
し
ょ
う

か
。
悪
が
あ
れ
ば
、
妄
に
近
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」（
先
生
は
）
お
っ
し

ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
つ
ま
り
悪
に
お
け
る
真
実
無
妄
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合

に
善
は
消
失
し
て
し
ま
う
の
だ
。誠
で
あ
る
と
い
う
の
は
、（
善
悪
い
ず
れ
に
せ
よ
）

た
だ
確
実
で
あ
る
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
善
で
あ
る
場

合
と
悪
で
あ
る
場
合
の
違
い
が
あ
る
の
だ
。
確
実
に
一
割
の
悪
が
あ
れ
ば
、
そ
の

分
、
一
割
の
善
が
消
え
る
。
確
実
に
二
割
の
悪
が
あ
れ
ば
、
そ
の
分
、
二
割
の
善

が
消
え
て
し
ま
う
の
だ
。」　

陳
淳
録

〔
注
〕

（
１
）「
誠
者
、
真
實
無
妄
」　
『
中
庸
章
句
』
一
六
章
「
詩
曰
。
神
之
格
思
、
不
可

度
思
。
矧
可
射
思
。」
朱
注
「
詩
、
大
雅
抑
之
篇
。
格
、
來
也
。
矧
、
况
也
。

射
、
厭
也
。
言
厭
怠
而
不
敬
也
。
思
、
語
辭
。」「
夫
微
之
顯
、
誠
之
不
可
揜
、

如
此
夫
。」
朱
注
「
誠
者
真
實
無
妄
之
謂
。
陰
陽
合
散
、
無
非
實
者
。
故
其

發
見
之
不
可
揜
如
此
。」『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
誠
者
天
之
道
也
。
誠
之
者

人
之
道
也
。
誠
者
、
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
從
容
中
道
、
聖
人
也
。
誠
之

者
、
擇
善
而
固
執
之
者
也
。」
朱
注
「
此
承
上
文
誠
身
而
言
。
誠
者
、
真
實

無
妄
之
謂
、
天
理
之
本
然
也
。
誠
之
者
、
未
能
真
實
無
妄
而
欲
其
真
實
無
妄

之
謂
、
人
事
之
當
然
也
。
聖
人
之
徳
、
渾
然
天
理
、
真
實
無
妄
、
不
待
思
勉

而
從
容
中
道
、
則
亦
天
之
道
也
。
未
至
於
聖
、
則
不
能
無
人
欲
之
私
、
而
其

為
徳
、
不
能
皆
實
、
故
未
能
不
思
而
得
、
則
必
擇
善
然
後
可
以
明
善
。」

（
２
）「
誠
只
是
實
、
而
善
惡
不
同
」　
『
大
学
章
句
』
で
は
朱
子
は
伝
七
章
に
つ
い

て
「
意
誠
則
真
、
無
惡
而
實
有
善
矣
」
と
注
を
加
え
て
お
り
、
こ
こ
で
の
発

言
と
趣
旨
を
異
に
し
て
い
る
。

105
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
〇
一



誠
於
中
、
形
於
外
。
大
學
和
惡
字
説
。
此
誠
只
是
實
字
也
。
惡
者
却
是
無
了

天
理
本
然
者
、
但
實
有
其
惡
而
已
。　

方

〔
校
勘
〕

〇
朝
鮮
古
写
本
巻
十
六
に
こ
の
条
な
し
。

〔
訳
〕

　
「
心
の
中
が
誠
で
あ
れ
ば
、
外
に
現
れ
て
く
る
」。『
大
学
』
は
「
悪
」
に
つ
い

て
も
こ
の
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
の
「
誠
」
は
「
実
」
字
の
意
に
他
な
ら
な

い
。
悪
と
は
本
然
た
る
天
理
を
無
く
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
な
る
と
確
実
に
あ

る
の
は
も
は
や
悪
だ
け
だ
。　

楊
方
録

「
注
」

（
１
）「
大
學
和
惡
字
説
」　
「
和
」
は
現
代
中
国
語
の
「
連
」
と
同
じ
。
～
も
、
～

さ
え
も
。『
宋
元
語
言
詞
典
』「
和
、
連
、
連
同
。」（
頁
五
五
一
）

106
条

　

凡
惡
惡
之
不
實
、
爲
善
之
不
勇
、
外
然
而
中
實
不
然
、
或
有
所
爲
而
爲
之
、
或

始
勤
而
終
怠
、
或
九
分
爲
善
、
尚
有
一
分
苟
且
之
心
、
皆
不
實
而
自
欺
之
患
也
。

所
謂
「
誠
其
意
」
者
、
表
裏
内
外
、
徹
底
皆
如
此
、
無
纖
毫
絲
髮
苟
且
爲
人
之
弊
。

　

如
飢
之
必
欲
食
、
渴
之
必
欲
飲
、
皆
自
以
求
飽
足
於
己
而
已
、
非
爲
他
人
而
食

飲
也
。
又
如
一
盆
水
、
徹
底
皆
清
瑩
、
無
一
毫
砂
石
之
雜
。
如
此
、
則
其
好
善
也

必
誠
好
之
、
惡
惡
也
必
誠
惡
之
、
而
無
一
毫
強
勉
自
欺
之
雜
。
所
以
説
自
慊
、
但

自
滿
足
而
已
、
豈
有
待
於
外
哉
。

　

是
故
君
子
慎
其
獨
、
非
特
顯
明
之
處
是
如
此
、
雖
至
微
至
隱
、
人
所
不
知
之
地
、

亦
常
慎
之
。
小
處
如
此
、
大
處
亦
如
此
。
顯
明
處
如
此
、
隱
微
處
亦
如
此
。
表
裏

内
外
、
精
粗
隱
顯
、
無
不
慎
之
、
方
謂
之
誠
其
意
。

　

孟
子
曰
。
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、
而
仁
不
可
勝
用
也
。
夫
無
欲
害
人
之
心
、

人
皆
有
之
。
閑
時
皆
知
惻
隱
、
及
到
臨
事
有
利
害
時
、
此
心
便
不
見
了
。

　

且
如
一
堆
金
寶
、有
人
曰
。
先
爭
得
者
與
之
。
自
家
此
心
便
欲
爭
奪
推
倒
那
人
、

定
要
得
了
方
休
。
又
如
人
皆
知
穿
窬
之
不
可
爲
、
雖
稍
有
識
者
亦
不
肯
爲
、
及
至

顛
冥
於
富
貴
而
不
知
耻
、
或
無
義
而
受
萬
鍾
之
祿
、
便
是
到
利
害
時
有
時
而
昏
。

所
謂
誠
意
者
、
須
是
隱
微
顯
明
、
小
大
表
裏
、
都
一
致
方
得
。

　

孟
子
所
謂
、
見
孺
子
入
井
時
、
怵
惕
惻
隱
、
非
惡
其
聲
而
然
、
非
爲
内
交
要
譽

而
然
。
然
却
心
中
有
内
交
要
譽
之
心
、
却
向
人
説
、
我
實
是
惻
隱
、
羞
惡
。
所
謂

爲
惡
於
隱
微
之
中
、
而
詐
善
於
顯
明
之
地
、
是
所
謂
自
欺
以
欺
人
也
。

　

然
人
豈
可
欺
哉
。
人
之
視
己
、
如
見
其
肺
肝
然
、
則
欺
人
者
適
所
以
自
欺
而
已
。

誠
於
中
、
形
於
外
、
那
箇
形
色
氣
貌
之
見
於
外
者
、
自
別
、
決
不
能
欺
人
、
祇
自

欺
而
已
。

　

這
樣
底
、
永
無
綠
做
得
好
人
、
爲
其
無
爲
善
之
地
也
。
外
面
一
副
當
雖
好
、
然

裏
面
却
踏
空
、
永
不
足
以
爲
善
、
永
不
濟
事
、
更
莫
説
誠
意
、
正
心
、
修
身
。
至

於
治
國
、
平
天
下
、
越
沒
干
渉
矣
。
僴　

以
下
全
章
之
旨

〔
校
勘
〕

○
「
几
惡
惡
之
不
實
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
以
下
、「
惡
」
を
全
て
「

」
に
作
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
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○
「
纖
毫
」「
一
毫
」　

成
化
本
は
「
毫
」
字
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
是
故
君
子
慎
其
獨
」　

以
下
、
呂
留
良
本
、
伝
経
堂
本
を
含
む
諸
本
は
、
本

条
の
「
慎
」
を
全
て
「
勤
」
に
作
る
。
本
訳
注
で
定
本
と
す
る
『
理
学
叢
書
』

本
が
「
慎
」
に
作
る
の
は
、恐
ら
く
『
礼
記
』
の
「
大
学
」「
中
庸
」
や
朱
熹
『
大

学
章
句
集
注
』
の
諸
本
に
基
づ
い
て
「
謹
」
字
を
「
慎
」
字
に
改
め
た
の
で

あ
ろ
う
。

○
「
表
裏
内
外
、精
粗
隱
顯
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

○
「
閑
時
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
閑
」
字
を
「
閒
」
に
作
る
。

○
「
雖
稍
有
識
者
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
識
」
を
「
誠
」
に
作
る
。

○
「
顛
冥
於
富
貴
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
冥
」
を
「

」

に
作
る
。

○
「
不
知
耻
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
、和
刻
本
は
「
耻
」
を
「
恥
」

に
作
る
。

○
「
然
人
豈
可
欺
哉
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
人
」
字
を
「
又
」

に
作
る
。
但
し
、
朝
鮮
整
版
本
巻
末
「
考
異
」
に
は
「
又
一
作
人
」
と
あ
る
。

○「
那
箇
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
は「
箇
」字
を「
个
」に
作
る
。
和
刻
本
は「
箇
」

字
を
「
人
」
に
作
る
。

○
「
然
裏
面
却
踏
空
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
成
化

本
、
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
踏
」
を
「

」
に
作
る
。
因
み
に
、
本
条
に
お

い
て
萬
暦
本
と
和
刻
本
は
、
四
出
す
る
「
裏
」
字
の
う
ち
、
一
出
目
「
表
裏

内
外
、徹
底
皆
如
此
」
と
三
出
目
「
小
大
表
裏
、都
一
致
方
得
」
で
は
「
裏
」
に
、

二
出
目
「
表
裏
内
外
、精
粗
隱
顯
」
と
四
出
目
「
然
裏
面
却
踏
空
」
で
は
「
裡
」

に
作
る
。

○
「
以
下
全
章
之
旨
」　

朝
鮮
古
写
本
に
は
こ
の
六
文
字
無
し
。

〔
訳
〕

　

お
よ
そ
、
悪
を
憎
む
の
に
（
誠
意
が
）
実
で
な
く
、
善
を
為
す
の
に
勇
敢
で
な

く
、外
見
は
悪
を
憎
み
善
を
為
し
て
い
る
よ
う
で
も
内
面
の
実
は
そ
う
で
は
な
く
、

何
か
他
に
目
的
が
あ
っ
て
そ
う
し
た
り
、
初
め
の
う
ち
は
善
を
為
す
こ
と
に
勤
め

て
い
な
が
ら
終
わ
り
に
は
怠
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
九
分
ま
で
は
善
を
為
し
な
が
ら

な
お
一
分
の
お
ざ
な
り
の
心
が
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
み
な
（
誠
意
が
）
実
で
な

く
て
自
分
を
欺
く
と
い
う
病
で
あ
る
。『
大
学
』
経
一
章
の
「
其
の
意
を
誠
に
す
」

と
は
、
表
裏
内
外
、
す
べ
て
徹
底
し
て
己
の
意
を
誠
に
し
、
か
り
に
も
他
人
の
目

を
気
に
す
る
な
ど
と
い
う
病
弊
が
毛
筋
ほ
ど
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
飢
え
た
者
が
必
ず
食
べ
た
い
と
思
い
、
喉
の
渇
い
た
者
が
必
ず
飲
み

た
い
と
思
う
の
は
、
す
べ
て
自
分
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
他
な
ら
な
い
の

で
あ
っ
て
、
他
人
を
気
に
し
て
飲
食
す
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
鉢
の
中
の
水
に

喩
え
る
な
ら
、
そ
の
水
が
底
ま
で
す
っ
か
り
清
澄
で
、
わ
ず
か
の
砂
や
小
石
も
混

じ
っ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
混
じ
り
け
が
な
け
れ
ば
、
善
を
好

む
の
も
必
ず
や
誠
か
ら
好
む
の
で
あ
り
、
悪
を
憎
む
の
も
必
ず
や
誠
か
ら
憎
み
、

そ
う
し
て
わ
ず
か
ば
か
り
も
強し

い
勉
め
て
自
分
を
欺
く
と
い
う
混
じ
り
け
が
な

い
。
だ
か
ら
「
自
ら
慊あ

き
たる

」
と
言
う
の
は
、
た
だ
自
分
に
満
足
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
自
分
以
外
に
何
か
を
期
待
す
る
こ
と
な
ど
有
ろ
う
か
。

　

こ
う
い
う
訳
で
、
君
子
が
一
人
で
居
る
こ
と
を
慎
み
深
く
す
る
の
は
、
外
か
ら

見
て
明
ら
か
な
と
こ
ろ
だ
け
慎
む
の
で
は
な
く
、
至
っ
て
微
か
で
隠
れ
た
と
こ
ろ

や
他
人
の
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
や
は
り
常
に
慎
み
深
く
す
る
。
些
細
な

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）
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〇
三



こ
と
に
も
慎
み
深
く
し
、
大
事
に
も
や
は
り
慎
み
深
く
し
、
外
か
ら
見
て
明
ら
か

な
と
こ
ろ
も
慎
み
深
く
し
、
他
人
の
う
か
が
い
知
れ
ぬ
隠
微
な
こ
と
に
も
や
は
り

慎
み
深
く
す
る
。
己
の
表
裏
内
外
、
精
粗
も
隠
顕
も
、
す
べ
て
に
お
い
て
慎
み
深

く
す
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し
く
「
其
の
意
を
誠
に
す
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

孟
子
は
「
人
能よ

く
人
を
害
せ
ん
と
欲
す
る
無
き
の
心
を
充
た
さ
ば
、
而す

な
わち
仁
用

ふ
る
に
勝た

ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
（
人
は
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
ま
い
と
す
る
心
を

充
実
さ
せ
れ
ば
、
す
べ
て
が
仁
と
な
る
）」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
他

人
に
危
害
を
及
ぼ
す
ま
い
と
す
る
心
は
、
人
は
皆
持
っ
て
い
る
。
自
分
独
り
で
心

静
か
な
時
に
は
誰
も
が
こ
の
惻
隠
の
心
を
わ
き
ま
え
て
い
る
が
、
己
の
利
害
に
関

わ
る
事
柄
に
臨
む
と
、
こ
の
惻
隱
の
心
は
た
ち
ま
ち
消
え
て
し
ま
う
。

　

た
と
え
ば
、
も
し
う
ず
た
か
く
盛
ら
れ
た
金
銀
財
宝
に
、
誰
か
が
「
先
に
手
に

し
た
者
に
与
え
よ
う
」
と
言
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
心
は
す
ぐ
さ
ま
奪
い
争

っ
て
そ
の
人
を
押
し
倒
そ
う
と
の
欲
を
興
し
、
手
に
入
れ
て
初
め
て
そ
の
欲
心
も

止
む
。
ま
た
た
と
え
ば
、
人
は
誰
で
も
盗
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
て
、
す
こ
し
で
も
見
識
を
そ
な
え
て
い
る
者
な
ら
、
や
は
り
盗
み
な
ど
し
よ

う
と
は
し
な
い
の
だ
が
、
富
貴
に
目
が
く
ら
ん
で
恥
を
忘
れ
、
受
け
る
義
も
な
い

の
に
厚
禄
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
利
害
が
絡
む

と
時
と
し
て
義
（
是
非
）
の
心
が
く
ら
ま
さ
れ
る
の
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
誠
意
」
と

は
、
隠
微
な
と
こ
ろ
で
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
も
、
小
事
で
も
大
事
で
も
表
も
内

も
、
す
べ
て
一
致
し
て
こ
そ
の
も
の
だ
。

　

孟
子
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
孺
子
の
井
に
入
ら
ん
と
す
る
を
見
る
時
、
怵
惕
惻
隱

す
る
は
、
其
の
声
を
悪に

く

み
て
然
す
る
に
非
ず
、
交
り
を
内い

れ
誉
を
要も

と

め
ん
が
為
に

し
て
然
す
る
に
非
ず
（
乳
児
が
井
戸
に
落
ち
そ
う
な
の
を
目
に
す
る
時
、
驚
き
い

た
ま
し
く
思
う
心
が
動
く
の
は
、
助
け
な
か
っ
た
と
い
う
悪
評
を
嫌
が
っ
て
そ
う

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
乳
児
の
親
族
と
親
交
を
結
ん
だ
り
名
誉
を
求
め
た
り
す
る

た
め
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
い
）」
と
い
う
の
も
、
逆
に
心
中
に
乳
児
の
親
族
と

親
交
を
結
ん
だ
り
名
誉
を
求
め
た
り
す
る
心
が
あ
る
の
に
、
他
人
に
は
「
私
は
本

当
に
は
っ
と
驚
き
い
た
ま
し
く
思
い
、（
手
を
さ
し
の
べ
な
い
こ
と
を
）
恥
じ
憎

ん
だ
の
で
す
」
と
言
っ
た
り
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
他
人
に
見
え
な
い
隠
微
な
と
こ

ろ
で
悪
を
為
し
、
他
人
に
も
見
え
や
す
い
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
善
を
取
り
繕
っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ぞ
い
わ
ゆ
る
「
自
分
を
欺
い
て
他
人
も
欺
く
」
こ
と
な

の
だ
。

　

し
か
し
そ
れ
で
他
人
は
欺
け
る
で
あ
ろ
う
か
。
伝
六
章
の「
人
の
己
を
視
る
や
、

其
の
肺
肝
を
見
る
が
如
く
然
り
（
他
人
が
こ
ち
ら
を
視
る
の
は
、
ま
る
で
こ
ち
ら

の
肺
臓
や
肝
臓
ま
で
も
見
通
す
よ
う
だ
）」
の
と
お
り
、
他
人
を
欺
く
の
は
ま
さ

し
く
自
分
を
欺
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。「
中
に
誠
な
れ
ば
、
外
に
形あ

ら
はる
」
の
と

お
り
、
顔
か
た
ち
や
風
采
な
ど
、
あ
の
外
に
表
れ
た
も
の
は
自
己
の
真
実
と
は
別

物
で
、
決
し
て
他
人
を
欺
く
こ
と
な
ど
で
き
ず
、
た
だ
た
だ
自
分
を
欺
い
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
永
遠
に
善
人
と
な
る
よ
す
が
を
も
て
な
い
の
は
、
本
人
に

善
を
為
す
素
地
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
外
見
上
は
（
全
体
に
）
ぱ
っ
と
見
た

と
こ
ろ
良
く
て
も
、
そ
の
内
面
は
逆
に
虚
ろ
で
、
永
遠
に
善
を
為
す
こ
と
は
で
き

ず
、
永
遠
に
何
の
役
に
も
立
た
ず
、
ま
っ
た
く
「
誠
意
、
正
心
、
修
身
」
を
説
く

こ
と
も
な
く
、「
治
国
、
平
天
下
」
な
ど
ま
す
ま
す
無
関
係
で
あ
る
。　

沈
僩
録  

以
下
は
全
章
の
要
旨
に
つ
い
て

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号
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〔
注
〕

（
１
）「
爲
善
之
不
勇
」　
『
論
語
』「
爲
政
」、「
子
曰
。
非
其
鬼
而
祭
之
、
諂
也
。

見
義
不
爲
、
無
勇
也
。」
朱
注
「
知
而
不
爲
、
是
無
勇
也
。」

（
２
）「
有
所
爲
而
爲
之
」　

張
栻『
南
軒
集
』巻
一
四「
閫
範
序
」「
誠
知
是
書
所
載
、

莫
非
吾
分
内
事
、
而
古
之
君
子
、
皆
非
有
所
爲
而
爲
之
、
則
精
微
親
切
、
必

有
隠
然
自
得
於
中
者
、雖
欲
捨
是
而
不
由
、亦
不
可
得
矣
。」
同
、巻
一
七
「
温

嶠
得
失
」「
昔
人
之
事
業
、
皆
非
有
所
爲
而
爲
之
、
事
理
至
前
、
因
而
有
成

之
耳
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
九
「
右
文
殿
修
撰
張
公
神
道
碑
」「
蓋
其
常

言
有
曰
。
學
莫
先
於
義
利
之
辨
。
而
義
也
者
、
本
心
之
所
當
爲
而
不
能
自
已
。

非
有
所
爲
而
爲
之
者
也
。
一
有
所
爲
而
後
爲
之
、
則
皆
人
欲
之
私
而
非
天
理

之
所
存
矣
。
嗚
呼
。
至
哉
言
也
。
其
亦
可
謂
擴
前
聖
之
所
未
發
而
同
於
性
善

養
氣
之
功
者
歟
。」
巻
一
五
、一
五
五
条
、
巻
一
六
、九
七
条
の
注
を
参
照
。

（
３
）「
或
始
勤
而
終
怠
」　
『
抱
朴
子
』
内
篇
「
論
仙
」
第
二
「
事
之
難
者
、
爲
之

者
何
必
皆
成
哉
。
彼
二
君
兩
臣
、
自
可
求
而
不
得
。
或
始
勤
而
卒
怠
、
或
不

遭
乎
明
師
、
又
何
足
以
定
天
下
之
無
仙
乎
。」ｰ

『
大
学
衍
義
』
巻
二
、
帝
王

爲
學
之
本
「
堯
舜
禹
湯
文
武
之
學
」「
先
儒
謂
、
人
之
學
、
不
日
進
則
日
退
。

故
德
不
可
以
不
日
新
。
不
日
新
者
、
不
一
害
之
也
。
始
勤
而
終
怠
、
始
敬
而

終
肆
、
以
一
出
一
入
之
心
爲
或
作
或
輟
之
事
、
德
何
自
而
新
乎
。
終
始
之
間
、

常
一
不
變
、
則
德
日
以
新
矣
。」

（
４
）「
纖
毫
絲
髮
」　
「
纖
毫
」
も
「
絲
髮
」
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
。「
絲
髮
」
の

用
例
は
『
語
類
』
で
は
本
条
を
含
む
五
例
（
巻
一
三
の
五
一
条
、
巻
三
五
の

五
五
条
、
巻
一
〇
四
の
四
五
条
、
巻
一
二
六
の
六
一
条
。
記
録
者
は
巻
三
五

の
も
の
の
み
周
謨
録
、
他
は
す
べ
て
沈
僩
録
）。

（
５
）「
爲
人
之
弊
」「
非
爲
他
人
而
食
飲
」　
「
爲
人
」
は
、
他
人
か
ら
の
評
価
を

意
識
す
る
こ
と
。
巻
十
四
、二
八
条
の
注（
１
）を
参
照
。『
論
語
』「
憲
問
」「
子

曰
。
古
之
學
者
爲
己
、今
之
學
者
爲
人
。」朱
注「
爲
、去
聲
。
程
子
曰
。
爲
己
、

欲
得
之
於
己
也
。
爲
人
、欲
見
知
於
人
也
。」『
大
学
或
問
』（
或
問
六
章
之
旨
）

「
夫
好
善
而
中
無
不
好
、則
是
其
好
之
也
、如
好
好
色
之
眞
欲
以
快
乎
己
之
目
、

初
非
爲
人
而
好
之
也
。
惡
惡
而
中
無
不
惡
、
則
是
其
惡
之
也
、
如
惡
惡
臭
之

眞
欲
以
足
乎
己
之
鼻
、
初
非
爲
人
而
惡
之
也
。
所
發
之
實
既
如
此
矣
。」

（
６
）「
飢
之
必
欲
食
、渴
之
必
欲
飲
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
に
「
飢
者
易
爲
食
、

渇
者
易
爲
飲
。」と
あ
る
。
朱
注
は「
易
爲
飲
食
、言
飢
渇
之
甚
、不
待
甘
美
也
。」

ま
た
、
同
「
盡
心
」
上
「
孟
子
曰
。
飢
者
甘
食
、
渴
者
甘
飲
、
是
未
得
飲
食

之
正
也
。
飢
渴
害
之
也
。
豈
惟
口
腹
有
飢
渴
之
害
、
人
心
亦
皆
有
害
。
人
能

無
以
飢
渴
之
害
爲
心
害
、
則
不
及
人
不
爲
憂
矣
。」
と
あ
り
、
朱
注
に
「
口

腹
爲
飢
渴
所
害
、
故
於
飲
食
不
暇
擇
、
而
失
其
正
味
。
人
心
爲
貧
賤
所
害
、

故
於
富
貴
不
暇
擇
、
而
失
其
正
理
。
人
能
不
以
貧
賤
之
故
而
動
其
心
、
則
過

人
遠
矣
。」
と
あ
る
。

（
７
）「
如
一
盆
水
、
徹
底
皆
清
瑩
、
無
一
毫
砂
石
之
雜
」　
『
語
類
』
巻
六
、

一
〇
八
条
、
呉
雉
録
（
Ⅰ117

）「
周
明
作
謂
、
私
欲
去
則
爲
仁
。
曰
。
謂
私

欲
去
後
、
仁
之
體
見
、
則
可
。
謂
私
欲
去
後
便
爲
仁
、
則
不
可
。
譬
如
日
月

之
光
、
雲
霧
蔽
之
、
固
是
不
見
。
若
謂
雲
霧
去
、
則
便
指
爲
日
月
、
亦
不
可
。

如
水
亦
然
。
沙
石
雜
之
、
固
非
水
之
本
然
。
然
沙
石
去
後
、
自
有
所
謂
水
者
、

不
可
便
謂
無
沙
無
石
爲
水
也
。」

（
８
）「
豈
有
待
於
外
哉
」　
「
有
待
於
外
」
は
「
無
待
於
外
」
の
対
概
念
。『
韓
昌

黎
文
集
校
注
』
巻
一
「
原
道
」「
博
愛
之
謂
仁
。
行
而
宜
之
之
謂
義
。
由
是

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）
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而
之
焉
、
之
謂
道
。
足
乎
己
無
待
於
外
、
之
謂
德
。」『
孟
子
集
注
』「
尽
心
」

上
の
「
充
實
之
謂
美
」
に
「
力
行
其
善
、
至
於
充
滿
而
積
實
、
則
美
在
其
中

而
無
待
於
外
矣
。」『
論
語
或
問
』「
学
而
」
に
「
曰
。
人
不
知
而
不
愠
、
何

以
爲
君
子
也
。
曰
。
常
人
之
情
、
人
不
知
而
不
能
不
愠
者
、
有
待
於
外
也
。

若
聖
門
之
學
、
則
以
爲
己
而
已
。
本
非
爲
是
以
求
人
之
知
也
。
人
知
之
、
人

不
知
之
、
亦
何
加
損
於
我
哉
。」
と
あ
る
。
他
『
朱
文
公
文
集
』
に
は
「
有

待
於
外
」
の
用
例
が
四
例
有
る
。

（
９
）「
至
微
至
隱
」　
「
愼
獨
」を「
微
」「
隱
」を
以
て
説
く
の
は『
中
庸
』に
よ
る
。

『
中
庸
章
句
』
第
一
章
「
莫
見
乎
隠
、
莫
顯
乎
微
、
故
君
子
慎
其
獨
也
。」
朱

注
「
隠
、
暗
處
也
。
微
、
細
事
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。

言
幽
暗
之
中
、
細
微
之
事
、
跡
雖
未
形
、
而
幾
則
已
動
。
人
雖
不
知
而
己
獨

知
之
、則
是
天
下
之
事
、無
有
著
見
明
顯
而
過
於
此
者
。
是
以
君
子
既
常
戒
懼
、

而
於
此
尤
加
謹
焉
。
所
以
遏
人
欲
於
将
萌
、
而
不
使
其
潛
滋
暗
長
於
隠
微
之

中
、
以
至
離
道
之
遠
也
。」

（
10
）「
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、而
仁
不
可
勝
用
也
」
及
び
「
穿
窬
」　
『
孟
子
』「
尽

心
」下「
孟
子
曰
。
人
皆
有
所
不
忍
、達
之
於
其
所
忍
、仁
也
、人
皆
有
所
不
爲
、

達
之
於
其
所
爲
、
義
也
。
人
能
充
無
欲
害
人
之
心
、
而
仁
不
可
勝
用
也
。
人

能
充
無
穿
窬
之
心
、
而
義
不
可
勝
用
也
。
人
能
充
無
受
爾
汝
之
實
、
無
所
往

而
不
爲
義
也
。
士
未
可
以
言
而
言
、
是
以
言
餂
之
也
。
可
以
言
而
不
言
、
是

以
不
言
餂
之
也
。
是
皆
穿
窬
之
類
也
。」
朱
熹
集
注
「
勝
、平
聲
。
充
、滿
也
。

穿
、
穿
穴
。
踰
、
踰
牆
、
皆
爲
盜
之
事
也
。
能
推
所
不
忍
、
以
達
於
所
忍
、

則
能
滿
其
無
欲
害
之
人
心
、
而
無
不
仁
矣
。
能
推
其
所
不
爲
、
以
達
於
所
爲
、

則
能
滿
其
無
穿
踰
之
心
、
而
無
不
義
矣
。
此
申
說
上
文
充
無
穿
踰
之
心
之
意

也
。
蓋
爾
汝
人
所
輕
賤
之
稱
、
人
雖
或
有
所
貪
昧
隱
忍
而
甘
受
之
者
、
然
其

中
心
必
有
慚
忿
而
不
肯
受
之
之
實
。
人
能
即
此
而
推
之
、
使
其
充
滿
無
所
虧

缺
、
則
無
適
而
非
義
矣
。」

（
11
）「
一
堆
金
寶
」　
「
堆
」
は
、
う
ず
た
か
く
盛
る
、
重
な
る
の
意
で
、
こ
こ
で

は
量
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
韓
愈
『
朱
文
公
校
昌
黎
先
生
文
集
』
巻

六
「
華
山
女
」「
抽
釵
脱
釧
解
環
佩
、
堆
金
疊
玉
光
青
熒
。」

（
12
）「
惻
隱
」　

い
た
ま
し
く
思
う
。『
孟
子
』「
公
孫
丑
」上
、「
告
子
」上
に
見
え
る
。

朱
熹
集
注
「
怵
惕
、
驚
動
貌
。
惻
、
傷
之
切
也
。
隱
、
痛
之
深
也
。
此
即
所

謂
不
忍
人
之
心
也
。」

（
13
）「
定
要
…
方
休
」　

是
が
非
で
も
…
し
て
は
じ
め
て
止
め
る
。「
方
休
」
は
巻

十
五
、三
十
条
に
既
出
。

（
14
）「
顛
冥
」　

顛
倒
冥
昧
。
目
が
く
ら
み
、ま
よ
い
ま
ど
う
。『
荘
子
』雑
篇「
則
陽
」

「
夫
夷
節
之
爲
人
也
、
無
德
而
有
知
。
不
自
許
、
以
之
神
其
交
固
、
顛
冥
乎

富
貴
之
地
。
非
相
助
以
德
、
相
助
消
也
。」
成
玄
英
疏
「
顛
冥
、
猶
迷
沒
也
。

言
夷
節
交
游
堅
固
、意
在
榮
華
。
顛
倒
迷
惑
、情
貪
富
貴
。」
陸
徳
明
釋
文
「
顛

冥
、
音
眠
。
司
馬
云
。
顛
冥
、
猶
迷
惑
也
。
言
其
交
結
人
主
、
情
馳
富
貴
。」

福
永
光
司
『
荘
子
』
で
は
、「
富
貴
の
地
位
に
心
く
つ
が
え
り
目
の
く
ら
ん

だ
（
強
欲
な
男
）」「（
富
貴
に
）
目
が
く
ら
ん
で
正
気
を
失
う
こ
と
。」（
朝

日
新
聞
社
『
中
国
古
典
選
16　

荘
子
』
雜
篇
・
上
、
一
七
〇　

頁
）

（
15
）「
無
義
而
受
萬
鍾
之
祿
」　

受
け
る
の
は
正
し
く
な
い
の
に
厚
禄
を
受
け
取

る
。「
鍾
」
は
量
詞
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」
下
「
仲
子
、齊
之
世
家
也
。
兄
戴
、

蓋
祿
萬
鍾
。
以
兄
之
祿
爲
不
義
之
祿
而
不
食
也
、
以
兄
之
室
爲
不
義
之
室
而

不
居
也
。」「
告
子
」
上
「
一
簞
食
、
一
豆
羹
、
得
之
則
生
、
弗
得
則
死
。
呼
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爾
而
與
之
、
行
道
之
人
弗
受
。
蹴
爾
而
與
之
、
乞
人
不
屑
也
。
萬
鍾
則
不
辨

禮
義
而
受
之
。
萬
鍾
於
我
何
加
焉
。」
趙
岐
注
「
鍾
、
量
器
也
。」「
公
孫
丑
」

下
「
我
欲
中
国
而
授
孟
子
室
。
養
弟
子　

以
萬
鍾
。」 

朱
注
「
萬
鍾
、
穀
禄
之

数
也
。
鍾
、
量
名
。
受
六
斛
四
斗
。」

（
16
）「
有
時
而
昏
」　
『
大
学
章
句
』
経
、
朱
注
「
明
德
者
、
人
之
所
得
乎
天
、
而

虚
靈
不
昧
、
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
。
但
爲
氣
稟
所
拘
、
人
欲
所
蔽
、
則

有
時
而
昏
。」

（
17
）「
孟
子
所
謂
、
見
孺
子
入
井
時
、
怵
惕
惻
隱
、
非
惡
其
聲
而
然
、
非
爲
内

交
要
譽
而
然
」　
『
孟
子
』「
公
孫
丑
」
上
「
所
以
謂
人
皆
有
不
忍
人
之
心
者
、

今
人
乍
見
孺
子
將
入
於
井
、
皆
有
怵
惕
惻
隱
之
心
。
非
所
以
内
交
於
孺
子
之

父
母
也
。非
所
以
要
譽
於
鄕
黨
朋
友
也
。非
惡
其
聲
而
然
也
。」朱
熹
集
注「
怵
、

音
黜
。
内
、
讀
爲
納
。
要
、
平
聲
。
惡
、
去
聲
、
下
同
。
乍
、
猶
忽
也
。
怵
惕
、

驚
動
貌
。
惻
、傷
之
切
也
。
隱
、痛
之
深
也
。
此
即
所
謂
不
忍
人
之
心
也
。
内
、

結
。
要
、
求
。
聲
、
名
也
。
言
乍
見
之
時
、
便
有
此
心
、
隨
見
而
發
、
非
由

此
三
者
而
然
也
。」

（
18
）「
所
謂
爲
惡
於
隱
微
之
中
、
而
詐
善
於
顯
明
之
地
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻

一
五「
経
筵
講
義
」大
学「
此
謂
誠
於
中
、形
於
外
、故
君
子
必
慎
其
獨
也
。」（
小

字
注
）「
臣
熹
曰
。
閒
居
、
獨
處
也
。
厭
然
、
銷
沮
閉
藏
之
貎
。
小
人
爲
惡

於
隱
微
之
中
、而
詐
善
於
顯
明
之
地
、則
自
欺
之
甚
也
。
然
既
實
有
是
惡
於
中
、

則
其
證
必
見
於
外
。
徒
爾
自
欺
而
不
足
以
欺
人
也
。
君
子
之
謹
獨
、
不
待
監

此
而
後
能
然
、亦
不
敢
不
監
此
而
加
勉
也
。」衛
湜『
礼
記
集
説
』巻
一
五
〇「
新

安
朱
氏
曰
。
…
小
人
爲
惡
於
隱
微
之
中
而
詐
善
於
顯
明
之
地
、
其
自
欺
亦
甚

矣
。」

（
19
）「
詐
善
」　
『
論
衡
』卷
一
一「
答
侫
」「
觀
其
陽
以
考
其
陰
、察
其
内
以
揆
其
外
、

是
故
詐
善
設
節
者
可
知
。」『
後
漢
書
』卷
二
七「
張
湛
傳
」「
人
或
謂
張
湛
僞
詐
。

湛
聞
而
笑
曰
。
我
誠
詐
也
。
人
皆
詐
惡
、
我
獨
詐
善
。
不
亦
可
乎
。」 

（
20
）「
外
面
一
副
當
雖
好
」　
「
一
副
當
」
は
、
一
組
、
ひ
と
そ
ろ
い
。
三
浦
『「
朱

子
語
類
」
抄
』
四
五
五
頁
。
湯
浅
幸
孫
『
近
思
録
』
上
、
一
六
一
頁
（
朝
日

新
聞
社
、
中
国
文
明
選
４
、一
九
七
二
年
）

（
21
）「
踏
空
」　

虚
ろ
、
空
っ
ぽ
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
『
語
録
』
の
本
条
を
引

い
て
、「
虚
空
、
不
切
実
。」
と
す
る
。

（
22
）「
永
不
濟
事
」　
「
不
濟
事
」
は
、
だ
め
だ
、
な
ん
に
も
な
ら
な
い
、
も
の
に

な
ら
な
い
、
役
に
立
た
な
い
。　

（
23
）「
越
沒
干
渉
矣
」　
「
越
」
は
、
益
々
。「
沒
干
渉
」
は
、
無
関
係
で
あ
る
、

無
縁
で
あ
る
、
没
交
渉
で
あ
る
。

107
条

　

問
。
誠
意
章
自
欺
注
、
今
改
本
恐
不
如
舊
注
好
。
曰
。
何
也
。
曰
。

　

今
注
云
。
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
則
其
好
善
惡
惡
皆
爲
自
欺
、
而
意
不
誠
矣
。

恐
讀
書
者
不
曉
。
又
此
句
、
或
問
中
已
言
之
、
却
不
如
舊
注
云
。
人
莫
不
知
善
之

當
爲
、
然
知
之
不
切
、
則
其
心
之
所
發
、
必
有
陰
在
於
惡
而
陽
爲
善
以
自
欺
者
。

故
欲
誠
其
意
者
、
無
他
、
亦
曰
禁
止
乎
此
而
已
矣
。
此
言
明
白
而
易
曉
。

　

曰
。
不
然
。
本
經
正
文
只
説
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
初
不
曾
引
致
知
兼

説
。
今
若
引
致
知
在
中
間
、
則
相
牽
不
了
、
却
非
解
經
之
法
。
又
況
經
文
誠
其
意

者
、
毋
自
欺
也
、
這
説
話
極
細
。
蓋
言
爲
善
之
意
稍
有
不
實
、
照
管
少
有
不
到
處
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
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便
爲
自
欺
。
未
便
説
到
心
之
所
發
、
必
有
陰
在
於
惡
、
而
陽
爲
善
以
自
欺
處
。
若

如
此
、
則
大
故
無
狀
、
有
意
於
惡
、
非
經
文
之
本
意
也
。

　

所
謂
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
乃
是
見
理
不
實
、
不
知
不
覺
地
陷
於
自
欺
。
非

是
陰
有
心
於
爲
惡
、
而
詐
爲
善
以
自
欺
也
。
如
公
之
言
、
須
是
鑄
私
錢
、
假
官
會
、

方
爲
自
欺
。
大
故
是
無
狀
小
人
、
此
豈
自
欺
之
謂
邪
。

　
（
原
注
「
又
曰
。
所
謂
毋
自
欺
者
、
正
當
於
幾
微
毫
釐
處
做
工
夫
。
只
幾
微
之

間
少
有
不
實
、
便
爲
自
欺
。
豈
待
如
此
狼
當
、
至
於
陰
在
爲
惡
、
而
陽
爲
善
、
而

後
謂
之
自
欺
邪
。
此
處
語
意
極
細
、
不
可
草
草
看
。」）

　

此
處
工
夫
極
細
、
未
便
説
到
那
粗
處
。
所
以
前
後
學
者
多
説
差
了
、
蓋
爲
牽
連

下
文
小
人
閒
居
爲
不
善
一
段
看
了
、
所
以
差
也
。

　

又
問
。
今
改
注
下
文
云
。
則
無
待
於
自
欺
、
而
意
無
不
誠
也
。
據
經
文
方
説
毋

自
欺
。
毋
者
、
禁
止
之
辭
。
若
説
無
待
於
自
欺
、
恐
語
意
太
快
、
未
易
到
此
。

　

曰
。
既
能
禁
止
其
心
之
所
發
、
皆
有
善
而
無
惡
、
實
知
其
理
之
當
然
、
使
無
待

於
自
欺
、
非
勉
強
禁
止
而
猶
有
時
而
發
也
。
若
好
善
惡
惡
之
意
有
一
毫
之
未
實
、

則
其
發
於
外
也
必
不
能
掩
。
既
是
打
疊
得
盡
、
實
於
爲
善
、
便
無
待
於
自
欺
矣
。

　

如
人
腹
痛
、
畢
竟
是
腹
中
有
些
冷
積
、
須
用
藥
驅
除
去
這
冷
積
、
則
其
痛
自
止
。

不
先
除
去
冷
積
、
而
但
欲
痛
之
自
止
、
豈
有
此
理
。 

僩
。

〔
校
勘
〕

○
「
心
之
所
發
、陽
善
陰
惡
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
、本
条
の
「
悪
」
を
全
て
「

」

に
作
る
。

○
「
恐
讀
書
者
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
、朝
鮮
整
版
本
は
「
讀
書
」
を
「
初
讀
」

に
作
る
。

○
「
正
當
於
幾
微
毫
釐
處
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
於
」
字
を
「
于
」

に
作
る
。
成
化
本
は
「
毫
」
字
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
蓋
言
爲
善
之
意
稍
有
不
實
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
蓋
」

を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
狼
當
」　

朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
狼
」
を
「
郎
」
に
作
る
。

○
「
未
便
説
到
那
粗
處
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
未
」
字
の
上
に
「
在
」
字
有
り
。

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
本
は
「
粗
」
字
を
「
麄
」
に
作
る
。

○
「
蓋
爲
牽
連
下
文
」　
「
蓋
」
字
、
成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本

は
「
盖
」
に
作
る
。　
「
牽
」
字
、呂
留
良
本
を
含
め
て
諸
本
は
「
賺
」
に
作
る
。

伝
経
堂
本
は
「
牽
」
に
作
る
。「
連
」
字
の
下
、朝
鮮
古
写
本
は
「
却
」
字
有
り
。

伝
経
堂
本
巻
末
附
載「
朱
子
語
類
正
譌
」に「
□牽
連　

原
作
賺
、非
。」と
あ
る
。

○
「
一
段
」　

萬
暦
本
は
「
段
」
字
を
「
叚
」
に
作
る
。

○
「
使
無
待
於
自
欺
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
使
」
字
を
「
便
」
に
作
る
。

○
「
一
毫
之
未
實
」　

成
化
本
は
「
毫
」
字
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
既
是
打
圜
得
盡
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
伝
経
堂
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮

整
版
本
、和
刻
本
は
「
圜
」
を
「
疊
」
に
作
る
。
呂
留
良
本
は
「
圜
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
、「「
誠
意
」
の
章
の
「
自
欺
」
の
先
生
の
注
は
、
今
の
改
訂
本
よ
り

恐
ら
く
旧
注
の
方
が
良
い
で
し
ょ
う
」
と
。（
先
生
は
）「
ど
う
い
う
事
か
」
と
言

わ
れ
た
。

　

申
し
上
げ
た
、「
今
の
注
の
『
心
の
発
す
る
所
、
陽
に
善
、
陰
に
悪
な
れ
ば
、

則
ち
其
の
善
を
好
み
悪
を
悪
む
は
皆
自
ら
欺
く
を
為
し
て
、
意
誠
な
ら
ず
（
心
が
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発
動
し
た
時
、
表
向
き
善
で
ひ
そ
か
に
悪
で
あ
れ
ば
、
そ
の
善
を
好
み
悪
を
憎
む

こ
と
は
す
べ
て
自
分
を
欺
く
こ
と
と
な
り
、
意
は
誠
で
は
な
い
）』
は
、
恐
ら
く

読
者
に
は
理
解
し
難
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
こ
の
句
は
、『
或
問
』
の
中
で
既
に
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
が
、
か
え
っ
て
旧
注
に
『
人
善
の
当
に
為
す
べ
き
を
知
ら
ざ

る
莫
き
も
、
然
れ
ど
も
之
を
知
る
こ
と
切
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
心
の
発
す
る
所
、

必
ず
陰ひ

そ
かに
悪
に
在
り
て
陽
に
善
を
為
し
て
以
て
自
ら
欺
く
者
有
り
。
故
に
其
の
意

を
誠
に
せ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
他
無
し
、
亦
曰
く
、
此
を
禁
止
す
る
の
み
、
と
（
人

は
誰
で
も
善
の
な
す
べ
き
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
知
る
こ
と
が
切
実

で
な
け
れ
ば
、
心
の
発
動
時
に
は
、
必
ず
ひ
そ
か
に
悪
に
在
り
な
が
ら
も
う
わ
べ

は
善
を
為
し
て
そ
れ
で
自
分
を
欺
く
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
分
の
意
を
誠
に

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
他
で
も
な
い
、
や
は
り
、
こ
の
動
き
を
禁
止
す
る
だ
け
だ

と
言
う
の
だ
）』
と
あ
る
の
に
及
び
ま
せ
ん
。
こ
の
旧
注
の
言
葉
は
明
白
で
理
解

し
や
す
い
で
し
ょ
う
」
と
。

　

先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
そ
う
で
は
な
い
。
も
と
も
と
『
大
学
』
の
経
の
正

文
は
た
だ
「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す
と
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋な

き
な
り
」
と
説
く

だ
け
で
あ
る
。
初
め
か
ら
「
致
知
」
に
言
及
し
て
「
毋
自
欺
」
と
兼
ね
合
わ
せ
て

説
い
て
は
い
な
い
。
今
か
り
に
「
致
知
」
を
引
い
て
「
誠
其
意
」
と
「
毋
自
欺
」

と
の
話
の
中
に
置
け
ば
、
ど
ち
ら
に
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
か
え
っ
て
経

を
解
す
る
方
法
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
経
の
本
文
の
「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す

と
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋な

き
な
り
」
の
、
こ
の
解
き
方
が
極
め
て
細
緻
で
あ
る
の

だ
か
ら
（
な
お
さ
ら
「
致
知
」
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
）。
恐
ら
く
経
の
言
お

う
と
し
て
い
る
の
は
、
善
を
為
す
意
が
少
し
で
も
実
で
な
く
、
心
に
少
し
ば
か
り

目
配
り
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
自
分
を
欺
く
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
心
の
発
動
時
に
は
必
ず
ひ
そ
か
に
悪
に
在
り
な
が

ら
も
う
わ
べ
は
善
を
為
し
て
、
そ
れ
で
自
分
を
欺
く
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
た
だ
ち

に
説
こ
う
と
は
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
の
よ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
極
め
て
醜
悪
で
、
意
図
的
に
悪
を
為
す
者
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
は
『
大

学
』
の
経
文
に
説
こ
う
と
す
る
本
意
で
は
な
い
の
だ
。

　

最
新
の
注
（
今
の
注
）
に
い
う
『
心
の
発
す
る
所
、
陽
に
善
、
陰
に
悪
な
れ
ば
』

と
は
、
そ
れ
は
理
を
見
る
こ
と
が
実
で
な
く
、
覚
え
ず
知
ら
ず
に
自
分
を
欺
く
こ

と
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
心
中
ひ
そ
か
に
悪
を
為
そ
う
と
し
な
が
ら
、
そ

れ
を
偽
っ
て
善
を
為
す
こ
と
で
自
分
を
欺
く
の
で
は
な
い
。
も
し
君
の
言
う
通
り

と
す
れ
ば
、
私
銭
を
鋳
造
し
ニ
セ
金
を
作
っ
て
、
は
じ
め
て
自
分
を
欺
く
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
特
別
に
悪
い
小
人
で
あ
っ
て
、「
自
分
を
欺
く
」
と
言
え
る
だ
ろ

う
か
。

　
（
原
注
「
ま
た
、
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
い
わ
ゆ
る
「
自
ら
欺
く
こ
と
毋な

き

な
り
」
と
は
、
ま
さ
に
心
が
ほ
ん
の
わ
ず
か
ば
か
り
動
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
工

夫
す
る
。
た
だ
こ
の
微
か
に
動
こ
う
し
た
時
に
、少
し
で
も
そ
の
意
が
実
（
純
一
・

誠
実
）
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
す
ぐ
さ
ま
自
分
を
欺
く
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
よ
う

に
だ
ら
し
な
く
放
蕩
で
、
心
中
ひ
そ
か
に
悪
を
為
そ
う
と
し
な
が
ら
、
う
わ
べ
は

善
を
為
そ
う
と
す
る
な
ど
と
い
う
有
り
方
に
な
っ
て
、
そ
う
し
て
初
め
て
こ
れ
を

「
自
ら
欺
く
」
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
の
表
現
は
意
味
が
極
め
て
細
緻
で
、
い

い
加
減
に
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。）

　

こ
こ
の
工
夫
は
極
め
て
細
緻
で
、
す
ぐ
さ
ま
あ
の
大
ま
か
な
と
こ
ろ
ま
で
説
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
ま
で
の
人
々
が
説
き
誤
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
、
伝
の
下
文
の
『
小
人
閒
居
し
て
不
善
を
為
す
（
つ
ま
ら
ぬ
人
は
独
り

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
〇
九



居
る
と
不
善
を
働
く
）』
の
一
段
を
ひ
き
つ
な
げ
て
読
む
か
ら
で
、
そ
れ
で
間
違

う
の
だ
」
と
。」）

　

さ
ら
に
問
う
た
、「
今
、
改
め
た
注
（
今
注
）
の
下
文
に
『
則
ち
自
ら
欺
く
を

待
つ
無
く
し
て
、
意
誠
な
ら
ざ
る
無
き
な
り
』
と
あ
り
ま
す
。
経
文
に
よ
れ
ば
ま

さ
に
「
毋
自
欺
也
」
と
説
い
て
お
り
ま
す
。「
毋
」
は
禁
止
の
語
で
す
。「
自
ら
欺

く
を
待
つ
無
く
（
自
分
を
欺
く
ま
で
も
な
く
）」
と
説
く
の
は
、
恐
ら
く
話
の
進

め
方
が
性
急
す
ぎ
て
、
こ
こ
ま
で
至
る
の
は
易
し
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。

　

先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
心
の
発
動
時
に
く
い
止
め
て
、（
意
に
）
全
く
善
の

み
が
有
っ
て
悪
は
無
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
心
底
か
ら
理
の
当
然
そ

う
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
知
り
、（
し
た
が
っ
て
）
自
分
を
欺
く
隙
も
無
い
の
で
あ

っ
て
、
勉
め
強
い
て
く
い
止
め
て
も
そ
れ
で
も
時
と
し
て
（
悪
意
が
）
発
動
し
て

し
ま
う
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
も
し
善
を
好
み
悪
を
憎
む
意
に
わ
ず
か
で
も
実

で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
心
が
発
動
す
れ
ば
そ
の
意
の
不
実
を
絶
対
に
覆
い
隠

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
前
も
っ
て
（
不
善
の
芽
を
）
払
拭
し
尽
く
す
こ
と
が

で
き
て
い
れ
ば
、
善
を
為
す
意
も
実
と
な
り
、
従
っ
て
自
分
を
欺
く
隙
も
な
い
の

だ
。

　

た
と
え
ば
、
人
の
腹
痛
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
腹
に
い
さ
さ
か
の
冷
え
が
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
薬
を
用
い
て
こ
の
冷
え
を
除
け
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
れ
ば

そ
の
痛
み
は
自
ず
か
ら
止
む
、
と
い
う
よ
う
も
の
だ
。
先
ず
冷
え
を
除
か
ず
に
、

た
だ
痛
み
の
自
然
と
止
む
の
を
望
む
だ
け
（
で
腹
痛
が
止
む
）
な
ど
、
そ
ん
な
道

理
は
な
い
」
と
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
誠
意
章
自
欺
注
」　

朱
注
は
「
誠
其
意
者
、
自
脩
之
首
也
。
毋
者
、
禁
止

之
辭
。
自
欺
云
者
、
知
爲
善
以
去
惡
、
而
心
之
所
發
有
未
實
也
。
謙
、
快
也
。

足
也
。
獨
者
、
人
所
不
知
而
己
所
獨
知
之
地
也
。
言
欲
自
脩
者
知
爲
善
以
去

其
惡
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁
止
其
自
欺
。」

　
　

以
下
の
問
答
に
言
及
さ
れ
る
「
改
本
」、「
舊
注
」、「
今
注
」、「
或
問
」
に
つ

い
て
整
理
し
て
お
く
。「
改
本
」は
お
そ
ら
く「
今
注
」を
指
す
。「
或
問
」は『
大

学
或
問
』
に
は
類
似
の
表
現
は
な
く
、『
中
庸
或
問
』
の
二
〇
章
（
注
（
３
）

を
参
照
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
「
今
注
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

質
問
は
「
舊
注
」
の
方
が
「
今
注
」（
改
本
・
今
改
注
）
や
「（
中
庸
）
或
問
」

よ
り
も
良
い
と
す
る
考
え
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　
　

引
用
さ
れ
る
「
今
注
」
も
「
舊
注
」
も
、
そ
の
内
容
は
現
行
の
『
大
学
章

句
』
の
朱
注
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
現
行
『
大
学
章
句
』
は
、
朱
熹
晩
年
絶

筆
に
近
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
「
今
注
」「
旧

注
」
と
し
て
引
か
れ
る
注
は
、
い
ず
れ
も
草
稿
段
階
の
注
の
内
容
を
示
す

も
の
と
判
断
で
き
る
。
し
か
も
本
条
の
記
録
者
沈
僩
は
一
一
九
八
年
か
ら
従

学
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（『
朱
門
弟
子
師
事
年
攻
』）
か
ら
、
朱
熹
の
没
年
が

一
二
〇
〇
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
本
条
は
朱
熹
最
晩
年
の
思

索
営
為
を
示
す
も
の
と
し
て
資
料
的
な
価
値
が
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

ち
な
み
に
、
本
条
と
同
じ
沈
僩
の
記
録
に
、
本
条
に
類
似
す
る
内
容
の
記
事

が
有
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
（
巻
十
八
、
第
一
二
五
条
、
Ⅱ
―423

）。

　
「
因
説
自
欺
、
欺
人
、
曰
。
欺
人
亦
是
自
欺
、
此
又
是
自
欺
之
甚
者
。
便
教
盡

大
地
只
有
自
家
一
人
、
也
只
是
自
欺
、
如
此
者
多
矣
。
到
得
那
欺
人
時
、
大

故
郎
當
。
若
論
自
欺
細
處
、
且
如
爲
善
、
自
家
也
知
得
是
合
當
爲
、
也
勉
強

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
一
〇



去
做
、
只
是
心
裏
又
有
些
便
不
消
如
此
做
也
不
妨
底
意
思
。
如
不
爲
不
善
、

心
裏
也
知
得
不
當
爲
而
不
爲
、
雖
是
不
爲
、
然
心
中
也
又
有
些
便
爲
也
不
妨

底
意
思
。
此
便
是
自
欺
、
便
是
好
善
不
如
好
好
色
、
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
。
便

做
九
分
九
釐
九
毫
要
爲
善
、
只
那
一
毫
不
要
爲
底
、
便
是
自
欺
、
便
是
意
不

實
矣
。
或
問
中
説
得
極
分
曉
。」（
大
学
五
、
或
問
下
、
傳
六
章
）

　
「
大
故
」
に
つ
い
て
は
本
条
の
注
（
10
）
を
、「
郎
當
」
に
つ
い
て
は
注
（
14
）

を
参
照
。

（
２
）「
今
注
云
」　
「
心
之
所
發
、
陽
善
陰
惡
、
則
其
好
善
惡
惡
、
皆
爲
自
欺
、
而

意
不
誠
矣
。」
内
容
は
現
行
『
大
学
章
句
』
朱
注
と
は
異
な
る
。

　
「
陽
善
陰
惡
」は
、周
敦
頤『
太
極
図
説
』「
惟
人
也
、得
其
秀
而
最
靈
、形
既
生
矣
、

神
發
知
矣
、五
性
感
動
而
善
惡
分
、萬
事
出
矣
。」
朱
熹
「
太
極
図
説
解
」「
形

生
於
陰
、
神
發
於
陽
、
五
常
之
性
、
感
物
而
動
、
而
陽
善
陰
惡
、
又
以
類
分
、

而
五
性
之
殊
、
散
爲
萬
事
。」

（
３
）「
又
此
句
、
或
問
中
已
言
之
」　
『
中
庸
或
問
』
二
〇
章
「
曰
。
然
則
大
學
論

小
人
之
隂
惡
陽
善
、
而
以
誠
於
中
者
目
之
、
何
也
。
曰
。
若
是
者
、
自
其
天

理
之
大
體
觀
之
、
則
其
爲
善
也
、
誠
虛
矣
。
自
其
人
欲
之
私
分
觀
之
、
則
其

爲
惡
也
、
何
實
如
之
。
而
安
得
不
謂
之
誠
哉
。
但
非
天
理
眞
實
無
妄
之
本
然
、

則
其
誠
也
、
適
所
以
虛
、
其
本
然
之
善
、
而
反
爲
不
誠
耳
。」

（
４
）「
舊
注
云
」　
「
人
莫
不
知
善
之
常
爲
、
然
知
之
不
切
、
則
其
心
之
所
發
、
必

有
陰
在
於
惡
而
陽
爲
善
以
自
欺
者
。
故
欲
誠
其
意
者
無
他
、
亦
曰
禁
止
乎
此

而
已
矣
。」
こ
の
内
容
も
現
行
の
『
大
学
章
句
』
朱
注
と
は
異
な
る
。

（
５
）「
初
不
曾
引
致
知
兼
説
」
上
引
の
「
舊
注
」
の
う
ち
、「
知
之
不
切
」
云
々

が
内
容
的
に
致
知
説
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
発
言
。
な

お
致
知
説
の
文
脈
で
知
の
切
・
不
切
を
話
題
に
す
る
資
料
と
し
て
以
下
が
あ

る
。『
語
類
』
巻
一
八
、六
条
、
黄
卓
録
（
Ⅱ
―391

）「
致
知
、
是
推
極
吾
之

知
識
無
不
切
至
、
切
字
亦
未
精
、
只
是
一
箇
盡
字
底
道
理
。
見
得
盡
、
方
是

真
實
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
周
舜
弼
」
第
一
〇
書
所
引
周
謨
（
字

舜
弼
）
語
「
補
亡
之
章
謂
、
用
力
之
久
而
一
旦
廓
然
貫
通
焉
、
則
理
之
表
裏

精
粗
、無
不
盡
、而
心
之
分
别
取
舍
、無
不
切
。」
た
だ
し
実
際
に
は
「
知
不
至
」

（
＝
「
知
不
切
」）
と
自
欺
は
密
接
に
関
連
す
る
。
本
巻
七
〇
条
「
問
。
知
不

至
與
自
欺
者
如
何
分
。」
云
々
を
参
照
。

（
６
）「
在
中
間
」　
「
中
間
」
は
「
な
か
」（『
漢
語
大
詞
典
』「
中
間
…
裏
面
」）

（
７
）「
則
相
牽
不
了
」　
「
不
了
」
は
直
前
の
動
詞
が
不
可
能
な
こ
と
を
表
す
。「
致

知
」
を
「
誠
其
意
」
と
「
毋
自
欺
」
と
の
中
に
入
れ
た
の
で
は
、「
致
知
」

の
話
は
「
誠
其
意
」
と
「
毋
自
欺
」
と
の
ど
ち
ら
と
も
結
び
つ
く
こ
と
が
で

き
な
い
。

（
８
）「
這
説
話
極
細
。」　

下
文
小
字
注
の
「
所
謂
毋
自
欺
者
、
正
當
於
幾
微
毫
釐

處
做
工
夫
。」「
此
處
語
意
極
細
」
と
同
趣
旨
。「
自
欺
」
と
は
、
内
に
悪
意

を
抱
き
な
が
ら
表
面
的
に
善
を
装
っ
て
こ
れ
を
偽
る
、
と
い
う
よ
う
な
単
純

明
白
な
構
造
を
と
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
微
細
微
妙
な
心
の
様
態
を
意
味

す
る
、
と
い
う
こ
と
。

（
9
）「
照
管
少
有
不
到
處
」　
「
照
管
」
は
、
管
理
す
る
、
管
理
下
に
置
く
、
掌
握

す
る
、制
御
す
る
。
巻
十
四
、第
十
八
条
の
注
（
１
）（
汲
古
書
院
『
朱
子
語
類
』

訳
注
巻
十
四
、二
十
四
頁
）

（
10
）「
大
故
無
狀
」　
「
無
狀
」
は
、
醜
悪
、
悪
逆
。「
大
故
」
は
、「
特
に
、
本
当

に
、は
な
は
だ
」（『
宋
語
言
詞
典
』
六
一
頁
、「
特
別
、実
在
、太
」）。『
語
類
』

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
一
一



か
ら
三
例
を
引
用
す
る
）。
ま
た
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
十
八
、八
一
条

に
「
今
習
俗
如
此
不
美
、
然
人
却
不
至
大
故
薄
惡
者
、
只
是
爲
善
在
人
心
者

不
可
忘
也
。」
の
用
例
が
あ
る
。

　
　

た
だ
し
、朱
熹
に
は「
大
故
」を「
悪
逆
」と
解
し
て
い
る
例
も
あ
る
。『
論
語
』

「
微
子
」「
周
公
謂
魯
公
曰
。
君
子
不
施
其
親
、
不
使
大
臣
怨
乎
不
以
。
故
舊

無
大
故
、
則
不
棄
也
。
無
求
備
於
一
人
。」
朱
注
「
大
故
、
謂
惡
逆
。」

（
11
）「
不
知
不
覺
地
陷
於
自
欺
」　
「
不
知
不
覺
」
は
「
覚
え
ず
知
ら
ず
」「
知
ら

ず
知
ら
ず
」。
こ
こ
で
は
「
不
知
不
覺
」
に
よ
っ
て
「
自
欺
」
を
説
明
し
て

い
る
が
、
一
方
で
朱
熹
は
「
不
知
不
識
」
と
「
自
欺
」
を
明
確
に
区
別
す
る

発
言
も
残
し
て
い
る
。
本
巻
七
一
条
を
参
照
。

（
12
）「
鑄
私
錢
、
假
官
會
」　

銅
銭
な
ど
を
私
的
に
鋳
造
し
た
り
、
ニ
セ
の
紙
幣

を
作
る
。「
官
會
」（
官
會
子
）
は
官
制
の
「
会
子
」。「
会
子
」
は
北
宋
の
大

都
市
の
商
人
や
金
融
業
者
が
発
行
し
た
約
束
手
形
・
送
金
手
形
で
、
信
用
の

お
け
る
も
の
は
紙
幣
の
代
わ
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
南
宋
に
入
っ
て
政
府
は

民
間
の
会
子
を
禁
止
し
、
国
家
と
し
て
兌
換
期
限
の
あ
る
会
子
を
発
行
し

た
（
以
上
、『
東
洋
史
辞
典
』
京
大
東
洋
史
事
典
編
纂
会
編
、
東
京
創
元
社
、

一
九
八
〇
に
よ
る
。）

　
　
『
宋
史
』「
食
貨
志
」
下
３
「
会
子
」、「（
紹
興
）
三
十
年
、
戶
部
侍
郎
錢
端

禮
被
旨
造
會
子
、
儲
見
錢
、
於
城
外
流
轉
、
其
合
發
官
錢
、
並
許
兌
會
子
輸

左
藏
庫
…
會
子
初
行
、
止
於
兩
浙
、
後
通
行
於
淮
、
浙
、
湖
北
、
京
西
。」（
巻

一
八
一
、
冊13

、
頁4406

）。
宋
・
葉
適
「
淮
西
論
鐵
錢
五
事
狀
」「
於
江

南
沿
江
州
郡
、
以
銅
錢
會
子
中
半
、
或
一
分
銅
錢
二
分
會
子
、
直
行
兌
換
鐵

錢
。」（
河
洛
図
書
出
版
『
葉
適
集
』
巻
之
二
、p22

、「
状
表
」）

（
13
）「
正
當
於
幾
微
毫
釐
處
做
工
夫
」　
「
幾
微
」
は
微
細
な
兆
し
。
周
敦
頤
『
通

書
』「
誠
幾
德
」「
誠
無
爲
。（
朱
熹
注
「
實
理
自
然
、何
爲
之
有
、即
太
極
也
。」）

幾
善
惡
。（
注
「
幾
者
、
動
之
微
、
善
惡
之
所
由
分
也
。
蓋
動
於
人
心
之
微
、

則
天
理
固
當
發
見
、
而
人
欲
亦
已
萌
乎
其
間
矣
。
此
陰
陽
之
象
也
。）『
語
類
』

巻
一
三
、二
〇
条
、
呂
燾
録
（
Ⅰ224

）「
天
理
人
欲
、
幾
微
之
間
。」『
易
経
』

「
姤
」
大
象
「
姤
之
時
義
、大
矣
哉
。」
朱
熹
本
義
「
幾
微
之
際
、聖
人
所
謹
。」

（
14
）「
狼
當
」　

だ
ら
し
な
く
、
き
ち
ん
と
し
な
い
。
放
蕩
。『
語
類
』
巻
三
六
、

第
八
七
条
、
林
夔
孫
録
（
Ⅲ967

）「
如
人
飲
酒
、
飲
得
一
盃
好
、
只
管
飲
去
、

不
覺
醉
郎
當
了
。」

（
15
）「
不
可
草
草
看
」　
「
草
草
」
は
、
い
い
加
減
に
。

（
16
）「
多
説
差
了
」「
所
以
差
也
」　
「
差
」
は
、
間
違
っ
て
い
る
、
間
違
う
の
意
。

（
17
）「
毋
者
、
禁
止
之
辭
」　

質
問
者
は
舊
注
の
意
（「
故
欲
誠
其
意
者
、
無
他
、

亦
曰
禁
止
乎
此
而
已
矣
」）
に
拠
っ
て
い
る
。
注
（
４)

を
参
照
。
本
条
の
朱

熹
の
論
ず
る
と
こ
ろ
で
は
、「
毋
」
を
禁
止
の
辞
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
て

い
る
が
、現
行
の
『
大
学
章
句
』
で
は
注
（
１
）
に
引
い
た
よ
う
に
、「
毋
者
、

禁
止
之
辭
。」
と
し
て
い
る
。

（
18
）「
今
改
注
下
文
云
」　
「
則
無
待
於
自
欺
、
而
意
無
不
誠
也
。」「
今
改
注
」
は

「
今
注
」
の
こ
と
。
注
（
２
）「
今
注
云
」
に
続
く
内
容
か
。
た
だ
し
、
こ
れ

も
現
行
の
『
大
学
章
句
』
と
は
異
な
る
。

（
19
）「
恐
語
意
太
快
」　
「
快
」
は
、
速
い
、
急
ぐ
。「
太
快
」
は
、
速
す
ぎ
る
。

こ
こ
で
は
語
気
が
性
急
に
過
ぎ
る
、
の
意
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
十
、「
二

程
解
、
窮
理
盡
性
以
至
於
命
、
只
窮
理
便
是
至
於
命
。
子
厚
謂
、
亦
是
失
於

太
快
、
此
義
儘
有
次
序
。
須
是
窮
理
、
便
能
盡
得
己
之
性
、
則
推
類
又
盡
人

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
一
二



之
性
。
既
盡
得
人
之
性
、
須
是
并
萬
物
之
性
一
齊
盡
得
、
如
此
然
後
至
於
天

道
也
。
其
間
煞
有
事
、
豈
有
當
下
理
會
了
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
三
一
「
答

張
敬
夫
論
中
庸
章
句
」「
率
夫
性
之
自
然
。
此
語
誠
似
大
快
。
然
上
文
説
性

已
詳
、
下
文
又
舉
仁
義
禮
智
以
為
之
目
、
則
此
句
似
亦
無
害
。」

（
20
）「
打
疊
」　

あ
ら
か
じ
め
し
て
お
く
。
整
理
す
る
。

（
21
）「
冷
積
」　

冷
え
。
腹
（
内
臓
）
が
長
く
冷
え
た
た
め
の
病
。『
黄
帝
素
問
靈

樞
經
』
巻
十
「
積
之
始
生
、
得
寒
乃
生
。
厥
乃
成
積
也
。」

108
条

　

敬
子
問
。
所
謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
注
云
。
外
爲
善
而
中
實
未
能
免
於
不

善
之
雜
。
某
意
欲
改
作
外
爲
善
而
中
實
容
其
不
善
之
雜
、
如
何
。
蓋
所
謂
不
善
之

雜
、
非
是
不
知
、
是
知
得
了
又
容
著
在
這
裏
、
此
之
謂
自
欺
。

　

曰
。
不
是
知
得
了
容
著
在
這
裏
、
是
不
柰
他
何
了
、
不
能
不
自
欺
。
公
合
下
認

錯
了
、
只
管
説
箇
容
字
、
不
是
如
此
。
容
字
又
是
第
二
節
、
緣
不
柰
他
何
、
所
以

容
在
這
裏
。
此
一
段
文
意
、公
不
曾
識
得
它
源
頭
在
、只
要
硬
去
捺
他
、所
以
錯
了
。

（
原
注
「
大
概
以
爲
有
纖
毫
不
善
之
雜
、便
是
自
欺
。」）
自
欺
、只
是
自
欠
了
分
數
、

恰
如
淡
底
金
、
不
可
不
謂
之
金
、
只
是
欠
了
分
數
。
如
爲
善
、
有
八
分
欲
爲
、
有

兩
分
不
爲
、
此
便
是
自
欺
、
是
自
欠
了
這
分
數
。

　

或
云
。
如
此
則
自
欺
却
是
自
欠
。

　

曰
。
公
且
去
看
。（
原
注
「
又
曰
。
自
欺
非
是
要
如
此
、
是
不
柰
它
何
底
。」）

荀
子
曰
。
心
臥
則
夢
、
偸
則
自
行
、
使
之
則
謀
。
某
自
十
六
七
讀
時
、
便
曉
得
此

意
。
蓋
偸
心
是
不
知
不
覺
自
走
去
底
、
不
由
自
家
使
底
、
倒
要
自
家
去
捉
它
。
使

之
則
謀
、
這
却
是
好
底
心
、
由
自
家
使
底
。

　

李
云
。
某
毎
常
多
是
去
捉
他
。
如
在
此
坐
、
心
忽
散
亂
、
又
用
去
捉
它
。

　

曰
。
公
又
説
錯
了
。
公
心
粗
、
都
看
這
説
話
不
出
。
所
以
説
格
物
致
知
而
後
意

誠
、
裏
面
也
要
知
得
透
徹
、
外
面
也
要
知
得
透
徹
、
便
自
是
無
那
箇
物
事
。
譬
如

果
子
爛
熟
後
、
皮
核
自
脱
落
離
去
、
不
用
人
去
咬
得
了
。
如
公
之
説
、
這
裏
面
一

重
不
曾
透
徹
在
。
只
是
認
得
箇
容
著
、
硬
遏
捺
將
去
、
不
知
得
源
頭
工
夫
在
。
所

謂
誠
其
意
者
、
毋
自
欺
也
、
此
是
聖
人
言
語
之
最
精
處
、
如
箇
尖
鋭
底
物
事
。
如

公
所
説
、
只
似
箇
樁
頭
子
、
都
粗
了
。
公
只
是
硬
要
去
強
捺
、
如
水
恁
地
滾
出
來
、

却
硬
要
將
泥
去
塞
它
、
如
何
塞
得
住
。

　

又
引
中
庸
論
誠
處
而
曰
。
一
則
誠
、
雜
則
僞
。
只
是
一
箇
心
、
便
是
誠
。
才
有

兩
箇
心
、便
是
自
欺
。
好
善
如
好
好
色
、惡
惡
如
惡
惡
臭
、他
徹
底
只
是
這
一
箇
心
、

所
以
謂
之
自
慊
。
若
才
有
些
子
間
雜
、便
是
兩
箇
心
、便
是
自
欺
。
如
自
家
欲
爲
善
、

後
面
又
有
箇
人
在
這
裏
拗
你
莫
去
爲
善
、
欲
惡
惡
、
又
似
有
箇
人
在
這
裏
拗
你
莫

要
惡
惡
、此
便
是
自
欺
。（
原
注
「
因
引
近
思
録
如
有
兩
人
焉
、欲
爲
善
云
云
一
段
、

正
是
此
意
。」）
如
人
説
十
句
話
、
九
句
實
、
一
句
脱
空
、
那
九
句
實
底
被
這
一
句

脱
空
底
都
壞
了
。
如
十
分
金
、
徹
底
好
方
謂
之
眞
金
、
若
有
三
分
銀
、
便
和
那
七

分
底
也
壞
了
。

　

又
曰
。
佛
家
看
此
亦
甚
精
、
被
他
分
析
得
項
數
多
。
如
云
有
十
二
因
緣
、
只
是

一
心
之
發
、
便
被
他
推
尋
得
許
多
、
察
得
來
極
精
微
。
又
有
所
謂
流
注
想
、
他
最

怕
這
箇
。
所
以
潙
山
禪
師
云
。
某
參
禪
幾
年
了
、
至
今
不
曾
斷
得
這
流
注
想
。
此

即
荀
子
所
謂
偸
則
自
行
之
心
也
。　

僩

〔
校
勘
〕

『
朱
子
語
類
』
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○
「
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
能
」
を
「

」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
某
意
欲
改
作
」　

朝
鮮
古
写
本
は
、「
某
」
を
「
其
」
に
誤
る
。

○
「
蓋
所
謂
不
善
之
雜
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」
に
作
る
。

○
「
不
是
知
得
了
容
著
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
、「
著
」

を「
着
」に
作
る
。
以
下
同
じ
。
萬
暦
本
、和
刻
本
は「
裏
」を「
裡
」に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
是
不
柰
他
何
了
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
柰
」
を
「
奈
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。

○
「
只
管
説
箇
容
字
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
硬
去
捺
他
」　

朝
鮮
整
版
本
「
硬
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
大
概
以
爲
有
纖
毫
不
善
之
雜
、
便
是
自
欺
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
十
五
字

を
小
字
に
せ
ず
。

○
「
大
概
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
概
」

を
「
槩
」
に
作
る
。

○
「
纖
毫
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
只
是
自
欠
了
分
數
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
數
」
を
「
数
」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○
「
是
不
柰
它
何
底
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
它
」
を
「
他
」
に
作
る
。

○
「
又
用
去
捉
它
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
「
它
」
を
「
他
」

に
作
る
。

○
「
公
心
粗
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
粗
」
を
「
麄
」
に
作
る
。

○
「
裏
面
也
要
知
得
透
徹
、
外
面
也
要
知
得
透
徹
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は

「
面
」
を
「
靣
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
譬
如
果
子
爛
熟
後
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
熟
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
只
是
認
得
箇
容
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
著
」

を
「
着
」
に
作
る
。

○
「
只
似
箇
樁
頭
子
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
樁
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
都
粗
了
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
粗
」
を
「
麄
」
に
作
る
。

○
「
却
硬
要
將
泥
去
塞
它
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
它
」

を
「
他
」
に
作
る
。

○
「
只
是
一
箇
心
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
個
」
に
作
り
、
朝
鮮
古

写
本
は
、「
个
」
に
作
る
。

○
「
才
有
兩
箇
心
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
才
」
を
「
纔
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
惡
惡
如
惡
惡
臭
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
惡
」を「

」に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
只
是
這
一
箇
心
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
只
是
」
と
「
這
」
と
の
間
に
二
文
字

分
の
空
格
あ
り
。

○
「
後
面
又
有
箇
人
在
這
裏
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
人
」
を
「
心
」
に
作
る
。

○
「
拗
你
莫
去
爲
善
」「
拗
你
莫
要
惡
惡
」　

萬
暦
本
は
「
拗
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
某
參
禪
幾
年
了
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
參
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
不
曾
斷
得
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
斷
」
を
「
断
」
に
作
る
。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
眞
德
秀
『
大
學
集
編
』
に
収
め
る
。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号
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四



　

本
条
の
一
部
は
、
三
浦
國
雄
訳
注
『「
朱
子
語
類
」
抄
』
一
八
二
～
一
九
一
頁

に
収
め
る
。

〔
訳
〕

　

李
敬
子
（
燔
）
が
質
問
す
る
。「『
大
学
』
伝
六
章
の
「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す

る
と
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋
き
な
り
」
の
（「
自
ら
欺
く
」
の
）
注
に
、「
外
面
で

は
善
を
行
っ
て
い
る
が
、
内
面
で
は
実
の
と
こ
ろ
い
ま
だ
に
不
善
の
夾
雑
を
免
れ

て
い
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
外
面
で
は
善
を
行
っ
て
い
る
が
、
内
面
で

は
実
の
と
こ
ろ
不
善
の
夾
雑
を
許
容
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
改
め
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
私
が
考
え
ま
す
に
、
所
謂
不
善
の
夾
雑
と
は
、
自

ら
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
知
っ
て
は
い
る
が
こ
こ
（
心
）
に
許
容
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。」

　

先
生
が
仰
る
。「
知
っ
て
は
い
る
が
こ
こ
（
心
中
）
に
許
容
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
そ
れ
（
不
善
の
夾
雑
）
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
自
ら
欺
か
ざ
る

を
え
な
い
の
だ
。
君
は
最
初
か
ら
誤
解
し
て
い
て
、
ひ
た
す
ら
「
容
」（
許
容
、

容
認
）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。「
容
」
と
い
う
の
も
第

二
段
階
の
も
の
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、こ
こ
（
心

中
）に
許
容
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の（『
大
学
』の
）一
段
の
文
意
に
つ
い
て
、

君
は
ど
こ
に
そ
の
（
自
欺
の
）
根
源
が
あ
る
の
か
ま
る
で
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
ひ

た
す
ら
そ
れ
（
不
善
の
夾
雑
）
を
強
引
に
抑
え
つ
け
よ
う
と
す
る
か
ら
、
間
違
う

の
だ
。（
原
注
「
そ
も
そ
も
ほ
ん
の
少
し
で
も
不
善
の
夾
雑
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」）
自
ら
欺
く
と
は
、
自
ら
何

分
か
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
、
純
度
の
低
い
金
で
も
金
と
呼
ば
ざ
る

を
え
な
い
が
、
そ
れ
が
何
分
か
を
欠
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
た
と
え
ば
善
を

行
う
場
合
、
善
を
行
お
う
と
思
う
気
持
ち
が
八
分
あ
っ
て
も
、
二
分
の
し
た
く
な

い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
自
ら
欺
く
こ
と
で
あ
っ
て
、
自

ら
こ
の
何
分
か
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

　

あ
る
者
が
い
う
、「
そ
う
で
あ
れ
ば
自
ら
欺
く
と
は
、
自
ら
欠
く
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。」
お
っ
し
ゃ
る
。「
君
、
考
え
て
み
な
さ
い
。（
原
注
「
ま
た
お
っ
し
ゃ

る
に
、「
自
ら
欺
く
と
は
、
意
図
的
に
そ
の
よ
う
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
う

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
だ
。」」）『
荀
子
』
に
「
心
は
、
眠
れ
ば
夢
を
見
る
し
、
い

い
加
減
に
す
れ
ば
放
逸
に
な
る
し
、
制
御
す
れ
ば
謀
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
す
」
と
い

う
。
私
は
十
六
、七
の
頃
に
こ
れ
を
読
ん
だ
時
か
ら
、
こ
の
意
味
が
は
っ
き
り
と

分
か
っ
た
。
思
う
に
「
偸
心
」
と
は
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
ど
こ
か
に
行
っ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
制
御
が
き
か
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ

自
分
で
そ
れ
（
偸
心
）
を
捉
ま
え
て
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
。「
こ
れ
を
使
す
れ

ば
則
ち
謀
る
」
と
は
、
こ
れ
は
か
え
っ
て
よ
い
心
の
こ
と
で
、
自
ら
制
御
で
き
る

も
の
で
あ
る
。」

　

李
燔
が
い
う
。「
わ
た
し
は
つ
ね
日
ご
ろ
概
ね
そ
れ
（
心
）
を
捉
ま
え
よ
う
と

し
て
い
て
、
こ
こ
に
坐
っ
て
い
る
と
き
も
、
心
が
乱
れ
そ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を

捉
ま
え
ま
す
。」

　

お
っ
し
ゃ
る
。「
君
は
ま
た
言
い
間
違
え
た
。
君
の
心
は
粗
雑
で
、
こ
の
話
を

分
か
っ
て
い
な
い
。（『
大
学
』
で
）
な
ぜ
「
格
物
致
知
し
て
そ
の
後
に
意
が
誠
に

な
る
」
と
い
う
の
か
と
い
え
ば
、
内
面
に
お
い
て
も
知
が
透
徹
し
、
外
面
に
お
い

て
も
知
が
透
徹
す
る
必
要
が
あ
り
、そ
こ
で
は
じ
め
て
自
然
に
「
あ
の
も
の
」（
不

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
一
五



善
の
夾
雑
）
が
な
く
な
る
の
だ
。
た
と
え
ば
果
実
が
熟
し
た
ら
、
皮
や
種
子
は
自

然
に
剥
が
れ
落
ち
、人
が
齧
（
っ
て
そ
れ
ら
を
無
理
に
取
り
去
）
る
必
要
は
な
い
。

君
の
説
だ
と
、こ
の
中
に
一
重
の
透
徹
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
た
だ
こ
の（
残

っ
た
不
善
の
夾
雑
を
）「
容
」（
許
容
）
す
る
と
考
え
、
無
理
に
そ
れ
を
抑
え
つ
け

て
い
く
ば
か
り
で
、（
格
物
致
知
の
）根
本
的
な
修
練
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
な
い
。

「
所
謂
其
の
意
を
誠
に
す
る
者
は
、
自
ら
欺
く
こ
と
毋
き
な
り
」
と
は
、
聖
人
の

言
葉
の
最
も
精
密
な
と
こ
ろ
で
、
あ
た
か
も
こ
の
よ
う
に
切
っ
先
の
鋭
い
物
の
よ

う
で
あ
る
。
君
の
説
は
、
棒
杭
の
よ
う
で
、
ま
っ
た
く
粗
雑
だ
。
君
が
ひ
た
す
ら

強
引
に
（
心
の
内
な
る
不
善
の
夾
雑
を
）
抑
え
つ
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
水
が
こ

の
よ
う
に
湧
き
出
て
い
る
の
に
、
か
え
っ
て
無
理
に
泥
に
よ
っ
て
そ
れ
を
塞
ご
う

と
す
る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
ど
う
し
て
塞
ぎ
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」

　

ま
た
、『
中
庸
』
の
「
誠
」
に
つ
い
て
論
じ
た
部
分
を
引
い
て
お
っ
し
ゃ
る
。「
純

一
で
あ
れ
ば
誠
で
あ
り
、
雑
じ
り
気
が
あ
れ
ば
偽
り
で
あ
る
。
た
だ
一
つ
の
心
だ

け
が
、
誠
で
あ
る
。
少
し
で
も
二
つ
の
心
が
あ
れ
ば
、
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
善
を
好
む
こ
と
好
色
を
好
む
が
如
く
、
悪
を
悪
む
こ
と
悪
臭
を
悪
む
が

如
く
」、
そ
の
よ
う
に
徹
底
し
て
一
つ
の
心
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
を
「
自

ら
慊あ

き
たる
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
し
わ
ず
か
で
も
間
雑
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
二
つ

の
心
で
あ
り
、
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
ら
善
を
行
お
う
と

し
て
も
、
後
ろ
に
も
う
一
人
の
人
（
自
分
）
が
こ
こ
に
い
て
、
善
を
行
わ
せ
な
い

よ
う
に
仕
向
け
た
り
、
悪
を
悪
も
う
と
思
っ
て
も
、
も
う
一
人
の
人
（
自
分
）
が

こ
こ
に
い
て
、
悪
を
悪
ま
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
が
、
自
ら
欺
く
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。（
原
注
「
そ
こ
で
『
近
思
録
』
の
「
兩
人
の
有
る
が
如
し
、
善
を
為
さ
ん

と
欲
す
れ
ど
も
云
云
」
の
一
段
を
引
い
て
、
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
だ
と
お
っ
し
ゃ

る
。」）
例
え
ば
、
あ
る
人
が
十
の
話
を
し
た
と
し
て
、
九
つ
は
本
当
の
話
で
、
一

つ
だ
け
で
た
ら
め
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
九
つ
の
本
当
の
話
も
こ
の
一
つ
の
で

た
ら
め
に
よ
っ
て
す
べ
て
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
十じ

ゆ
う
ぶ分

の
金
は
、
徹

底
し
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
て
こ
そ
純
金
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
が
、
も
し
三
分
の

銀
が
混
じ
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
七
分
の
金
さ
え
も
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
う
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
仏
家
は
こ
の
点
を
と
て
も
精
密
に
考
え
て
い
て
、
彼
ら

に
よ
っ
て
分
析
さ
れ
た
項
目
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
例
え
ば
、
十
二
因
縁
と
い
う
も

の
が
あ
り
、（
こ
れ
ら
は
す
べ
て
）
一
心
か
ら
発
し
た
も
の
と
い
う
が
、
彼
ら
に

よ
っ
て
多
く
の
種
別
が
探
究
さ
れ
、
そ
の
考
察
も
極
め
て
精
緻
で
あ
る
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
「
流
注
の
想
」（
連
綿
と
続
い
て
い
く
想
念
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

彼
ら
は
こ
れ
を
最
も
怖
れ
る
。
だ
か
ら
潙
山
霊
祐
禅
師
は
、「
私
は
長
い
間
参
禅

し
て
き
た
が
、
今
に
至
る
ま
で
こ
の
流
注
の
想
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
」
と
い
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は
『
荀
子
』
の
い
う
「
偸
な
れ
ば
則
ち
自
ら
行
く
」

と
い
う
心
の
こ
と
で
あ
る
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
敬
子
」　

李
燔
。
字
は
敬
子
。
江
西
省
建
昌
の
人
、紹
煕
元
年
（
一
一
九
〇
）

の
進
士
。『
宋
史
』
巻
四
三
〇
「
道
學
傳
」
に
伝
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、「
改
襄
陽
府
教
授
、
復
往
見
熹
。
熹
嘉
之
、
凡
諸
生
未
達
者
、
先

令
訪
燔
、
俟
有
所
發
、
乃
從
熹
折
衷
、
諸
生
畏
服
。
熹
謂
人
曰
。
燔
交
友
有

益
而
進
學
可
畏
。
且
宜
諒
樸
實
、
處
事
不
苟
、
它
日
任
斯
道
者
必
燔
也
。」

と
い
わ
れ
、
朱
子
の
高
弟
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
紹
定
五
年
、
帝
論
及

當
時
高
士
累
召
不
起
者
。
史
臣
李
心
傳
以
燔
對
、
且
曰
。
燔
乃
朱
熹
高
弟
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
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經
術
行
義
亞
黃
榦
、
當
今
海
内
一
人
而
已
」
と
も
い
わ
れ
る
。『
文
集
』
巻

六
二
に
「
答
李
敬
子
」
の
書
を
収
め
る
。
陳
栄
捷
『
朱
子
門
人
』
一
二
九
頁

を
参
照
。

（
２
）「
注
云
外
爲
善
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
」　

こ
の
注
は
、現
行
本
の
『
大

学
章
句
』
と
は
異
な
る
。
す
で
に
本
巻
七
四
条
、
八
八
条
、
一
〇
七
条
に
見

た
よ
う
に
、
朱
子
は
『
大
学
』
伝
六
章
の
「
自
欺
」
の
注
釈
を
何
度
も
書
き

直
し
て
い
る
。「
不
善
之
雜
」
は
、
次
の
も
の
に
見
え
る
。『
朱
文
公
文
集
』

卷
五
六
「
答
朱
飛
卿
」「
改
誠
意
章
説
。
誠
意
一
章
、
來
喩
似
未
曉
。
章
句

中
意
當
云
。
人
意
之
發
形
於
心
者
、
本
合
皆
善
。
惟
見
理
不
明
、
故
有
不
善

雜
之
而
不
能
實
其
爲
善
之
意
。
今
知
已
至
、
則
無
不
善
之
雜
、
而
能
實
其
爲

善
之
意
、
則
又
無
病
矣
。
爲
惡
之
實
、
則
其
爲
善
也
不
誠
矣
。
有
爲
善
之
實
、

則
無
爲
惡
之
雜
、
而
意
必
誠
矣
。
純
一
於
善
而
無
不
實
者
、
即
是
此
意
未
嘗

異
也
。」

（
３
）「
不
是
知
得
了
容
著
在
這
裏
、
是
不
柰
他
何
了
、
不
能
不
自
欺
」　
「
容
」
は
、

許
容
す
る
、容
認
す
る
、目
を
つ
ぶ
る
。「
著
」
は
、動
作
の
持
続
を
表
す
助
字
。

「
這
裏
」
は
、「
こ
こ
」。
こ
の
場
合
は
、「
心
の
中
」
の
意
。
李
敬
子
の
い
う
「
知

得
了
容
著
在
這
裏
」（
不
善
の
夾
雑
を
知
っ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
許
容
し

て
し
ま
う
）
は
、「
不
柰
他
何
了
、
不
能
不
自
欺
」（
不
善
の
夾
雑
を
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ず
、
自
ら
欺
か
ざ
る
を
え
な
い
）
と
い
う
の
と
異
な
り
、
前

者
は
意
図
的
、
後
者
は
無
自
覚
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朱
子
は
こ
の
問

答
の
翌
朝
、「
昨
晩
考
え
て
み
た
が
李
敬
子
の
説
は
正
し
い
、
た
だ
粗
雑
で

あ
っ
た
だ
け
だ
」（
昨
夜
思
量
敬
子
之
言
自
是
、
但
傷
雜
耳
）
と
、
考
え
を

改
め
て
い
る
。
本
巻
、
一
〇
九
条
を
参
照
。

（
４
）「
合
下
」　

は
じ
め
か
ら
。

（
５
）「
只
管
説
箇
容
字
」　
「
只
管
」
は
、
ひ
た
す
ら
。「
箇
」
は
、
一
、
冠
詞
的

用
法
で
「
ひ
と
つ
の
…
」、「
…
と
い
う
も
の
」、二
、指
示
代
詞
の
「
こ
れ
」「
こ

の
」
の
意
。
入
矢
・
古
賀
『
禅
語
辞
典
』
一
二
〇
頁
。

（
６
）「
容
字
又
是
第
二
節
」　
「
第
二
節
」
は
、「
第
二
段
階
」
の
意
。
卷

一
二
〇
、九
五
条
、呂
燾
録
（
Ⅶ2909

）「
國
秀
問
。
向
曾
問
身
心
性
情
之
德
。

蒙
批
誨
云
云
。
…
曰
。
這
裏
未
消
説
敬
與
不
敬
在
。
蓋
敬
是
第
二
節
事
、
而

今
便
把
來
夾
雜
説
、則
鶻
突
了
、愈
難
理
會
。」
こ
こ
で
は
、「
不
柰
他
何
」（
そ

れ
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）
こ
と
が
第
一
段
階
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
そ
れ
を
「
容
」（
許
容
）
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
の
は
第
二
段
階

の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
。

（
７
）「
公
不
曾
識
得
它
源
頭
在
」　
「
它
源
頭
」
と
は
、自
欺
の
根
源
の
こ
と
。「
源

頭
」
は
卷
一
五
、九
六
条
、九
七
条
に
既
出
。
九
六
条
「
曰
。
源
頭
只
在
致
知
。

知
至
之
後
、如
從
上
面
放
水
來
、已
自
迅
流
湍
決
、只
是
臨
時
又
要
略
略
撥
剔
、

莫
令
壅
滯
爾
銖
。」
九
七
条
「
致
其
知
者
、
自
裏
面
看
出
、
推
到
無
窮
盡
處
、

自
外
面
看
入
來
、
推
到
無
去
處
、
方
始
得
了
、
意
方
可
誠
。
致
知
格
物
是
源

頭
上
工
夫
。」
本
来
は
「
み
な
も
と
」「
水
源
」
の
意
だ
が
、『
語
類
』
で
は
、

特
に
、
格
物
致
知
が
修
養
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。

（
８
）「
大
概
以
爲
有
纖
毫
不
善
之
雜
、
便
是
自
欺
」　

こ
の
一
文
は
、
朝
鮮
古
写

本
を
除
く
諸
本
で
は
双
行
小
字
で
記
さ
れ
る
。
文
脈
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の

前
の
部
分
と
の
関
連
は
薄
く
、
む
し
ろ
後
文
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、
朝

鮮
古
写
本
の
よ
う
に
、
本
来
は
注
釈
で
は
な
く
、
問
答
の
地
の
文
か
も
知
れ

な
い
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
一
七



（
９
）「
欠
了
分
數
」　
「
分
數
」
は
、「
八
分
」「
九
分
」
な
ど
「
全
体
の
う
ち
の
割

合
」
の
意
。
こ
こ
で
「
分
數
を
欠
く
」
と
は
、「
何
分
か
を
欠
く
」、
つ
ま
り

百
パ
ー
セ
ン
ト
で
は
な
い
、の
意
。『
語
類
』
卷
一
三
、一
六
条
、黄
榦
録
（
Ⅰ

224

）「
天
理
人
欲
分
數
有
多
少
。
天
理
本
多
、
人
欲
便
也
是
天
理
裏
面
做
出

來
。
雖
是
人
欲
、人
欲
中
自
有
天
理
。」
卷
一
一
七
、五
〇
条
、記
録
者
欠
（
Ⅶ

2829

）「
問
。
事
各
有
理
、
而
理
各
有
至
當
十
分
處
。
今
看
得
七
八
分
、
只

做
到
七
八
分
處
、上
面
欠
了
分
數
。
莫
是
窮
來
窮
去
、做
來
做
去
、久
而
且
熟
、

自
能
長
進
到
十
分
否
。」

（
10
）「
淡
底
金
」　
「
淡
」
は
、
薄
い
、
純
度
が
低
い
、
濃
度
が
低
い
の
意
。

（
11
）「『
荀
子
』
曰
。
心
臥
則
夢
、
偸
則
自
行
、
使
之
則
謀
」　
『
荀
子
』「
解
蔽
篇
」

「
心
、臥
則
夢
、偸
則
自
行
、使
之
則
謀
。
故
心
未
嘗
不
動
也
。」
楊
倞
注
「
臥
、

寢
也
。
自
行
、
放
縱
也
。
使
、
役
也
。
言
人
心
有
所
思
、
寢
則
必
夢
、
偸
則

必
放
縱
、
役
用
則
必
謀
慮
。」
本
巻
、
八
六
条
に
既
出
。

（
12
）「
某
自
十
六
七
讀
時
」　
『
語
類
』卷
一
〇
四
、八
条
、楊
道
夫
録（
Ⅶ2612

）「
某

是
自
十
六
七
時
、
下
工
夫
讀
書
、
彼
時
四
旁
皆
無
津
涯
、
只
自
恁
地
硬
著
力

去
做
。」

（
13
）「
偸
心
」　
「
偸
」
は
、い
い
か
げ
ん
で
あ
る
さ
ま
。『
禮
記
』「
表
記
」「
子
曰
。

君
子
莊
敬
曰
強
、
安
肆
曰
偸
。」
鄭
注
「
偸
、
苟
且
也
。」

（
14
）「
倒
要
自
家
去
捉
它
」　
「
倒
」
は
、「
か
え
っ
て
」。

（
15
）「
看
這
説
話
不
出
」　
「
看
…
不
出
」
は
、「
…
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
」

「
…
を
わ
か
っ
て
い
な
い
」。
卷
一
四
、四
四
条
に
既
出
。

（
16
）「
譬
如
果
子
爛
熟
後
、
皮
核
自
脱
落
離
去
、
不
用
人
去
咬
得
了
」　
「
果
子
」

は
格
物
致
知
、「
爛
熟
」
は
、
そ
の
工
夫
を
充
分
に
行
う
こ
と
、「
皮
核
」
は

「
不
善
之
雜
」、「
自
脱
落
離
去
」
は
意
が
自
ず
と
誠
に
な
る
こ
と
、「
人
去
咬

得
」
は
不
善
の
雜
を
無
理
や
り
抑
え
こ
む
こ
と
、
を
そ
れ
ぞ
れ
喩
え
る
。「
皮

核
」
は
、
皮
と
種
。『
語
類
』
卷
一
八
、九
四
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ415

）「
大
凡

爲
學
、
須
是
四
方
八
面
都
理
會
教
通
曉
、
仍
更
理
會
向
裏
來
。
譬
如
喫
果
子

一
般
、
先
去
其
皮
殼
、
然
後
食
其
肉
、
又
更
和
那
中
間
核
子
都
咬
破
、
始
得
。

若
不
咬
破
、
又
恐
裏
頭
別
有
多
滋
味
在
。
若
是
不
去
其
皮
殼
、
固
不
可
。
若

只
去
其
皮
殼
了
、不
管
裏
面
核
子
、亦
不
可
。
恁
地
則
無
緣
到
得
極
至
處
。」『
齊

民
要
術
』
卷
四
「
桃
酢
法
。
桃
爛
自
零
者
、
收
取
内
之
於
瓮
中
、
以
物
蓋
口
。

七
日
之
後
既
爛
、
漉
去
皮
核
、
密
封
閉
之
。
三
七
日
、
酢
成
香
美
、
可
食
。」

（
17
）「
一
重
不
曾
透
徹
在
」　

格
物
致
知
に
よ
っ
て
、
薄
皮
を
一
枚
ず
つ
剥
い
で

い
く
イ
メ
ー
ジ
。
格
物
致
知
が
不
徹
底
な
た
め
に
認
識
に
不
十
分
な
と
こ
ろ

が
あ
り
、
な
お
薄
皮
一
枚
を
隔
て
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。」

（
18
）「
如
箇
尖
鋭
底
物
事
」　
『
大
学
』
伝
六
章
冒
頭
の
聖
人
の
言
葉
を
、「
こ
の

尖
鋭
な
も
の
の
よ
う
だ
」
と
す
る
喩
え
は
、
具
体
的
に
そ
の
場
に
あ
っ
た
何

か
鋭
利
な
も
の
を
用
い
た
も
の
か
。

（
19
）「
樁
頭
子
」　
「
樁
子
」
と
も
い
う
。「
樁
」
に
は
、
一
、
切
り
株
、
二
、
杭
棒
、

三
、
中
心
、
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
杭
の
意
。
尖
鋭
な
も
の
に

対
し
て
鈍
重
な
木
の
棒
杭
。

（
20
）「
硬
遏
捺
」「
硬
要
去
強
捺
」　
「
硬
」
は
「
無
理
に
」
の
意
。「
捺
」「
強
捺
」

は
、
抑
え
つ
け
る
、
抑
制
す
る
。

（
21
）「
如
何
塞
得
住
」　
「
ど
う
し
て
塞
ぎ
き
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」「
…
得
住
」

は
、
動
詞
の
あ
と
に
つ
け
て
、
そ
の
動
作
が
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
あ

ら
わ
す
。
否
定
形
は
「
…
不
住
」。

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
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（
22
）「
又
引
中
庸
論
誠
處
而
曰
」　
『
中
庸
章
句
』
二
〇
章
「
天
下
之
達
道
五
、
所

以
行
之
者
三
。
曰
。
君
臣
也
、
父
子
也
、
夫
婦
也
、
昆
弟
也
、
朋
友
之
交
也
。

五
者
、
天
下
之
達
道
也
。
知
仁
勇
三
者
、
天
下
之
達
德
也
。
所
以
行
之
者
、

一
也
。」
朱
注
「
一
則
誠
而
已
矣
。」

（
23
）「
若
才
有
些
子
間
雜
」　
「
些
子
」
は
、「
わ
ず
か
の
」。

（
24
）「
拗
你
莫
去
爲
善
」「
拗
你
莫
要
惡
惡
」　
「
拗
」
は
、
反
対
の
方
向
に
引
っ

ぱ
っ
て
い
く
こ
と
。

（
25
）「
因
引
『
近
思
録
』「
如
有
兩
人
焉
、
欲
爲
善
云
云
」
一
段
」　
『
近
思
録
』

卷
四
「（
明
道
先
生
曰
）
…
有
人
胸
中
常
若
有
兩
人
焉
。
欲
爲
善
、
如
有
惡

以
爲
之
間
。
欲
爲
不
善
、
又
若
有
羞
惡
之
心
者
。
本
無
二
人
、
此
正
交
戰
之

驗
也
。
持
其
志
、
使
氣
不
能
亂
、
此
大
可
驗
。
要
之
、
聖
賢
必
不
害
心
疾
。」

程
明
道
の
言
葉
。
こ
の
一
文
の
異
文
は
、『
語
類
』
卷
六
九
、五
〇
条
、
楊
道

夫
録
（
Ⅴ1721

）
に
、「
程
子
謂
『
一
心
之
中
如
有
兩
人
焉
。
將
爲
善
、
有

惡
以
間
之
。
爲
不
善
、
又
有
愧
恥
之
心
。
此
正
交
戰
之
驗
。』
程
子
此
語
、

正
是
言
意
不
誠
、
心
不
實
處
。」
と
し
て
も
引
か
れ
る
。

（
26
）「
脱
空
」　

で
た
ら
め
、
虚
妄
で
あ
る
こ
と
。
卷
一
五
、一
〇
四
条
に
既
出
、

注
（
３
）
を
参
照
。『
雲
門
廣
録
』
卷
下
「
問
僧
。
曾
講
百
法
論
是
不
。
僧
云
。

是
。
師
云
。
爲
什
麼
脱
空
妄
語
。」

（
27
）「
壞
了
」　
「
壞
」
は
「
壊
れ
る
」
で
は
な
く
、
現
代
漢
語
の
「
壞
」（huài

）

（
悪
い
、
劣
悪
で
あ
る
）
の
意
。

（
28
）「
便
和
那
七
分
底
也
壞
了
」　
「
和
」
は
、現
代
漢
語
の
「
連
」
と
同
じ
く
、「
…

と
同
じ
く
」「
…
さ
え
も
」
の
意
。
太
田
辰
夫
前
掲
書
、
二
六
六
頁
「
現
代

語
で
は
《
連
》
を
用
い
る
が
、
包
括
の
み
な
ら
ず
強
調
の
こ
と
も
あ
る
。
…

古
く
は
《
和
》
も
こ
れ
に
用
い
ら
れ
た
。
…
《
和
》
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に

強
調
す
る
い
い
か
た
は
宋
元
に
多
い
。」

（
29
）「
十
二
因
緣
、只
是
一
心
之
發
」　
「
十
二
因
緣
」
は
、一
、「
無
明
」（
無
知
）
二
、

「
行
」（
潜
在
的
形
成
力
）、
三
、「
識
」（
識
別
作
用
）、
四
、「
名
色
」（
名
称

と
形
態
）、
五
、「
六
処
」（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
つ
の
感
覚
器
官
）、
六
、

「
触
」（
接
触
）、七
、「
受
」（
感
受
作
用
）、八
、「
愛
」（
渇
愛
、妄
執
）、九
、「
取
」

（
執
着
）、
十
、「
有
」（
生
存
）、
十
一
、「
生
」（
生
ま
れ
る
こ
と
）、
十
二
、「
老

死
」（
老
い
る
こ
と
死
ぬ
こ
と
）。「
現
実
の
人
生
の
苦
悩
の
根
元
を
追
究
し
、

そ
の
根
元
を
断
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
苦
悩
を
滅
す
る
た
め
の
12
の
条
件
を
系

列
化
し
た
も
の
」（『
岩
波
仏
教
辞
典
』、
三
九
六
頁
）。
新
訳
で
「
十
二
縁
起
」

と
い
い
、旧
訳
で
「
十
二
因
縁
」
と
い
う
。『
大
乘
義
章
』
卷
一
「
如
經
中
説
、

十
二
因
緣
皆
一
心
作
。」（
大
正
四
四
、四
八
六
中
）

（
30
）「
又
有
所
謂
流
注
想
、他
最
怕
這
箇
。
…
此
即
荀
子
所
謂
偸
則
自
行
之
心
也
」

　
「
流
注
」
は
、瑜
伽
行
派
の
術
語
。
織
田
得
能
『
仏
教
大
辞
典
』（
一
八
〇
七

頁
）「
有
為
法
の
刹
那
刹
那
に
前
滅
後
生
し
て
相
続
不
断
な
る
こ
と
水
の
流

注
す
る
如
き
を
云
う
。」
例
え
ば
、『
楞
伽
經
』
卷
一
「
最
勝
無
邊
善
根
成
熟
、

離
自
心
現
妄
想
虛
僞
、
宴
坐
山
林
、
下
中
上
修
、
能
見
自
心
妄
想
流
注
、
無

量
刹
土
諸
佛
灌
頂
、
得
自
在
力
神
通
三
昧
」。（
大
正
一
六
、四
八
四
中
）『
語

類
』
に
お
い
て
、
朱
子
は
し
ば
し
ば
佛
家
の
「
流
注
想
」
に
言
及
し
、
そ
れ

は
『
荀
子
』
の
「
偸
則
自
行
」
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
卷
二
一
、一
三
条
、

潘
時
擧
録
（
Ⅱ484

）「
曰
。
人
之
本
心
、
固
是
不
要
不
忠
信
。
但
才
見
是
別

人
事
、
便
自
不
如
己
事
切
了
。
若
是
計
較
利
害
、
猶
只
是
因
利
害
上
起
、
這

箇
病
猶
是
輕
。
惟
是
未
計
較
利
害
時
、
已
自
有
私
意
、
這
箇
病
却
最
重
。
往

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
一
九



往
是
才
有
這
箇
軀
殼
了
、
便
自
私
了
、
佛
氏
所
謂
流
注
想
者
是
也
。
所
謂
流

注
者
、
便
是
不
知
不
覺
、
流
射
做
那
裏
去
。
但
其
端
甚
微
、
直
是
要
省
察
。」

卷
七
二
、一
一
五
条
、

淵
録
（
Ⅴ1838

）「『
中
行
無
咎
、
中
未
光
也
。』
事

雖
正
而
意
潛
有
所
係
吝
、
荀
子
所
謂
偸
則
自
行
、
佛
家
所
謂
流
注
不
斷
、
皆

意
不
誠
之
本
也
。」

（
31
）「
所
以
潙
山
禪
師
云
。
某
參
禪
幾
年
了
、
至
今
不
曾
斷
得
這
流
注
想
」　
「
潙

山
禪
師
」
は
、
中
唐
か
ら
唐
末
の
潙
山
霊
祐
禅
師
（
七
七
一
～
八
五
三
）。

百
丈
懐
海
の
法
嗣
。
弟
子
の
仰
山
慧
寂
と
と
も
に
潙
仰
宗
の
祖
と
さ
れ
る
。

現
行
の
『
潙
山
語
録
』
お
よ
び
『
祖
堂
集
』、『
景
德
傳
燈
録
』
な
ど
に
は
、

こ
の
話
は
見
い
だ
せ
な
い
。

109
条

　

次
早
、
又
曰
。
昨
夜
思
量
敬
子
之
言
自
是
、
但
傷
雜
耳
。
某
之
言
、
却
即
説
得

那
箇
自
欺
之
根
。
自
欺
却
是
敬
子
容
字
之
意
、
容
字
却
説
得
是
。
蓋
知
其
爲
不
善

之
雜
而
又
蓋
庇
以
爲
之
、
此
方
是
自
欺
。

　

謂
如
人
有
一
石
米
、
却
只
有
九
斗
、
欠
了
一
斗
、
此
欠
者
便
是
自
欺
之
根
。
自

家
却
自
蓋
庇
了
、
嚇
人
説
是
一
石
、
此
便
是
自
欺
。

　

謂
如
人
爲
善
、
他
心
下
也
自
知
有
箇
不
滿
處
、
他
却
不
説
是
他
有
不
滿
處
、
却

遮
蓋
了
硬
説
我
做
得
是
、這
便
是
自
欺
。
却
將
那
虚
假
之
善
來
蓋
覆
這
眞
實
之
惡
。

某
之
説
却
説
高
了
、
移
了
這
位
次
了
、
所
以
人
難
曉
。

　

大
率
人
難
曉
處
、
不
是
道
理
有
錯
處
時
、
便
是
語
言
有
病
。
不
是
語
言
有
病
時
、

便
是
移
了
這
歩
位
了
。
今
若
只
恁
地
説
時
、
便
與
那
小
人
閒
居
爲
不
善
處
都
説
得

貼
了
。　

僩

〔
校
勘
〕

○
「
次
早
又
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
又
」
を
「
文
」
に
誤
る
。

○
「
那
箇
自
欺
之
根
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
蓋
知
其
爲
不
善
之
雜
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
蓋
」
を
「
盖
」

に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
此
欠
者
便
是
自
欺
之
根
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
を
「

」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○
「
硬
説
我
做
得
是
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
硬
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
虚
假
之
善
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
虚
」
を
「
虗
」

に
作
る
。

○
「
蓋
覆
這
眞
實
之
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
小
人
閒
居
爲
不
善
」　

成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
閒
」
を
「
間
」
に
作
る
。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
、
眞
德
秀
『
大
學
集
編
』
に
「
次
早
又
曰
」
か
ら
「
此
方
是
自
欺
」
ま

で
が
引
か
れ
る
。

〔
訳
〕

　

翌
朝
ま
た
お
っ
し
ゃ
る
。「
昨
晩
考
え
て
み
た
が
李
敬
子
の
説
は
正
し
い
が
、

た
だ
粗
雑
で
あ
っ
た
だ
け
だ
。
私
の
説
は
、
あ
の
「
自
ら
欺
く
」
の
根
っ
こ
に
つ
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い
て
い
っ
た
も
の
だ
。
自
ら
欺
く
と
は
、
李
敬
子
の
い
う
「
容
」（
容
認
す
る
）

の
意
味
で
あ
り
、「
容
」
の
字
は
正
し
い
。
思
う
に
、
不
善
の
夾
雑
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
な
が
ら
、そ
の
自
覚
す
る
気
持
ち
に
蓋
を
し
て
不
善
を
行
う
こ
と
を
、

自
ら
欺
く
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
人
に
一
石
の
米
が
あ
る
と
し
て
、
実
際
に
は
九
斗
し
か
な
く
、
一
斗

足
り
な
い
場
合
、
こ
の
足
り
な
い
一
斗
が
自
ら
欺
く
こ
と
の
根
っ
こ
で
あ
る
。
自

分
自
身
で
（
足
り
な
い
こ
と
を
）
覆
い
か
く
し
て
、
他
人
に
こ
れ
は
一
石
だ
と
言

い
張
る
の
は
、
こ
れ
が
自
ら
欺
く
こ
と
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
人
が
善
を
行
お
う
と
し
て
、
心
の
中
に
意
に
満
た
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
場
合
に
、
意
に
満
た
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
い
わ
ず
、
却
っ
て
そ
れ
を
覆
い

か
く
し
て
、
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
と
強
引
に
い
う
の
が
、
こ
れ
が

自
ら
欺
く
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
虚
偽
の
善
に
よ
っ
て
真
実
の
悪
を
覆
い
か
く
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
私
の
説
き
方
は
高
き
に
過
ぎ
、
こ
の
よ
う
な
（
高
い
）
次
元

に
ま
で
達
し
て
し
ま
っ
て
、
他
人
が
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。

　

お
よ
そ
他
人
が
理
解
す
る
の
が
難
し
い
と
こ
ろ
と
は
、
道
理
に
誤
り
が
あ
る
場

合
で
な
け
れ
ば
、
言
葉
に
問
題
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
言
葉
に
問
題
が
な
く
、
し

か
も
理
解
が
難
し
）
い
と
す
れ
ば
、（
そ
れ
は
内
容
が
）
こ
の
よ
う
な
（
高
い
）

次
元
に
達
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
い
ま
も
し
そ
の
よ
う
に
い
え
ば
（
李
敬
子
の

い
う
と
お
り
自
欺
を
「
容
」
で
解
釈
す
れ
ば
）、「
小
人
閑
居
し
て
不
善
を
為
す
」

の
部
分
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
の
だ
。」　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）「
蓋
庇
」　

覆
い
か
く
す
。

（
２
）「
謂
如
人
有
一
石
米
」　
「
謂
如
」
は
、「
た
と
え
ば
」。
宋
代
の
一
升
は
、
約

六
六
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
一
斗
は
約
六
，
六
リ
ッ
ト
ル
、
一
石
は
約
六
六

リ
ッ
ト
ル
。
呉
慧
『
新
編
簡
明
中
国
度
量
衡
通
史
』（
中
国
計
量
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）
第
七
章
「
宋
元
的
度
量
衡
」
参
照
。

（
３
）「
嚇
人
」　
「
嚇
」
は
大
き
な
声
で
ど
な
る
、
は
っ
た
り
を
き
か
せ
る
。
本

巻
、
一
一
五
条
「
伊
川
問
尹
氏
。「
讀
『
大
學
』
如
何
。」
對
曰
。「
只
看
得

『
心
廣
體
胖
』
一
句
甚
好
。」
又
問
如
何
、
尹
氏
但
長
吟
「
心
廣
體
胖
」
一
句
。

尹
氏
必
不
會
嚇
人
、
須
是
它
自
見
得
。
今
人
讀
書
、
都
不
識
這
樣
意
思
。」

（
４
）「
他
心
下
也
自
知
有
箇
不
滿
處
」　
「
心
下
」
は
、心
の
う
ち
、心
中
。「
不
滿
」

の
逆
に
、
自
ら
満
ち
足
り
て
、
快
い
の
が
「
自
慊
」。

（
５
）「
某
之
説
却
説
高
了
、
移
了
這
位
次
了
、
所
以
人
難
曉
」　
「
位
次
」
と
は
、

次
元
、レ
ベ
ル
。「
高
度
な
こ
と
を
い
っ
て
し
ま
っ
た
」（
説
高
了
）
と
か
、「
こ

の
よ
う
な
（
高
い
）
次
元
に
達
し
て
し
ま
っ
て
」（
移
了
這
位
次
了
）
と
い

う
の
は
、
朱
子
が
、
自
欺
の
根
源
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
６
）「
便
是
移
了
這
歩
位
了
」　
「
歩
位
」
は
、
位
置
、
地
歩
。

（
７
）「
説
得
貼
了
」　
「
貼
」
は
、ふ
さ
わ
し
い
、妥
当
。『
文
選
』
卷
一
七
・
陸
機
「
文

賦
」「
或
妥
帖
而
易
施
、
或
岨

而
不
安
。」「
帖
」
と
「
貼
」
は
通
用
。

110
条

　

次
日
、
又
曰
。
夜
來
説
得
也
未
盡
。
夜
來
歸
去
又
思
、
看
來
如
好
好
色
、
如
惡

惡
臭
一
段
、
便
是
連
那
毋
自
欺
也
説
。
言
人
之
毋
自
欺
時
、
便
要
如
好
好
色
、
如

惡
惡
臭
樣
、
方
得
。
若
好
善
不
如
好
好
色
、
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
、
此
便
是
自
欺
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
二
一



毋
自
欺
者
、
謂
如
爲
善
、
若
有
些
子
不
善
而
自
欺
時
、
便
當
斬
根
去
之
、
真
箇
是

如
惡
惡
臭
、
始
得
。

　

如
小
人
閒
居
爲
不
善
底
一
段
、
便
是
自
欺
底
、
只
是
反
説
。
閒
居
爲
不
善
、
便

是
惡
惡
不
如
惡
惡
臭
、
見
君
子
而
後
厭
然
、
揜
其
不
善
而
著
其
善
、
便
是
好
善
不

如
好
好
色
。
若
只
如
此
看
、
此
一
篇
文
義
都
貼
實
平
易
、
坦
然
無
許
多
屈
曲
。
某

舊
説
忒
説
闊
了
、
高
了
、
深
了
。
然
又
自
有
一
樣
人
如
舊
説
者
、
欲
節
去
之
又
可

惜
。
但
終
非
本
文
之
意
耳
。
僴

〔
校
勘
〕

○「
如
惡
惡
臭
一
段
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
本
条
の「
惡
」を
全
て「

」に
作
る
。

○
「
真
箇
」　
「
箇
」
を
萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
個
」、朝
鮮
古
写
本
は
「
个
」
に
作
る
。

○
「
闊
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は｢
濶
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

次
の
日
、
ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
昨
晩
は
言
い
尽
く
せ
な
か
っ
た
。
昨
晩
も

ど
っ
て
さ
ら
に
考
え
て
思
う
に
、「
好
色
を
好
む
が
如
く
、
悪
臭
を
惡
む
が
如
し
」

は
あ
の
「
自
ら
欺
く
こ
と
毋
し
」
を
も
あ
わ
せ
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
思
い
至
っ

た
。
そ
れ
は
、
人
が
「
自
ら
欺
く
こ
と
毋
し
」
の
時
に
「
好
色
を
好
む
が
如
く
、

悪
臭
を
悪
む
が
如
く
」
の
よ
う
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
、と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

も
し
善
を
好
む
こ
と
が
好
色
を
好
む
が
如
く
で
は
な
く
、
悪
を
悪
む
こ
と
が
悪
臭

を
悪
む
が
ご
と
く
で
な
か
っ
た
ら
、そ
れ
が
「
自
ら
欺
く
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

「
自
ら
欺
く
毋
し
」
と
は
、
た
と
え
ば
善
を
な
す
と
き
、
も
し
い
さ
さ
か
で
も
不

善
で
あ
っ
て
自
ら
欺
く
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
を
根
源
か
ら
た
ち
き
る
べ
き

で
、
本
当
に
「
悪
臭
を
悪
む
が
如
く
」
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
よ
い
の
だ
。

　
「
小
人
間
居
し
て
不
善
を
為
す
」
の
一
段
は
、「
自
ら
欺
く
」
こ
と
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
反
対
の
面
か
ら
言
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。「
間
居
し
て
不
善
を
為
す
」

と
は
、
悪
を
悪
む
こ
と
が
悪
臭
を
惡
む
が
如
く
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。「
君
子
を
見
て
、
而
る
後
に
厭
然
と
し
、
其
の
不
善
を
揜
い
て
其
の
善
を
著

す
」
と
は
、
こ
れ
は
善
を
好
む
こ
と
が
好
色
を
好
む
が
如
く
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
伝
六
章
と
い
う
一
編
の
文
章

の
意
味
は
、
非
常
に
穏
当
平
易
で
内
容
と
ぴ
っ
た
り
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

な
ん
の
曲
折
も
な
い
平
明
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
わ
た
し
の
以
前
の
説

は
、
広
闊
に
過
ぎ
、
高
尚
に
過
ぎ
、
深
遠
に
過
ぎ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
同
様

に
旧
説
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
そ
こ
だ
け
削
除
し
よ
う
と

す
る
な
ら
そ
れ
は
そ
れ
で
残
念
だ
。
し
か
し
な
が
ら
結
局
の
と
こ
ろ
旧
説
は
『
大

学
』
の
本
文
の
意
を
尽
く
し
た
も
の
で
は
な
い
。」　

沈
僴
録

〔
注
〕

（
１
）「
夜
來
説
得
也
未
盡
」　
「
自
欺
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
先
の
一
〇
八
条

で
は
、
そ
れ
と
知
り
な
が
ら
不
善
を
許
容
し
て
し
ま
う
（「
容
」）、
と
す
る

李
燔
（
字
敬
子
）
の
説
を
否
定
、「
容
」
字
自
体
の
使
用
は
認
め
る
も
の
の
、

そ
れ
は
意
識
的
に
許
容
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
と
ど
め
ら

れ
な
い
か
ら
結
果
的
に
許
容
し
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
て
、
許
容
し
よ
う
と
し

て
許
容
す
る
の
で
は
な
い
と
し
、
従
っ
て
、「
誠
意
」
＝
「
毋
自
欺
」
の
工

夫
に
お
い
て
、
不
善
を
「
お
さ
え
つ
け
る
」（「
捺
」「
遏
捺
」）
と
い
う
在

り
方
に
対
し
て
も
、
朱
子
は
否
定
的
だ
っ
た
。
翌
日
早
朝
の
記
録
で
あ
る

京
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一
〇
九
条
で
は
朱
子
は
一
転
、
李
燔
の
説
を
肯
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ

く
翌
朝
の
記
録
と
思
わ
れ
る
本
条
で
は
、「
當
斬
根
去
之
」
と
し
て
、
は
っ

き
り
意
識
的
に
た
ち
き
る
方
向
で
読
む
と
い
う
解
釈
を
採
っ
て
お
り
、
そ
の

点
で
は
基
本
的
に
一
〇
九
条
と
同
じ
立
場
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
昨
晩
は
言
い

尽
く
せ
な
か
っ
た
」
と
し
て
、
一
〇
八
条
に
お
け
る
前
言
を
撤
回
し
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
本
巻
一
二
〇
条
参
照
。　

（
２
）「
夜
來
歸
去
又
思
」　

こ
こ
で
の
「
歸
」
と
は
、
講
学
を
行
う
部
屋
か
ら
自

身
の
寝
室
に
退
く
意
か
。
朱
子
と
門
人
は
書
院
・
精
舎
で
飲
食
起
居
を
と
も

に
し
な
が
ら
講
学
し
て
い
た
。
門
人
が
朱
熹
の
寝
室
に
招
じ
ら
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
が
、
広
間
の
よ
う
な
場
所
で
講
学
し
、
講
学
が
済
む
と
朱
熹
も
門

人
も
そ
れ
ぞ
れ
寝
室
に
退
く
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

以
下
の
例
を
参
照
。『
語
類
』
巻
六
四
、四
八
条
、
沈
僴
録
（
Ⅳ1568

）「
或

曰
。
中
庸
之
盡
性
、即
孟
子
所
謂
盡
心
否
。
曰
。
只
差
些
子
。
或
問
差
處
。
曰
。

不
當
如
此
問
。
今
夜
且
歸
去
與
衆
人
商
量
、
曉
得
箇
至
誠
能
盡
人
物
之
性
分

曉
了
、
却
去
看
盡
心
、
少
間
差
處
自
見
得
、
不
用
問
。」
巻
一
〇
七
、二
二

条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅶ2668

）「
季
通
被
罪
、
臺
評
及
先
生
。
先
生
飯
罷
、
樓

下
起
西
序
行
數
回
、
即
中
位
打
坐
。
賀
孫
退
歸
精
舍
、
告
諸
友
。
…
是
夜
諸

生
坐
樓
下
、
圍
爐
講
問
而
退
。」
巻
一
一
七
、四
六
条
、
訓
陳
淳
（
Ⅶ2825

）

「
是
夜
再
召
淳
與
李
丈
入
臥
內
、
曰
。」
巻
九
〇
、三
〇
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅵ

2295

）「
新
書
院
告
成
、
明
日
欲
祀
先
聖
先
師
、
古
有
釋
菜
之
禮
、
約
而
可
行
、

遂
檢
五
禮
新
儀
、
令
具
其
要
者
以
呈
。
先
生
終
日
董
役
、
夜
歸
即
與
諸
生
斟

酌
禮
儀
。
雞
嗚
起
、
平
明
往
書
院
、
以
廳
事
未
備
、
就
講
堂
禮
。
…
請
先
生

就
中
位
開
講
。
先
生
以
坐
中
多
年
老
、
不
敢
居
中
位
、
再
辭
不
獲
、
諸
生
復

請
、
遂
就
位
、
說
為
學
之
要
。
午
飯
後
、
集
衆
賓
飲
、
至
暮
散
。」
な
お
朱

熹
の
居
所
の
傍
ら
に
建
て
ら
れ
た
精
舎
の
例
と
し
て
は
竹
林
精
舎
（
滄
洲
精

舎
、後
の
考
亭
書
院
）が
有
る
。
崔
銑『
朱
子
実
紀
』巻
七「
考
亭
書
院
」「（
紹
熙
）

五
年
（
一
一
九
四
）、
以
四
方
來
學
者
衆
、
復
築
室
於
所
居
之
東
、
以
處
之
。

扁
曰
竹
林
精
舎
。
後
因
舎
前
有
洲
環
遶
、
更
名
曰
滄
洲
精
舎
。」

（
３
）「
看
來
如
好
好
色
」　
「
看
來
」
は
、
思
う
に
。

（
４
）「
連
～
也
」　

～
も
ま
た

（
５
）「
様
」　

～
の
よ
う
に
、
～
と
同
様
に
。
如
～
様
、
若
～
様
の
句
法
で
も
用

い
ら
れ
、
現
代
語
の
「
像
～
一
様
」
に
相
当
す
る
。

（
６
）「
些
子
」　

い
さ
さ
か

（
７
）「
如
小
人
間
居
為
不
善
底
一
段
、
便
是
自
欺
底
、
只
是
反
説
」　
「
容
」
字
に

改
め
る
べ
し
と
い
う
李
燔
の
主
張
を
肯
定
し
た
一
〇
九
条
に
お
い
て
も
、「
今

若
只
恁
地
説
時
、便
與
那
小
人
間
居
為
不
善
處
、都
説
得
貼
了
」
と
述
べ
、「
自

欺
」を「
小
人
間
居
」云
々
と
抱
き
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。

（
８
）「
真
箇
是
」　

ほ
ん
と
う
に
。
確
実
に
。

（
９
）「
反
説
」　

逆
の
面
か
ら
言
う
。
本
巻
九
七
条
参
照
。

（
10
）「
貼
實
」　

内
容
と
表
現
が
ぴ
っ
た
り
合
致
し
て
い
る
。『
語
類
』
巻

一
三
九
、六
二
条
、
楊
道
夫
録
（
Ⅷ3311

）「
坡
文
、
雄
健
有
餘
、
只
下
字
亦

有
不
貼
實
處
。」

（
11
）「
平
易
」　

わ
か
り
や
す
い
。『
語
類
』
巻
七
〇
、二
六
条
、

淵
録
（
Ⅴ

1747
）「
卦
辭
有
平
易
底
、
有
難
曉
底
。」

（
12
）「
坦
然
」　

道
（
＝
道
理
）
が
本
来
平
坦
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
道
路
に

で
こ
ぼ
こ
が
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
本
来
人
は
そ
の
道
を
安
ん
じ
て
進
む
（
＝

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
二
三



実
践
す
る
）
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
た
イ
メ
ー
ジ

で
朱
子
は
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
続
く
「
屈
曲
」
も
、
文
章
に
む
や
み
な

屈
曲
が
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
道
自
体
が
ま
っ
す
ぐ
で
あ
る
こ
と
と
対
応

す
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
〇
一
条
、
沈
僴
録
（
Ⅰ302

）「
如
人
夜
行
、
雖

知
路
從
此
去
、但
黑
暗
、行
不
得
。
所
以
要
得
致
知
。
知
至
則
道
理
坦
然
明
白
、

安
而
行
之
。」

（
13
）「
無
許
多
」　

許
多
は
、「
多
い
」
意
と
「
少
な
い
」
意
の
両
方
を
持
つ
が
、

は
こ
こ
で
は
「
い
さ
さ
か
」
の
意
。
従
っ
て
「
い
さ
さ
か
の
～
も
な
い
」。『
語

類
』
巻
二
二
、一
一
条
、
董
銖
録
（
Ⅱ509

）「
問
「
良
、
易
直
」
之
義
。
曰
。

平
易
坦
直
、
無
許
多
艱
深
纎
巧
也
。」

（
14
）「
某
舊
説
忒
説
闊
了
、
高
了
、
深
了
」　
「
忒
」
は
、
～
に
す
ぎ
る
。
極
端
す

ぎ
る
。『
語
類
』
卷
四
一
、二
一
条
、
潘
時
挙
録
（
Ⅲ1047

）「
如
此
等
語
也

説
忒
高
了
。」
な
お
こ
の
発
言
は
一
〇
九
条
に
お
け
る
「
某
之
説
、却
説
高
了
」

に
対
応
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
舊
説
」
と
は
「
容
」
字
に
改
め
る
李
燔
説

に
対
し
て
、
自
身
の
元
来
の
説
、
即
ち
一
〇
八
条
に
誠
意
章
の
注
と
し
て
言

及
さ
れ
る
「
外
為
善
、
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
。」
を
指
す
。
な
お
「
舊

説
」
に
関
し
て
は
一
二
〇
条
に
も
言
及
が
あ
る
。

111
条

　

看
誠
意
章
有
三
節
、
兩
必
慎
其
獨
、
一
必
誠
其
意
。
十
目
所
視
、
十
手
所
指
、

言
小
人
閒
居
爲
不
善
、
其
不
善
形
於
外
者
不
可
揜
如
此
。
徳
潤
身
、
心
廣
體
胖
、

言
君
子
慎
獨
之
至
、
其
善
之
形
於
外
者
證
驗
如
此
。　

銖

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
巻
一
六
に
こ
の
条
不
載
。

○
「
慎
」　

各
本
み
な
「
謹
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
證
」　

朝
鮮
整
版
本
は
「
徴
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
章
を
読
ん
で
み
る
と
、
三
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
二
つ
の
「
必
慎
其
独
」

と
ひ
と
つ
の「
必
誠
其
意
」で
あ
る
。「
十
目
の
視
る
所
、十
手
の
指
さ
す
所
」と
は
、

「
小
人
間
居
し
て
不
善
を
為
」
し
、
そ
の
不
善
の
外
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
が
お
お

い
か
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
こ
の
よ
う
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
言
っ
て
い
る
。「
徳
は
身
を
潤
し
、
心
は
広
く
体
は
胖は

ん

た
り
」
と
は
、
君
子
は

充
分
に
慎
独
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
善
が
外
に
現
れ
て
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と

見
て
取
れ
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。　

董
銖
録

〔
注
〕

（
１
）「
三
節
」　
『
大
学
章
句
』
の
伝
六
章
は
、そ
れ
ぞ
れ
末
文
が
「
必
慎
其
獨
也
」

「
必
慎
其
獨
也
」「
必
誠
其
意
」
で
終
わ
る
三
つ
の
部
分
に
区
切
ら
れ
て
注
釈

が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）「
十
目
云
々
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
曾
子
曰
。
十
目
所
視
、十
手
所
指
、

其
嚴
乎
。
富
潤
屋
、
徳
潤
身
、
心
廣
體
胖
。
故
君
子
必
誠
其
意
。」
朱
注
「
引

此
以
明
上
文
之
意
。
言
雖
幽
獨
之
中
、
而
其
善
惡
之
不
可
揜
如
此
。
可
畏
之

甚
也
。
胖
、
安
舒
也
。
言
富
則
能
潤
屋
矣
、
徳
則
能
潤
身
矣
。
故
心
無
愧
怍
、

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
二
四



則
廣
大
寛
平
而
體
常
舒
泰
。
徳
之
潤
身
者
然
也
。
蓋
善
之
實
於
中
而
形
於
外

者
如
此
。
故
又
言
此
以
結
之
。」
同
所
鄭
玄
注
「
胖
、
猶
大
也
。
三
者
言
有

實
於
内
顯
見
於
外
。」

（
３
）「
不
可
揜
如
此
」　
「
十
目
所
視
云
々
」
に
対
す
る
章
句
の
文
。

（
４
）「
善
之
形
於
外
者
」　
「
富
潤
屋
云
々
」
に
対
す
る
章
句
に
「
蓋
善
之
實
於
中

而
形
於
外
者
如
此
」
と
見
え
る
。

（
５
）「
證
驗
」　

証
拠
、
そ
の
事
実
を
は
っ
き
り
し
め
す
も
の
ご
と
。

112
条

　

問
十
目
所
視
、
十
手
所
指
。
曰
。
此
承
上
文
人
之
視
己
如
見
其
肺
肝
底
意
。
不

可
道
是
人
不
知
、
人
曉
然
共
見
如
此
。　

淳　

十
目
所
視
以
下

〔
校
勘
〕

○
「
上
文
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
上
文
云
」
に
作
る

○
「
十
目
所
視
以
下
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
六
字
を
欠
く

〔
訳
〕

　
「
十
目
の
視
る
所
、
十
手
の
指
さ
す
所
」
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。」
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
こ
れ
は
上
の
文
章
の
「
人
の
己
を
視
る
こ
と
、
其
の
肺
肝
を
視
る

が
如
し
」
の
意
味
を
承
け
て
い
る
。「
こ
れ
は
人
が
知
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
（
何

を
し
て
も
構
わ
な
い
）」
な
ど
と
言
っ
て
は
だ
め
で
、
人
は
み
な
こ
の
よ
う
に
は

っ
き
り
見
て
い
る
の
だ
。」　

陳
淳
録　
「
十
目
所
視
」
以
下
に
つ
い
て

〔
注
〕

（
１
）「
人
曉
然
共
見
」　
『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
五
「
經
筵
講
義
」
に
「
臣
熹
曰
。

言
雖
幽
隱
之
中
、
吾
所
獨
知
之
地
、
而
衆
所
共
見
有
如
此
者
、
可
畏
之
甚
也
。」

と
あ
る
の
を
参
照
。

113
条

　

魏
元
壽
問
十
目
所
視
止
心
廣
體
胖
處
。
曰
。
十
目
所
視
、
十
手
所
指
、
不
是
怕

人
見
。
蓋
人
雖
不
知
、
而
我
已
自
知
、
自
是
甚
可
皇
恐
了
、
其
與
十
目
十
手
所
視

所
指
、
何
以
異
哉
。
富
潤
屋
以
下
、
却
是
説
意
誠
之
驗
如
此
。　

時
舉

〔
校
勘
〕

○
「
魏
元
壽
問
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
元
壽
問
誠
意
章
曽
子
曰
」
に
作
る

○
「
曰
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
先
生
曰
」
に
作
る

〔
訳
〕

　

魏
椿
が
「
十
目
の
視
る
所
」
か
ら
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」
ま
で
の
と
こ
ろ

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「「
十
目
の
視
る
所
、
十
手
の
指

す
所
」
と
は
、
人
が
見
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
思
う
に

人
が
知
ら
な
く
と
も
、
わ
た
し
は
既
に
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
当

然
こ
れ
は
は
な
は
だ
恐
恐
と
す
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
十
目
十
手
で

視
ら
れ
た
り
指
さ
さ
れ
た
り
す
る
の
と
、
ど
こ
が
違
う
と
い
う
の
か
。「
富
は
屋

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
二
五



を
潤
し
」
以
下
は
、
こ
ち
ら
は
「
意
誠
」
に
な
る
と
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ

れ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
部
分
だ
。」　

潘
時
挙
録

〔
注
〕

（
１
）「
魏
元
壽
」　

魏
椿
、
字
元
壽
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
に
見
え
る
。

（
２
）「
怕
人
見
」　
『
列
子
』「
周
繆
王
」
に
「
鄭
人
有
薪
於
野
者
、
遇
駭
鹿
、
御

而
擊
之
斃
之
。
恐
人
見
之
也
、
遽
而
藏
諸
隍
中
覆
之
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
３
）「
皇
恐
」　

お
そ
れ
る
こ
と
。「
惶
恐
」に
同
じ
。『
漢
書
』巻
六
六「
劉
屈
氂
伝
」

「
上
聞
而
大
怒
、
下
吏
責
問
御
史
大
夫
曰
。
司
直
縱
反
者
、
丞
相
斬
之
、
法
也
。

大
夫
何
以
擅
止
之
。
勝
之
皇
恐
自
殺
。」

（
４
）「
甚
可
皇
恐
了
」　

章
句
に
「
可
畏
之
甚
也
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
５
）「
我
已
自
知
」　

胡
渭
は
こ
の
条
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
此
必
朱
子

未
定
之
論
。
雲
峰
因
此
而
誤
、
近
世
良
知
家
解
此
二
句
謂
、
以
吾
心
之
明
還

而
照
吾
心
之
隠
。
是
十
目
十
手
、
不
在
他
人
而
在
吾
心
。
所
視
所
指
、
非
他

人
之
視
我
指
我
、
而
吾
心
之
自
視
自
指
矣
。
此
即
佛
氏
觀
心
之
説
。
隠
者
一

心
也
。
還
而
照
之
者
又
一
心
也
。
如
目
視
目
、如
手
指
手
、有
是
理
乎
。」（『
大

學
翼
真
』
巻
六
）

114
条

　

心
廣
體
胖
、
心
本
是
闊
大
底
物
事
、
只
是
因
愧
怍
了
、
便
卑
狹
、
便
被
他
隔
礙

了
。
只
見
得
一
邊
、
所
以
體
不
能
常
舒
泰
。　

僴

〔
校
勘
〕

○
「
闊
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
整
版
本
、
和
刻
本
は
「
濶
」
に
作
る
。

○
「
常
舒
泰
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
常
」
を
「
得
」
に

作
る
。
ま
た
朝
鮮
整
版
本
の
巻
末
校
記
に
「
得
一
作
常
」
と
記
さ
れ
る
。（
呂

留
良
本
が
既
に
「
常
」
に
作
っ
て
い
る
）

〔
訳
〕

　
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」
に
つ
い
て
、
心
は
も
と
も
と
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
も

の
な
の
だ
が
、
た
だ
う
し
ろ
め
た
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
小
さ
く
狭
め
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
へ
だ
て
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
た
だ
一
面
し
か

見
え
な
く
な
る
。
だ
か
ら
体
が
常
に
の
び
の
び
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
だ
。　

沈
僩
録

〔
注
〕

（
１
）
闊
大　

心
が
闊
大
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、程
子
に
基
づ
く
。『
二
程
遺
書
』

卷
二
上「
須
是
大
其
心
使
開
濶
。
譬
如
為
九
層
之
臺
、須
大
做
脚
、始
得
。」（『
近

思
録
』
巻
二
に
も
引
く
）

（
２
）「
愧
怍
」　

う
し
ろ
め
た
い
こ
と
。『
孟
子
』「
盡
心
」
上
「
仰
不
愧
於
天
、

俯
不
怍
於
人
。」
な
お
、
こ
の
「
愧
怍
」
あ
る
い
は
文
末
の
「
常
舒
泰
」
な

ど
は
朱
子
は
そ
の
ま
ま
本
章
の
章
句
に
使
っ
て
い
る
。
本
巻
一
一
一
条
の
注

を
参
照
。

（
３
）「
卑
狹
」　
『
韓
非
子
』「
難
一
」「
凡
對
問
者
、
有
因
問
小
大
緩
急
而
對
也
、

所
問
高
大
而
對
以
卑
狹
、
則
明
主
弗
受
也
。」

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
二
六



（
４
）「
隔
礙
」　

隔
離
阻
礙
。『
魏
書
』
巻
一
〇
一
「
氐
傳
」「
隔
礙
姚
興
、
不
得

歲
通
貢
使
。」

（
５
）「
常
舒
泰
」　
「
心
廣
體
胖
」
の
章
句
「
故
心
無
愧
怍
、
則
廣
大
寛
平
、
而
體

常
舒
泰
。」
を
参
照
。

115
条

　

伊
川
問
尹
氏
、
讀
大
學
如
何
。
對
曰
。
只
看
得
心
廣
體
胖
一
句
甚
好
。
又
問
如

何
。
尹
氏
但
長
吟
心
廣
體
胖
一
句
。
尹
氏
必
不
會
嚇
人
、
須
是
它
自
見
得
。
今
人

讀
書
、
都
不
識
這
樣
意
思
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
こ
の
条
不
載
。

〔
参
考
〕

　

本
条
は
巻
九
七
（
八
八
条
、Ⅶ2497

）
に
も
沈
僴
録
と
し
て
「
伊
川
問
尹
和
靖
、

近
日
看
大
学
功
夫
如
何
。
和
靖
曰
。
只
看
得
心
廣
體
胖
處
意
思
好
。
伊
川
曰
。
如

何
見
得
好
。
尹
但
長
吟
心
廣
體
胖
一
句
而
已
。
看
他
一
似
瞞
人
、
然
和
靖
不
是
瞞

人
底
人
。
公
等
読
書
、
都
不
見
這
般
意
思
。」
と
記
録
さ
れ
る
（
朝
鮮
古
写
本
も

同
じ
）。

〔
訳
〕

　

伊
川
が
尹
氏
に
質
問
し
て
「
大
学
は
読
ん
で
ど
う
思
う
か
」
と
き
い
た
と
こ
ろ
、

尹
氏
は
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」
の
一
句
が
と
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
」
と
答
え
た
。
伊
川
が
さ
ら
に
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と
問
う
た
と
こ

ろ
、
尹
氏
は
た
だ
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」
の
句
を
ゆ
っ
た
り
吟
じ
た
。
尹
氏

は
ど
う
み
て
も
人
を
け
む
に
ま
く
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
人
間
で
は
な
い
。
き
っ

と
彼
は
自
分
で
は
わ
か
っ
て
い
た
の
だ
。
今
の
人
は
本
を
読
む
と
き
、
ま
っ
た
く

こ
う
い
う
気
持
ち
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。　

記
録
者
名
を
欠
く

〔
注
〕

（
１
）「
須
是
」　

き
っ
と
、
必
ず
。『
宣
和
遺
事
』
後
集
「
須
是
忍
耐
強
行
、
勿
思

佗
事
。」

（
２
）「
嚇
人
」　

人
を
け
む
に
ま
く
。
ま
ど
わ
す
。
校
勘
記
に
挙
げ
た
巻
九
七
の

文
章
が
「
瞞
人
」
に
作
る
の
を
参
照
。
ま
た
『
朱
文
公
文
集
』
卷
五
三
の
胡

季
隨
に
答
え
た
手
紙
の
中
で
、
胡
氏
の
「
中
和
未
易
識
也
」
に
対
し
て
朱
子

が
「
中
和
未
易
識
、亦
是
嚇
人
。
此
論
著
實
做
處
、不
論
難
識
易
識
也
。」
と
、

中
和
は
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
て
、
わ
か
り
や
す
い
か
ど
う

か
で
説
く
の
が
「
嚇
人
」
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
を
参
照
。

（
３
）「
今
人
讀
書
、
都
不
識
這
樣
意
思
」　

こ
の
「
這
様
」
が
何
を
指
す
の
か
わ

か
り
に
く
い
が
、
高
攀
龍
『
朱
子
節
要
』
卷
三
は
こ
の
条
を
「
尹
氏
必
不
会

嚇
人
、
須
是
它
自
見
得
。」
の
二
句
を
省
略
し
て
引
用
し
て
お
り
、「
這
様
」

が
尹
和
靖
の
読
書
法
を
指
す
と
解
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

116
条

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
二
七



　

問
。
尹
和
靖
云
、
心
廣
體
胖
、
只
是
樂
、
伊
川
云
、
這
裏
著
樂
字
不
得
、
如
何
。

曰
。
是
不
勝
其
樂
。　

徳
明
。

〔
校
勘
〕

○
「
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裡
」
に
作
る

○
「
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る

〔
訳
〕

　

質
問
し
た
。「
尹
和
靖
が
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」
は
た
だ
も
う
楽
し
い
の

で
す
、
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
伊
川
が
「
こ
こ
は
「
楽
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
こ

と
さ
え
で
き
な
い
。」
と
言
っ
た
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。」
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「「
楽
」
と
い
う
文
字
で
は
、
こ
の
大
学
に
い
う
「
心
廣
體
胖
」
と
い

う
真
の
楽
し
み
を
あ
ら
わ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。」　

廖
徳
明
録

〔
注
〕

（
１
）「
尹
和
靖
云
」　
『
程
氏
外
書
』
巻
一
二
に
「
和
靜
嘗
請
曰
。
某
今
日
解
得
心

廣
體
胖
之
義
。
伊
川
正
色
曰
。
如
何
。
和
靜
曰
。
莫
只
是
樂
否
。
伊
川
曰
。

樂
亦
沒
處
著
。」（
涪
陵
記
善
録
）
ま
た
「
先
生
一
日
看
大
學
有
所
得
、
欲
舉

以
伊
川
。
伊
川
問
之
。
先
生
曰
。
心
廣
體
胖
只
是
自
樂
。
伊
川
曰
。
到
這
裏

和
樂
字
也
著
不
得
。」（
祁
寛
所
記
尹
和
靜
語
）

（
２
）「
不
勝
其
樂
」　
『
北
溪
大
全
集
』
卷
三
八
、
陳
伯
澡
の
「
問
程
子
説
心
廣
體

胖
、
這
裏
著
樂
字
不
得
。」
に
対
す
る
陳
淳
の
答
え
「
心
廣
體
胖
、
地
位
高
、

自
是
樂
之
發
散
、
有
自
然
安
泰
氣
象
。
人
見
其
為
樂
、
而
自
不
知
其
為
樂
也
。

如
何
更
著
得
樂
字
。」
を
参
照
。
こ
こ
で
陳
淳
は
、
そ
の
楽
し
み
が
自
然
と

出
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
が
「
楽
し
も
う
と
思
っ
て
楽
し
む
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
黄
氏
日
抄
』
卷
三
三
「
周
子

於
通
書
固
嘗
言
之
曰
。
見
其
大
而
忘
其
小
焉
。
爾
大
者
、
性
命
之
源
、
道
徳

之
至
尊
至
貴
。
小
則
所
謂
芥
視
軒
冕
、
塵
視
金
玉
者
也
。
夫
然
故
唫
風
弄
月
、

自
然
不
勝
其
樂
。
如
吾
與
點
也
之
意
、亦
正
由
浴
沂
舞
雩
、脫
然
自
有
真
樂
。」

が
参
考
に
な
る
。

117
条

　

問
心
廣
體
胖
。
曰
。
無
愧
怍
、
是
無
物
欲
之
蔽
、
所
以
能
廣
大
。
指
前
面
燈
云
。

且
如
此
燈
、
後
面
被
一
片
物
遮
了
、
便
不
見
一
半
了
。
更
從
此
一
邊
用
物
遮
了
、

便
全
不
見
此
屋
了
。
如
何
得
廣
大
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

　

諸
本
異
同
無
し

〔
訳
〕

　
「
心
広
け
れ
ば
体
胖
た
り
」に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
う

し
ろ
め
た
い
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
物
欲
に
蔽
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

だ
か
ら
心
が
広
々
と
し
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」
そ
し
て
、
前
に
あ
っ
た

灯
り
を
指
し
て
言
わ
れ
た
。「
た
と
え
ば
こ
の
灯
り
だ
が
、
後
ろ
側
を
何
か
一
つ

の
も
の
で
遮
れ
ば
、
半
分
は
見
え
な
く
な
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
ち
ら
側
も
な
に

か
で
遮
っ
て
し
ま
え
ば
、
全
く
こ
の
部
屋
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
二
八



て
、
ど
う
し
た
っ
て
広
々
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。」　

林
夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
燈
」　

朱
子
は
し
ば
し
ば
灯
明
を
喩
え
に
用
い
る
。『
語
類
』
巻

一
四
、一
四
五
条
、襲
蓋
卿
録
（
Ⅰ276

）「
先
生
指
燈
臺
而
言
、如
以
燈
照
物
。

照
見
處
所
見
便
實
、照
不
見
處
便
有
私
意
、非
真
實
。」
灯
明
を
お
お
う
例
は
、

巻
一
五
、一
〇
一
条
、
沈
僴
録
（
Ⅰ302

）
を
参
照
。　

118
条

　

問
誠
意
章
結
注
云
此
大
學
一
篇
之
樞
要
。
曰
。
此
自
知
至
處
便
到
誠
意
、
兩
頭

截
定
箇
界
分
在
這
裏
、
此
便
是
箇
君
子
小
人
分
路
頭
處
。
從
這
裏
去
、
便
是
君
子
、

從
那
裏
去
、
便
是
小
人
。
這
處
立
得
脚
、
方
是
在
天
理
上
行
、
後
面
節
目
未
是
處
、

却
旋
旋
理
會
。　

〔
校
勘
〕

○
「
箇
界
分
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
在
這
裏
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
箇
君
子
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
箇
」
を
「
个
」
に
作
る
。

○
「
旋
旋
」　　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
二
文
字
目
を
お
ど
り
字
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
章
の
注
釈
の
結
び
と
し
て
「
こ
こ
が
大
学
と
い
う
一
篇
の
文
章
の
枢
要
で

あ
る
」
と
あ
る
の
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
知

至
」
か
ら
「
誠
意
」
に
至
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、
二
箇
所
で
し
っ
か
り
と
境
界
を

区
切
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
君
子
と
小
人
の
分
か
れ
目
の
と
こ
ろ

だ
。
こ
ち
ら
の
誠
意
か
ら
進
ん
で
い
け
ば
君
子
で
あ
り
、
あ
ち
ら
か
ら
進
め
ば
小

人
と
な
る
。
こ
こ
の
誠
意
の
と
こ
ろ
に
足
を
す
え
て
、
は
じ
め
て
天
理
の
上
を
進

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
の
ち
の
条
目
の
ま
だ
十
分
で
な
い
も
の
も
、
そ
こ

か
ら
し
だ
い
に
取
り
組
め
る
の
だ
。　

徐

録

〔
注
〕

（
１
）「
此
大
学
一
編
云
々
」　

現
在
の
章
句
に
は
こ
の
文
章
は
見
え
な
い
。

（
２
）「
兩
頭
截
定
箇
界
分
在
這
裏
」　

二
箇
所
で
き
っ
ち
り
と
境
界
を
峻
別
し
て

い
る
。「
兩
頭
」
は
二
つ
、
二
箇
所
。『
字
海
便
覧
』「
兩
頭
ト
ハ
兩
方
ト
云

フ
コ
ト
ナ
リ
。」「
截
定
」
は
裁
断
す
る
、
区
切
る
。「
在
這
裏
」
は
、
上
の

動
作
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
る
こ
と
を
指
す
。
格
物
致
知
と
誠
意
が
『
大
学
』

に
お
け
る
二
大
関
門
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
に
関
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。

巻
一
五
・
八
五
条
（
Ⅰ298　

林
夔
孫
録
）
に
「
格
物
是
夢
覺
關
、
誠
意
是
善

惡
關
。
過
得
此
二
關
、
上
面
工
夫
却
一
節
易
如
一
節
了
、
到
得
平
天
下
處
、

尚
有
些
工
夫
。
只
為
天
下
濶
、
須
要
如
此
點
檢
。
又
曰
。
誠
意
是
轉
關
處
。」

（
３
）「
分
路
頭
」　

わ
か
れ
め

（
４
）「
從
～
去
」　

移
動
の
始
点
を
示
す
場
合
と
、
方
向
を
示
す
場
合
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
始
点
の
意
で
訳
し
て
い
る
が
、「
誠
意
に
進
ん
で
い
け
ば
」
の
可

能
性
も
あ
る
。

（
５
）「
立
脚
」　

足
場
を
決
め
る
。『
語
類
』
巻
一
三
、一
八
条
、
曽
祖
道
録
（
Ⅰ

224

）「
大
抵
人
能
於
天
理
人
欲
界
分
上
立
得
脚
住
、
則
儘
長
進
在
。」

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
二
九



（
６
）「
旋
旋
」　

し
だ
い
に

（
７
）「
未
是
處
」　

充
分
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
。『
語
類
』
卷
二
二
、二
七
条
、

沈
僴
録
（
Ⅱ511

）「
才
説
三
年
無
改
、
便
是
這
事
有
未
是
處
了
。
若
父
之
道

已
是
、何
用
説
無
改
。
終
身
行
之
可
也
。
事
既
非
是
、便
須
用
改
、何
待
三
年
。

孝
子
之
心
、
自
有
所
不
忍
耳
。
若
大
段
害
人
底
事
、
須
便
改
始
得
。
若
事
非

是
而
無
甚
妨
害
、
則
三
年
過
了
、
方
改
了
。」

119
条

 

居
甫
問
。
誠
意
章
結
句
云
此
大
學
之
樞
要
、
樞
要
説
誠
意
、
是
説
致
知
。
曰
。

上
面
關
著
致
知
、
格
物
、
下
面
關
著
四
五
項
上
。
須
是
致
知
。
能
致
其
知
、
知
之

既
至
、
方
可
以
誠
得
意
。
到
得
意
誠
、
便
是
過
得
箇
大
關
、
方
始
照
管
得
箇
身
脩

正
。
若
意
不
誠
、
便
自
欺
、
便
是
小
人
。
過
得
這
箇
關
、
便
是
君
子
。

　

又
云
。
意
誠
、
便
全
然
在
天
理
上
行
。
意
未
誠
以
前
、
尚
汨
在
人
欲
裏
。　

賀

孫〔
校
勘
〕

○
「
關
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
関
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
著
」　

成
化
本
、
萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
着
」
に
作
る
。
以

下
同
じ
。

○
「
箇
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
个
」
に
作
る
。
以
下
同
じ
。

○
「
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕　

　

徐

が
質
問
し
た
。「
誠
意
章
の
結
句
に
「
こ
れ
は
大
学
の
枢
要
」
と
あ
り
ま

す
が
、
枢
要
な
の
は
誠
意
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
致
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。」

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
上
は
致
知
格
物
に
か
か
わ
り
、
下
は
正
心
以
下
の
五

つ
の
事
柄
に
か
か
わ
る
。
知
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、知
が
至
れ
ば
、

そ
れ
で
は
じ
め
て
意
を
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
意
が
誠
に
な
っ
た
ら
、
こ
れ

は
こ
の
大
き
な
関
門
を
通
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
で
は
じ
め
て
自
分
の
身
心

を
制
御
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
意
が
誠
で
な
け
れ
ば
、
自
ら
を
欺
い
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
で
は
小
人
で
あ
る
。
こ
の
関
門
を
通
れ
て
こ
そ
君
子
な
の
だ
。」

　

ま
た
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
意
が
誠
な
ら
、
全
く
も
っ
て
天
理
の
上
を
行
く
こ
と

に
な
り
、
意
が
ま
だ
誠
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
依
然
と
し
て
人
欲
の
中
に
埋
没

し
て
い
る
の
だ
。」　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
居
甫
」　

徐

、
字
居
甫
（
父
）、『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
四
五
」　

数
字
を
二
つ
並
べ
て
、
そ
の
後
ろ
の
数
字
を
指
示
す
る
。
こ
こ

で
は
「
四
か
五
」
で
は
な
く
、「
五
」
と
言
う
に
同
じ
。
本
巻
一
八
七
条
、

林
子
蒙
録
（
Ⅱ354

）「
嘗
謂
脩
身
更
多
少
事
不
説
、
却
説
此
五
者
何
謂
。
子

細
看
來
、
身
之
所
以
不
脩
者
、
無
不
是
被
這
四
五
箇
壞
。」
従
っ
て
、
四
を

言
う
な
ら
「
三
四
」
と
な
る
。『
語
類
』
巻
三
五
、一
五
九
条
、
劉
炎
録
（
Ⅲ

944
）「
此
三
四
人
終
是
有
不
服
底
意
。
舜
只
得
行
遣
。
故
曰
。
四
罪
而
天
下

咸
服
。」
な
お
、「
五
」
つ
の
も
の
と
は
、
正
心
以
下
の
五
条
目
。
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因
説
誠
意
章
、
曰
。
若
如
舊
説
、
是
使
初
學
者
無
所
用
其
力
也
。
中
庸
所
謂
明

辨
、
誠
意
章
而
今
方
始
辨
得
分
明
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○
「
使
」　

成
化
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
便
」
に
作
る
（
呂
留
良
本
作
使
）。
朝
鮮

整
版
本
巻
末
「
考
異
」
に
「
便
一
作
使
」
と
記
す
。（
考
文
解
義
の
「
考
異
」

は
「
便
一
作
使
」
と
し
た
上
で
「
按
此
是
」
と
す
る
。）

〔
訳
〕

　

誠
意
章
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
と
き
に
こ
う
も
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
も
し
旧
説
の

ま
ま
だ
と
、
こ
れ
で
は
初
学
者
は
ど
こ
に
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

『
中
庸
』
に
は
「
明
ら
か
に
弁
ず
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
誠
意
章
は
ま
さ
に

今
や
っ
と
初
め
て
は
っ
き
り
と
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。」　

林
夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
旧
説
云
々
」　

こ
の
百
二
〇
条
は
、
あ
る
時
点
で
の
こ
の
伝
六
章
の
注
の

改
作
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
問
題
は
一
〇
九
条
に
「
某

之
説
、
却
説
高
了
」、
一
一
〇
条
に
「
某
舊
説
忒
説
闊
了
、
高
了
、
深
了
。」

と
あ
り
、
本
条
に
お
け
る
「
若
如
舊
説
、
是
使
初
學
者
無
所
用
其
力
也
」
と

基
本
的
に
同
方
向
の
自
己
評
価
で
あ
る
。
従
っ
て
一
一
〇
、一
二
〇
の
両
条

に
お
け
る
「
舊
説
」
は
同
じ
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
一
〇
八
条

に
「
容
字
又
是
第
二
節
、
縁
不
柰
他
何
、
所
以
容
在
這
裏
。
此
一
段
文
意
、

公
不
曾
識
得
它
源
頭
在
、只
要
硬
去
捺
他
、所
以
錯
了
。」「
只
是
認
得
箇
容
著
、

硬
遏
捺
將
去
、不
知
得
源
頭
工
夫
在
。」
と
あ
り
、一
〇
九
条
に
は
「
某
之
言
、

却
即
説
得
那
箇
自
欺
之
根
」
と
あ
っ
て
、
自
説
と
李
燔
の
説
が
対
比
さ
れ
て

い
る
。

　
　

○
朱
子
説
「
外
為
善
、
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
」

　
　

○
李
燔
説
「
外
為
善
、
而
中
實
容
其
不
善
之
雜
」（
と
も
に
一
〇
八
条
）

　

一
〇
八
条
は
「
源
頭
処
」
に
つ
い
て
説
い
た
も
の
な
の
で
、
初
学
者
に
と
っ
て

は
高
き
に
過
ぎ
て
実
践
し
が
た
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
従
っ
て
こ
こ

で
の
旧
説
は
「
外
為
善
、
而
中
實
未
能
免
於
不
善
之
雜
」
と
い
う
章
句
旧
注

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
旧
説
」
が
何
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、『
大

学
翼
真
』
に
お
い
て
胡
渭
は
こ
の
条
を
引
用
し
た
上
で
、
こ
こ
で
の
「
旧
説
」

を
「
偸
則
自
行
之
説
」
の
こ
と
を
言
う
と
注
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
朱
子
は

八
五
条
、一
〇
八
条
に
お
い
て
「
毋
自
欺
也
」
に
関
連
し
て
『
荀
子
』
の
「
偸

則
自
行
」
を
引
用
し
て
説
く
が
、
特
に
そ
の
部
分
の
こ
と
を
言
う
の
だ
と
い

う
解
釈
で
あ
る
。
さ
ら
に
胡
渭
は
同
書
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い

る
。「
説
自
欺
云
陰
在
於
惡
而
陽
為
善
、未
免
太
麤
、以
不
知
不
覺
陷
於
自
欺
、

為
荀
子
之
偸
心
。
又
説
得
太
高
。
及
與
李
敬
子
辨
論
、
始
有
定
見
。
知
毋
自

欺
為
大
學
教
人
徹
上
徹
下
事
。
故
語
人
曰
。
誠
意
章
而
今
始
辨
得
分
明
。
蓋

今
本
章
句
云
云
、
即
其
時
所
更
定
也
。
然
惟
聖
罔
念
作
狂
。
即
到
聖
賢
地
位
、

亦
須
防
自
欺
。
顔
子
尚
有
不
善
。
曽
子
日
省
其
身
。
故
偸
心
自
行
之
説
、
亦

不
可
廢
。」
た
だ
、
本
巻
を
見
る
に
、「
毋
」
を
「
な
し
」
と
す
る
か
「
な
か

れ
」
と
す
る
か
に
関
し
て
朱
子
は
揺
れ
て
お
り
、
押
さ
え
つ
け
よ
う
と
す
る

の
は
い
け
な
い
、
つ
ま
り
「
な
か
れ
」
と
し
て
は
い
け
な
い
と
厳
し
く
言
っ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
三
一



た
こ
と
を
語
類
に
は
載
せ
る（
た
と
え
ば
、一
〇
八
条「
公
只
是
硬
要
去
強
捺
、

如
水
恁
地
滚
出
來
、
却
硬
要
将
泥
去
塞
它
、
如
何
塞
得
住
。」）
が
、
結
局
現

在
の
章
句
は
「
毋
者
、
禁
止
之
辞
」
と
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
「
な
か
れ
」
と

読
ま
せ
て
い
る
。「
な
し
」
で
は
茫
洋
と
し
て
い
て
初
学
者
が
ど
う
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、最
終
的
に
は
現
在
の
章
句
の
よ
う
に
「
な

か
れ
」
と
し
て
、
自
欺
を
し
な
い
よ
う
に
、
と
工
夫
が
し
や
す
い
初
学
者
向

け
の
解
釈
に
変
え
た
の
だ
、
と
こ
こ
で
は
考
え
た
い
。（
な
お
、
考
文
解
義

は
旧
説
を
注
疏
の
文
と
す
る
が
採
ら
な
い
。）

（
２
）「
用
其
力
」　

伝
六
章
は
、
力
の
用
い
ど
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
章
の
注
に
は

「
用
」
字
が
頻
出
す
る
。

（
３
）「
明
辨
」　
『
中
庸
』
二
十
章
「
誠
之
者
擇
善
而
固
執
之
者
也
。
博
學
之
、
審

問
之
、
慎
思
之
、
明
辨
之
、
篤
行
之
。」

（
４
）「
而
今
」　

い
ま

121
条

　

讀
誠
意
一
章
、
炎
謂
、
過
此
一
關
、
終
是
省
事
。
曰
。
前
面
事
更
多
。
自
齊
家

以
下
至
治
國
、
則
其
事
已
多
。
自
治
國
至
平
天
下
、
則
其
事
愈
多
。
只
是
源
頭
要

從
這
裏
做
去
。
又
曰
。
看
下
章
、
須
通
上
章
看
、
可
見
。　

炎　

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
は
巻
一
六
に
こ
の
条
不
載
。

○
「
過
此
一
關
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
關
」
を
「
関
」
に
作
る
。

○
「
以
下
治
国
」　
「
國
」
を
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。
後
ろ
の
「
自

治
國
至
乎
天
下
」
の
「
國
」
は
両
本
と
も
「
國
」
に
作
る
。

○
「
裏
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裡
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

誠
意
の
章
を
読
ん
だ
と
き
に
、
わ
た
く
し
炎
が
申
し
上
げ
た
。「
こ
の
関
門
を

通
れ
ば
、
あ
と
は
結
局
の
と
こ
ろ
や
る
べ
き
こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
前
半
で
あ
っ
て
も
多
い
ぞ
。
斉
家
か
ら
治
国
ま
で
は
、

事
柄
は
も
ち
ろ
ん
多
い
し
、
治
国
か
ら
平
天
下
ま
で
は
、
事
柄
は
ま
す
ま
す
多
い
。

た
だ
根
本
の
と
こ
ろ
は
こ
こ
（
＝
誠
意
）
か
ら
や
っ
て
い
く
の
だ
。」
ま
た
お
っ

し
ゃ
っ
た
。「
次
の
章
を
読
む
と
き
に
は
、
前
の
章
と
関
連
さ
せ
て
読
ん
で
は
じ

め
て
わ
か
る
も
の
だ
。」　

劉
炎
録

〔
注
〕

（
１
）「
省
事
」　

従
事
す
る
事
柄
を
減
ら
す
、
仕
事
が
減
る
。『
淮
南
子
』「
詮
言

訓
」「
為
治
之
本
、
務
在
於
安
民
。
安
民
之
本
、
在
於
足
用
。
足
用
之
本
、

在
於
勿
奪
時
。
勿
奪
時
之
本
、在
於
省
事
。
省
事
之
本
、在
於
節
欲
。」
な
お
、

本
巻
八
五
条
を
参
照
。
朱
子
は
こ
の
「
こ
こ
に
至
る
と
や
る
べ
き
こ
と
は
少

な
い
」
こ
と
自
体
は
認
め
て
い
る
。

（
２
）「
前
面
」　

前
半
。
こ
こ
で
は
「
正
心
、
修
身
」
を
指
す
。『
語
類
』
巻

一
四
、一
五
条
、
黄
士
毅
録
（
Ⅰ251

）「
大
學
重
處
都
在
前
面
。
後
面
工
夫

漸
漸
輕
了
、
只
是
揩
磨
在
。」
同
所
注
を
参
照
。

（
３
）「
從
這
裏
做
去
」　

こ
の
「
這
裏
」
が
指
す
も
の
は
、
一
一
八
条
の
分
か
れ

道
を
説
く
所
で
「
從
這
裏
去
、
便
是
君
子
」
と
言
っ
て
い
る
部
分
が
そ
れ
に
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当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）「
看
下
章
云
々
」　

伝
六
章
の
「
右
傳
六
章
、
釋
誠
意
」
に
「
故
此
章
之
指
、

必
承
上
章
而
通
考
之
、
然
後
有
以
見
其
用
力
之
始
終
、
其
序
不
可
亂
而
功
不

可
闕
如
此
云
。」
と
あ
る
の
を
参
照
。

　
　
　
傳
七
章
釋
正
心
修
身

122
条

　

或
問
。
正
心
章
説
忿
懥
等
語
、
恐
通
不
得
誠
意
章
。
曰
。
這
道
理
是
一
落
索
。

才
説
這
一
章
、
便
通
上
章
與
下
章
。
如
説
正
心
誠
意
、
便
須
通
格
物
致
知
説
。

〔
校
勘
〕

○
朝
鮮
古
写
本
巻
一
六
は
本
条
を
収
録
し
な
い
。

○
「
才
説
這
一
章
」　

成
化
本
は
「
才
」
を
「
纔
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
お
尋
ね
し
た
。「
正
心
章
に
説
く
忿ふ

ん
ち懥
等
の
語
は
、
誠
意
章
と
の
つ

な
が
り
が
悪
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。」
先
生
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
道
理
は
、

一
連
の
も
の
だ
。
わ
ず
か
に
こ
の
一
章
に
説
き
及
べ
ば
、
上
章
に
も
下
章
に
も
つ

な
が
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
正
心
誠
意
に
つ
い
て
説
く
に
は
格
物
致
知
と
関
連
づ

け
て
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
だ
。　

記
録
者
名
欠

〔
注
〕

（
１
）「
正
心
章
説
忿
懥
等
語
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
「
所
謂
脩
身
在
正
其
心

者
、
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
。
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、

則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不
得
其
正
。」
朱
注
「
程
子
曰
。
身
有
之
身
、

當
作
心
。
忿
、
弗
粉
反
。
懥
、
敕
値
反
。
好
樂
、
並
去
聲
。
忿
懥
、
怒
也
。」

（
２
）「
這
道
理
是
一
落
索
」　
「
一
落
索
」
は
、ひ
と
連
な
り
の
も
の
、一
連
の
事
柄
。

『
宋
元
語
言
詞
典
』「
一
絡
索　

見
一
落
索
」「
一
落
索　

一
連
串
」『
禅
語
辞
典
』

「
一
落
索　

一
絡
索
に
同
じ
」「
一
絡
索　

ひ
と
く
さ
り
の
談
義
。
一
落
索
と

も
書
く
。」「
一
絡つ

な

が
り
の
索ひ

も

」
が
原
義
。『
字
海
便
覧
』
に
「
一
落
索
ト
ハ

一
ツ
ニ
オ
チ
コ
ム
コ
ト
ナ
リ
」と
あ
る
の
は
誤
釈
。『
語
類
』巻
二
三
、九
八
条
、

胡
泳
録（
Ⅱ556

）「
問
耳
順
。
曰
。
…
又
問
。
聞
無
道
理
之
言
、亦
順
否
。
曰
。

如
何
得
都
有
道
理
。
無
道
理
底
、
也
見
他
是
那
裏
背
馳
、
那
裏
欠
闕
。
那
一

邊
道
理
是
如
何
、
一
見
便
一
落
索
都
見
了
。」『
語
類
』
巻
一
〇
四
、三
八
条
、

輔
廣
録
（
Ⅶ2619

）「
或
說
。
象
山
說
、
克
己
復
禮
、
不
但
只
是
欲
克
去
那

欲
忿
懥
之
私
、
只
是
有
一
念
要
做
聖
賢
、
便
不
可
。
曰
。
…
聖
門
何
嘗
有
這

般
說
話
。
人
要
去
學
聖
賢
、
此
是
好
底
念
慮
、
有
何
不
可
。
…
只
如
孔
子
答

顏
子
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
據
他
說
時
、
只
這
一
句
已
多
了
、
又
況
有
下
頭
一

落
索
。」

（
３
）「
才
説
這
一
章
、
便
通
上
章
與
下
章
」　
「
才
」
は
、
わ
ず
か
に
。
前
条
に
も

「
又
曰
。
看
下
章
、
須
通
上
章
看
、
可
見
。」
と
の
発
言
が
あ
る
。
伝
七
章
と

伝
六
章
（
上
章
）、
伝
八
章
（
下
章
）
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、『
大
学
章
句
』

伝
七
章
の
末
尾
朱
注
に
も
言
及
が
有
る
。「
右
傳
之
七
章
。
釋
正
心
脩
身
。

此
亦
承
上
章
以
起
下
章
。
蓋
意
誠
則
真
無
惡
而
實
有
善
矣
、
所
以
能
存
是
心

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
三
三



以
檢
其
身
。
然
或
但
知
誠
意
、
而
不
能
密
察
此
心
之
存
否
、
則
又
無
以
直
内

而
脩
身
也
。」

（
４
）「
如
説
正
心
誠
意
、
便
須
通
格
物
致
知
説
」　

伝
六
章
と
伝
五
章
の
関
連
に

つ
い
て
は
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
、
末
尾
朱
注
に
以
下
の
言
及
が
有
る
。「
右

傳
之
六
章
。
釋
誠
意
。
經
曰
。
欲
誠
其
意
、
先
致
其
知
。
又
曰
。
知
至
而
后

意
誠
。
蓋
心
體
之
明
有
所
未
盡
、
則
其
所
發
必
有
不
能
實
用
其
力
、
而
苟
焉

以
自
欺
者
。
然
或
已
明
而
不
謹
乎
此
、
則
其
所
明
又
非
己
有
、
而
無
以
爲
進

德
之
基
。
故
此
章
之
指
、必
承
上
章
而
通
考
之
、然
後
有
以
見
其
用
力
之
始
終
、

其
序
不
可
亂
而
功
不
可
闕
如
此
云
。」

123
条

　

大
學
於
格
物
誠
意
章
、
都
是
鍊
成
了
、
到
得
正
心
修
身
處
、
都
易
了
。　

夔
孫

〔
校
勘
〕

○
諸
本
異
同
な
し
。

〔
参
考
〕

　

巻
一
五
、一
二
二
条
、
林
夔
孫
録
は
本
条
と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。「
大
學
於
格

物
誠
意
、
都
煅
煉
成
了
、
到
得
正
心
修
身
處
、
只
是
行
將
去
、
都
易
了
。」　

〔
訳
〕

　
『
大
学
』
は
、「
格
物
」
と
「
誠
意
」
の
章
の
と
こ
ろ
て
、
錬
成
は
完
了
し
て
い

る
か
ら
、「
正
心
」「
修
身
」
の
段
に
至
れ
ば
、（
そ
の
実
践
は
）
す
っ
か
り
容
易

に
な
る
。　

林
夔
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
於
格
物
誠
意
章
、
都
是
鍊
成
了
」　
『
大
学
』
の
八
条
目
中
、
格
物
致
知
と

誠
意
と
が
二
大
関
門
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
さ
え
突
破
す
れ
ば
実
践
過
程
中
の

根
幹
部
分
は
既
に
完
了
し
た
こ
と
に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、八
六
条
「
致

知
誠
意
、是
學
者
兩
箇
關
。」
同
、八
七
条
「
知
至
意
誠
、是
凡
聖
界
分
關
隘
。」

後
出
の
一
二
七
条
に
も
「
要
緊
最
是
誠
意
時
節
、
…
若
打
得
這
關
過
、
已
是

煞
好
了
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
鍊
成
」  

「
鍊
成
（
煉
成
）」
は
、
金
属
を
精
錬
す
る
こ
と
。『
語
類
』
中

に
お
け
る
「
鍊
成
（
煉
成
）」
の
用
例
は
本
条
以
外
で
は
参
考
に
引
い
た
巻

一
五
と
、
以
下
に
引
く
巻
一
一
八
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
「
煅
煉
し
て
成

し
了お

わ

る
」、
後
者
は
「
打
煉
し
て
器
を
成
す
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
巻

一
一
八
、四
六
条
、
訓
王
力
行
（
Ⅶ2848

）「
力
行
連
日
荷
教
。
府
判
張
丈
退

謂
力
行
曰
。
士
佺
到
此
餘
五
十
日
、
備
見
先
生
接
待
學
者
多
矣
、
不
過
誘
之

掖
之
、
未
見
如
待
吾
友
著
氣
用
力
、
痛
下
鉗
鎚
如
此
。
以
九
分
欲
打
煉
成
器
。

不
得
不
知
此
意
。」（
文
中
の
張
丈
は
、
張
士
佺
、
字
子
真
）

（
３
）「
到
得
正
心
修
身
處
、
都
易
了
」　
『
大
学
』
の
工
夫
は
後
半
（
＝
正
心
修
身

以
降
）
は
容
易
に
な
る
、と
い
う
趣
旨
に
関
し
て
は
、以
下
を
参
照
。『
語
類
』

巻
一
五
、八
五
条
「
格
物
是
夢
覺
關
。
誠
意
是
善
惡
關
。
過
得
此
二
關
、
上

面
工
夫
却
一
節
易
如
一
節
了
。」
同
、
一
一
四
条
「
自
修
身
以
往
、
只
是
如

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
三
四



破
竹
然
、
逐
節
自
分
明
去
。
今
人
見
得
似
難
、
其
實
却
易
。」
同
、
一
一
五
条
、

林
夔
孫
録
「
意
誠
則
心
正
。
誠
意
最
是
一
段
中
緊
要
工
夫
。
下
面
一
節
輕
一

節
。」

124
条

　

問
。
先
生
近
改
正
心
一
章
、
方
包
括
得
盡
。
舊
來
説
作
意
或
未
誠
、
則
有
是
四

者
之
累
、
却
只
説
從
誠
意
去
。

　

曰
。
這
事
連
而
却
斷
、
斷
而
復
連
。
意
有
善
惡
之
殊
。
意
或
不
誠
、
則
可
以
爲

惡
。
心
有
得
失
之
異
。
心
有
不
正
、
則
爲
物
所
動
、
却
未
必
爲
惡
。
然
未
有
不
能

格
物
致
知
而
能
誠
意
者
、
亦
未
有
不
能
誠
意
而
能
正
心
者
。　

人
傑

〔
校
勘
〕

○
「
連
而
却
斷
、斷
而
復
連
」　

萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
斷
」
を
「
断
」

に
作
る
。

○「
意
有
善
惡
之
殊
」　

萬
暦
本
、和
刻
本
は「
惡
」を「

」に
作
る（
以
下
同
じ
）。

〔
訳
〕

　

質
問
。「
先
生
が
最
近
、「
正
心
」
章
を
改
訂
さ
れ
た
こ
と
で
、
や
っ
と
（
説
明

が
）
す
っ
か
り
包
括
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
説
き
方
は
「
意
が
ま
だ

誠
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
四
者
の
累

わ
ず
ら
いが
有
る
。」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
で
は
た
だ
誠
意
に
つ
い
て
説
く
だ
け
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

先
生
「
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
連
続
し
な
が
ら
も
断
絶
し
て
お
り
、
断
絶
し
な
が
ら

も
ま
た
連
続
し
て
い
る
の
だ
。
意
に
は
善
と
惡
と
の
相
違
が
あ
る
。
意
が
誠
に
な

ら
な
け
れ
ば
、そ
れ
は
惡
と
見
な
し
て
よ
い
。
心
に
は
得
と
失
と
の
違
い
が
あ
る
。

心
が
正
さ
れ
な
け
れ
ば
、
外
物
に
よ
っ
て
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

れ
は
ま
だ
必
ず
し
も
惡
と
は
見
な
さ
な
い
。（
こ
の
よ
う
に
誠
意
と
正
心
と
は
そ

れ
ぞ
れ
別
個
の
工
夫
で
は
あ
る
が
）
し
か
し
な
が
ら
、
格
物
致
知
が
で
き
て
い
な

い
の
に
し
か
も
誠
意
が
で
き
る
者
な
ど
は
存
在
し
な
い
し
、
ま
た
誠
意
が
で
き
て

い
な
い
の
に
し
か
も
正
心
が
で
き
る
者
な
ど
も
や
は
り
存
在
し
な
い
の
だ
。　

萬

人
傑
録

〔
注
〕

（
１
）「
先
生
近
改
正
心
一
章
」
云
　々

こ
こ
に
言
う
改
訂
が
、現
行
『
大
学
章
句
』

伝
七
章
へ
の
改
訂
を
指
す
の
か
、
さ
ら
に
そ
の
前
段
階
に
お
け
る
改
訂
を
指

す
の
か
は
、未
詳
。
以
下
、ひ
と
ま
ず
現
行
本
へ
の
改
訂
を
前
提
に
解
釈
す
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
旧
注
は
「
意
或
未
誠
、
則
有
是
四
者
之
累
」
と
い
う
内

容
で
あ
り
、
誠
意
が
実
現
し
な
け
れ
ば
正
心
も
実
現
し
な
い
、
と
い
う
趣
旨

と
な
る
。
現
行
の
伝
七
章
は
「
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
、
身
有
所
忿
懥
、
則

不
得
其
正
。
有
所
恐
懼
、
則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
有
所

憂
患
、則
不
得
其
正
。」と
い
う
伝
文
に
対
し
て「
程
子
曰
。
身
有
之
身
當
作
心
。

…
蓋
是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人
所
不
能
無
者
。
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則

欲
動
情
勝
、
而
其
用
之
所
行
、
或
不
能
不
失
其
正
矣
。」
と
の
朱
注
が
付
さ

れ
て
お
り
、
正
心
の
実
践
の
必
要
性
そ
の
も
の
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
質
問

者
は
そ
の
点
を
旧
注
と
対
比
し
て
、「
よ
り
包
括
的
に
な
っ
た
」
と
評
価
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
三
五



（
２
）「
只
説
從
誠
意
去
」　

た
だ
誠
意
に
つ
い
て
説
く
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
旧
説

は
正
心
の
前
提
と
し
て
の
誠
意
に
つ
い
て
説
く
の
み
で
、
正
心
自
体
に
関
す

る
説
明
が
欠
如
し
て
い
る
、と
の
意
。「
説
從
～
去
」
は
、～
に
つ
い
て
説
く
。

こ
こ
で
の
「
從
」
は
、
動
作
の
起
点
で
は
な
く
、
動
作
の
向
か
う
方
向
を
示

す（
一
二
六
条
参
照
）。
巻
一
八
、一
二
〇
条
、沈
僩
録（
Ⅱ421

）「
這
箇
道
理
、

自
孔
孟
既
沒
、
便
無
人
理
會
得
。
只
有
韓
文
公
曾
說
來
、
又
只
說
到
正
心
誠

意
、而
遺
了
格
物
致
知
。
及
至
程
子
、始
推
廣
其
說
、工
夫
精
密
、無
復
遺
憾
。

然
程
子
既
沒
、
諸
門
人
說
得
便
差
、
都
說
從
別
處
去
、
與
致
知
格
物
都
不
相

干
、
只
不
曾
精
曉
得
程
子
之
說
耳
。」
巻
五
九
、一
一
〇
条
、
余
大
雅
録
（
Ⅳ

1405

）「
孟
子
恐
人
不
識
仁
義
、
故
以
此
喩
之
。
然
極
論
要
歸
、
只
是
心
爾
。

若
於
此
心
常
得
其
正
、
則
仁
在
其
中
。
故
自
捨
正
路
而
不
由
、
放
其
心
而
不

知
求
以
下
、
一
向
說
從
心
上
去
。」
巻
六
六
、八
条
、
輔
廣
録
（
Ⅳ1622

）「
八

卦
之
畫
、本
爲
占
筮
。
方
伏
羲
畫
卦
時
、止
有
奇
偶
之
畫
、何
嘗
有
許
多
說
話
。

文
王
重
卦
作
繇
辭
、
周
公
作
爻
辭
、
亦
只
是
爲
占
筮
設
。
到
孔
子
、
方
始
從

義
理
去
。」
巻
九
五
、四
一
条
、
黄
義
剛
録
（
Ⅵ2429

）「
或
問
生
之
謂
性
一

段
。
曰
。
此
段
引
譬
喩
、亦
叢
雜
。
如
說
水
流
而
就
下
了
、又
說
從
清
濁
處
去
、

與
就
下
不
相
續
。
這
處
只
要
認
得
大
意
、
可
也
。」

（
３
）「
這
事
連
而
却
斷
、
斷
而
復
連
」　

次
条
に
も
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。「
誠

意
」
と
「
正
心
」
の
関
係
を
、
連
続
的
で
あ
り
な
が
ら
（「
連
」）、
互
い
に

区
別
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
別
個
の
工
夫
で
あ
る
「（「
断
」）
こ
と

を
述
べ
る
。『
大
学
章
句
』
伝
七
章
の
末
尾
朱
注
に
「
右
傳
之
七
章
。
釋
正

心
脩
身
。
此
亦
承
上
章
以
起
下
章
。
①
蓋
意
誠
則
真
無
惡
而
實
有
善
矣
、
所

以
能
存
是
心
以
檢
其
身
。
②
然
或
但
知
誠
意
、
而
不
能
密
察
此
心
之
存
否
、

則
又
無
以
直
内
而
脩
身
也
。」
と
あ
る
。
う
ち
①
は
誠
意
が
正
心
の
前
提
を

為
す
こ
と
を
述
べ
、
②
は
誠
意
と
は
別
個
に
正
心
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
る
。
①
は
両
者
の
「
連
」
の
側
面
、
②
は
両
者
の
「
断
」
の
側
面

に
相
当
す
る
。

（
４
）「
意
或
不
誠
、
則
可
以
爲
惡
」　

誠
意
を
実
践
し
得
る
か
否
か
が
善
悪
の
岐

路
と
な
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、八
五
条
、
林
夔
孫
録
「
誠
意
是
善
惡
關
。（
原

注
）
誠
得
來
是
善
、
誠
不
得
只
是
惡
。」 

同
、
八
六
条
、
萬
人
傑
録
「
誠
意
乃

惡
與
善
之
關
。」　　

（
５
）「
心
有
得
失
之
異
」　

こ
こ
で
の
得
失
は
、
心
の
正
を
得
る
か
失
う
か
の
意

で
あ
る
か
ら
、
実
質
的
に
は
正
不
正
と
同
義
で
あ
る
。『
大
学
章
句
』
伝
七

章
「
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
、
身
有
所
忿
懥
、
則
不
得
其
正
。
有
所
恐
懼
、

則
不
得
其
正
。
有
所
好
樂
、
則
不
得
其
正
。
有
所
憂
患
、
則
不
得
其
正
。」

朱
注
「
程
子
曰
。
身
有
之
身
當
作
心
。
…
蓋
是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人
所

不
能
無
者
。
然
一
有
之
而
不
能
察
、
則
欲
動
情
勝
、
而
其
用
之
所
行
、
或
不

能
不
失
其
正
矣
。」

（
６
）「
心
有
不
正
、
則
爲
物
所
動
、
却
未
必
爲
惡
」  

『
大
学
章
句
』
伝
七
章
朱
注

に
は
「
蓋
是
四
者
、皆
心
之
用
、而
人
所
不
能
無
者
。」（
前
注
既
引
）
と
あ
り
、

後
出
の
一
二
八
条
に
も
「
誠
意
是
無
惡
。
憂
患
・
忿
懥
之
類
、
却
不
是
惡
。」

と
あ
る
。「
忿
懥
」「
恐
懼
」「
好
樂
」「
憂
患
」
は
心
の
自
然
な
は
た
ら
き
と

し
て
不
可
避
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
惡
で
は
な
い
が
、
た
だ
そ
の
あ

り
か
た
に
偏
り
（「
偏
重
」「
偏
倚
」）
が
有
る
と
心
に
累
を
及
ぼ
し
、
そ
れ

が
心
の
不
正
と
な
る
。「
正
心
」
と
は
、そ
の
偏
り
を
是
正
す
る
営
み
で
あ
る
。

『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
、五
条
「
問
。
有
所
忿
懥
・
恐
懼
・
憂
患
、
心
不
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得
其
正
。
是
要
無
此
數
者
、
心
乃
正
乎
。
曰
。
非
是
謂
無
、
只
是
不
以
此
動

（
原
注
「
一
本
作
累
」）
其
心
。
學
者
未
到
不
動
處
、
須
是
執
持
其
志
。」『
語

類
』
巻
一
八
、一
三
一
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ424

）「
唯
是
意
已
誠
實
、
然
後
方

可
見
得
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
有
偏
重
處
、
即
便
隨
而
正
之
也
。」「
偏
倚
」

は
次
条
に
見
え
る
。

（
７
）「
未
有
不
能
格
物
致
知
而
能
誠
意
者
」　
「
未
有
不
能
Ａ
而
能
Ｂ
者
也
」
は
、

Ａ
が
で
き
も
し
な
い
の
に
し
か
も
Ｂ
が
で
き
る
人
な
ど
い
た
た
め
し
が
な

い
。Ａ
が
Ｂ
に
と
っ
て
の
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。『
史
記
』

巻
一
一
二
「
平
津
侯
列
伝
（
公
孫
弘
）」「
知
所
以
自
治
、
然
後
知
所
以
治

人
。
天
下
未
有
不
能
自
治
而
能
治
人
者
也
。
此
百
世
不
易
之
道
也
。」
こ
こ

で
は
格
致
の
実
践
が
誠
意
の
前
提
条
件
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。『
語
類
』
巻

一
五
、一
〇
一
条
「
知
至
而
后
意
誠
。
須
是
真
知
了
、方
能
誠
意
。
知
苟
未
至
、

雖
欲
誠
意
、
固
不
得
其
門
而
入
矣
。」

（
８
）「
未
有
不
能
誠
意
而
能
正
心
者
」　

次
条
の
「
意
未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、

更
理
會
甚
正
心
。」
も
同
趣
旨
。

125
条

　

或
問
正
心
誠
意
章
。
先
生
令
他
説
。
曰
。
意
誠
則
心
正
。
曰
。
不
然
。
這
幾
句
、

連
了
又
斷
、
斷
了
又
連
。
雖
若
不
相
粘
綴
、
中
間
又
自
相
貫
。
譬
如
一
竿
竹
、
雖

只
是
一
竿
、
然
其
間
又
自
有
許
多
節
。

　

意
未
誠
、
則
全
體
是
私
意
、
更
理
會
甚
正
心
。
然
意
雖
誠
了
、
又
不
可
不
正
其

心
。
意
之
誠
不
誠
、
直
是
有
公
私
之
辨
、
君
子
小
人
之
分
。
意
若
不
誠
、
則
雖
外

面
爲
善
、
其
意
實
不
然
、
如
何
更
問
他
心
之
正
不
正
。
意
既
誠
了
、
而
其
心
或
有

所
偏
倚
、
則
不
得
其
正
、
故
方
可
做
那
正
心
底
工
夫
。　

廣

〔
校
勘
〕

○
「
連
了
又
斷
、
斷
了
又
連
」　
「
斷
斷
」
を
萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
断
〻
」
に
、

朝
鮮
古
写
本
は
「
断
断
」
に
作
る
。

○
「
又
自
有
許
多
節
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
節
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
全
體
是
私
意
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
體
」
を
「
体
」
に
作
る
。

○
「
則
雖
外
面
爲
善
」　
「
面
」
を
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
靣
」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

あ
る
者
が
「
正
心
」「
誠
意
」
章
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。
先
生
は
彼
に
説
明

さ
せ
た
。「
意
が
誠
に
な
れ
ば
、
心
は
正
し
く
な
り
ま
す
。」
先
生
「
そ
う
で
は
な

い
。
こ
こ
の
何
句
か
は
、
連
続
し
た
か
と
思
え
ば
ま
た
断
絶
し
、
断
絶
し
た
か
と

思
え
ば
ま
た
連
続
す
る
。
連
結
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
間
は
や
は
り
自
ず
と
貫
通
し
て
い
る
の
だ
。
た
と
え
ば
一
本
の
竹
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
て
、
一
本
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
や
は
り
自
ず
と
多
く
の

節
が
有
る
の
だ
。

　

意
が
ま
だ
誠
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
の
私
意
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
ん
な
状

態
の
ま
ま
で
一
体
ど
ん
な
正
心
に
取
り
組
め
と
い
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
た
と
え

意
が
誠
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
そ
の
心
は
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
意
の

誠
と
不
誠
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
公
と
私
の
岐
路
、
君
子
と
小
人
の
分
か
れ
目

で
あ
る
。
意
が
不
誠
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
表
面
的
に
は
善
を
為
し
て
い
て
も
、
そ

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
三
七



の
意
は
実
の
と
こ
ろ
善
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
心
が
正
さ
れ
て
い
る
か

否
か
な
ど
、
ど
う
し
て
問
題
に
す
る
に
値
し
よ
う
か
。
意
が
既
に
誠
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
心
に
少
し
で
も
偏か
た

倚よ
り

が
有
れ
ば
、
正
し
さ
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
わ
け
で
、
そ
れ
故
に
こ
そ
ま
さ
に
か
の
正
心
の
工
夫
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。　

輔
廣
録

〔
注
〕

（
１
）「
意
誠
則
心
正
」 『
大
学
章
句
』
経
の
「
意
誠
而
后
心
正
」
に
類
似
す
る
表

現
で
あ
る
が
、
経
文
は
「
意
誠
」
が
「
心
正
」
の
前
提
条
件
・
必
要
条
件
で

あ
る
こ
と
を
示
す
に
止
ま
る
の
に
対
し
て
、「
意
誠
則
心
正
」は「
意
誠
」が「
心

正
」
の
十
分
条
件
で
あ
る
か
の
如
き
語
気
を
含
む
。
朱
熹
が
こ
の
語
を
否
定

し
た
の
は
そ
の
為
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
誠
意
」
の
重
要
性
や
困
難
さ
を

強
調
す
る
文
脈
で
は
、
実
は
朱
熹
自
身
、
こ
の
表
現
を
用
い
て
も
い
た
。『
語

類
』
巻
一
五
、一
一
五
条
「
意
誠
則
心
正
。
誠
意
最
是
一
段
中
緊
要
工
夫
、

下
面
一
節
輕
一
節
。」
同
、
一
一
七
条
「
意
誠
則
心
正
、
自
此
去
、
一
節
易

似
一
節
。」

（
２
）「
這
幾
句
、
連
了
又
斷
、
斷
了
又
連
」　

前
条
に
も
「
這
事
連
而
却
斷
、
斷

而
復
連
。」
と
あ
る
。「
Ａ
了
又
Ｂ
、
Ｂ
了
又
Ａ
」
は
、
Ａ
し
て
は
Ｂ
し
、
Ｂ

し
て
は
Ａ
す
る
。
Ａ
→
Ｂ
→
Ａ
→
Ｂ
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
（
Ａ

Ｂ
は
動
詞
の
場
合
も
名
詞
の
場
合
も
あ
る
）。
こ
こ
で
は
『
大
学
章
句
』
伝

五
章
、
六
章
、
七
章
、
八
章
等
（「
這
幾
句
」）
が
「
連
」（
各
章
間
の
連
続
性
）

→
「
断
」（
各
章
ご
と
の
独
立
性
）
→
「
連
」
→
「
断
」
の
関
係
に
あ
る
こ

と
を
指
す
も
の
と
解
釈
し
て
お
く
。『
語
類
』
巻
一
〇
、六
五
条
、沈
僩
録
（
Ⅰ

170

）「
夫
子
說
、學
而
不
思
則
罔
、思
而
不
學
則
殆
。
學
便
是
讀
。
讀
了
又
思
、

思
了
又
讀
。」
巻
二
四
、一
四
〇
条
、
徐

録
（
Ⅱ597

）「
綱
常
千
萬
年
磨
滅

不
得
。
只
是
盛
衰
消
長
之
勢
、
自
不
可
已
。
盛
了
又
衰
、
衰
了
又
盛
、
其
勢

如
此
。」
巻
六
二
、一
三
三
条
、陳
淳
録
（
Ⅳ1513

）「
元
了
又
貞
、貞
了
又
元
、

萬
古
只
如
此
、
循
環
無
窮
。」
巻
七
一
、五
二
条
、
徐

録
（
Ⅴ1792

）「
春

了
又
冬
、
冬
了
又
春
。」

（
３
）「
雖
若
不
相
粘
綴
」　
「
粘
綴
」
は
、
く
っ
つ
く
、
連
結
す
る
、
連
接
す
る
、

連
続
す
る
。

（
４
）「
中
間
又
自
相
貫
」　
「
中
間
」
は
、（
そ
れ
ぞ
れ
の
）
間
、
そ
の
間
。『
語
類
』

巻
九
五
、一
一
一
条
、
葉
賀
孫
録
（
Ⅵ2443

）「
伊
川
文
字
、
段
數
分
明
。
明

道
多
只
恁
成
片
說
將
去
、
初
看
似
無
統
、
子
細
理
會
、
中
間
自
有
路
脈
貫
串

將
去
。」

（
５
）「
譬
如
一
竿
竹
」　
「
竿
」
は
、
量
詞
。
八
条
目
を
竹
と
そ
の
節
に
喩
え
る
も

の
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
巻
一
五
、一
一
四
条
「
自
修
身
以
往
、
只
是
如
破

竹
然
、
逐
節
自
分
明
去
。」
同
、
一
四
六
条
「
物
格
而
后
知
至
、
知
至
而
后

意
誠
、意
誠
而
后
心
正
、心
正
而
后
身
修
、身
修
而
后
家
齊
、家
齊
而
后
國
治
、

國
治
而
后
天
下
平
。
只
是
就
這
規
模
恁
地
廣
開
去
、
如
破
竹
相
似
、
逐
節
恁

地
去
。」

（
６
）「
意
未
誠
、則
全
體
是
私
意
」　
「
全
體
」
は
、全
て
、丸
ご
と
、す
っ
か
り
。『
語

類
』
巻
一
二
〇
、五
五
条
、
童
伯
羽
録
（
Ⅶ2900

）「
吳

直
翁
問
。
學
亦
頗

知
自
立
、
而
病
痛
猶
多
、
柰
何
。
曰
。
未
論
病
痛
。
人
必
全
體
是
、
而
後
可

以
言
病
痛
。
譬
如
純
是
白
物
事
了
、
而
中
有
黑
點
、
始
可
言
病
痛
。
公
今
全

體
都
未
是
、
何
病
痛
之
可
言
。」
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（
７
）「
更
理
會
甚
正
心
」　
「
理
會
」
は
、
取
り
組
む
。「
甚
」
は
、
何
、
ど
ん
な
。

『
語
類
』巻
一
八
、一
三
二
条
、黄
士
毅
録（
Ⅱ424

）「
問
意
既
誠
矣
一
段
。
曰
。

不
誠
是
虚
偽
無
實
之
人
、
更
理
會
甚
正
。」

（
８
）「
直
是
有
公
私
之
辨
」　
「
直
是
」
は
、
取
り
も
な
お
さ
ず
。

（
９
）「
君
子
小
人
之
分
」　
『
荀
子
』「
不
苟
」「
君
子
能
則
人
榮
學
焉
、
不
能
則
人

樂
告
之
。
小
人
能
則
人
賤
學
焉
、
不
能
則
人
羞
告
之
。
是
君
子
小
人
之
分
也
」

意
の
誠
不
誠
が
君
子
小
人
の
分
か
れ
目
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は

以
下
を
参
照
。『
語
類
』
巻
一
五
、八
八
条
「
某
嘗
謂
、
誠
意
一
節
、
正
是
聖

凡
分
別
關
隘
去
處
。
若
能
誠
意
、
則
是
透
得
此
關
。
透
此
關
後
、
滔
滔
然
自

在
去
爲
君
子
。
不
然
、
則
崎
嶇
反
側
、
不
免
爲
小
人
之
歸
也
。」

（
10
）「
如
何
更
問
他
心
之
正
不
正
」　

誠
意
を
実
現
し
て
い
な
け
れ
ば
そ
の
意
は

既
に
し
て
不
善
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
心
の
正
不
正
な
ど
は
じ
め
か
ら
問
題
に

す
る
に
値
し
な
い
、
と
の
意
。『
語
類
』
巻
一
八
、一
三
一
条
、
輔
廣
録
（
Ⅱ

424

）「
或
問
。
意
既
誠
矣
、而
心
猶
有
動
焉
、然
後
可
以
責
其
不
正
而
復
乎
正
。

是
如
何
。
曰
。
若
是
意
未
誠
時
、
只
是
一
箇
虚
偽
無
實
之
人
、
更
問
甚
心
之

正
與
不
正
。
唯
是
意
已
誠
實
、
然
後
方
可
見
得
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患

有
偏
重
處
、
即
便
隨
而
正
之
也
。」

（
11
）「
其
心
或
有
所
偏
倚
」　

心
の
働
き
に
お
け
る
偏
り
。
前
注
所
引
の
「
忿
懥
・

恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
有
偏
重
處
」
を
参
照
。「
偏
倚
」
は
、
偏
向
し
て
中
正

を
失
っ
た
あ
り
方
。『
中
庸
章
句
』
題
下
朱
注
「
中
者
、
不
偏
不
倚
、
無
過

不
及
之
名
。
庸
、
平
常
也
。」

126
条

　

亞
夫
問
致
知
誠
意
。

　

曰
。
心
是
大
底
、
意
是
小
的
。
心
要
恁
地
做
、
却
被
意
從
後
面
牽
將
去
。
且
如

心
愛
做
箇
好
事
、
又
被
一
箇
意
道
不
須
恁
地
做
也
得
。
且
如
心
要
孝
、
又
有
不
孝

底
意
思
牽
了
。

　

所
謂
誠
意
者
、
譬
如
飢
時
便
喫
飯
、
飽
時
便
休
、
自
是
實
要
如
此
。
到
飽
後
、

又
被
人
請
去
、
也
且
胡
亂
與
他
喫
些
子
、
便
是
不
誠
。
須
是
誠
、
則
自
然
表
裏
如

一
。
非
是
爲
人
而
做
、
求
以
自
快
乎
己
耳
。
如
飢
之
必
食
、
渇
之
必
飲
、
無
一
毫

不
實
之
意
。

　

這
箇
知
至
意
誠
、
是
萬
善
之
根
。
有
大
底
地
盤
、
方
立
得
脚
住
。
若
無
這
箇
、

都
靠
不
得
。
心
無
好
樂
、
又
有
箇
不
無
好
樂
底
在
後
。
心
無
忿
懥
、
又
有
箇
不
無

忿
懥
底
在
後
。
知
至
後
、
自
然
無
。　

恪

〔
校
勘
〕

○
「
意
是
小
的
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
的
」
を
「
底
」
に
作
る
。

○
「
却
被
意
從
後
面
牽
將
去
」　
「
面
」
を
成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
且
如
心
愛
做
箇
好
事
」　

本
条
に
全
部
で
六
出
す
る
「
箇
」
を
、
朝
鮮
古
写

本
は
全
て「
个
」に
作
る
。
萬
暦
本
と
和
刻
本
は
、「
又
有
箇
不
無
好
樂
底
在
後
」

の
箇
所
の
み
「
箇
」
に
作
り
、
他
の
五
箇
所
は
全
て
「
个
」
に
作
る
。

○
「
無
一
毫
不
實
之
意
」 

成
化
本
は
「
毫
」
を
「
豪
」
に
作
る
。

○
「
心
無
好
樂
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
本
条
に
二
出
す
る
「
樂
」
を
全
て
「
楽
」

に
作
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
三
九



〔
訳
〕

　

亞
夫
が
致
知
と
誠
意
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。

　

先
生
「
心
は
大
な
る
も
の
、
意
は
小
な
る
も
の
だ
。
心
が
こ
の
よ
う
に
し
よ
う

と
し
て
も
、
か
え
っ
て
意
に
よ
っ
て
後
ろ
向
き
（
＝
逆
方
向
）
に
引
き
ず
ら
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
心
は
好
ん
で
何
か
よ
い
こ
と
を
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
に
、
ま
た
も
や
一
箇
の
意
か
現
れ
て
は
「
そ
ん
な
ふ
う
に
し
な
く
て
も
構
わ

な
い
ぞ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、
心
は
孝
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
ま
た
も
や
親
不
孝
な
意き

思も
ち

が
生
じ
て
心
を
引
き
ず
っ
て
し
ま
う
。

　

所
謂
「
誠
意
」
と
は
、
た
と
え
ば
、
お
腹
が
す
い
た
ら
飯
を
食
い
、
満
腹
に
な

っ
た
ら
や
め
る
、と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
（
当

人
自
身
が
）
本
当
に
そ
う
し
た
い
か
ら
な
の
だ
。
満
腹
に
な
っ
た
後
で
、
他
人
に

請
わ
れ
る
ま
ま
に
、
ま
た
も
と
り
あ
え
ず
そ
の
人
の
為
に
少
し
ば
か
り
を
そ
そ
く

さ
と
食
う
と
す
れ
ば
、そ
れ
は
「
誠
」
で
は
な
い
。
ぜ
ひ
と
も
誠
で
あ
る
べ
き
で
、

そ
う
す
れ
ば
表
裏
は
自
ず
と
一
体
と
な
る
。人
の
為
に
何
か
を
す
る
の
で
は
な
く
、

た
だ
自
分
自
身
が
快
適
で
あ
り
た
い
が
為
に
（
そ
う
す
る
の
に
）
他
な
ら
な
い
の

だ
。
お
腹
が
す
い
た
ら
必
ず
食
い
、の
ど
が
渇
い
た
ら
必
ず
飲
む
よ
う
な
も
の
で
、

そ
こ
に
は
毛
筋
ほ
ど
に
も
不
実
な
る
意
は
存
在
し
な
い
の
だ
。

　

こ
の
「
知
は
至
り
、
意
は
誠
に
な
る
」
こ
と
こ
そ
は
、
万
善
の
根
本
で
あ
る
。

大
い
な
る
地
盤
が
有
っ
て
こ
そ
、
脚
を
し
っ
か
り
と
踏
み
し
め
る
こ
と
も
で
き
る

の
だ
。
そ
れ
（
＝
地
盤
）
が
な
け
れ
ば
、
全
く
拠
り
所
を
失
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

心
に
好こ
の
み楽

が
な
く
て
も
、
好
楽
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
意
が
そ
の
背

後
に
存
在
す
る
。
心
に
忿い
か
り懥
が
な
く
て
も
、
忿
懥
が
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

い
う
意
が
そ
の
背
後
に
存
在
す
る
。
知
が
至
（
り
、
意
が
誠
に
な
）
っ
た
後
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
意
は
自
ず
と
無
く
な
る
の
だ
。　

林
恪
録

〔
注
〕

（
１
）「
亞
夫
問
」　

淵
か
ん
え
ん

、
字
亞
夫
。『
朱
子
語
録
姓
氏
』
所
収
。

（
２
）「
心
是
大
底
、意
是
小
的
」　
「
意
者
、心
之
所
發
也
」（『
大
学
章
句
』経
、朱
注
）

と
定
義
さ
る
よ
う
に
、意
は
心
に
包
摂
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
大

小
」
は
、
両
者
の
包
含
関
係
を
示
し
て
い
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
一
三
条

「
心
言
其
統
體
、意
是
就
其
中
發
處
。
…
又
曰
。
由
小
而
大
、意
小
心
大
。」『
北

渓
字
義
』
巻
上
「
意
」「
以
意
比
心
、
則
心
大
意
小
。
心
以
全
體
言
。
意
只

是
就
全
體
上
發
起
一
念
慮
處
。」

（
３
）「
却
被
意
從
後
面
牽
將
去
」　

か
え
っ
て
意
に
よ
っ
て
後
ろ
向
き
に
引
き
ず

ら
れ
て
い
く
。「
被
」
は
、
～
に
、
～
か
ら
（
～
さ
れ
る
、
～
ら
れ
る
）。「
～

將
去
」
は
、
～
し
て
い
く
。「
從
～
去
」
の
「
從
」
に
は
、
動
作
の
起
点
を

示
す
用
法
と
動
作
の
向
か
う
方
向
を
示
す
用
法
と
が
あ
る
（
三
浦
國
雄
『「
朱

子
語
類
」
抄
』
三
〇
八
頁
、
四
〇
七
頁
）。
本
文
で
は
仮
に
後
者
の
用
法
と

し
て
解
釈
し
て
お
い
た
が
、
後
ろ
か
ら
引
っ
ぱ
る
と
解
釈
し
て
も
、
結
果
的

に
は
同
じ
事
態
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
後
ろ
向
き
（
＝
逆
方

向
）
に
引
き
ず
る
と
は
要
す
る
に
、
妨
げ
る
、
足
を
引
っ
張
る
の
意
。
意
が

心
を
良
か
ら
ぬ
方
向
に
引
き
ず
る
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参

照
。『
語
類
』
巻
一
五
、一
一
六
条
「
或
問
。
意
者
心
之
所
發
、
如
何
先
誠

其
意
。
曰
。
小
底
却
會
牽
動
了
大
底
。
心
之
所
以
不
正
、
只
是
私
意
牽
去
。」

巻
一
六
、六
六
条
「
問
。
誠
意
是
如
何
。
曰
。
心
只
是
有
一
帶
路
、
更
不
著

得
兩
箇
物
事
。
如
今
人
要
做
好
事
、
都
自
無
力
。
其
所
以
無
力
是
如
何
。
只

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
六
十
六
号

一
四
〇



爲
他
有
箇
爲
惡
底
意
思
在
裏
面
牽
繋
。」

（
４
）「
且
如
心
愛
做
箇
好
事
」　
「
且
如
」
は
、
た
と
え
ば
。「
愛
」
は
、
～
す
る

こ
と
を
好
む
。
好
ん
で
～
す
る
。「
好
事
」
は
、
い
い
こ
と
、
良
い
こ
と
。

（
５
）「
飽
時
便
休
」　
「
休
」
は
、
や
め
る
、
停
止
す
る
、
お
し
ま
い
に
す
る
。

（
６
）「
也
且
胡
亂
與
他
喫
些
子
」　
「
也
且
」
は
、ま
た
と
り
あ
え
ず
。「
胡
亂
」
は
、

い
い
か
げ
ん
に
、
お
ざ
な
り
に
、
そ
そ
く
さ
と
。「
與
他
」
の
「
與
」
は
現

代
中
国
語
の
「
給
」
と
お
な
じ
で
、
～
の
た
め
に
。「
些
子
」
は
、
す
こ
し

ば
か
り
。

（
７
）「
須
是
誠
、則
自
然
表
裏
如
一
」　
「
如
一
」
は
、一
様
で
あ
る
、一
体
で
あ
る
。

「
表
裏
如
一
」
は
、
自
己
の
外
面
と
内
面
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
。
表
裏

一
体
は
、「
誠
」「
不
自
欺
」「
自
慊
」
の
比
喩
と
し
て
多
用
さ
れ
る
。
本
巻
、

七
二
条
「
須
是
表
裏
如
一
、便
是
不
自
欺
。」
八
八
条
「
自
慊
則
一
、自
欺
則
二
。

自
慊
者
、
外
面
如
此
、
中
心
也
是
如
此
、
表
裏
一
般
。」
一
〇
二
条
「
誠
意
、

只
是
表
裏
如
一
。
若
外
面
白
、
裏
面
黒
、
便
非
誠
意
。」

（
８
）「
非
是
爲
人
而
做
、
求
以
自
快
乎
己
耳
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
所
謂
誠

其
意
者
、
毋
自
欺
也
。
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、
此
之
謂
自
謙
。
朱
注
「
謙
、

快
也
、
足
也
。
…
言
欲
自
脩
者
知
爲
善
以
去
其
惡
、
則
當
實
用
其
力
、
而
禁

止
其
自
欺
。
使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
、
皆
務
決
去
、
而

求
必
得
之
、
以
自
快
足
於
己
、
不
可
徒
苟
且
以
殉
外
而
爲
人
也
。」

（
９
）「
飢
之
必
食
、渇
之
必
飲
」　
『
大
戴
礼
記
』「
王
言
」「
如
飢
而
食
、如
渴
而
飲
。」

本
巻
、
一
〇
六
条
「
所
謂
誠
其
意
者
、
表
裏
内
外
、
徹
底
皆
如
此
、
無
纖
毫

絲
髮
苟
且
爲
人
之
弊
。
如
飢
之
必
欲
食
、
渇
之
必
欲
飲
、
皆
自
以
求
飽
足
於

己
而
已
、
非
爲
他
人
而
食
飲
也
。」

（
10
）「
是
萬
善
之
根
」　
「
萬
善
之
根
」
は
、あ
ら
ゆ
る
善
を
生
み
出
す
根
源
。『
朱

文
公
文
集
』
巻
五
〇
「
答
潘
恭
叔
」
第
八
書
「
敬
之
一
字
、
萬
善
根
本
。
涵

養
省
察
、
格
物
致
知
、
種
種
工
夫
、
皆
從
此
出
、
方
有
據
依
。」

（
11
）「
有
大
底
地
盤
」　
「
地
盤
」
の
比
喩
を
用
い
た
例
を
挙
げ
て
お
く
。『
語
類
』

巻
一
四
、一
〇
条
「
如
人
起
屋
相
似
、
須
先
打
箇
地
盤
。
地
盤
既
成
、
則
可

舉
而
行
之
矣
。」　

（
12
）「
方
立
得
脚
住
」　
「
方
」
は
、
そ
れ
で
こ
そ
。「
～
住
」
は
前
の
動
作
が
し

っ
か
り
と
確
実
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

（
13
）「
都
靠
不
得
」　
「
都
」
は
、
全
く
。「
靠
」
は
、
寄
り
か
か
る
、
も
た
れ
る
、

依
拠
す
る
。「
～
不
得
」
は
、
～
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
14
）「
知
至
後
」　
「
知
至
意
誠
」
を
「
大
底
地
盤
」
に
喩
え
た
上
で
、
地
盤
の
有

る
場
合
と
無
い
場
合
と
で
「
不
無
好
樂
底
」「
不
無
忿
懥
底
」
の
有
無
が
分

か
れ
る
、と
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
の
「
知
至
後
」
は
、「
知
至
意
誠
後
」

を
端
折
っ
た
表
現
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

127
条

　

敬
之
問
誠
意
正
心
。
誠
意
是
去
除
得
裏
面
許
多
私
意
、
正
心
是
去
除
得
外
面
許

多
私
意
。
誠
意
是
檢
察
於
隱
微
之
際
、
正
心
是
體
驗
於
事
物
之
間
。

　

曰
。
到
得
正
心
時
節
、
已
是
煞
好
了
。
只
是
就
好
裏
面
、
又
有
許
多
偏
。
要
緊

最
是
誠
意
時
節
、
正
是
分
別
善
惡
、
最
要
著
力
。
所
以
重
複
説
道
必
慎
其
獨
。
若

打
得
這
關
過
、
已
是
煞
好
了
。
到
正
心
、
又
怕
於
好
上
要
偏
去
。
如
水
相
似
、
那

時
節
已
是
淘
去
了
濁
、
十
分
清
了
、
又
怕
於
清
裏
面
有
波
浪
動
蕩
處
。　

賀
孫

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
四
一



〔
校
勘
〕

○
「
去
除
得
裏
面
許
多
私
意
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
裏
」
を
「
裡
」
に
作
る
。

以
下
同
じ
。「
面
」
を
成
化
本
、朝
鮮
古
写
本
は
「
靣
」
に
作
る
（
以
下
同
じ
）。

○
「
最
要
著
力
」　

成
化
本
、萬
暦
本
、朝
鮮
古
写
本
、和
刻
本
は
「
著
」
を
「
着
」

に
作
る
。

○
「
必
慎
其
獨
」　

諸
本
は
呂
留
良
本
、伝
経
堂
本
を
含
め
て
全
て
「
慎
」
を
「
謹
」

に
作
る
。

○
「
若
打
得
這
關
過
」　

萬
暦
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
和
刻
本
は
「
關
」
を
「
関
」

に
作
る
。

○
「
賀
孫
」
朝
鮮
古
写
本
に
は
記
録
者
名
な
し
。

〔
訳
〕

　

敬
之
が
誠
意
正
心
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
。「
誠
意
と
は
、
自
己
の
内
面
の
多

く
の
私
意
を
除
き
去
る
こ
と
、
正
心
と
は
自
己
の
外
面
の
多
く
の
私
意
を
除
き
去

る
こ
と
で
す
。
誠
意
と
は
隱
微
の
際
（
＝
自
己
の
内
面
に
お
い
て
意
が
か
す
か
に

萌
す
時
）
に
そ
れ
を
点
検
精
察
す
る
こ
と
、
正
心
と
は
心
が
事
物
と
関
わ
る
場
で

そ
れ
を
体
察
す
る
こ
と
で
す
ね
。」

　

先
生「
心
を
正
す
段
階
に
至
れ
ば
、（
誠
意
を
経
て
い
る
の
で
）既
に（
そ
の
心
は
）

非
常
に
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
よ
く
な
っ
た
内
面
（
心
）
に
も
、

ま
た
多
く
の
偏
り
が
有
る
の
だ
。
一
番
肝
心
な
の
は
誠
意
の
段
階
で
あ
っ
て
、
こ

こ
で
こ
そ
善
悪
を
弁
別
す
る
の
で
あ
り
、
最
も
努
力
を
要
す
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ

そ
（『
大
学
』
の
伝
文
も
）
繰
り
返
し
「
必
ず
そ
の
独
り
を
慎
し
む
」
と
述
べ
て

い
る
の
だ
。
こ
の
関
門
さ
え
打
破
し
て
し
ま
え
ば
、
既
に
（
そ
の
心
は
）
非
常
に

よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
心
を
正
す
段
に
な
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
よ
き

と
こ
ろ
に
お
い
て
偏
り
が
生
ず
る
こ
と
を
危
惧
す
る
の
だ
。
ち
ょ
う
ど
水
の
よ
う

な
も
の
で
、
そ
の
時
（
＝
正
心
に
取
り
組
む
段
階
）
に
は
既
に
し
て
濁
り
は
淘
汰

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
十
分
に
澄
ん
で
い
る
の
だ
が
、
そ
の
上
で
更
に
、
そ
の
澄
ん

で
い
る
内
面
（
心
）
に
も
波
浪
が
揺
れ
動
く
部
分
の
あ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
の
で

あ
る
。　

葉
賀
孫
録

〔
注
〕

（
１
）「
敬
之
問
誠
意
正
心
」　
「
敬
之
」
は
朱
在
、
字
は
敬
之
、
朱
熹
の
三
男
。
巻

一
五
、一
二
四
条
に
も
葉
賀
孫
録
の
「
敬
之
問
誠
意
正
心
修
身
」
で
始
ま
る

問
答
を
収
録
す
る
が
、
内
容
は
本
条
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。

（
２
）「
裏
面
許
多
私
意
」「
外
面
許
多
私
意
」　

後
文
の
「
隱
微
之
際
」「
事
物
之

間
」
と
い
う
表
現
と
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、朱
在
は
、誠
意
は
独
処
（「
隠
微
」）

に
お
け
る
自
己
の
内
面
（「
裏
面
」）
を
対
象
と
す
る
工
夫
、正
心
は
他
者
（「
事

物
」）
と
の
関
わ
り
の
場
（「
外
面
」）
に
お
け
る
工
夫
、
と
考
え
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
因
み
に
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
に
い
う
「
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・

憂
患
」
は
、
朱
熹
も
事
物
と
の
関
わ
り
の
場
（「
應
物
」）
に
お
い
て
発
現
す

る
も
の
と
し
て
い
る
。『
大
学
或
問
』「
或
問
。
人
之
有
心
、
本
以
應
物
。
而

此
章
之
傳
、
以
爲
有
所
喜
怒
憂
懼
、
便
爲
不
得
其
正
。
然
則
其
爲
心
也
、
必

如
槁
木
之
不
復
生
、
死
灰
之
不
復
然
、
乃
爲
得
其
正
耶
。
曰
。
…
唯
其
事
物

之
來
、
有
所
不
察
、
應
之
既
或
不
能
無
失
、
且
又
不
能
不
與
俱
往
、
則
其
喜

怒
憂
懼
、必
有
動
乎
中
者
、而
此
心
之
用
、始
有
不
得
其
正
者
耳
。
傳
者
之
意
、

京
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固
非
以
心
之
應
物
便
爲
不
得
其
正
、
而
必
如
槁
木
死
灰
、
然
後
乃
爲
得
其
正

也
。」

（
３
）「
隱
微
之
際
」　

ひ
そ
か
で
か
す
か
な
時
。
自
己
の
内
面
に
お
い
て
人
知
れ

ず
意
が
萌
す
時
。
慎
独
の
独
。『
中
庸
章
句
』第
一
章「
莫
見
乎
隱
、莫
顯
乎
微
、

故
君
子
慎
其
獨
也
。」

（
４
）「
到
得
正
心
時
節
」　
「
時
節
」
は
、
時
、
折
、
段
階
。

（
５
）「
已
是
煞
好
了
」　
「
煞
」
は
、
甚
だ
、
非
常
に
、
と
て
も
。

（
６
）「
只
是
就
好
裏
面
」　
「
只
是
」
は
逆
接
の
接
続
詞
。
た
だ
し
、
だ
が
。

（
７
）「
又
有
許
多
偏
」　

本
巻
一
二
五
条
に
も
「
意
既
誠
了
、而
其
心
或
有
所
偏
倚
、

則
不
得
其
正
、
故
方
可
做
那
正
心
底
工
夫
。」
と
あ
る
。

（
８
）「
要
緊
最
是
誠
意
時
節
」　
「
要
緊
」
は
、
肝
要
な
事
柄
、
重
要
な
点
、
急
所
、

ポ
イ
ン
ト
。

（
９
）「
最
要
著
力
」　
「
著
力
」
は
、
力
を
入
れ
る
、
力
を
込
め
る
、
尽
力
す
る
、

努
力
す
る
。

（
10
）「
重
複
説
道
必
慎
其
獨
」　
『
大
学
章
句
』
伝
六
章
に
お
い
て
「
故
君
子
必
慎

其
獨
也
」
の
語
が
二
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

（
11
）「
若
打
得
這
關
過
」　

も
し
こ
の
関
門
を
打
破
で
き
れ
ば
。「
打
得
這
關
過
」

は
「
打
得
過
這
關
」
に
同
じ
。「
打
得
過
」
は
、
打
破
す
る
、
克
服
す
る
。

否
定
形
は
「
打
不
過
」『
語
類
』
巻
六
一
、五
条
、余
大
雅
録
（
Ⅳ2458

）「
曰
。

如
此
、
則
能
讓
千
乘
之
國
、
只
是
好
名
、
至
簞
食
豆
羹
見
於
色
、
却
是
實
情

也
。
曰
。
然
。
…
好
名
之
人
、大
處
打
得
過
、小
處
漏
綻
也
。」（『
孟
子
』「
尽

心
」
下
「
孟
子
曰
。
好
名
之
人
、
能
讓
千
乘
之
國
、
苟
非
其
人
、
簞
食
豆
羹
、

見
於
色
。」）
同
、
巻
二
四
、九
二
条
、
周
明
作
録
（
Ⅱ587

）「
只
如
墨
者
夷

之
、
厚
葬
自
打
不
過
、
縁
無
道
理
、
自
是
行
不
得
。」（
墨
者
夷
之
云
々
は
、

墨
家
の
夷
之
が
薄
葬
を
主
張
し
な
が
ら
自
分
の
親
だ
け
は
厚
葬
し
た
こ
と
を

指
す
。『
孟
子
』「
滕
文
公
」
上
）

（
12
）「
如
水
相
似
」　

水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
如
～
相
似
」
は
、
～
の
よ
う

で
あ
る
。

128
条

　

問
。
意
既
誠
、
而
有
憂
患
之
類
、
何
也
。
曰
。
誠
意
是
無
惡
。
憂
患
・
忿
懥
之

類
、
却
不
是
惡
。
但
有
之
、
則
是
有
所
動
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
意
既
誠
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
既
誠
意
矣
」
に
作
る
。

○
「
憂
患
忿
懥
之
類
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
有
憂
患　

忿
懥
之
類
」
に
作
る
（「
患
」

と
「
忿
」
の
間
に
一
字
分
の
空
格
有
り
）。

○
「
但
有
之
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
但
」
を
「
但
是
」
に
作
る
。

○
「
誠
意
是
無
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
却
不
是
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
節
」  

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。　

〔
訳
〕

　

質
問
「
意
が
既
に
誠
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
お
（
心
に
）
憂う
れ
い患

の
類
が
存
在

す
る
の
は
、
ど
う
し
た
わ
け
で
し
ょ
う
。」
先
生
「
意
を
誠
に
す
れ
ば
、（
も
は
や
）

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
四
三



惡
は
な
い
。
だ
か
ら
憂う
れ
い患

や
忿い
か
り懥

の
類
は
、
惡
で
は
な
い
の
だ
。
た
だ
し
そ
れ
ら

が
存
在
す
る
限
り
、（
心
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
）
動
揺
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
だ
。　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
憂
患
・
忿
懥
之
類
、
却
不
是
惡
」
云
　々

一
二
四
条
に
も
「
心
有
不
正
、

則
爲
物
所
動
、
却
未
必
爲
惡
。」
と
あ
る
。

（
２
）「
但
有
之
、
則
是
有
所
動
」　

本
巻
一
二
四
条
「
心
有
不
正
、
則
爲
物
所
動
」

一
三
五
条
「
四
者
人
所
不
能
無
也
。
但
不
可
為
所
動
。」　

129
条

　

意
既
誠
矣
、
後
面
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
、
親
愛
・
賤
惡
、
只
是
安
頓
不

著
在
。
便
是
苟
志
於
仁
矣
、
無
惡
也
。　

泳

〔
校
勘
〕

○
「
後
面
忿
懥
」　
「
面
」
を
成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
は
「
靣
」
に
作
る
。

○
「
好
樂
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
樂
」
を
「
楽
」
に
作
る
。

○
「
賤
惡
」  

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
無
惡
也
」  

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

〔
訳
〕

　

意
が
既
に
誠
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
後
に
お
け
る
忿い

か
り懥

・
恐お
そ
れ懼

・
好こ
の
み樂

・

憂う
れ
い患
、
親し
た
し
み愛
・
賤に
く
し
み惡
は
、（
そ
れ
自
体
は
悪
し
き
も
の
で
は
な
く
）
た
だ
所
を
得

て
い
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
は
「
本
当
に
仁
を
志
せ
ば
、
惡
を
行

う
こ
と
は
な
い
。」
で
あ
る
。　

湯
泳
録

〔
注
〕

（
１
）「
忿
懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
」　
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
に
見
え
る
語
。

一
二
二
条
の
注
を
参
照
。

（
２
）「
親
愛
・
賤
惡
」　
『
大
学
章
句
』
伝
八
章
「
所
謂
齊
其
家
在
脩
其
身
者
、
人

之
其
所
親
愛
而
辟
焉
、
之
其
所
賤
惡
而
辟
焉
、
之
其
所
畏
敬
而
辟
焉
、
之
其

所
哀
矜
而
辟
焉
、
之
其
所
敖
惰
而
辟
焉
。
故
好
而
知
其
惡
、
惡
而
知
其
美
者
、

天
下
鮮
矣
。」
朱
注
「
辟
、
讀
爲
僻
。
惡
而
之
惡
、
敖
、
好
、
並
去
聲
。
鮮
、

上
聲
。
人
、
謂
衆
人
。
之
、
猶
於
也
。
辟
、
猶
偏
也
。
五
者
、
在
人
本
有
當

然
之
則
。
然
常
人
之
情
、
惟
其
所
向
而
不
加
審
焉
、
則
必
陷
於
一
偏
而
身
不

脩
矣
。」

（
３
）「
只
是
安
頓
不
著
在
」　
「
安
頓
」
は
、
置
く
、
お
ち
つ
く
。「
～
不
著
」
は

動
詞
の
後
に
用
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
～
で
き
な
い
、
十
分
～
で
き
な
い
、
の
意

を
表
す
。「
在
」
は
断
定
の
語
気
を
示
す
句
末
の
助
詞
。「
安
頓
不
著
」
は
、

ち
ゃ
ん
と
置
か
れ
て
い
な
い
、
据
わ
り
が
悪
い
、
所
を
得
な
い
、
の
意
。
あ

る
べ
き
在
り
方
か
ら
ず
れ
て
い
る
こ
と
。
一
二
五
条
「
意
既
誠
了
、
而
其
心

或
有
所
偏
倚
、
則
不
得
其
正
」
に
お
け
る
「
偏
倚
」、
一
二
七
条
「
到
得
正

心
時
節
、
已
是
煞
好
了
。
只
是
就
好
裏
面
、
又
有
許
多
偏
」
に
お
け
る
「
偏
」

に
相
当
す
る
。
以
下
の
用
例
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
惻
隠
や
羞
悪
の
よ
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う
に
、
そ
れ
自
体
は
善
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
発
現
が
時
と
所
を
得
な
け
れ

ば
、
そ
れ
ら
は
瞬
時
に
惡
に
翻
転
す
る
。『
語
類
』
巻
一
三
、五
六
条
、
楊
道

夫
録
（
Ⅰ230
）「
凡
事
、
莫
非
心
之
所
爲
。
雖
放
僻
邪
侈
、
亦
是
此
心
。
善

惡
但
如
反
覆
手
。
翻
一
轉
、
便
是
惡
。
只
安
頓
不
著
、
亦
便
是
不
善
。」
巻

九
四
、一
四
六
条
、
萬
人
傑
録
（
Ⅵ2395

）「
凡
事
微
有
過
差
、
才
有
安
頓
不

著
處
、
便
是
惡
。」
巻
九
五
、八
九
条
、
童
伯
羽
録
（
Ⅵ2438

）「
葢
凡
事
、

莫
非
心
之
所
爲
。
雖
放
僻
邪
侈
、
亦
是
心
之
爲
也
。
善
惡
但
如
反
覆
手
耳
。

翻
一
轉
、
便
是
惡
。
止
安
頓
不
著
、
也
便
是
不
善
。
如
當
惻
隱
而
羞
惡
、
當

羞
惡
而
惻
隱
、
便
不
是
。」
な
お
『
朱
子
語
類
考
文
解
義
』
は
「
安
頓
不
著

在　

猶
言
着
不
得
。
謂
意
既
誠
、則
此
四
者
不
足
以
爲
累
於
心
也
。
在
語
辭
。」

と
し
、「
安
頓
不
著
」
を
「
く
っ
つ
か
な
い
」
の
意
に
解
す
る
が
、
誤
釈
で

あ
ろ
う
。

（
４
）「
苟
志
於
仁
矣
」　
『
論
語
』「
里
仁
」「
子
曰
。
苟
志
於
仁
矣
、
無
惡
也
。」

朱
注
「
苟
、
誠
也
。
志
者
心
之
所
之
也
。
其
心
誠
在
於
仁
、
則
必
無
爲
惡
之

事
矣
。」

130
条

　

問
。
心
體
本
正
、
發
而
爲
意
之
私
、
然
後
有
不
正
。
今
欲
正
心
、
且
須
誠
意
否
。

未
能
誠
意
、
且
須
操
存
否
。

　

曰
。
豈
容
有
意
未
誠
之
先
、
且
放
他
喜
怒
憂
懼
不
得
其
正
、
不
要
管
它
、
直
要

意
誠
後
心
却
自
正
。
如
此
則
意
終
不
誠
矣
。
所
以
伊
川
説
、
未
能
誠
意
、
且
用
執

持
。　

大
雅

〔
校
勘
〕

○
「
須
誠
意
否
未
能
誠
意
」　

朝
鮮
古
写
本
は
「
未
」
の
前
に
「
是
」
字
有
り
。

○
「
不
要
管
它
」　

成
化
本
、
朝
鮮
古
写
本
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
它
」
を
「
他
」

に
作
る
。

〔
訳
〕

　

質
問
「
心
の
本
体
は
元
来
、
正
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
発
現
し
て
私
意
と

な
る
と
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
不
正
が
生
じ
ま
す
。
今
、
心
を
正
そ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
さ
し
あ
た
り
意
を
誠
に
す
べ
き
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
だ
意
を
誠
に

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
さ
し
あ
た
り
操
存
す
べ
き
な
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。」

　

先
生
「
ま
さ
か
、
意
が
誠
に
な
る
前
に
は
、
心
の
喜
怒
憂
懼
が
正
さ
れ
て
い
な

く
て
も
と
り
あ
え
ず
は
放
っ
て
お
い
て
構
お
う
と
は
せ
ず
、
意
が
誠
に
な
っ
た
後

で
心
の
方
が
自
ず
と
正
さ
れ
る
の
を
、
ず
っ
と
期
待
し
続
け
る
な
ん
て
、
そ
ん
な

こ
と
が
あ
り
得
よ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
で
は
、
意
も
結
局
は
誠
に
は
な
ら
な
い
の

だ
。
だ
か
ら
伊
川
も
「
意
を
誠
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、と
り
あ
え
ず
（
心

を
）
し
っ
か
り
と
把
捉
せ
よ
。」
と
言
っ
た
の
だ
。　

余
大
雅
録

〔
注
〕

（
１
）「
心
體
本
正
」　
『
大
学
或
問
』「
人
之
一
心
、
湛
然
虛
明
。
如
鑑
之
空
、
如

衡
之
平
、
以
爲
一
身
之
主
者
、
固
其
眞
體
之
本
然
、
而
喜
怒
憂
懼
、
隨
感
而

應
、妍
蚩
俯
仰
、因
物
賦
形
者
、亦
其
用
之
所
不
能
無
者
也
。
故
其
未
感
之
時
、

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
四
五



至
虛
至
靜
、
所
謂
鑑
空
衡
平
之
體
、
雖
鬼
神
有
不
得
窺
其
際
者
、
固
無
得
失

之
可
議
。」

（
２
）「
且
須
操
存
否
」　
「
操
存
」
は
、心
を
し
っ
か
り
と
把
捉
し
保
持
す
る
こ
と
。

『
孟
子
』「
告
子
」
上
「
孔
子
曰
。
操
則
存
、舍
則
亡
。
出
入
無
時
、莫
知
其
鄕
。

惟
心
之
謂
與
。」
朱
注
「
程
子
曰
。
…
操
之
之
道
、
敬
以
直
内
而
已
。」

（
３
）「
豈
容
有
意
未
誠
之
先
」
云
　々
「
容
」
は
「
可
（
べ
し
）」
と
同
じ
く
、
可

能
を
表
す
助
字
。
～
で
き
る
。
以
下
こ
の
一
文
は
、『
大
学
』
八
条
目
の
階

梯
が
「
誠
意
」
→
「
正
心
」
の
先
後
関
係
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
誠
意
」

以
前
は
心
の
不
正
を
放
置
し
て
も
構
わ
な
い
、
と
す
る
発
想
の
誤
り
を
指
摘

す
る
。「
格
致
」
→
「
誠
意
」
に
関
す
る
同
様
の
発
言
を
挙
げ
て
お
く
。
巻

一
五
、九
五
条
「
説
爲
學
次
第
、曰
。
本
末
精
粗
、雖
有
先
後
、然
一
齊
用
做
去
。

且
如
致
知
格
物
而
後
誠
意
、
不
成
説
自
家
物
未
格
、
知
未
至
、
且
未
要
誠
意
、

須
待
格
了
知
了
、
却
去
誠
意
。
安
有
此
理
。
聖
人
亦
只
説
大
綱
自
然
底
次
序

是
如
此
。」同
、一
〇
三
条「
問
知
至
而
后
意
誠
。
曰
。
…
然
又
不
是
今
日
知
至
、

意
亂
發
不
妨
、
待
明
日
方
誠
。
如
言
孔
子
七
十
而
從
心
、
不
成
未
七
十
、
心

皆
不
可
從
。
只
是
説
次
第
如
此
。」

（
４
）「
且
放
他
喜
怒
憂
懼
不
得
其
正
」　
「
放
」は
、放
っ
て
お
く
。「
他
」は
、そ
れ
。

こ
こ
で
は
心
を
指
す
。「
喜
怒
憂
懼
」
は
『
大
学
章
句
』
伝
七
章
に
い
う
「
忿

懥
・
恐
懼
・
好
樂
・
憂
患
」
に
対
応
す
る
。『
大
学
或
問
』「
或
問
。
人
之
有
心
、

本
以
應
物
。
而
此
章
之
傳
、以
爲
有
所
喜
怒
憂
懼
、便
爲
不
得
其
正
。」
云
々
。

（
５
）「
不
要
管
它
」　
「
管
」
は
、か
ま
う
、監
督
す
る
、取
り
締
ま
る
。「
它
」
は
、

そ
れ
。
こ
こ
で
は
喜
怒
憂
懼
。

（
６
）「
直
要
意
誠
後
心
却
自
正
」　
「
直
」
は
「
一
直
」
と
同
じ
く
、
動
作
の
持
続

を
示
す
。
ず
っ
と
（
～
し
続
け
る
）。「
却
」
は
、
主
語
に
関
し
て
他
と
対
比

対
照
し
て
述
べ
る
語
気
を
示
す
。「
～
の
方
は
」「
～
は
と
言
え
ば
」

（
７
）「
所
以
伊
川
説
」　

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
語
そ
の
も
の
の
典
拠
は
未
詳
。
類

似
す
る
程
頤
の
語
を
挙
げ
て
お
く
。『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
、五
条
「
問
。

有
所
忿
懥
・
恐
懼
・
憂
患
、
心
不
得
其
正
。
是
要
無
此
數
者
、
心
乃
正
乎
。
曰
。

非
是
謂
無
、只
是
不
以
此
動（
原
注「
一
本
作
累
」）其
心
。
學
者
未
到
不
動
處
、

須
是
執
持
其
志
。」

131
条

　

誠
意
、
是
真
實
好
善
惡
惡
、
無
夾
雜
。

　

又
曰
。
意
不
誠
、
是
私
意
上
錯
了
。
心
不
正
、
是
公
道
上
錯
了
。

　

又
曰
。
好
樂
之
類
、
是
合
有
底
、
只
是
不
可
留
滯
而
不
消
化
。
無
留
滯
、
則
此

心
便
虚
。　

節

〔
校
勘
〕

○
「
好
善
惡
惡
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
惡
惡
」
を
「

」
に
作
る
。

○
「
無
夾
雜
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
夾
」
を
「
夹
」
に
作
る
。

○
「
好
樂
之
類
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
樂
」
を
「
楽
」
に
作
る
。

○
「
無
留
滯
」　

朝
鮮
古
写
本
は
こ
の
下
に
「
好
樂
之
類
」
の
四
字
有
り
。

○
「
節
」　

萬
暦
本
、
和
刻
本
は
「
節
」
を
「

」
に
作
る
。
朝
鮮
古
写
本
は
こ

の
下
に
「
○
池
本
注
云
此
一
段
爲
大
學
釋
誠
意
二
章
發
」
の
校
語
有
り
。
因

み
に
甘
節
録
は
池
録
二
五
所
収
で
あ
る
（『
朱
子
語
録
姓
氏
』）
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〔
訳
〕

　
「
意
を
誠
に
す
る
と
は
、
真
に
善
を
好
ん
で
惡
を
悪
み
、
そ
こ
に
夾
雑
物
が
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「
意
が
誠
で
な
い
の
は
、
私
意
に
お
け
る
過
ち
で
あ
る
。
心

が
正
し
く
な
い
の
は
、
公
道
に
お
け
る
過
ち
で
あ
る
。」

　

ま
た
言
わ
れ
た
。「（『
大
学
章
句
』
伝
七
章
に
い
う
）
好
楽
の
類
は
、
有
っ
て

然
る
べ
き
も
の
な
の
だ
が
、
た
だ
し
（
心
に
）
固
着
し
て
消
え
去
ら
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
固
着
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
心
は
虚
な
の
で

あ
る
。」　

甘
節
録

〔
注
〕

（
１
）「
真
實
好
善
惡
惡
」　
「
真
實
」
は
、
真
に
、
本
当
に
。「
好
善
惡
惡
」
は
、

善
を
好
み
惡
を
悪
む
。『
大
学
章
句
』
伝
六
章
「
如
惡
惡
臭
、
如
好
好
色
、」

朱
注
「
使
其
惡
惡
則
如
惡
惡
臭
、
好
善
則
如
好
好
色
。」

（
２
）「
無
夾
雜
」　
「
夾
雜
」
は
、「
夾
雑
物
」、
ま
た
は
動
詞
と
し
て
「
混
入
す
る
」

の
意
。
純
粋
に
善
を
好
み
惡
を
悪
む
こ
と
が
で
き
ず
、
な
に
が
し
か
不
純
な

気
持
ち
が
混
じ
る
こ
と
。
本
巻
、
六
六
条
「
問
。
誠
意
是
如
何
。
曰
。
…
如

今
人
要
做
好
事
、
…
要
去
做
好
事
底
心
是
實
。
要
做
不
好
事
底
心
是
虚
。
被

那
虚
底
在
裏
面
夾
雜
、
便
將
實
底
一
齊
打
壞
了
。」

（
３
）「
意
不
誠
、
是
私
意
上
錯
了
。
心
不
正
、
是
公
道
上
錯
了
」　
「
公
道
」
は
、

公
共
の
道
路
。
転
じ
て
公
明
正
大
な
在
り
方
。『
韓
非
子
』内
儲
說
上「
七
術
」

説
二
「
殷
之
法
、棄
灰
于
公
道
者
、斷
其
手
。」『
朱
文
公
文
集
』
巻
一
九
「
同

監
司
薦
潘
燾
韓
邈
蔡
咸
方
銓
狀
」「
臣
等
竊
見
、
比
年
以
來
、
臣
僚
申
嚴
薦

舉
之
法
、
以
革
獨
員
之
弊
。
蓋
所
以
示
公
道
而
杜
私
情
也
。」
以
下
に
示
す

通
り
、朱
熹
は「
意
不
誠
」と「
心
不
正
」を
、そ
れ
ぞ
れ「
私
過
」と「
公
過
」、「
私

罪
」
と
「
公
罪
」
に
喩
え
て
い
る
。
一
二
五
条
に
「
意
之
誠
不
誠
、
直
是
有

公
私
之
辨
、
君
子
小
人
之
分
。」
と
あ
る
通
り
、
誠
意
の
成
否
が
公
私
の
分

か
れ
目
で
あ
る
か
ら
、
誠
意
以
前
は
私
、
正
心
に
取
り
組
む
段
階
は
既
に
誠

意
を
経
て
い
る
か
ら
公
、
と
い
う
理
屈
に
な
る
。『
語
類
』
巻
一
五
、九
一
条

「
又
曰
。
意
不
誠
底
、是
私
過
。
心
不
正
底
、是
公
過
。」
巻
一
八
、一
三
〇
条
、

襲
蓋
卿
録
（
Ⅱ424

）「
且
意
未
誠
時
、
譬
猶
人
之
犯
私
罪
也
。
意
既
誠
而
心

猶
動
、
譬
猶
人
之
犯
公
罪
也
。
亦
甚
有
間
矣
。」

（
４
）「
好
樂
之
類
、是
合
有
底
」　
「
合
」
は
「
当
」
と
同
じ
で
、「
ま
さ
に
～
（
す
）

べ
し
」「
合
有
底
」
は
、
有
っ
て
然
る
べ
き
も
の
、
無
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
も
の
。『
大
学
章
句
』
伝
七
章
、
朱
注
「
蓋
是
四
者
、
皆
心
之
用
、
而
人

所
不
能
無
者
。」
巻
一
五
、一
二
六
条
「
所
謂
好
惡
哀
矜
、
與
修
身
齊
家
中
所

説
者
、
皆
是
合
有
底
事
。
但
當
時
時
省
察
其
固
滯
偏
勝
之
私
耳
。」

（
５
）「
不
可
留
滯
」　
「
留
滯
」
は
、
留
ま
り
滞
る
、
固
着
す
る
。「
合
有
底
」
で

は
あ
っ
て
も
、「
留
滯
」
す
れ
ば
と
ら
わ
れ
や
偏
向
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

『
語
類
』
巻
一
二
、一
三
六
条
、
胡
泳
録
（
Ⅰ242

）「
因
言
。
悔
字
難
說
。
既

不
可
常
存
在
胸
中
以
爲
悔
、又
不
可
不
悔
。
若
只
說
不
悔
、則
今
番
做
錯
且
休
、

明
番
做
錯
又
休
、
不
成
說
話
。
…
不
得
不
悔
、
但
不
可
留
滯
。」
な
お
後
出

の
一
三
七
～
一
四
〇
条
に
お
い
て
も
、「
忿
懥
」
等
の
心
に
お
け
る
「
留
」「
滯

留
」
が
話
題
と
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）「
不
消
化
」　
「
消
化
」
は
消
去
す
る
、
消
失
す
る
。『
語
類
』
巻

『
朱
子
語
類
』
巻
一
四
～
一
八
訳
注
（
六
）

一
四
七



七
五
、一
一
四
条
、
黄

録
（
Ⅴ1937

）「
變
化
二
者
不
同
。
化
是
漸
化
、
如

自
子
至
亥
、
漸
漸
消
化
、
以
至
於
無
。
如
自
今
日
至
來
日
、
則
謂
之
變
、
變

是
頓
斷
有
可
見
處
。」

（
７
）「
無
留
滯
、
則
此
心
便
虚
」　
「
虚
」
は
、
空
虛
、
空
っ
ぽ
。
余
計
な
夾
雑
物

が
混
入
残
存
し
て
い
な
い
こ
と
。『
河
南
程
氏
遺
書
』巻
一
五
、一
七
七
条「
如

何
爲
主
。
敬
而
已
矣
。
有
主
則
虛
、
虛
謂
邪
不
能
入
。
無
主
則
實
、
實
謂
物

來
奪
之
。」

          　
　
　
『
朱
子
語
類
』
巻
一
六
（
58
～
131
条
）、
訳
注
担
当
者

58
～
69
条　
　
　
　
　
　

福　

谷　

彬

70
～
79
条　
　
　
　
　
　

古　

勝　

亮

80
～
87
条　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

88
～
95
条　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

96
～
105
条　
　
　
　
　
　

焦　
　
　

堃

106
～
107
条　
　
　
　
　
　

小
笠　

智
章

108
～
109
条　
　
　
　
　
　

古　

勝　

亮

110
～
121
条　
　
　
　
　
　

宇
佐
美
文
理

122
～
131
条　
　
　
　
　
　

中　

純　

夫

�

（
二
〇
一
四
年
十
月
一
日
受
理
）

　
　
　
（
う
さ
み　

ぶ
ん
り　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

　
　
　
（
お
が
さ　

と
も
あ
き　

京
都
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
機
構
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
こ
が
ち　

り
ょ
う　

京
都
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
（
し
ょ
う　

こ
ん　

武
漢
大
学
歴
史
学
院
講
師
）

　
　
　
（
な
か　

す
み
お　

京
都
府
立
大
学
文
学
部
教
授
）

　
　
　
（
ふ
く
た
に　

あ
き
ら　

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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